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MULAN 


まえ が き 


X 1 シリ ー ズ は , その 高い 性 能 の た め 多 く の ユ ー ザ ー 
を 得 て い ます が , 解説 書籍 が 比較 的 少な い に う え , マニュ 
アル も けっ し て 十分 と は いえ ず , も の 足り な い 思 い を る 
れ た 方 も 多い こと で し ょ う 。 前 書 に あたる 『 双 1 マシ ン 
語 プ ログ ラミ ング 入門 」 で も 「 マ シン 語 入門 」 と いう 性 
ЖЕ, X 1 の ハー ドウ ェ ア 機 能 に つい て は あま り 触 れ て 
いま せん 。 本 書 は これ を 補う 意味 で , HuBASIC の 内 部 構 
造 と ハー ドウ ェ ア 機 能 の 使い 方 , 応用 に つい て 多く の ペ 
ー ジ を る いて 解説 し て いま す 。 

本 書 で は , CRTC $ PSG な どか な り ハ ー ド 的 な 解説 
が あり , わか り に 〈 く い 点 が ある か も 知れ ませ ん が , 多く 
の サン プル ・ プ ログ ラム を 掲載 し て いま す の で , 実験 を 
繰り 返し , 体験 的 に 覚え を る こと が で きま す 。 ま た , それ 
が コン ピュ ー タ ー を 知る うえ ぇ で 最も 効果 的 で あり , つま 
り 近道 で ある と いえ ます 。 

本 書 は 全 ペ ー ジ に わた っ て 資料 集 た いえ ます が , 特に 
付録 の IOCS, I/O ポー ト , サブ CPU コマ ンド 表 は クイ 
ググ ュ * ュ リプ アテ アレ ルス も し て 役に立つ で し ょ う 。 

本 書 が まる に “もう 一 民 の マニ ュ ア ル ”" と し て 皆さん 
の 参考 に な れ ば 幸い で す 。 

1985 年 4 月 著者 
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本 書 を 執筆 する に あたっ て , 使 用 し た も の は 次 の と お り で す 。 
(1) コン ピュ ー タ …CZ-800C。 シリ アル NO.312373 
(2) プリ ンタ …PR-201(NEC 製 ) 
(3) アセン プラ …『 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 」 に 記載 され 

て いる エディ イタ ・ プ アセ ンプ ラ 

第 2 章 で メモ リ ・ ダ ンプ を 数 多く 掲載 し て いま す が , プリ ン 
タ が NEC 製 で ある た め , 一 部 ASCI ユー ド が 違う も の が あり 5 
ます 。 АЅСП ユー ド の 部 分 は 本 文 と は 関係 な に も の な の で 特に 
気 に す る 必要 は あり ませ ん 。 ま だ た, アモ ンプ ブラ は 標準 的 な も の 
с, 他 の も の で 代用 で きる で し ょ 5. 
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テク ニカ ル な 解説 は 次 章 以降 に 任せ る 
こと に し て 本 章 は 導入 編 と し て , KLOR 
能 概説 と 特徴 ある 1/O ポ ー ト に つい て 解 
説 し て いき ます 。 す で に 予備 知識 の ある 
方 は 読み と ば し て 結構 で す 。 まだ た だ, ХІ 
Turbo の 拡張 る れ だ 部 分 に つい て も 触れ 
ます 。 
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図 1-1 に X1 の プ ブロック 図 を 示し ます 。 一 番 最 初 に 発売 され 
7: CZ-800C の 図 で は グラ フィ ッ ク КАМ や 拡張 I/O ポー ト 
が オプ ショ ン に な っ て いま す 。 各 ブロ ッ ク を 簡単 に 説明 し ま 
す 。 

@IPL ROM 

X1 は , 電源 を 入れ る と まず ІРІ (Initial Program loader) 
が 動作 し ます 。 IPL ROM の 大 き さ は 4K バイ ト で , この 中 に 
は , ディ スク 入力 ルー チン , カセ ッ ト 入 力 ル ー チ ン , ROM А 
カル ー チ ン , タイ マー セッ ト ・ ル ー チ ン が 含ま れ て いま す 。 
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@ メ イン ・ メ モリ 
780 の 1/0 空間 いっ ぱい の 64K バイ ト の RAM を 備え て い 
ます 。BASIC な どの シス テム ・ ソ フト ウェ ア は も ちろ ん の こ 
と , BASIC の テキ スト な ども 格納 され て ます 。 
€ テキスト VRAM 

テキ スト の 表示 用 に 2K バイ ト 持 ち , 80 字 X25 行 を 1 画面 
また は 40 字 メ X25 行 を 2 画面 分 持つ こと が で きま す 。 ま た , F 
キス ト VRAM に 1 対 1 に 対応 し て , 表示 文字 の 色 . モー ド 
(反転 , m), 大 き さ , PCG か CG の 選択 を 設定 する アト リ 
ビュ ー ト (属性 ) VRAM を 2K バイ ト 分 持っ て いま す 。 
@ グラフィック VRAM 

48K バイ ト 持 っ て お り , 640X200 ド ッ ト の 解像度 で 。 ドッ 
ト 単 位 に 色 指 定 が で きま す 。 単 色 で あれ ば 3 画面 分 持て ます 。 
また , 320X200 ド ッ ト の モー ド が あり , この 場合 カラ ー だ と 
2 画面 , 単色 だ と 6 画面 持て ます 。 
€ СС ROM 

テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の パタ ー ン ・ デ ー タ が 入っ て 
いる ROM で す 。256 文 字 分 で 1 文字 8 バイ ト で すか ら ROM の 
容量 は 2K バイ ト と な り ま す 。 CGC は キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー 
タ の 略 で す 。 
@ PCG 

РСС は プロ グラ マブ ル ・ キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ の 略 で 
X1 の ユニ ー ク な 機能 の ひと つ で す 。256 文 字 分 定義 で き , К 
ッ ト 単 位 に 色 指 定 で きま す 。 
@ CRTC 

画面 表示 を 制御 する LSI(CRT コン トロ ー ラ ) で す 。X1 で 
は ポピュラー な HD46505-SP (日 立 製 ) を 使っ て いま す 。 
@ バ レッ ト 回 路 

TTL に よっ て 構成 され た 回 路 で グラ フィ ッ ク 画 面 に 書か 
れ た も の を 瞬時 に 他 の 色 へ 変え 0 る こと が で きま す 。 テ キス ト 
画面 に 書か れ た も の は 色 が 変わ り ま せん 。 


1-1 ブロ ッ ク 図 


@ プラ イオ リティ 回 路 

テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 設定 する も 
DTF. XI で は グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 別 に 設定 で きる の で , 
た と えば テキ スト 画面 を グラ フィ ッ ク 画 面 の 青 , 黄色 の 陰 に 
する と いっ た こと が で きま す 。 

e PSG 

プロ グラ マブ ル ・ サ ウン ド ・ ジ ェ ネ レー タ の 略 で , プロ ダグ 
ラム に よっ て 様々 な 音 を 発生 で きま す 。AY-3-8910 と いう 1 
チッ プ の LSI に よっ て コン トロ ー ル され ます 。 ま た , この 
LSI は 2 つの 1/O ポー ト を 持ち , ХІ で は ジョ イス ティ ッ ク 
の 入力 に 使わ れ て いま す 。 

e 8255 (PPI) 

X1 で は 2 個 の 8255 を 使っ て いま す 。 1 つ は Z80 が 管理 し 
プリ ンタ な どの コン トロ ー ル に , も う 1 つ は サブ CPU 
(80C49) が 管理 し カセ ッ ト な どの コン トロ ー ル に 使わ れ て い 
ます 。 

ө 80С49, 80C48 

ХІ で は メイ ン CPU の 負担 を 軽減 する た め , 2 個 の サブ 
CPU を 使っ て いま す 。 80C48 は キー 入力 , 80C49 は カセ モッ ト 
の コン トロ ー ル な ど に 使わ れ て いま す 。 


МО ボート 


Z80 で は , 一 般 的 に 周辺 機器 の 入出 力 を 1/O ポー ト を 介し 
て 行い ます 。 入 出力 は Z80 の IN, OUT 命令 を 使っ て , 周辺 
機器 と デー タ の や り と り を 行っ て いま す 。 ど の ポー ト が どう 
いう 役割 か ), と いう こと は シス テム に よっ て 決ま っ て いま す 。 

Z80 で は , I/O ポー ト の 空間 は 0 -255 ま で の 256 バ イト C, 
IN, OUT 命令 で も ポー ト 番 号 の 指定 は 8 ビッ ト で 行い ます 。 
これ ら の 命令 に は , 
① IN A, (nn) 

Q OUT (nn), А 

@ IN 8 ビッ ト ・ レ ジス タ , (0) 

④ OUT (O, 8 ビッ ト ・ レ ジス タ 

な ど が あり ます 。 こ こ で , nn は 8 ビッ ト の 数 値 。 8 ビット ・ 
レジ メグ は 。A。 H, L, В, С, D, EE め レジ スタ で す 。 こう 
書く と 780 は 256 バイ ト ま で し か 1/O 空間 を 持て な いよ う 
に 思い ます が , X1 で は 64K バイ ト の 1/O 空間 を 持っ て いま 
す 。 

これ は , 別に 特別 な 780 を 使っ て いる わけ で は な く , 780 
は も と も と 64K バイ ト の 1/O の 空間 を 持て る の で す 。64K バ 
イト の 空間 を アク セス する た め に は 16 ビ ッ ト 長 で 指定 し な け 
れ ば な り ま せん 。①, ② の 命令 は A レジ スタ の 内 容 を nn TIR 
され る I/O ポー ト に 入出 力 を 行う も の で す が , 実は アド レ 
ス ・ ヾ バス に は A レジ スタ を 上 位 , nn を 下位 に し た デー タ が 出 
カカ され て いる の で す 。 た と えば , A レジ スタ に 12H を 入れ , 


| OUT (34H), A | 


を 実行 する と , I/O アド レス 1234H に 12H が 出力 され ます 。 
また , 2, ④ の 場合 は B レジ スタ が 1/O アド レス の 上 位 8 ビ 
ッ ト と し て 出力 され ます 。 た と えば , 


LD BC, 1234H 
IN В, (С) 


と いっ た 場合 で も , ПОТ アド レス 1234H か ら B レジ スタ へ 
デー タ が 入力 され ます 。X1 や ソニ ー の SMC シリ ー ズ で は , 
こう いっ た Z80 の 性 質 を 利用 し て グラ フィ ッ ク RAM O k 
うに 大 き な 空 間 も 上 占める も の を 1/O 空間 に 割り 当て て いま 
d 

Z80 に は この ほか に INIR や OTDR と いっ た ブロ ッ ク 出 
力 命令 が あり ます が , これ は B レジ スタ を カウ ンタ と し て 使 
う た め に X1 で は , まず 使う 機会 は な いで し ょ う 。 

さて , X1 で 入出 力 を 行う と き に , 常に 16 ビ ッ ト す べ て を 指 
定 し な けれ ば な ら な いわ け で は あり ませ ん 。 周辺 デバ イス に 
よっ て は , 上 位 8 ビッ ト し か デコ ー ド し て いな いも の も ある 
か ら で す 。 こ の 場合 下位 8 ビッ ト は どん は 値 で も よい こと に 
な り ま す 。 巻末 付 録 に 1/O マッ プ (ПО ポー ト が どう 割り 当 
て られ て いる か を 示す 図 ) が あり ます が , この な か で "* *' と 
書い て ある の は , デコ ー ド され ず ど ん な 値 で も よい こと を 示 
し で Ws まず 。 


X1 シリ ー ズ の 最上 位 機 種 と し て 発表 きれ た X1Turbo は 
これ まで の マイ ナー チェ ンジ と 違っ て , コン パチ ビリ ティ を 
保ち な が ら 大 き な 拡 張 が 施 き され まし た 。 拡張 され た 点 は 次 の 
と お り で す 。 
グラ フィ ッ ク 

グラ フィ ッ ク VRAM を も う 1 バン ク (1 部 オプ ショ ン ) 設 
け , 計 96K バイ ト に な り ま し た 。 こ と た め 400 ラ イン の 高 解 像 
度 が 使え , 表現 力 が さら に アッ プ し まし た 。 ま た , 画面 モー 
・ ド が 多彩 に な り ま し た 。 

ORF VRAM 

漢字 VRAM が 搭載 され た こと に よっ て , 漢字 表示 を 普通 
の テキ スト 表示 と 同じ よう に 手軽 に な お か つ 高 速 に 行う こ 
と が で きま す 。 
周辺 チッ プ 

周辺 チッ プ に Z80 ファ ミリ で ある DMA, SIO, СТС が 追 
加 さ れ ま し た 。DMA は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの 高速 入出 
Jiz, SIO は RS-222C, マウ ス と の 入出 力 に , CTC は RS- 
232C の ボー レー ト 設 定 , タ イマ 割り 込み に 使わ れ て いま す 。 
⑳ ン ソフ トウ ェ ア 
BASIC が さら に 拡張 され まし た が , BIOS ROM を 32K バイ 
ト 持 ち , フリ ー エ リア は 逆 に 増え て いま す 。 

この 他 , 細か な 点 で いろ いろ と 拡張 され て いま す が , 完全 
に 上 位 コ ン パ チ に な っ て いま す 。 そのため 本 書 の 内 容 は その 
まま X1Turbo に も 適用 で きま す 。 巻 末 付 録 に は X1Turbo の 
IO ポー ト な ども 掲載 し て いま す 。 


4 定数 の 格納 形式 と 内 部 コー ド 
0-5 浮動 小数 点 
2-6 変数 の 格納 形式 
0-7 マシ ン 語 プロ グラ ム と の リン ク 
2-8 HuBASIC の 拡張 
2-9 モニ タ の 拡張 
2-10 キー 入力 


HuBASIC は 非常 に 機能 の 高い BASIC 
で , 又 1 の ユニ ー ク な ハー ドウ ェ ア 機 能 を 十 
分 に 活か せる 言語 で す 。 こ の HuBASIC 
を マシ ン 語 プロ グラ ム と し て 見 た 場合 , 
各所 で いろ いろ な 工夫 が 見 られ , KERA 
味 深 いも の で す 。 本章 で は , マシ ン 語 レ 


ベル か ら HuBASIC を 見 直し , マニ ュ ア 
ル に は 載っ て いな い 使い 方 , 機能 を 拡張 
する 方 法 な ど を 紹介 し ます 。 
な お , 説 明 は テー プレ ミー ジョ ン (CZ8CB01) 
を 中 心 に 行っ て いき , ディ スク ・ バ ー ジ 
ar (CZ8FB01) と の 違い が ある 場合 は , 
適時 説明 を 入れ る こと に し ます 。 


IO 


HuBASIC の 特徴 


X1 の HuBASIC の 主 な 特徴 と し て は , 次 の よう な も の が 
挙げ られ ます 。 
① プ ライ オリ ティ , パレ ッ ト , 論理 座標 系 を 含む 強力 な グラ 
7497 пт Е, 
スー パー イン ポ ボーズ, チャンネル , 音量 , TV タイ マー, Ж 
ムー ズ ・ ス クロ ー ル な どの TV コン トロ ー ル 。 
③ ド ッ ト 単 位 で 色 指 定 で きる РСС と 豊富 な キャ ラク タ 表 示 
命令 。 

《④2700 ボ ー の 高速 SAVE, LOAD と APSS (プロ グラ ム の 頭 
出し ) な どの カセ ッ ト ・ コ ント ロー ル 機 能 。 

OKKH, SEARCH, AUTO 命 令 に よる 強力 な エディ タ 機 能 。 
⑥ ラ ベル 命令 や 豊富 な ルー プ 命 令 に よる プロ グラ ム の 構造 化 
が 可能 。 

⑦ 単 精度 9 桁 , 倍 精度 で 16 桁 の 高 精度 演算 。SIN な どの 関数 
で も 倍 精 度 演算 が 可能 で , し か も 2 進 ・8 進 定数 も 扱う こと 
が で きる 。 

な ど な ど , 良い 点 を あげ れ ば きり が あり ませ ん 。 なにしろ 
命令 数 が 合計 で 200 種 類 以 上 ある の で すか ら X1 の ハー ドウ 
ェ ア の 性 能 を 引き 出す の に 十分 な 言語 と 言え ます 。 

た だ し , それ だ け 多 く の 命 令 を 持た せ た た め フ リー エリ ア 
が 24K バイ ト (カセ ッ ト の 場合 ) と 少な め に な っ て いま す 。 
X1 Turbo で は この 問題 は 解決 され て いて , 最大 で 80K バイ 
ト 近 く の フ リー エリ ア が 得 ら れ ま す 。 

他 の パソ コン で は マイ クロ ソフ ト 系 の BASIC が 採用 され 
て いま す が , HuBASIC の 文法 も マイ クロ ソフ ト 系 の それ と 
同じ 系 列 の BASIC だ と いえ ます 。 そのため, 他 の パソ コン 用 
の プロ グラ ム か ら め 移 植 す る と きも 比較 的 少な い 手 間 で すみ ます 。 

さら に , SHARP 系 の BASIC の コマ ンド を も 包含 し て い 
る た め ,MZ 系 を 使い 慣れ た 人 で も X1 に 移行 し や すい よう で す 。 


) メモ リ ・ マ ッ プ 


HuBASIC の メモ リ ・ マ ッ プ を 図 2-1 に 示し ます 。 カッコ 内 
の 値 は ディ スク BASIC の アド レス で す 。 た だ し , テー プ で も 
ディ スク ・ バ パー ジョン で も 同一 アド レス の と き は , 一 方 を 省 
略し て いま す 。 こ の メモ リ ・ マ ッ プ で は 各 エ リア の 占め る 大 
き さ が わか りや すい よう に , で きる だ け メ モリ 容量 に 忠実 に 
書い て み ま し た 。 


ШЕШ メモ リー マップ 


1005 エン トリ ー テ ー ブ ル d ニラ イデ 
` ー ン ヤン フ 

各種 サブ ルー チン スタ ー ト 
IOCS ワー クエ リア 

В à E2 

Hu BASIC イン タプ リタ СЕЧИН Я 

d 14до BASIC 起 動 時 

1402 Emi dos ^ ' 

BASIC イン タプ リタ コー ルド ・ ス ター ト 
9FC5(A8A8) 


BASIC テキ スト 


テキ スト エン ド 0000 
ー テ キス ト の 大 きき 
変数 エリ ア idis 
変数 エン ド “00" 
ファ イル 用 スト リン グ | MAXFILESn の と き 
9FO4 “әу?” #0, %1-- (п+1) X (164-256) 
CASAT) даоны スト リン グ ・ デ ー タ パッ ファ | バイ ト 


テン ボラ リ ・ ス トリ ング エリ ア 


メリ ー エ リア 


CLEAR,LIMIT で 
BASIC 用 STACK | レン 指定 し た アド レス ー100H 


БАО 5 
= «—CLEAR, LIMIT C 


ユー ザー 用 機械 語 ー ア ド 


FF00 
FFFF 


IPL 用 ワー クエ リア 
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IOCS, イン ター プリ ネタ 部 分 お よび FF00H 以降 の IPL な 
どの ワー ク ・ エ リア は マッ プ に 示さ れる まま で す が , テキ ス 
ト ・ エ リア や 変数 エリ ア は 状況 に よっ て 変化 し ます 。 それ ぞ 
れ の 先頭 アド レス は 特定 の ワー ク ・ エ リア に 入っ て いま す 。 
この ワー ク ・ エ リア の アド レス と BASIC 起動 時 の 初期 値 を 
表 2-1 に 示し ます 。 


EZE 7-2-17 tati 


жа 


BASIC テキ スト ・ ト ッ プ | 5. | NEW ON 命令 で 変え られ る 
変数 エリ ア ・ ト ッ プ 2036 3FC7 | VARPTR 命令 は - の エリ ア 内 の アド レス を 示す | 


ファ イル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ ト ッ プ | (Au) 2058) | STRPTR 命令 で 値 を 見 る こと が で きる 


スト リン グ ・ デ ー タ ・ バ ッ フ ァ ト ッ プ (3828) 


テン ポラ リ ・ ス トリ ング エリ アト ッ プ | (ей) (АБО) 


フリ ー エ リア ・ ト ッ プ БЕ) «АБА; 
FAC b» Z (520, (FEQ0) | CLEAR, LMTO7 FUA IHCbÀ 
ユー ザー 用 機械 語 フリ ー エ リア トッ プ | (ШЕ, (БЕ, | CLEAR LIMT 命 令 て 変え る こと が で きる 
IPL 用 ワー クエ リア トッ プ 2030 FF00 | gm 


次 に 各 エ リア に つい て 簡単 に 説明 し て お きま す 。 

€ IOCS (Input Output Control System) は その 名 称 の と お 
り , ハー ドウ ェ ア に 直接 関係 する デー タ の 入出 力 を つか さ ど 
る 部 分 で す 。 

@ テキ スト の 先頭 アド レス は NEW ON 命令 に よっ て , 変え る こ 
と が で きま す 。 終了 アド レス は テキ スト の 長 さ に よっ て 変わ 
り ま す 。 

@ 変数 エリ ア は 数 値 変数 の 種類 , 変数 名 と 値 そ の も の が 入り 
ます 。 文 字 変 数 の 場合 は 種類 , 変数 名 , 文字 列 の 長 さと 文字 
列 が 実際 に 格納 され て いる アド レス が 入り ます 。 

@ フ ァイル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ は 周辺 装置 と デー タ を や 
り と りす る と き の 一 時 的 な バッ ファ 256 バ イト と デー タ の 入 
出力 先 や 処理 アド レス の 入っ た 部 分 16 バ イト か ら な っ て いま 
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2-2 メモ リ ・ マ ッ プ 


す 。MAXFILES 命令 で 1 度 に 扱え ファ イル が 指定 で きる 
の で ファ イル の 数 に よっ て この エリ ア の 大 き さ が 決定 され ま 
+, MAXFILESn の と きこ の エリ ア は (n 十 1) x (16 十 256) 
バイ ト と な り ま す 。 テ ー プ BASIC の 場合 , 起動 時 に ファ イル 
の 数 は #0 ,#1 の 218, 74 ZZ BASIC の 場合 は 3 個 に な っ 
て いま す 。 

この うち , #0 の ファ イル は シス テム 用 で , カセ ッ ト へ の 入 
出力 や リス ト な ど を 出力 する と き に 使わ れ ま す 。 
@ ス トリ ング ・ デ ー タ ・ バ ッ フ ァ は 文字 変数 の 実際 の 文字 列 
デー タ が 入る エリ ア で す 。 
@ テ ン ボ ラリ ・ ス トリ ング ・ バ ッ フ ァ は 文字 変数 の 多重 処理 
ファ イル か ら の 入力 時 に 一 時 的 に 使わ れる エリ ア で す 。 
ө BASIC 用 スタ ッ ク は GOSUB 文 の 戻り 番地 な ど を 入れ て 
お く エ リア で す 。 
€ FAC (Floating ACcumulator) は 浮動 小数 点 演算 用 の アキ 
ュ ム レー タ で す 。X1 で は 100H (256 バ イト ) と 決め られ て い 
ます 。 浮動 小数 点 の 代入 , 演算 や USR 命令 な ど で わ た され る 
デー タ は 一 時 FAC に 転送 され , FAC を 経由 し て 処理 され ま 
す 。FAC の 先頭 の アド レス は CLEAR や LIMIT 命令 で 決定 
され ます 。 初 期 値 は FF00H で す 。 
e FF00H —FFFFH は マニ ュ ア ル で は IPL 用 の ワー ク ・ エ 
リア と な っ て いま す が , 実際 は モニ タ で も BASIC で も 使わ 
れる 汎用 の ワー ク ・ エ リア で す 。 FF00H か ら は キー 入力 パ 
ッ フ ァ や ファ イル の イン フォ メー ショ ン ・ バ パ バッファ と し て , 
FFFFH の 方 か ら は スタ ッ ク 用 と し て 使わ れ ま す 。 


中 間 コ ー ド 


BASIC の プロ グラ ム は 9FC5H (ディ スク の 場合 は 
A8A8H) か ら 格 納 さ れ て いま す 。 図 2-2 に LIST コマ ンド で 
出力 し た リス ト と モニ タ の D の コマ ンド で ダン プ し た リス 
ト を 示し ます 。 こ れ を 見 て も わか る よう に LIST で 見 える そ 
の まま の 形 で メモ リ に 格納 され て いる わけ で は な く , で きる 
だ け メ モリ を 使わ な いよ うに 工夫 され て いま す ( 図 2-3)。 


| 222 5+5 оки 


10 REM SUMLPE 
20 A=2:B=3 

39 PRINT A+B 
49 END 


:9FC5=9D 00 ØA 00 97 20 53 55 /.... | SU 


:9FCD-4D 4C 50 45 00 0С 00 14 /MLPE.... 
:9Е05=00 41 F4 03 ЗА 42 F4 04 /.AR.:BB. 
:9FDD-00 0A 00 1E 99 8F 20 41 / 
:9FE5-F7 42 00 06 00 28 00 98 /MB...(.r 
:9FED-00 00 00 00 00 4F 39 5D / 


注 : ディ スク で は A8A8H か ら 。 


|523 Е z t O61686 Ç 


2-3 中 間 コ ー ド 


行 番号 の 最小 値 は 1 , 最大 値 は 65534(FFFEH) と な っ て い 
ます が , メ モリ を 直接 操作 する こと で 0 行 や 65535 行 を つく る 
こと も 可能 で す 。 実行 し て も 正常 に 動き ます 。 た だ し , その 
行 は BASIC の エディ タ で は 書き 換え る こと は で き な く な り 
ます 。 例 を 図 2-4 に 示し ます 。 


EX + нови 


18 ' SUMPLE 

20 ' LINE 8 & 
38 PRINT "ABC" 
48 PRINT "ABC" 


:9ЕС5=0Е 00 
:9ЕСр=55 4р 
:9Е05=14 00 
:9Ерр=4Е 45 
:9ЕЕ5=35 35 
:9FED=99 8F 
:9ЕЕ5=00 ØC 
:9ЕЕр=41 42 


:9ЕС5=0Е 00 


UOS 
:9FCD=55 4р /UMPLE. . . 
:9Е05=00 00 ат” k 
:9FDD=4E 45 

:9ЕЕ5=35 35 

・9FED=99 8F 20 

:9FF5-00 ØC 00 | 

:9FFD=41 42 43 22 00 00 00 


Ø ' SUMLPE 

0 ' LINE 0 & 65535 
39 PRINT "ABC" 
65535 PRINT "ABC" 


また , 1 行 の 長 さ も 255 文 字 と 決め られ て いま す が , 行 の 長 
さき は 2 バイ ト で 表 さ れ て いま す 。 で すか ら こ れ も メ モリ を 直 
接 操作 する こと で 長い 行 を つく る こと が で きま す 。 も っ と も 
これ は あま り 意 味 の あ る こと で は あり ませ ん が , PLAY 命令 
な ど で ど うし て も 1 行 に 入れ だ た いと き や リ スト を 隠し た いと 
き に は 有効 で し ょ う 。 例 を 図 2-5 に 示し ます 。 10 行 目 の 行 の 長 さ 


の と ころ に は , 


009BH(10 行 の 長 さ ) 十 00FFH(20 行 の 長き ) 1=0109Н 


を 入れ ます 。 さ ら に 10 行 の 終わ り の 印 で ある 00Н, 20 行 の 長 
8, 行 番号 の あっ た と ころ は スペ ー ス (20H) か コロ ン (3AH) 
を 書き 込ん で お きま す 。 変更 後 , リス ト を と っ て みて る も 255 文 
字 し か 表示 され ませ ん が , きち ん と 最後 まで 実行 で きま す 。 


m25 255 文 字 よ り 長 い 行 を つく る 


10 TEMPO 7500 

20 PLAY "AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAB" 


:9FC5=9B 00 0A 99 FE АЗ 20 
:9FCD=4C 1D 00 FF 00 14 99 
:9FD5=8B 20 22 41 41 41 41 
:9FDD=41 41 41 41 41 41 41 
:9ЕЕ5=41 41 41 41 41 41 41 
:9ЕЕр=41 41 41 41 41 41 41 
:9FF5=41 41 41 41 41 41 41 
:9FFD=41 41 41 41 41 41 41 
2А005-41 41 41 41 41 41 41 
28800-41 41 41 41 41 41 41 
:A815241 41 41 41 41 41 41 
:A91D=41 41 41 41 41 41 41 
:A925=41 41 41 41 41 41 41 
:A92D=41 41 41 41 41 41 41 
:A035=41 41 41 41 41 41 41 
:A93D=41 41 41 41 41 41 41 


:9ЕС5=09 01 9A 00 
:9FCDs4C 10 ЗА ЗА ЗА 
:9FD5=8B 20 22 41 
:9FDD=41 41 41 41 
:9ЕЕ5=41 41 41 41 
:9ЕЕр=41 41 41 41 
:9ЕЕ5=41 41 41 41 
:9FFD=41 41 41 41 
:A995=41 41 41 41 
:A88D-41 41 41 41 
: 414141 
41 41 41 
:A825241 41 41 41 
28020-41 41 41 41 
:A835241 41 41 41 
:A93Ds41 41 41 41 


10 ТЕМРО 7500::::: 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
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g<, 図 2-2 で は “REM" や "PRINT" な どの 命令 や "+" 
な どの 演算 子 が その まま の ASCII コー ド で 格納 され て いま 
XA. これ ら の 命令 語 は は じ め か ら BASIC 用 に 了 予約 され て 
OT, 変数 名 の 先頭 に 使う こと は で きず , 「 予 約 語 」 と 呼ば れ 
て いま す 。 

すべ て の 予約 語 は 中 間 コ ー ド の 順に テー ブル と し て 格納 さ 
れ て いま す 。 こ の 予約 語 は テー プ の 場合 28F6H か ら 2CDDH 
に あり , ディ スク で は 2921H か ら 2D0BH に あり ます 。 図 2-6 に 
示す よう に ASCII コー ド で 格納 され て いて 1 語 の 終わ り の 
文字 は 最上 位 ビ ッ ト を た て て 区 別して いま す 。 た と えば 
“GOTO” は 次 の よう に な り ま す 。 


アド レス デー タ 
28F6H 47H ДЕН 54H CFH<1 語 の 終わ りな の で 
G O T O 最上 位 ビ ッ ト を 立て る 


予約 語 の 割り 当て られ て いな い 中 間 コ ー ド の と ころ に は 
80H が 置か れ て いま す 。 


жет (一 部 ) 


:28F6=47 4F 54 СЕ 47 4F 53 55 /GOTYGOSU 
:28FE=C2 47 CF 52 55 CE 52 45 /9GXRURRE 
:2906-54 55 52 CE 52 45 53 54 /TUR#REST 
:290Е=4Е 52 C5 52 45 53 55 4D /ORJRESUM 
:2916=С5 4C 49 53 D4 4C 4C 49 ZLISTLLI 
:291E-53 D4 44 45 4C 45 54 C5 /SYDELET ナ 
:2926-52 45 4E 55 CD 41 55 54 /RENU^AUT 
:292Е-СЕ 45 44 49 D4 46 4F D2 / マ EDI ャ YEFO メ 
:2936=4Е 45 58 D4 50 52 49 4E /NEXYPRIN 
:293Е=р4 4С 50 52 49 4E D4 49 /ФІРБІМРІ 
:2946-4Е 50 55 D4 4C 49 4E 50 /NPUYLINP 
:294Е-55 D4 49 C6 44 41 54 СІ /UYI こ DAT チ 
12956252 45 41 C4 44 49 CD 52 /REAPDI^R 
:295Е=45 CD 45 4E C4 53 54 4F /E^ENFSTO 
:2966=D9 43 4F 4E D4 43 4C рз / ミ CONYCL モ 
:296E=43 4C 45 41 D2 4F CE 4C /CLEAXORL 


2-3 中 間 コ ー ド 


NO. StoreAD 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 


[28F61 
[28ЕА1 
[28FF] 
[2901] 
(29041 
[29041 
[29111 
[29171 
[291BJ 
[2920] 
[29261 
[292B] 
[292F] 
(29331 
[29361 
[293A] 
[293F] 
[29451] 
[294A] 
(29501 
[2952] 
[29561 
[295A] 
[295D] 
[2968] 


この 予約 テー ブル は ,「 通 常 の コマ ンド , ステ ー ト メン ト 」, 
「 拡 張 コ マン ド , ステ ー ト メン ト 」, 「 関 数 」 の 3 つの 部 分 に 分 
か れ て いま す 。 こ の 区 分 に は ЕЕН が 置か れ て いま す ( 表 2- 2), 

表 2-3 に 各 命 令 中 の 中 間 コ ー ド を 示し ます 。"“Store AD" は 
予約 語 が 格納 され て いる 先頭 アド レス で す 。 拡 張 命令 は 
ЕЕН+ 1 バイ ト , 関数 は FFH 十 1 バイ ト の 合計 2 バイ ト で 
構成 され て いま す 。 リ スト 2-1 は この 中 間 コ ー ド 表 を 表示 させ 
る プロ グラ ム で す 。 ディ スク の 場合 は 予約 語 テ ー ブ ル の 先頭 
アド レス を 2921H に 変え て くだ さい 。 


| #2 予約 語 テ ー ブ プル ・ ア ドレ ス 


デー プ ディ スク 


通常 の 命令 28F6—2AC9 2921 —2AF4 


2ACB—2BAA 2AF6 一 2BD5 
2BAC —2CDD 2BD7 —2D0B 


GOTO -> 80 26 129631 STOP => 99 
GOSUB -› 81 27 [2967] CONT -> 9A 
GO -› 82 28 129681 CLS -> 9B 
RUN -> 83 29 [296E] CLEAR -> 9C 
RETURN -> 84 30 [2973] ОМ -> 9D 
RESTORE -> 85 31 129751 LET => 9E 
RESUME -> 86 32 12978] NEV => 9F 
LIST -› 87 33 129781 POKE -> Ай 
LLIST -› 88 34 [297Е] OFF <> АІ 
DELETE -> 89 35 129821 WHILE => A2 
RENUM -› 8A 36 12987] WEND -> АЗ 
AUTO -› 8B 37 (29881 REPEAT -> M 
EDIT -> 8C 38 129911 UNTIL => А5 
FOR -› 8D 39 129961 ??? -> A6 
NEXT -› 8E 40 12997] 222 -> A7 
PRINT => 8F 41 129981 ??? -> A8 
LPRINT -> 90 42 (29991 TRON -> A9 
INPUT -> 91 43 129901 ТЕОРЕ -> AA 
LINPUT => 02 44 [2942] ??? -> AB 
IF -> 93 45 [2943] ??? -> AC 
DATA -> 94 46 [29A4] ??? -> AD 
READ -> 95 47 [2945] DEFINT -> АЕ 
DIM -> 96 48 [29AB] DEFSNG -> AF 
REM -> 97 49 [29B1] DEFDBL -> B0 
END -› 98 50 (129871 DEFSTR => Bl 


[29BD] 
[29C9] 
[29C11 
[29C5] 
[29C91 
[29CE] 
(29031 
[29DA] 
[29DF] 
[29E2] 
[29E8] 
[29EC] 
[29F1] 
[29F61 
[29FA1 
[29FF] 
[2A94] 
(24081 
[2A0C] 
[2A0F1 
[2A15] 
[2А1В1 
[2A1E] 
[2A1F] 
[2A201 
[2425] 
[2A2E] 
[2A34] 
[2A38] 
[2A3C] 
[2A41] 
[24451 
[2A4A] 
[2A4D] 
[2A59] 
[2453] 
[24581 
[2A5E] 
[2A64] 
[2A68] 
[2A6C] 
(24701 
(24741 
[24781 
[2A7C] 
[2484] 
[2A85] 
[2A87] 
[2A8B] 
[2A8F] 
[2494] 
[2497] 
[2A9B] 
[2A9E] 
[2AA1] 
[2AA4] 


DEF -> B2 
222 => B3 
LOAD -> B4 
SAVE -> B5 
MERGE -> B6 
CHAIN -> B7 
CONSOLE -> B8 
WIDTH -> B9 
OUT -> BA 
SEARCH -> BB 
VAIT -> BC 
PAUSE -> BD 
WRITE => BE 
SWAP -> BF 
ERASE -> C0 
ERROR => CI 
ELSE -> С2 
CALL => СЗ 
MON -> C4 
LOCATE => C5 


SCREEN -> C6 
KEY -> C7 
229 -> C8 
29? => C9 
LABEL -> СА 
RANDOMIZE -> CB 


OPTION -> CC 
LINE -> CD 
OPEN -> CE 
CLOSE => CP 
SIZE -> 00 
FIELD -> DI 
GET -> D2 
PUT -> D3 
SET -> D4 
FILES -5 05 
LFILES -> D6 


DEVICE => 07 


NAME -> D8 
KILL -> D9 
LSET -> DA 
RSET -> DB 
INIT -> DC 
VDIM -> DD 
MAXFILES -> DE 
222 -> DF 
TO -> Ей 
STEP -) El 
THEN => B2 
USING -> ЕЗ 
SUB -› E4 
BASE => E5 
TAB => E6 
SPC -> E? 
EQV -› E8 
IMP -> E9 


107 
188 
109 
118 
111 
112 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
128 
121 

122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 
130 
131 

132 
133 
134 
135 
136 
137 
138 
139 
140 

141 

142 
143 
144 
145 
146 
147 
148 
149 
150 

151 
152 

153 
154 

155 
156 

157 
158 

159 
160 

161 
162 


[2447] 
[2AAA] 
[2AAC] 
[2AAF] 
[2AB2] 
[2AB4] 
[2AB6] 
[2AB8] 
[2ABA] 
[2ABC] 
[2ABE] 
[2ABF] 
[2AC6] 
[2AC1] 
[2AC2] 
[2AC3] 
[2AC6] 
[2AC7] 
[2AC8] 
[2AC9] 
[2ACA] 
[2ACB] 
[2AD11 
[2AD5] 
[2ADB] 
[2AE0] 
[2AE6] 
[2AEA] 
[2AEF} 
[2AF9] 
[2AF8] 
[2AFF] 
[2B94] 
[2B98] 
[2B9D] 
[2B111 
[2B14] 
(28191 
[2B1E] 
(28241 
(28281 
[2B2E] 
[2В321 
[2B37] 
(2B3C] 
(2B411 
(2B45] 
(2B481 
[2B4C] 
(28501 
(28571 
[2B5A] 
[2B5D] 
[2B63] 
[2B69] 
[2B6E] 


а БА 
с 


CHANNEL 
VOL 
CRT 
SCROLL 
EFFECT 
GRAPH 
MUSIC 


2-3 中 間 コ ー ド 


-> EA 
-› ЕВ 
-> EC 
-» ED 
-> EE 
-) EF 
-> F0 

-> FI 

-> F2 

-> ЕЗ 

-› F4 

-> F5 

-> F6 

-> F7 

-) F8 

-) F9 
-> FA 

-› FB 
-› FC 

-› FD 
-› 

-› FE 80 
-» FE 81 
-› FE 82 
-> FE 83 
-> FE 84 
-> FE 85 
-> FE 86 
-› FE 87 
-> FE 88 
-> FE 89 
-> FE 8A 
-> FE 8B 
-› FE 8C 
-› FE 8D 
-> FE 8E 
-> FE 8F 
-> FE 90 
-> FE 91 
-> FE 92 
-› FE 93 
-› FE 94 
-› FE 95 
-› FE 96 
-> FE 97 
-› FE 98 
-> FE 99 
-› FE 9А 
-› FE 9B 
-› FE 9C 
-» FE 9D 
-› FE 9E 
-» FE 9F 
-> FE Ай 
-$ FE Al 
-> FE А2 


163 
164 
165 
166 
167 
168 
169 
170 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
178 
179 
180 
181 
182 
183 
184 
185 
186 
187 
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 
201 
202 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
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[2B73] 
[2B78] 
[2B7E] 
(2B841 
(28871 
[2B8C] 
[2B911 
[2B94] 
(2898) 
(28901 
(2ВА11 
[2BA6] 
[2BAB] 
[2BAC] 
[2BAF] 
[2BB2] 
[2BB5] 
[2BB8] 
[2BBB] 
[2BBE] 
[2BC1] 
[2BC4] 
[2BC7] 
[2BCB] 
[2BCE] 
[2BD1] 
[2BD5] 
[2В081 
[2BDB] 
[2BDE] 
[2BE1] 
С2ВЕ5Ј 
[2BE9] 
[2BED] 
[2BF1] 
[2BF4] 
[2BF8] 
[2BFB] 
[2BFE] 
[2C011 
[2C041 
[2C071 
[2C9A] 
[2C9E] 
[2C13] 
[2C18] 
[2C1C] 


TEMPO 


CURSOR 
VERIFY 


CLR 
LIMIT 
KLIST 
ASK 
KBUF 
CLICK 


CHR$ 
STR$ 


-> FE A3 218 
-› FE A4 211 
-5 FE А5 212 
-› FE А6 213 
-› FE А7 214 
-› FE A8 215 
-5 FE A9 216 
-› FE АА 217 
-› ЕЕ АВ 218 
-› ЕЕ АС 219 
-> FE AD 220 
-> FE АЕ 221 


=2 222 
-> FF 80 223 
-> FF 8l 224 
-> FF 82 225 


-› FF 83 226 
-> FF 84 227 
-> FF 85 228 
-› FF 86 229 


-> FF 87 230 
-> FF 88 23] 
-> FF 89 232 


-> ЕЕ 8А 233 
-› FF 8B 234 
-> FF 8C 235 
-> FF 8D 236 
-› FF 8E 237 
-› FF 8F 2 

-› FF 98 = 
-> FF 91 240 
=> FF 92 241 
-> FF 93 242 
-> FF 94 243 
=> FF 95 244 
-> FF 96 245 
-> FF 97 246 
-> ҒЕ 98 247 
-> FF 99 248 
-> ЕЕ 9А 249 
-› FF 9B 250 
-> FF 9C 251 
-› FF 9D 252 
-> FF 9E 253 
-> FF 9F 254 
-› FF A0 255 
-> FF Al 


[2C201 
[2C241 
[2C28] 
[2C2C] 
[2C39] 
[2C34] 
[2C381 
[2C3E] 
[2C44] 
[2C4A] 
[2C4D] 
[2C59] 
[2C53] 
[2C56] 
[2C59] 
[2С5С1 
[2C5D] 
[2C5E] 
[2C611 
[2C64] 
[2C6A] 
[2C701 
[2C731 
[2C741 
[2C751 
[2C7A] 
[2C89] 
[2C84] 
[2C8A] 
[2C8F] 
[2C96] 
[2C9A] 
[2C9F] 
[2CA5] 
[2CAC] 
[2CB9] 
[2CB4] 
[2CB91 
[2CBB] 
[2CBE] 
[2CBF] 
[2CC9] 
[2CC5] 
[2CCA] 
[2CD4] 
[2CD7] 


HEX$ -> FF A2 
OCT$ -> FF АЗ 
BIN$ -> FF A4 
MKI$ -› FF A5 
MKS$ -› FF A6 
MKD$ => FF A7 
SPACE$ -> FF A8 
CGPAT$ “> FF A9 
KANJI$ -› ЕЕ AA 
ASC -› FF AB 
LEN -> FF AC 
VAL -› FF AD 
CVS -> FF AE 
CVD -› FF AF 
CVI -› FF B0 
77? => FF ВІ 
292 -> FF B2 
ERR -> FF ВЗ 
ERL -› FF B4 
CSRLIN => FF B5 
STRPTR -› FF B6 
DTL => FF B7 
222 -› FF B8 
292 -> FF B9 
LEFT$ -› FF BA 
RIGHT$ -> FF BB 
MID$ -> FF BC 
INKEY$ -› ЕЕ ВО 
INSTR -> FF BE 
HEXCHR$ -> FF BF 
MEM$ => FF Сй 
SCRN$ => FF СІ 
VARPTR -» FF C2 
STRING$ -> FF СЗ 
TIME -› FF C4 
DAY$ -> FF C5 
DATE$ -> FF C6 
FN -> FF C7 
USR -› FF C8 
997 -> ЕЕ С9 
9??? -> FF CA 
ATTR$ -> FF CB 
POINT -> FF CC 
CHARACTER$-> ЕЕ CD 
CMT -> FF CE 
MIRROR$ -> FF CF 


100 ' 
110 ' 72/727 コー ト ~ X1 HuBASIC (ТАРЕ) 
120 ' 

130 CLS:WIDTH 40 

140 AD=&H28F6 "Мога Table Top Address 
150 LF=9 "PRINT OUT FLAG 

160 LL-50 "PRINT LINE 

170 DIM F$(2) , 

180 Е$(0)="":Е$(1)="РЕ ":Е$(2)= "РЕ " 
190 SP$-SPACE$(IO) 

200 DEF FNH$(X)=RIGHT$( "99"+HEX$(X) ,4) 


210 MSG$-"NO. StoreAD Мога Code" 
220 IF LF<>9 THEN LPRINT MSG$:LPRINT 

230 PRINT MSG$ 

240 " 

250 CD=&H89:F=9:CT=1:LCT=1 

260 REPEAT 


270 GOSUB "MAIN" 

280 CT=CT+1:CD=CD+1:LCT=LCT+ 1 

290 UNTIL CT=256 

300 END 

310 ' 

320 LABEL "MAIN" 

330 WD$-"":STAD-AD 

340  D=PEEK(AD) :AD=AD+ 1 

350 IF D=&H89 THEN WD$-"???":GOTO 390 

360 IF D-&HFF THEN WD$-" ` ":GOTO 390 

370  XD=(D AND &H7F) 

380 MD$=WD$+CHR$(XD) 

390 IF D<&H89 THEN 340 

400 ' 

410 IF LF<>9 THEN LPRINT USING "### ";СТ; 
420 PRINT USING "iHHt ";CT; 

430 P$="["+FNH$(STAD)+"] " 

440 P$=P$+LEFT$(WD$+SP$,10)+"-> " 

450 IF D=&HFF THEN F=F+1:CD=&H7F:LCT=0:GOTO 470 
460 P$=P$+F$(F)+RIGHT$("0"+HEX$(CD),2) 

470 PRINT P$ 

480 IF LF-0 THEN 540 

490  LPRINT P$ 

500 IF D=&HFF THEN LPRINT CHR$(12):GOTO 530 
510 IF (LCT MOD LL)>9 THEN 540 

520 FOR Із! TO 64-LL:LPRINT:NEXT I 

530 LPRINT MSG$:LPRINT 

540 RETURN 


2-3 中 間 コ ー ド 
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坪数 の 格納 形式 と 内 部 コー ド 


BASIC テキ スト の 中 に は 中 間 コ ー ド と は 別に リス ト に 表 
示さ れ な い 内 部 コー ド が あり ます 。 内 部 コー ド は 主 に 数 値 定 
数 を 格納 する た め に 使わ れ ま す 。 内 部 コー ド の 一 覧 を 表 2-4 に 
示し ます 。 内 部 コー ド に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


EZE 5-5 


行 エ ンド , 各 エ リア の エン ド 


0IH—0AH 定数 0—9 
た だ し , OIH 20, 02H = 1, ><, OAH = 9 


行 番号 値 (16 進 2 バイ ト ) 
行 番号 実 アド レス (162/17) 
8 進数 &O (16 進 2 バイ ト ) 
2 進数 &B (16 進 2 バイ ト ) 
le 進数  &H (l6 進 2 バイト ) 
10 一 23767 の 整数 (16 進 2 バイト ) 


単 精度 実数 (浮動 小数 点 表現 ) 


倍 精 度 実数 (浮動 小数 点 表現 ) 


@ 行 エ ンド ・ コ ー ド (00H) 

A レジ スタ の 値 が 00H か どう か を 調べ る に は "OR A” ま 
た は , "AND A" で 簡単 に か つ 高 速 に 調べ られ ます 。 そ の た 
D, 頻繁 に 出 て くる 行 の 終わ り の コー ド に は 00H が 使わ れ て 
いま す 。 

@ 定 数 0 一 9 (01H—0AH) 

00H が エンド ・ コ ー ド に 使わ れ て いる の で , 1 つ ず つ ず れ 

T, 01H が 0 を 0AH が 9 を 表し ます ( 図 2-7)。 


2-4 定数 の 格納 形式 と 内 部 コー ド 


@ 行 番号 値 (0BH, жж, жж) 

OBH に 続く 2 バイ ト が 行 番号 を 16 進 に 変更 し た 値 を 示し 
ます 。 プ ログ ラム を 入力 し た 時 点 で の 格納 形式 で あり , 1 度 
で も 実行 され る と , 次 の 行 番号 実 ア ドレ ス に 変換 され ます ( 図 
2-8a) 。 

@ 行 番号 実 ア ドレ ス (OCH, жж, жж) 

0CH に 続く 2 バイ ト は 指定 され た 行 番号 が 入っ て いる 実 
際 の アド レス で ある こと を 意味 し ます ( 図 2-8b)。 こ の よう に 
変更 し て お け ば , その 度 に 行 番号 を 探す 手間 が は ぶ け ます 。 


| m27 EZO E) 


10 A=1:A=2:A=3:A=9 


:9FC5-14 00 ØA 00 41 F4 02 ЗА /....AB.: 
:9FCD=41 F4 03 ЗА 41 F4 04 ЗА /AB.:AB.: 
:9FD5-41 F4 ØA 00 00 00 00 01 /AB...... 


mzs 行 番号 値 と 行 番号 実 ア ドレ ス 


18 GOSUB 20 
20 RETURN 10 
30 GOTO 38 


(а) 実行 前 


:9FC5=9A 00 ØA 00 81 20 ØB 14 /........ 
:9FCD-00 00 0A 00 14 00 84 20 / 
:9FD5-0B ØA 00 00 BA 00 IE 00 / 


:9FDD-80 20 ØB 1E 00 00 00 00 /. ...... 


(b) 実 行 後 


:9ЕС5=0А 00 0A 00 81 20 ØC CF /....- $ 
:9FCD-9F 00 0А 00 14 00 84 20 /” 
:9FD5-0C C5 9F 00 ВА 00 IE 00 /. ア 
:9FDD-80 20 ØB 1E 00 00 00 00 /_ ...... 
% 


この 行 は 実行 され て いな い 
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で すか ら , 入力 し た 直後 の プロ グラ ム よ り , 1 度 実行 し た プ 
ログ ラム の 方 が スピ ー ド が 速く な り ま す 。 
@ 58 進 , 2 進 , 16 進 数 (0ODH ~ 0ЕН) 

続く 2 バイ ト が 8 進 , 2 進 , 16 進 の 各 数 体系 の 定数 で ある 
こと を 意味 し ます 。0DH=“&O", 0EH=“&B”, 0ЕН="& 
H” の 中 間 コ ー ド で ある こと を 考え れ ば わか りや すい で し ょ 
> (042-9), 


|529 2 進 8 進 , 16 進 の 内 部 表現 例 


18 A-80567 
20 А=8В101110111 
30 A=&H177 


:9FC5-8A 00 00 41 Ға ØD 77 /.... 
0 14 00 41 F4 / 
9 ВА 00 IE 00 /.w...... 


7 01 00 00 00 /AB.w.... 


дА 
:9FCD-81 00 ØA 
*9FD5-:8E 77 81 
:9Ерр=41 F4 ØF 


9 
9 
7 


いずれ も 10 進 に 変換 する 場合 は 2 の 補 数 表現 と し て 扱わ れ 
る の で , 格納 で きる 値 の 範囲 は 一 32768 一 32767 の 整数 値 だ け 
で す 。 

@ 10 進 定数 (12H, жж, ネネ また は 15H, жж, жж, ж 
ж, жж, ホネ また は 18H, жж, жж, жж, жж, жж, 
жж, жж, жж) 

12H は 続く 2 バイト が 10~32768 の 10 進 で 表示 され る こと 
を 示し ます 。 負 の 数 は ОН の 前 に ЕН を つけ て 区 別して い 
ます ( 図 2-10)。 

15H は 続く 5 バイ ト が , 18H は 続く 8 バイト が 浮動 小数 点 
表記 の 実数 で ある こと を 示し て いま す ( 図 2-11)。 


2-4 定数 の 格納 形式 と 内 部 コー ド 


G2 10 Pok; CUTE EE S377] 


10 A-10 
20 A--10 


:9FC5-0A 00 QA 00 41 F4 12 ØA /....AB.. 
:9FCD-00 00 ØR 00 14 00 41 F4 / 
:9FD5-F8 12 BA 00 00 00 00 00 / 


浮動 小数 点 の 内 部 表現 例 


18 A=14.5:A=.1 

20 А=123456789# 
:9ЕС5=16 0 00 41 F4 15 84 /....AB.m 
00 ЗА 41 F4 15 /Һ...: АВ. 


9 бА 

:9FCD-68 00 89 

:9FD5- 7D 4C CC CC CD 00 10 00 /)L77^... 
41 
99 


:9FDD=14 00 
:9FE5-A2 Ай 


F4 18 9B 6B 79 /..АВ.- ky 
00 00 00 00 00 /" 
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浮動 小数 点 


普段 扱う 数 値 の 中 に は , 有効 数 字 は 少な く て も 桁 数 の 多い 
も の が あり ます 。 た と えば , 1200000 円 と 言っ た お 金 な を ど そ の 
良い 例 で す 。 コ ンピュータ で これ ら を その まま の 形 で メモ リ 
に 格納 し た の で は , ゼロ の 分 だ け メ モリ の 無駄 使い と な り ま 
す 。 そこで, これ を 有効 数 字 と 位 どり の 部 分 に 分 け て , 1.2X 
10° な ど と 表現 し , これ を 浮動 小数 点 表 現 と 呼ん を で いま す 。 C 
れ は 仮数 部 X10 指 弄 部 と な っ て お り , コン ピュ ー タ で も 少な ぃ い 
メモ リ で 済む と いう 利点 が あり ます 。 

人 間 が 扱う 数 は 10 進 数 が 普通 で す が , コン ピュ ー タ が 扱い 
や すい 数 は 2 進数 で す 。 で すか ら , この よう な 表現 も , 仮数 
тх, НС? 2 進数 の 浮動 小数 点 表現 に 
は , いく つか の 方 法 が あり ます が , HuBASIC の 表現 例 と し 
<, 10 進 の 14 .5 を 変換 し て み ま し ょ う 。 こ れ は は , 


14.5=8 +4 +2 +0.5 
=2%+2+2!+2- 
=1110.1В 
=1.1101Bx 2° 


と な り ま す 。 0 以外 の 実数 は すべ て この 形式 に 変換 する こと 
が で き , 一 般 的 に 次 の よう に 書け ます 。 


| +1.жжжжжжжВх2#” 。 ※ は 0 か 1 


指数 部 に 1 バイ ト 割 り 当て , 0 の と き は 指数 部 を 00H と 決 
め て いま す 。 指 数 部 は 正負 両方 を 表 き な けれ ば な ら な い の で , 
81H を 加え , 81H 以上 を 正 の 指数 , 以下 を 負 の 指数 と し ます 。 
つま り , 82H は 1, 83H は 2 , FFH は 126 で , 80H は 一 1, 
7FH は 一 2 , …01H は 一 128 と な り ま す 。 

次 に 仮数 部 の 表現 方 法 で す が , 仮数 部 の 整数 部 は 常に 1 な 
る よう に 変換 し た の で , この ビッ ト は 格納 する 必要 は あり ま 


せん 。 こ の あま っ た ビッ ト は 仮数 部 の 符号 と し て 利用 し て い 
ます 。 つ まり , 仮数 部 の 最上 位 ビ ッ ト が 0 の と き 正 , 1 の と 
き 負 に な り ま す 。 

単 精度 数 値 を 格納 する た め に , X1 で は 仮数 部 に 4 バイ ト 
使っ て いる た め に 全体 で は 図 2-12 の よう に な り ま す 。 よ っ て 
例 と し て あげ た 値 14.5 (=1.1101Вх 23) (š, 


指数 部 3 +81H=84H 
仮数 部 01101000 00000000 00000000 00000000 
=68Н 00H 00H 00H 


と 表現 され ます (02-11), 


212 単 精度 浮動 小数 点 


符号 
指数 部 (| バイ ト ) i 仮数 部 (4 バイ ト ) 


| XXXX 
t 


指数 値 +8IH 
小数 点 (概念 と し て ある だ け で ビッ ト と し て は 表れ な い ) 


さて , 次 に 10 進 で 0.1 と いう 数 値 を 考え て み ま す 。 こ れ は , 
0.1 =1.1001100110011100 … x 2-* と 無限 循環 小数 と な っ 
て し まい ます 。 こ の よう な 場合 は 有効 ビッ ト を 0 捨 1 入 し ま 
%%» оС, 014 


指数 部 ー4 十 81H=7DH tikir 
仮数 部 01001100 11001100…11001100 1100… 
=4СН ССН ССН СОН 


と 表 さ れ ま す 。 

浮動 小数 点 表現 に よる 格納 形式 を 調べ る 簡単 な プロ グラ ム 
を リス ト 2-2 に 示し ます 。 

倍 精度 数 値 の 場合 は , 仮数 部 が 7 バイ ト に 増え る だ け で , 
まっ た く 同 形式 で す 。 


2-5 浮動 小数 点 


27 


28 


ШЕНЕ _ 


18 ' ЭКО シヨ ウス ウ テ ン ( М7 v3? m) 
20 А=.1 

30 X-VARPTR(A) 

40 PRINT A;" = " 

50 FOR I=0 TO 4 

60 D=PEEK(X+I) 

70 PRINT RIGHT$("0"+HEX$(D),2);" " 
80 NEXT I 


実行 結果 
.1 = 7D 4С CC CC CD 


2-5-1 浮動 小数 点 演 人 算 誤 


ucc а шик: 
どう し て も 変換 時 の 誤差 が 生じ ます 。 先 の 例 で は 0.1 が 無限 循 
環 小 数 に な っ て し まい , 途中 で 切り 上 げ な けれ ば な り ま せん 
T 

通常 の 浮動 小数 点 演算 で は , 切り 捨て られ る 確率 の 方 が 高 
өл, 繰り 返し 加算 され て いく と 実際 の 値 よ り 小 さく な っ 
て し まう こと が 多い よう で す ( 図 2-13)。 


EHE りり 持て 


仮数 部 有効 桁 


この ピッ ト が 0 だ と 
以下 すべ て 切り 捨て られ る 。 


マニ ュ ア ル で も 演算 誤差 に つい て 簡単 に 述べ られ て いま 
+, HuBASIC で は 単 精度 数 値 の 仮数 部 に 4 バイ ト も 使っ 
て いま す ( 他 の BASIC で は 仮数 部 3 バイ ト , 表示 数 6 桁 が 多 
い )。 そ の た め , 10 進 有効 桁 は 9 桁 ま で 表示 で きる の で す が , 
外部 表現 で は 8 桁 し か 表示 し ませ ん 。 こ の よう みな 方 法 で 外部 
< 誤差 が で な いよ うに 工夫 され て いま す 。 

それ で も , 0.1 を 繰り 返し 加え て いく と 459 回 目 で 誤差 が 外 


部 表現 に 表れ て し まい ます 。 こ の 対策 と し て , マニ ュ ア ル で 
は 「10 倍 し て 整数 化し た 後に 演算 を 行い 10 で 割っ て 正しい 
値 を 得る 」 方 法 が 紹介 され まし た が , 文字 型 変換 に よる 誤差 
補正 は 説明 不 邊 の よう で す 。 リ スト 2-3 が その 例 で 50 行 で 誤差 
補正 を 行っ て いま す 。 こ の 方 法 が も っ と も 直接 的 な 表現 で プ 
ログ ラム が 書け て , 誤差 も 出 な いよ うに な り ま す が , 実行 速 
度 が か な り 沙 ちる の が 難点 で す 。 


19 "エン サン mu st 
20 A=0 

30 FOR I=0 TO 1500 
40  A=A+.1 

50 AsVAL(STR$(A) ) 
60 PRINT I*1,A 

79 NEXT 


2-5-2 シス テム 最小 値 

統計 計算 や 数 学 の 微積分 ・ 極 限 を 扱う 場合 ,、 ゼロ で は な い 
が , ゼロ に 非常 に 近い 値 が 問題 に な り ま す 。 BASIC A 
える 数 に も 限度 が ある の で , その 値 が 決ま っ て いま す 。 こ の 
値 を それ ぞ れ の BASIC の 機械 最小 値 と か シス テム 最小 値 と 
呼ん で いま す 。 シ ステ ム 最 小 値 以 下 の 値 は で ロ と 扱わ れる 
の で , こう いっ た 数 値 を 扱う 方 は 十分 注意 し て くだ さい 。 
リス ト 2-4 は 単 精 度 で の シス テム 最小 値 を 求め る プロ グラ 
ム で , 図 2-14 は 実行 結果 で す 。 実 行 後 で ゼロ に な る 寸前 の 値 。 


2.9387359 x 10% | 


が HuBASIC で の シス テム 最小 値 で す 。 こ れ を 内 部 表現 に 直 
Fk, 


指数 部 仮数 部 
01H 00H 00H 00H 00H 


と な り ま す 。 仮数 部 が すべ て ゼロ な の は 少し 不思議 な 感じ も 
し ます 。 実 行 途中 で 表示 され た 0.5 や 0.25 は 2 進 変換 を 行っ て 
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も 変換 誤差 の 生じ な い 値 で す 。 こ の よう な 値 だ け の 場合 は 誤 
差 補正 は 不用 で す 。 


l Ü シス テム サイ ショ ウチ 
28 DEFSNG А 


39 A=1 
49 A=A/2 : PRINT A 
50 IF A<>9 THEN 40 


リス ト 2-4 の 実行 結果 


5 

425 

«125 

.0625 

.03125 
.015625 
.0078125 
.00390625 
1.953125E-03 
9.765625E-04 
4.8828125E-04 


1.5046328E-36 
7.5231639E-37 
3. 7615819E-37 
1.880791E-37 

9.4039548E-38 
4.7019774E-38 
2.3509887E-38 
1.1754944Е-38 
5.8774718Е-39 
2.9387359Е-39 
9 


HuBASIC の エディ タ で は シス テム 最小 値 を 直接 打ち 込む 
こと は で き な い よう で す 。 た と え 尼 , 


| 10 A-2.9387359E—39 


と する と オー バー フロ ー エ ラー と な っ て し まい ます 。 変数 に 
代入 する に は 次 の よう に する と よい で し ょ う 。 


| 10 А=2^-126/4 


ちな み に 倍 数 精度 数 値 の シス テム 最小 値 は 


| 2.938735877055719х10-°% | 


v3. 


2-5-3 浮動 小数 点 : 演算 サブ ルー チン 

HuBASIC に は 表 2-5 の よう な 浮動 小数 点 演算 用 の サブ ル 
ー チ ン が 用 意 さ きれ て いま す 。USR 命令 な ど で 単 精度 ・ 倍 精度 
実数 演算 が 必要 な と き に 役立て て くだ さい 。 また, 浮動 小数 

点 演算 の プロ グラ ム 参 考 例 と し て 解析 する に も 良い 材料 と な 
る で し ょ うぅ (た だ し , か な り 和 複雑 で す )。 表 の カッ コ 内 の 数 字 
は ディ スク BASIC の アド レス で す 。 

各 サ プルー チン を コー ル す る 前 に デー タ の 種類 ( 単 精度 
倍 精 度 の 区 別 ) を 入れ て お く ア ドレ ス が 決ま っ て いて , テー 
プ ・ バ バー ジョ ン の 場合 9CF8H, ディ スク ・ バ バー ジョ ン の 場合 
A5DBH で す 。 こ この 値 は 次 の よう た 意味 を 持っ て いま す 。 


02H・・・ 整 数 (16 進 2 バイ ト ) 

05H・・・ 単 精度 実数 (浮動 小数 点 表現 5 バイ ト ) 
08H・・・ 倍 精度 実数 (浮動 小数 点 表 現 8 バイ ト ) 
03H・・・ 文 字 列 


浮動 小数 点 演算 用 サブ ルー チン な の に 整数 や 文字 列 の 値 が 入 
る の は お か し いと 思っ た 方 も いる で し ょ う が , 実は これ ら の 
サ プ ブル ー チ ン は 整数 演算 ・ 文 字 列 演算 を も 兼ね て いる 場合 が 
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多い の で す 。 こ の 9CF8H (A5DBH) の 内 容 を みて 各 処 理 へ 
分 か れ て いき ます 。 

表 2-6 は , 浮動 小数 点 で 格納 され て いる 定数 の 先頭 アド レス 
で 単 精度 、 倍 精度 と も 共通 に 利用 で きま す 。 


о 25 浮動 小数 点 演算 サ プ ル ー チ ン ( ) 内 は ディ スク ・ パ バージョン 


9161 (9A44) | eHL と DE で 示さ れる 浮動 小数 点 デ ー タ を 加え 
て HL の 示す アド レス へ 格納 する 。 整数 , 文字 
列 の 加算 も 兼ね む て い る 。 オ ー バ ー フ ロー 時 は エ 
ラー 処理 ヘ へ ジャ ンプ 。 


@ 入 力 HL … 被 加 数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
DE … 加 数 デー タ 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 

өнд (HL)… 加 算 結果 


@ レジ スタ … HL , DE, IY は 保存 


9158 (9A3B) | өні の 示す 値 か ら DE の 示す 値 を 引い て HL の 
示す アド レス へ 格納 。 オーバー フロ ー 時 は エラ 
ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


e 入力 HL… 被 減数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
DE… 減 数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 


@ 出 力 (HL)… 減 算 結 果 


@ レジ スタ … HL, DE, IY は 保存 


9712 (9FF5) ӨН! £ DE で 示さ れる デー タ を か け HL が 示す ア 

ドレ ス に 格納 する 。 整 数 の 乗算 も か ね て いる 。 オ 

ー バ ー フ ロー 時 は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 

e 入力 HL… 被 乗数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
DE… 乗 数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
(9CF8) … デ ー タ の 種類 


@ 出 力 (HL)… 乗 算 結果 
ee レジ スタ HL, DE, IY は 保存 
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ФН の 示す 値 を DE の 示す 値 で 割り , HL の 示す 
9807 (AOEA) アド レス へ 格納 。 整 数 の 演算 も か ね て いる 。 オ 
ー バ パー フロ ー 時 また は (DE) が ゼロ の と き は エ 

ラー 処理 ヘ へ ジャ ンプ 。 


@ 入 力 HL … 被 除 数 デー タ 先頭 アド レス 
DE … 除 数 デー タ 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 

@ 入 力 (HL)… 除 算 結 果 


@ レジ スタ … HL, DE は 保存 


905F (9C39) eHL の 示す 値 で 割っ た と き の 余 を 求め , HLOR 
す ア ドレ ス に 格納 。 整数 の 剰余 計算 も 兼ね てい 
る 。 オ ー バ ー フ ロー 時 は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


ӨЛ) HL… 被 剰 数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
DE … 剰 数 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 

өнд (HL)… 剰 余 結果 


@ レ ジス タ HL, DE は 保存 


9356 (9C39) өні と DE で 示さ れる 浮動 小数 点 デ ー タ を 比較 し , 
フラ グ を 変化 させ る 。 整 数, FIOLE b 
ね て いる 。 


@ 入 力 HL … 比 較 デ ー タ の 先頭 アド レス 
DE … 比 較 デ ー タ の 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 


(HL) = (DE)… ゼ ロフ ラグ ・ セ ッ ト 
(HL) く (DE)… キ ャ リー フラ グ ・ セ ッ ト 
(HL)>(DE)… キ ャ リー フラ グ ・ リ セッ ト 


@ レジスタ HL, DE, IX, IY, 裏 レ ジス タ は 保存 
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8A27(930A) 


8А21 (9304) 


өні で 示さ れる 値 に | 加え る 。 オ ー バ ー フ ロー 
時 は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


入力 HL … デ ー タ 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 


@ 出 力 (HL)… 加 算 結 果 

@ レ ジス タ HL, ІҮ は 保存 

өн で 示さ れる 値 か ら 1 引く 。 オ ー バ ー フ ロー 時 
は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


入力 HL … デ ー タ の 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 


@ 出 力 (HL)… 減 算 結 果 


@ レジスタ HL, IY は 保存 


8A2D (931D) 


890A (91D7) 


өні で 示さ れる 値 と | と を 比較 し , フラ グ を 変化 
させ る 。 


@ 入 力 HL … デ ー タ 先頭 アド レス 
(9CF8)… デ ー タ の 種類 

өнд (HL)= ニ | … ゼ ロフ ラグ ・ セ ッ ト 
(HL) く 1… キ ャ リー フラ グ ・ セ ッ ト 
(HL)> 1… キ ャ リー フラ グ ・ リ セッ ト 


@ レジスタ HL, IX, IY お よび 裏 レ ジス タ 保 存 


@HL で 示さ れる 値 を 2 倍 す る 。 オ ー バ ー フ ロー 時 
は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


@ 入 力 HL … デ ー タ 先頭 アド レス 


@ 出 力 (HL)… 2 倍 さ れ た デー タ 


@ レ ジス タ 全 レ ジス タ 保 存 
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890F (91DC) @HL で 示さ れる 値 を 2 で 割る 。 オ ー バ ー フ ロー 時 
は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ 。 


өл?) HL … デ ー タ 先頭 アド レス 


өнд (HL)…|/2 倍 され た デー タ 


@ レ ジス タ A 以外 保存 


| x25 各種 定数 エン トリ ー ( ) 内 は ディ スク ・ パ バー ジョ ン 


5BA5(5BE5) 10000000 
5BAD(5BED) 1000000 
5BB5(5BF5) 100000 
5BBD(5BFD) 10000 
5ВО5 (5005) 1000 
5BCD (5000) 100 
5BD5(5C15) 10 
5BDD(5CID) 1 0 
5BE5(5C25) 
5BED(5C2D) 
5BF5(5C35) 


= © ә O O O O о о © 

c O O O O O O O O о 

Ooo O O O о о о о о о 

— O や со D сз сз Oo O OO c Oo 

== OO C ә や ов ә сз о O өз © 
- © OO CÓ сз らら о EC о らら о о EO © 


5BFD (5030) 
5C05 (5C45) 
5C0D(5C4D) 
5CI5(5C55) 
5CID(5C5D) 
5C25(5C65) 


8Е14(96Ғ7) 単 精度 3.1415927 
倍 精度 3.141592653589793 


8DCF (9682) 
9073(9956) 
907B (995E) 
9103(99E6) 
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変数 の 格納 形式 


テキ スト と は 別に 変数 の 値 を 格納 し て お く エ リア が , テキ 
スト の すぐ 後ろ に 用 意 き れ て いま す 。 こ の エリ ア は プロ グラ 
ム を キー 入力 し た 時 点 で は まだ 存在 せ ず , 実行 する と 出 て き 
た 変数 の 順に 格納 され ます 。 


|. жж 
2-6-1 単純 変数 

変数 の 種類 , 変数 名 の 長き に よっ て 必要 な バイ ト は 異な り 
ます が , 各 変 数 と も 同じ 形式 で 格納 され ます ( 図 2-15)。 1 バ 
イト 目 の 変 数 の 種類 の 値 は その まま 変数 デー タ の 格納 バイ ト 
数 も 表し て いま す 。 


変数 の 格納 形式 


© 数 …2 バ イト 

単 精度 … 5 バイト 

(х 倍 精度 … 8 バイ ト 
1 バイ ト 1 バイト n バイ ト 文字 列 … 3 バイ ト 


変数 の 種類 | 変数 名 の 長 さ n| 変数 名 変数 デー タ 


整 数 …02H : 整 数 …|6 進 表現 
単 精度 …05H : 単 精度 | . 

: 浮動 小数 点 表 
倍 精度 …08H : мыр 


文字 列 …03H : 文字 列 … ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ 


| 変数 の 種類 | 変数 名 の 長 さ | 変数 名 |. 


数 エリ ア ・ エ ンド 


VARPTR の 示す アド レス 
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2-6 変数 の 格納 形式 


変数 デー タ の と ころ は , 変数 が 整数 型 の と き は 16 進 2 バイ 
ト で その まま 入っ て お り , 単 精度 , 倍 精度 型 の と き は , 先 に 
説明 し た 浮動 小数 点 表 現 で 格納 され て いま す 。 

BASIC の VARPTR 関数 で 与え られ る 値 は , 指定 され た 
各 変 数 の 値 が 入っ て いる 先頭 アド レス で す 。 で すか ら 図 2- 
16 の 場合 


PRINT HEX$ (VARPTR (А %)) | 


を 実行 する と 9FF2H と いう 値 に な り ま す 。 9FF2H に は 変数 
А % の 値 1 (000H) が 入っ て いま す 。 


変数 の 格納 形式 例 


10 A%=1 
29 Al=2 
30 А#=3 
40 А$= "АВС" 


:9FC5-09 00 ВА 00 
:9FCD-00 09 00 14 
:9FD5-03 00 09 00 
:9FDD-F4 04 00 00 
:9ҒЕ5-24 F4 22 41 
:9FED-00 00 02 01 
:9ЕЕ5-01 41 82 00 
:9FFD=91 41 82 40 
:А005-00 00 93 01 
:A00D-00 00 4F 39 


4| 25 F4 02 

00 41 21 F4 

1Е 00 41 23 

00 28 00 41 

42 43 22 AØ /$8"АВС". 
41 81 00 05 /....A... 
00 00 00 08 /.A= 

би 00 00 00 /.А@.... 
41 03 22 02 /....А. 
5D 00 00 00 


変数 デー タ の 中 で , 文字 変数 は 他 と 異な り , 図 2-17 に 示す 
よう な スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ が 格納 され て いま す 。 E 
際 の 文字 列 デ ー タ は スト リン グ ・ デ ー タ ・ バ ッ フ ァ に 格納 さ 
れ て いま す 。 ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ の 2 バイ ト 目 , 3 
バイ ト 有 目 に は ファ イル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ の 先頭 番地 を 
0000H と し た 相対 アド レス が 入っ て いま す 。 

HuBASIC に は STRPTR と いう シス テム 定数 が あり , こ 


れ が ファ イル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ の 先頭 アド レス を 持っ 
て いま す 。 よ っ て BASIC で の 計算 式 は AD=VARPTR 


37 


(A$) と し た 場合 


HEX$(STRPTR + PEEK (AD 1) +PEEK (AD+2) ж 256) 


で 求め られ ます 。 今回 の 例 で は A230H と いう アド レス が 得 
られ だ ので, これ を ダン プ し て みる と 。, 


| ・A230=41 42 43 00 00 41 32 33/ABC..A23 


と な っ て いま し た 。 後ろ の 方 の 「A23」 の 文字 は アド レス 計算 
を 行っ た と き に 使わ れ た も の で す 。 


ЫШ x=), 数 値 の 格納 形式 


(а) 文字 列 
スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ 


1 バイ ト 2 バイ ト 
ыж |STRPTR を 0000H と し た 
とき の 相対 アド レス 


(b) 数 値 


イペ イト 
s 数 | 下位 | ы | 


1 バイ ト 4 バイト 
単 精度 | 指数 部 | 


1 バイ ト 


ек| 指数 部 | 
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2-6 変数 の 格納 形式 


2-6-2 配列 変数 

配列 変数 の 格納 形式 は 少々 複雑 で , 図 2-18 の よう な 構造 に 
な っ て いま す 。 

n 次 元 配列 の 場合 は , 「 配 列 の 大 きき 」 の 部 分 が n 個 に 増え 
ます 。 そ し て , その 格納 順序 は 後に 出 て くる 引数 ほど 先 に 格 
納 き れ ま す 。 変 数 デー タ の 格納 順序 は 逆 で , 先 に ある 引数 が 
先 に カウ ント され ます 。 実例 で 見 て み ま し ょ う 。 図 2-19 は プ 
ログ ラム と 実行 後 の グ ンプ ・ リ スト で す 。A (3, 4) と 宣言 
し た 場合 は 引数 4 (配列 の 大 き さ は 5) が 先 に 格納 され , 次 
に 引数 3 (大 き さ は 4 ) が 格納 され ます 。 

変数 ゲー タ は , А(0, 0 ) の デー タ は 当然 いち ば ん 先頭 で 
Т», 次 に A (1, 0) の デー タ が 格納 され ます ( 表 2-7)。 

変数 の 種類 は 単純 変数 と 区 別 す る た め に , 最上 位 ビ ッ ト を 
立て て いま す 。 


配列 の 格納 形式 


ЕКЕНИН 
E 数 …2 バ イト 


単 精度 …5 バ イト 
倍 精度 …8 バ イト 
1 バイ ト 2 バイト 1 バイ ト n バイ ト | バイト 2 X( 引 き 数 の 数 ) 文字 列 …3 パ イト 


ここ か ら 配 列 デー タ の 終り | 変数 名 "= lo» I = 
EWOWS сова ; | dibus епох Қалта) | 587-9 ЕДЕ 


1 つの 引き 数 に つき 2 バイ ト 


| 浮動 小数 点 表現 
文字 列 … ス リン グ : デ ィ スク リプ タ 


倍 精 度 
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配列 の 格納 形式 例 


19 DEFINT A 
28 DIM A(3,4) 
30 A(9,9)=1 
40 A(1,9)=2 
58 A(1,1)=3 


:9FC5-08 00 
:9FCD=9D 
:9Е05=04 
:9Ерр=00 
・9FE5=92 
:9ЕЕр=02 
:9FF5=00 
: 9FFD-29 
:A805-00 
:A00D- 01 
:А015-00 
24010-00 
:4025=00 
:402р=00 


配列 の 格納 状態 
意 味 


変数 の 種類 = 整数 型 配列 変数 

配列 デー タ の 終り まで の 長 さ =003| バ イ 
変数 名 の 長 さ = | バイ ト 
変数 名 =「A」 
配列 の 次 元 = 2 次 元 
2 つ 目 の 引き 数 + | = 5 

| つ 目 の 引き 数 + | = 4 

А (0,0) А (І, А (2,0) А (3,0) 
А (0,1) А (1, А (2,1) А (3,1) 
А (0,2) А (І, А (2,2) А (3, 2) 
А (0,3) А (1, А (2,3) А (3, 3) 
А (0,4) А (1, А (2,4) А (3, 4) 
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マシ ン 語 プロ グラ ム を 呼び 出す た め に HuBASIC に は 
CALL 命令 と USR 命令 が 用 意 され て いま す 。 


2-7-1 CALL AD 

CALL 命令 は その 直後 に 書か れ た アド レス に ある マシ ン 
語 ル ー チ ン を コー ル し ます 。 マ シン 語 の ВЕТ 命令 (C9H) を 
実行 する こと で BASIC プロ グラ ム に 戻っ て き て 動作 を 継続 
し ます 。 

通常 の BASIC で の CALL 命令 に は マシ ン 語 ルー チン と 
の デー タ の 受け 渡し 機能 は 付い て いま せん 。 で すか ら 
PEEK, POKE 命令 で メモ リ を 介し て デー タ の 受け 渡し を 行 
うと と に な り ま す 。 

し か し , HuBASIC で は CALL 命令 に 入力 パラ メー タ の 機 
能 を 付け る こと が で きま す ( マ ニュ アル に は 載っ て いな い )。 こ 
れ に は , 次 の よう に アド レス の 後ろ に カッ コ で 囲ん で 数 値 を 
書 ま ます 。 この 値 は HL レジ スタ に 渡さ れ ま す 。 


形式 CALL アド レス (入力 パラ メー タ ) 
例 CALL &HC000 (&Н0030) 


た だ し , マシ ン 語 ルー チン か ら BASIC へ デー タ を 返す 機 
能 は な い の で , この 場合 は PEEK 命令 で 行い ます 。 ま た , マ 
シン 語 ル ー チ ン 内 で レジ タス を 保存 する 必要 は あり ませ ん 。 


ン 語 ブ プログラム こ の リン ク 
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2-[-2 USRA S 

USR 命令 は CALL 命令 に 比べ て 少々 理解 し づら いよ う で 
す が , パラ メー タ の 受け 渡し が 比較 的 容易 に で きる 点 で 優れ 
で W ゆ ます 。 

USR 命令 は 10 個 の アド レス を 割り あて る こと が で き , あら 
か じ め DEF USRn ニ コー ル ・ ア ドレ ス で 定義 し て お きま す 
(nm は 0 一 9, п= 0 の と き は 省略 可 )。 

この アド レス は 1 度 定義 され る と NEW や CLEAR £X 
行 し て も 消え ませ ん 。 

USR の コー ル ・ ア ドレ ス ・ テ ー ブ ル は 9D32H—9D49H に 
あり ます (ディ スク ・ バ ー ジ ョ ン は A615H—A628H), 

初期 値 は 9C9FH (ディ スク : A582H) C, これ は 「『Un- 
defined function」 の エラ ー の エン トリ ー で す 。 

USR 命令 は 関数 で すか ら , 


形式 : 変数 名 USRn (数 値 ま た は 数 値 変数 ) 
変数 名 =USRn (文字 列 ま た は 文字 変数 ) 
fj: A=USR (Р) 
A$=USR2 (“А”) 


と いっ た 形式 に な り ま す 。 

入力 パラ メー タ と , 出力 パラ メー タ に 入れ る 変数 は , 変数 
の 種類 が 数 値 ま た は 文字 に 統一 きま れ て いな けれ ば な り ま せ 
ん 。A=USR (P) な ど を 実行 する と , あら か じ め USRn に 定 
義 き れ て いた アド レス が コー ル さ れ , そこ の マシ ン 語 ルー チ 
ン が 実行 きれ ます 。 

カッ コ 内 に お か れ た 変数 また は 定数 が 入力 パラ メー タ で , 
マシ ン 語 ルー チン に 数 値 や 文字 を 渡す た め の も の で す 。 

マシ ン 語 ルー チン か ら BASIC に 数 値 や 文字 を 返す た め の 
出力 パラ メー タ は , A また は A$ (変数 名 は な ん で も よい ) に 
入っ て BASIC に 渡さ れ ま す 。 


2-7 マシ ン 語 プロ グラ ム と の リン ク 


マシ ン 語 プロ グラ ム に 送ら れる レジ スタ の 意味 は 入力 パ 
ラメ ー タ の 種類 に よっ て 異な り ま す 。 表 2-8 に 各種 パラ メー タ 
に 対す る レジ スタ の 内 容 を まとめ て お きま し た 。 


EZB OSR 関数 で 渡さ れる レジ スタ の 意味 


デー タ の 種類 ・ バ イト 数 デー タ の 種類 ・ バ イト 数 
02H … 整 数 05H … 単 精度 08H … 信 精度 O03H … 文 字 型 の み 
FAC 先頭 アド レス FAC 先頭 アド レス 
OFAC に は 数 値 が 格納 され て いる OFAC に は スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ が 格納 され て いる 
文字 列 の 長 さ 
о 不定 
文字 列 デー タ 格 納 先 アド レス 
о 不定 
エラ ー 処 理 ル ー チ ン ・ エ ント リー アド レス 
テー プ ・ バ パ バージョン  : 2064H 
ディ スク ・ バ パー ジョ ン : 2076H 


無 意 味 


マニ ュ ア ル の 『USR 命令 の 使い 方 」 の と ころ で わか り づ ら 
い 点 が 1 カ所 あり ます 。 それは , USR 命令 の パラ メー タ に 文 
字 変 数 の み を 使用 し た 場合 , パラ メー タ の 文字 変数 の 内 容 ま 
で が 変わ っ て し まう , と いう と ころ で す 。 し か し , USR 関数 
の マシ ン 語 プロ グラ ム の 中 で レジ スタ を どん な に 変え て も パ 
ラメ ー タ 文字 変数 の 内 容 は 破壊 きれ ませ ん 。 

ここ で の 説明 は , DE レジ スタ で 示さ れる メモ リ の 内 容 ( パ 
ラメ ー タ 変数 の 文字 デー タ そ の も の ) を 書き 換え た と き に 起 
こる こと で す 。 で すか ら , パラ メー タ の 文字 列 の 内 容 を 読み 
出す だ で だけ の と き は 気 に し な く て 良い の で す 。 

も し も , 書き 換え る 必要 が あっ て , な お か つ パ ラメ ー タ 文 
字 変数 を 変 た た く な いと き は , 


| As=USR (P$+"") | 


の よう に 文字 定数 (ヌル コー ド で 良い ) と の 演算 を 行わ せま 
す 。 こ うす る こと に よっ て スト リン グ ・ デ ー タ ・ パ バッ ファ 内 
に も う 12, パラ メー タ 文 字 変 数 と 同じ 内 容 の 文字 列 が コピ 
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ー さ れ , そちら の 先頭 アド レス が DE レジ スタ に 入っ て 渡さ 
れる こと に な り ま す 。 コ ピー され た 所 を 書き 換え た と し て も 
元 の 文字 列 は 保存 きれ る わけ で す 。 リ スト 2-5 に その 例 を 示し 
ます 。 これ は P$ を パラ メー タ と し , その 1 文字 目 を スペ ー ス 
に 変え る プロ グラ ム で す 。A$=USR (P$) と し た の で は , パ 
ラメ ー タ で ある P$ の 内 容 ま で も が 変わ っ て し まい ます が , 
A-USR (P$*"") と し た 方 は PSi$ "ABC" の まま 変化 し ま 
せん 。 

USR 命令 で 受け 渡さ れる 真 の 変数 デー タ は すべ て メモ リ 
上 に あり ます 。 と くに HL レジ スタ で 示さ れる エリ ア (HL に 
は FAC の 先頭 番地 が 入る ) を 介し て 受け 渡し を 行う の が 一 
般 的 で す 。 

コー ル さ れ た だ 時点 で は FAC エ リア 上 に パラ メー タ の デー 
タ が 格納 され て いま す 。 こ の 格納 形式 は 2-6 で 説明 し た 変数 エ 
リア の 格納 形式 と 同じ で す ( 図 2-17)。 

マシ ン 語 プロ グラ ム か ら リ ター ン し た 後 は FAC エ リア に 


100 ' USR WV ラメ ー タ 

110 CLEAR &HBFFF:C$=CHR$(34) 

120 AD=&HC999:DEF USR=AD 

130 FOR 1-0 TO 999 
READ D$:IF D$-"END" THEN 188 
POKE AD+I.VAL("&H"+D$) 


170 ` -- 18272 Э 2^'-A = WAIA 
180 DATA 3Е,20 :'LD A,20H 
190 DATA 12 “ІШ (DE),A 
200 DATA C9 "RET 

218 DATA END 

2280 CLS:LPRINT . "№ 5-9", "ууд" 
230 : 

240 ' -- (023-5 МИ 

250 P$-"ABC" 

260 A$=USR(P$) 

270 LPRINT "USR(P$) ABC" , P$ 
280 : 

290 ' -- 253-5 ま ゾ ン 

300 P$-"ABC" 

318 AS-USR(P$«"") 

328 LPRINT "USR(P$*";:C$;C$;") ABC",P$ 
330 END 


2-7 マシ ン 語 プ ログ ラム と の リン ク 


入っ て いる デー タ が イコ ー ル の 前 に 書か れ た 変数 に 代入 きれ 
Уе 

コー ル 時 の レジ スタ の 値 は 情報 を 知ら せる た め だ け の 役割 
な の で , リタ ー ン 時 に どん な 値 が 入っ て いて も か まい ませ ん 
(レジ スタ の 保存 は 考え る 必要 は な い )。 

実際 に USR 命令 を 使用 する 場合 の パラ メー タ は , 整数 か 
文字 列 が ほとん ど だ と 思わ れ ま す 。 こ こ で も 整数 パラ メー タ 
で の 実例 を あげ て お きま す ( リ スト 2-6)。 こ の プロ グラ ム は , 
特殊 キー が 入力 され て いた ら - 1 (TRUE) を , 入力 され て な 
か っ た ら 0 (FALSE) を 返す も の で す 。 入力 パラ メー タ は 表 
2-9 の と お り で す 。 こ の 例 で は ファ ンク ショ ン ・ キ ー (テン キ 
—, Fl1~F5 の キー な ど ) が 押さ れ て いる か どう か 調べ て いま 


10 ' 
20 ' USR 2735 レイ 


40 CLEAR &HBFFF:CLS:PRINT "Hit any key!" 
50 GOSUB 130 

60 DEF USR=&HC999 

70 P%=7 * FUNCTION 

80 A-USR(PX) 


90 LOCATE 12,8 

100 IF А THEN PRINT "FUNCTION Key" ELSE PRINT 5РС(20) 
110 GOTO 80 

120 '--- HHI WIZ 

130 AD-8HCOO00 

140 FOR I=0 TO 999 

150 READ D$:IF D$-"END" THEN 180 

160 POKE AD+I,VAL("&H"+D$) 


170 NEXT I 

180 RETURN 

190 : 

200 DATA ҒЕ,02 ut CP 02H 
210 DATA 20,0В s JR NZ,ERR 
220 DATA 23 НЫ INC HL 

230 DATA 7E s LD A, (HL) 
240 DATA B7 £” OR А 

250 DATA 20,06 z JR NZ, ERR 
268 DATA 2B t" DEC HL 

270 DATA ТЕ e LD А, (HL) 
280 DATA FE,98 5 CP 98H 
290 DATA 38,02 $5 JR С,РІ 
300 DATA DD,E9 "ERR JP (IX) 
310 DATA 47 ӘРІ LD B,A 
320 DATA ЗЕ, 01 s LD А,1 
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330 DATA 04 
340 DATA 05 
350 DATA 28,03 
360 DATA 87 
370 DATA 18,FA 
380 DATA 4F 
390 DATA 3E,92 
400 DATA Ср, 1B, 00 
410 DATA 41 
420 DATA ЗЕ, 00 
430 РАТА 20,01 
448 DATA 3D 
450 DATA 77 
460 DATA 23 
470 DATA 77 
480 DATA C9 
490 DATA END 
500 : 

510 END 


52599 
SS 


Cr) 
t > 


EZEN2:5 2-8 251% $58 


CTRL キー が 同時 に 押さ れ て いる か を 調べ る 


SHIFT キー が 同時 に 押さ れ て いる か を 調べ る 


カナ キー が LOCK され て いる か どう か を 調べ る 


CAPS キー が LOCK され て いる か どう か を 調べ る 


GRAPH キー が 同時 に 押さ れ て いる か を 調べ る 


リピ ビー ト ・ デ ー タ か どう か を 調べ る 


デー タ ・ コ ー ド が 有効 か を 調べ る 


テン キー, TV キー, カセ ッ ト ・ キ ー, FI 一 F5 が 押 
され た か を 調べ る 


2-1 マシ ン 語 プ ログ ラム と の リン ク 


USR 関数 で の マシ ン 語 プロ グラ ム の 手順 は お よそ 次 の よ 
162089. 
O FAC か ら 入 力 パ ラメ ー タ の 値 を 取り 出す 。 
@ パ ラメ ー タ が 適正 値 か どう か 調べ 規定 外 の 場合 は エラ ー 処 
理 へ ジャ ンプ する 。IX レ ジス タ に エラ ー 処 理 ア ドレ ス が 入っ 
て いる の で JP ІХ) と する 。 こ の と き ス タッ ク ・ ポ イン タタ や 
レジ スタ の 保存 は 気 に し な く て よい 。 
パラメータ か ら 目 的 の 値 を 計算 する 。 ま た は , 目的 の 処理 
を 行う 。 
Ө FAC に 出力 パラ メー タ を セッ ト し て 戻る 。 

この 例 の 場合 , 入力 パラ メー タ は 0 ~T な の で , それ 以外 
の 時 は エラ ー 処 理 ヘ ジャ ンプ させ て いま す 。 

単 精度 ・ 倍 精度 実数 を USR 関数 の 入力 パラ メー タ と し て 
fli, マシ ン 語 ルー チン で 実数 を 扱い た い 場 合 は , 2-5-3 の 浮動 
小数 点 演算 ルー チン を 利用 する と 良い で し ょ う 。 
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HuBASIC の 拡張 


HuBASIC の 拡張 と いっ て も , これ だ け 強 力 な BASIC に 
いま さら 手 を 加え る こと に どれ は ほど の 意義 が ある か 疑問 で す 
が , USR 命令 で は な く 意 味 の あ る 名 前 を つけ た いと き な ど に 
は 有効 で し ょ う 。 


xd с ` 
2-8-1 ジャ ンプ : テ ー フ ル の 解析 
HuBASIC の 内 部 を 解析 する に は , まず どこ の アド レス で 
何 の 処 理 を 行っ て いる か を 調べ な けれ ば な り ま せん 。 も っ 
と も 簡単 な 方 法 と し て は , 2-3 で 説明 し た 了 予約 語 テ ー ブ ル か ら 
それ に 対応 する ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル を 探す こと で す 。 こ れ は 
子 約 語 テ ー ブ ル の すぐ 近く に あり ます 。 ま た , 予約 語 テ ー ブ 
ル と 同様 , 【 通 常 の コマ ンド , ステ ー ト メン ト ]〕, Есту 
F, ステ ー ト メン ト 〕, 【〔 関 数 ) の 3 つの 部 分 に 分 か れ て いて , 
バラ バラ に 配置 され て いま す 。 表 2-10 が その アド レス 一 覧 で 
す 。 

これ を も と に , 予約 語 と ジャ ンプ 先 の 対応 を 表示 する プロ 
グラ ム が リス ト 2-7 で す 。 テ デ テージ *・ パ ページ ョ シディ スク * パ 
ー ジ ョ ン の 各 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル 先頭 アド レス を 丁 (0) —J 
(2 ) に セッ ト し , AD に 予約 語 テ ー ブ ル の 先頭 アド レス を セ 
у F し ます 。 


本 卿 還 ジャ ンプ ・ テ ー プ ブル ・ ア ドレ ス 


188 
118 
120 ` 


130 
140 
150 
160 
178 
188 
198 
200 
218 
220 
230 
240 
250 
268 
278 
280 
298 
300 
318 
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 
100 
4l 
428 
430 
440 
450 
160 
470 
480 
490 
500 
518 
528 
530 
540 
558 
568 
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' Jump Table X1 HuBASIC (ТАРЕ) 


CLS:WIDTH 40 

AD-8H28F6 Мога Table Top Address 
DIM J(2) 

J(9)=&H2CDF 'Jump Table 

J(1)=&H2D9F 'Jump Table (Extension) 
J(2)28H7698 'Jump Table (Function) 
LF=9 *PRINT OUT FLAG 

LL-58 "PRINT LINE 

SP$=SPACE$(19 ) 

DEF FNH$(X)=RIGHT$( "999"+HEX$(X) , 4) А 
MSG$="NO. Мога JumpAD StoreAD" 
IF LF<>9 THEN LPRINT MSG$:LPRINT 

PRINT MSG$ 


JMPAD=J( 9 ) :CT=1:J=9 

REPEAT 
GOSUB "MAIN" 
CT=CT+1:JMPAD=JMPAD+2 

UNTIL CT=256 

END 

LABEL "MAIN" 

IF D=&HFF THEN J=J+1 :JMPAD=J(J) 
D=PEEK (AD) :AD=AD+ 1 
IF D=&H89 THEN WD$-"???":GOTO 440 
IF Ds&HFF THEN WD$-"  ":GOTO 440 
XD=(D AND 8H7F) 
VD$-WD$*CHR$ (XD) 

IF D«8H80 THEN 370 


IF LF<>9 THEN LPRINT USING "iHHt “СТ; 
PRINT USING "### ";СТ; 
P$=LEFT$(WD$+SP$,10)+"-)> " 

IF CT>96 AND CT<128 THEN 500 
P$=P$+FNH$ ( PEEK ( JMPAD )+PEEK(JMPAD+ 1 )x256) 
P$=P$+" — ["«FNH$CJMPAD) €"]" 

PRINT P$ 

IF LF-0 THEN 560 
LPRINT P$ 
IF (СТ MOD LL)<>9 THEN 560 
LPRINT CHR$(12) "Тор Feed 
LPRINT MSG$:LPRINT 

RETURN 


E 
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これ で 表示 され る スト ア ・ ア ドレ ス (Store AD) と は , そ 
の 命令 の ジャ ンプ ・ ア ドレ ス が 格納 され て いる アド レス で す 。 
この 表 か ら お よそ , どこ で 何 の 処理 を し て いる か が わか り ま 
+ ( 表 2-11)。 


EA ンマ ャ ンプ ・ ア ドレ ス (テー プ ・ バ ー ジ ョ ン ) 


NO. Word 


JumpAD 


StoreAD 


о Oo —J O> cn ьо S — 
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СОТО 
GOSUB 
GO 

RUN 
RETURN 
RESTORE 
RESUME 
LIST 


REPEAT 
UNTIL 
222 
222 
??? 
TRON 
TROFF 


=? 
=? 
=> 
=% 
-> 
-> 
-> 
=} 
-> 
-> 
ш. 
=> 
“2 
ғ? 
=> 
-> 
ж? 
=> 
=> 
е? 
= な 
=> 
=> 
=> 
=? 
=? 
-2 
=> 
-> 
-> 
-> 
“> 
-> 
=> 
-> 
=) 
=> 
-> 
< 
-› 
-> 
=> 
-2 


3456 
324D 
3448 
1795 
3149 
2768 
3348 
68F7 
68F2 
2EF7 
2F09 
212F 
3047 
17ED 
19AD 
1В0С 
1B94 
2335 
22A6 
34E9 
2E39 
279F 
879F 
15B7 
2128 
1Е99 
1FF3 
3C82 
2ECA 
33DA 
1657 
21A0 
3632 
205A 
317D 
31B0 
3222 
3101 
205A 
205A 
205A 
2254 
2255 


[2CDF] 
[2CE11 
[2CE31 
[2CE51 
[2CE7] 
[2CE91 
[2CEB] 
[2CED] 
[2CEF] 
[2CF1] 
[2CF31 
[2CF51 
[2CF7] 
[2CF91 
[2CFB] 
[2CFD] 
[2CFF] 
(20011 
[2D931 
[2D951 
[2D971 
t2D091 
[2D9B] 
(20001 
[2D9F] 
[2D111 
[2D131 
[2D151 
(20171 
(20191 
[2D1B] 
[2D1D] 
[2D1F] 
(20211 
(20231 
(20251 
[2D27] 
(20291 
(20281 
с2р20] 
[2D2F1 
[2D311 
(20331 


92? 
222 
92% 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFDBL 
DEFSTR 
DEF 
22? 
LOAD 
SAVE 
MERGE 
CHAIN 
CONSOLE 
WIDTH 
OUT 
SEARCH 
VAIT 
PAUSE 
WRITE 
SVAP 
ERASE 
ERROR 
ELSE 
CALL 
MON 
LOCATE 
SCREEN 
KEY 
222 
92? 
LABEL 
RANDOMIZE 
OPTION 
LINE 
OPEN 
CLOSE 
SIZE 
FIELD 
GET 
PUT 
SET 
FILES 


-> 205A 
-> 205A 
-› 205A 
-› 3574 
-> 357A 
-> 3570 
-> 3577 
-> 26AE 
-> 205A 
-> 6AAE 
-› 6С04 
-> 6B55 
-> 6ADD 
-> 3809 
-> 3694 
-> 2EBC 
-> 6871 
-> 35BD 
-> 1B8F 
-> 1AA5 
-> 2E4F 
-> 205A 
-> 2061 
-> 15B7 
-> 2DFD 
=> 9FE2 
-> 366B 
-> 3BFD 
-> 3A32 
-> 205A 
-> 205A 
=> 2E39 
-> 2EIF 
=> 2272 
-> 3D3C 
=> 6CE7 
=> 6C77 
-> 205A 
-> 683D 
-> 4СЗЕ 
-> 4Е1А 
-> 683D 
-> 6E38 


(20351 
(20371 
(20391 
[2D3B] 
(20301 
[2D3F] 
(20411 
(20431 
(20451 
(20471 
(20491 
[2D4B] 
[2D4D] 
[2D4F] 
[2D511 
(20531 
(20551 
(20571 
(20591 
[2D5B] 
[2D5D] 
[2D5F] 
[2D611 
[2D63] 
[2D65] 
[2D67] 
[2D69] 
[2D6B] 
[2D6D] 
[2D6F] 
[20711 
(20731 
(20751 
[2D77] 
[2D79] 
[2D7B] 
[2D7D] 
[2D7F] 
[2D811 
[2D83] 
[2D85] 
[2D87] 
[2D89] 


Ú м 


Уже! + AN H N H 
с 


POSITION 
PATTERN 
HCOPY 
PLAY 
SOUND 
BEEP 
PRV 


-> 6E37 
-> 6811 
-> 205A 
-> 6844 
-> 205A 
-> 205A 
-> 6Е07 
-> 205A 
=> 21E3 
-> 205A 
=> 
-> 
ー ツ 
=> 
e» 
=? 
=% 
=> 
-> 
=> 
- 
x 
=% 
=> 
-> 
=> 
-> 
=? 
-> 
-> 
е) 
=> 
-2 
=> 
-> 
=? 
-> 
-> 
-> 
=? 
=> 
-> 3772 
-> 3B4D 
-> 3B42 
-> ЗАА5 
-> 41B2 
-> 41В5 
-› 47С1 
-> 205A 
-› 4F39 
-› 4F45 
-> 59AC 
-> 44Е7 
-> 475D 
-> 477A 
-> 3B23 


[2D8B] 
[2D8D] 
[2D8F] 
[2D911 
(20931 
(20951 
(20971 
(20991 
[2D9B] 
[2D9D] 


[2D9F] 
L2DA1) 
[2DA31 
[2DA5] 
[2DA71 
[2DA91 
[2DAB] 
[2DAD] 
[2DAF] 
[2DB1] 
[2DB31 
[2DB5] 
[2DB71 
[2DB9] 
[2DBB] 


143 
144 
145 
146 
147 
148 
149 
150 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
160 
161 
162 
163 
164 
165 
166 
167 
168 
169 
170 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
-178 
179 
180 
161 
182 
183 
184 
185 
186 
187 
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
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-> 3AE6 
-> 4AF9 
-> 4AE5 
-> 416A 
-> 4181 
-> 4191 
-> 41A1 
-> 4A86 
-> 4A88 
-> 4A8B 
-> 4A8E 
-> 4A98 
-> 52DA 
-> 52F3 
-> 52FF 
-> 5331 
-> 4BEA 
-> 4С2А 
-> 3BFD 
-> 44E7 
-> 44E7 
-> 366B 
-> 69EA 
-> 21EE 
-> 2ECD 
-> 393D 
-> 52A1 
-> 4C2D 
-> 52CB 
-> 5293 
-> 6719 
-> 676D 
-> 4DCD 
-> 8A03 
-> 89FB 
-> 8BCC 
-> 8BB2 
-> 8CC6 
-> 8F84 
-> 8E6C 
-> 8A5C 
-> 8E3A 
-> 8E31 
-> BAEA 
-> 8DD7 
-> 8A3C 
-> 8А33 
-> 8E98 
-> 8E00 
-> 8E24 
-> 53D9 
-> 53F6 
-> 5A50 
-> 680E 
-> 6CBF 
-> 680E 


[2DBD] 
[2DBF] 
[2DC1] 
[2DC3] 
[2DC5] 
[2DC7] 
[2DC9] 
[2DCB] 
[2DCD】 
[2DCF] 
[2DD11 
[2DD3] 
[2DD5] 
[20071 
[2DD9] 
[2DDB] 
[2DDD] 
[2DDF] 
[2DE1] 
[2DE3] 
[2DE5] 
[2DE7] 
[2DE9] 
[2DEB] 
[2DED] 
[2DEF] 
C2DF1] 
[2DF3] 
[2DF5] 
2DF7] 
[2DF9] 
[2DFB] 
[2DFD] 
[76981 
[769A] 
[769C] 
[769E] 
[76A9] 
[76A2] 
[76A4] 
[76А61 
(76481 
С76ААЈ 
[76AC] 
[76AE] 
Г76В01 
[76B21 
[76B4] 
[76B61 
[76B8] 
[76BA] 
[76BC] 
[76BE] 
[76C9] 
t76C21 
[76C4] 
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199 
200 
201 
202 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
218 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
217 
218 
219 
220 
221 
222 
223 
224 
225 
226 


[76C6] 
[76C8] 
[76CA] 
[76CC] 
[76CE] 
[76001 
[76021 
{76041 
[76061 
[76081 
[76DA] 
[76DC] 
[76DE] 
Г76Е01 
Г76Е21 
[76E4] 
[76E6] 
Г76Е81 
[76EA] 
[76EC] 
С76ЕЕЈ 
[76F9] 
[76F2] 
[76F4] 
С76Е6Ј 
Г76Е81 
[76FA] 
С76ЕСЈ 
[76FE] 


228 
229 
230 
231 
232 
233 
234 
235 
236 
237 
238 
239 
240 
241 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 

252 
253 
254 
255 


ERL -> 7СВЗ 
CSRLIN -> 7СЗА 
STRPTR -> 7C47 
DTL -> 7C4D 
IN -> 205A 
227 -> 205A 
LEFT$ -> 7F61 
RIGHT$ => 7F79 
MID$ -> 7F97 
INKEY$ -» 893D 
INSTR => 818E 
HEXCHR$ -> 821B 
MEM$ -> 807D 
SCRN$ -> 80B4 
VARPTR -> 7F07 
STRING$ -> 8135 
TIME -> 800C 
DAY$ => 7FEC 
DATE$ -> 7FFD 
FN -> 8820 
USR -> 82E1 
27? -> 205A 
9299 -? 205A 
ATTR$ -> 205A 
POINT -> 810Е 
CHARACTER$- > 8049 
CMT -> 7F19 
MIRROR$ -> 82BA 


(77001 
[7702] 
[77841 
(77861 
(77081 
[770A] 
[770C] 
[770E] 
[7710] 
[7712] 
[7714] 
[77161 
[77181 
[771Ё1 
[771С1 
[771E] 
[7720] 
[7722] 
[7724] 
[7726] 
[7728] 
[772A] 
[772G] 
[772E] 
[77301 
[7732] 
[77341 
[77361 
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2-8-2 既存 命令 の 変更 

BASIC の 拡張 に は , 
① 既 存する 命令 の 変更 
② 新 し い コ マン ド ・ ス テー トメ ント の 追加 
③ 新 し い 関 数 の 追加 … パ ラメ ー タ の 受け 渡し が 必要 
が 考え られ ます が , まず は すでに ある 命令 を より 使い 安く し 
Cod ЕЭ» 

X1 Turbo の BASIC で は AUTO 命令 が 拡張 され て いて 
AUTO * と いう の が あり ます 。 これ は , 自動 的 に 行 番号 を 出 
力 す る と と も に REM の 省略 形 で ある 0) も 続け て 出力 する 
も の で す 。 で すか ら , REM 文 の 多い リス ト の 入力 や BASIC 
の エディ タ を 他 の 言語 の ソー ス 入 力 用 と し て 利用 する 場合 に 
有効 で す (その か わり EDIT 命令 で 先頭 の ' が 表示 され な くさく 
な り ま す )。 

次 か ら の 説明 の 中 で 出 て くる アド レス は テー プ ・ バ ー ジ ョ 
ン の も の で す 。 ディスク ・ バ ー ジ ョ ン で 行い た い 方 は 説明 を 
参考 に し な が ら 自 分 で 解析 し て くだ さい 。 明確 に ディ スク ・ 
バー ジョ ン の アド レス が わか る と き は カッ コ 内 で 示し ます 。 

まず AUTO 命令 の 処理 先 は 212FH (2150H) で ある こと が 
表 2-11 より わか り ま す 。AUTO 命令 の 文字 列 を 見 つけ る と こ 
こ が コ ー ル され ます 。 

この と き の レ ジス タ の 使わ れ 方 で す が , 特に 意味 の ある の 
は HL レジ スタ で “AUTO” の 次 の 文字 を 示す アド レス が 入 
っ て いま す 。 

図 2-20 は AUTO 命 令 処 理 部 分 の 逆 ア セル ブル で す 。 
212FH に は 『LD DE, 000AH』 が あっ た の で これ を コー ル 命 
令 に 変え たま す 。 そ し て コー ル 先 で は , HL が 文字 列 の ポイ ンタ 
で すか ら HL の 示す メモ リ に , ※ が ある か どう か チェ ッ ク し 
#7. 

解析 を 進め て いく 5, AUTO 命令 の 実行 部 分 は , 30ADH 
(30DBH) 以降 で ある こと が わか り ま し た 。 

30FOH (3112H) に "CALL 04BAH" と あり , これ が 行 番 
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号 の 次 に スペ ー ス を 表示 する 部 分 で す 。 こ の あたり を 書き 換 
えて () を 表示 させ る よう に し ます 。 

さて , こう いっ た プロ グラ ム を どこ へ 置く か と いう こと で 
す が , も っ と も 簡単 で 確実 な 方 法 と し て は , BASIC テキ スト 
の ポイ ンタ を 書き 換え て , BASIC テ キス ト を も っ と 上 の ア 
ドレ ス に ずら し て 空い た 部 分 を 使用 する 方 法 で す ( 図 2-21)。 
この 方 法 な ら 拡 張 部 分 も BASIC イ ンタ ー プ リタ と いっ し ょ 
に セー プ で きま す 。 直接 ポイ ンタ を 書き 換え て も 良い の で す 
が BASIC の NEW ON 命令 を 使っ た 方 が 簡単 で し ょ う 。 


012 20 AUTO 命令 逆 ア セン ブル ・ リ スト 


Mnemonic 


DE.999AH ; 
BC,999AH : 
Z,2162H 
2CH 


NZ,2144H : 
305AH 


7A95H 


NEW ON &HA000 を 実行 


BASIC イン ター プリ タ 


BASIC テキ スト | 


DE 一 スタ ー ト 番号 
BC 一 増分 


; AUTO 回 の と き ジ ャ ンプ 
; "か どう か 調べ て 


違う と き 2144H へ ジャ ンプ 


; 行 番号 取り 込み 


: スペ ー ス で な いと ころ まで HL し を 増やす 


BASIC イン ター プリ タ 


BASIC と 一 緒 に 
セー ブ で きる 


プリー デリ アア | 


BASIC テキ スト | 
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リス ト 2-8 が AUTO 拡張 用 の プロ グラ ム (テー プ ・ バ ー ジ 
а) で す が , これ を 打ち 込む 前 に 必ず NEW ON &HA000 
を 実行 し て お いて くだ さい 。 

この プロ グラ ム を 走ら せ た 後 , モニ タ へ 飛ん で , 


| ж50000 9FFF 0000: < ファ イル 名 > 較 


と する と テー プ に 拡張 され た HuBASIC が モー ブ さ れ ま す 。 
AUTO 命 令 の 変更 以外 は 普通 の HuBASIC と し て 使え ます 。 


10 ' 


20 ' AUTO コマ ント ~ チョウ (ТАРЕ) 
30 ' 
40 AD-&H9FCS 


50 FOR 1=0 TO 999 
60 READ D$:IF D$-"END" THEN 100 
70 POKE AD+I,VAL("8&H"+D$) 


80 NEXT I 

90 : 

100 DATA CD,BA,94 ы CALL SPPRT 
118 DATA ЗЕ,27 ы LD A,27H (°) 
120 DATA C3,BC,04 сы JP ACPRT 
130 '--- 9FCDH --- 

140 DATA DI i POP DE 

150 DATA ЗА,Е1,30 d LD А, (38E1H) 
160 DATA FE,BA y CP BAH 

170 DATA 28,06 ч JR Z,P1 

189 DATA 1A 2” LD A, (DE) 
190 DATA FE,27 z СР 27Н 

200 DATA 20,01 2” ЧЕ NZ, Pl 
210 DATA 13 52% INC DE 

220 DATA 906,00 ӘРІ LD B, 00H 
230 DATA СЗ,ЕЕ, 30 g" JP 30EEH 
240 '--- 9FEDH --- 

250 DATA 11,0А,00 д" LD DE, 10 
260 DATA CD,05,7A Ж CALL SPPASS 
270 DATA FE,2A ut CP od 

280 DATA 20,0i :S JR NZ,P2 
290 DATA 23 P INC HL 

300 DATA ES s P2 PUSH HL 

318 DATA 21,BA,04 НЫ LD HL,94BAH 
320 DATA ҒЕ,2А e ЄР ж 

330 DATA 20,03 vt JR NZ,P3 
340 DATA 21,С5,9Ғ t LD HL, 9FC5H 
350 DATA 22,Е1,30 "РЗ ір (39E1H) , HL 
360 DATA El p POP HL 

370 DATA CD,05,7A к" САШ. SPPASS 
380 DATA B7 D OR A 

390 DATA C9 ý RET 

400 DATA END 

410 : 


420 POKE 8H212F,&HCD, &HEO , $H9F 
430 POKE 8H39EB,&HC3,&HCD,&H9F 
449 END 
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` 

2-8-3 SRUU Vins 038 

新しい 命令 や 関数 を 作る 場合 の アイ デア の 1 つと し て 重複 
命令 を 利用 する 方 法 が 考え を られ ます 。HuBASIC に は まっ た 
く 同 動作 を する 命令 で 重複 し て いる も の が あり ます 。 
LOCATE と CURSOR が その よい 例 で , まっ た く 同 じ 処 理 
に 飛ん で いま す 。 あ まり 使用 し な い 方 の 了 予約 語 を 自分 の 好き 
な スペ ル に 書き 換え , それ に 対応 し て いる ジャ ンプ ・ テ ー プ ブ 
ル を 書き 換え れ ば , 比較 的 簡単 に 新しい 命令 が 追加 で きま す 。 
また , あま り 使 用 し な い 命 令 を 削除 し て も よい で し ょ う 。 

この と き 注 意 す る こと は , 予約 語 の 長き を 変え な いこ と で 
す 。 ど うし て も 。, 予約 語 の 長 さ を 変え た た いと き は 予約 語 テー 
プ ブル 全体 を うま く 移 動き させ る 必要 が あり ます 。 

さて , 新しい 命令 の 追加 例 と し て は LPOS 関数 の 変わ り 
に , IPL ROM の 内 容 を 読む PEEK 関数 を 作っ て み ま し ょ 
う 。 関 数 名 は 『IPEK』」 と し ます 。 

コマ ンド や ステ ー ト メン ト と 関数 で は , ジャ ンプ ・ テ ー プ 
ル か ら 飛 ん で きた と き の レ ジス タ の 値 の 意味 や 、 リタ ー ン す 
る と き の 条 件 が 表 2-12 の よう に 異な り ま す 。 関 数 の 場合 。 パ 
ラメ ー タ の 受け 渡し が 重要 と な り ま す が , それ ら は すべ て 
FAC を 通じ て 行わ れ ま す 。 


ジス タ と リタ ー ン 時 の 条件 


コー ル 時 の 
HL レジ スタ の 
意味 


コマ ンド , ステ ー ト メン ト に つづ パラ メー タ の 格納 し て ある FAC 
く 文 字 列 が 格納 され て いる アド レス 先頭 アド レス 


リタ ー ン 時 の 
条件 


HL の 値 を 次 の コマ ンド , ステ ー 9CF8H (ディ スク : A5DBH) に リ 

トメ ント の 先頭 アド レス まで 移動 ター ン ・ パ ラメ ー タ の デー タ の 種 

させ て お か な けれ ば な ら な い 。 類 を , FAC に デー タ を , セッ ト し た 

HL レジ スタ は 保存 する こと 。 ら 全 レジ スタ を 破壊 し て も か まわ 
な い 。 


2-8 HuBASIC の 拡張 


STICK 関数 を 解析 し て いっ た と ころ , FAC か ら 2 バイト 
の 整数 デー タ を 取り 出す サブ ルー チン が 見 つか っ た の で , С 
れ を 利用 し ます ( 表 2-13)。 と ころ が , この サブ ルー チン で は 
HL を 破壊 し て いま す 。FAC に リタ ー ン ・ パ ラメ ー タ の デー 
タ を セッ ト す る まで は その アド レス を 壊す わけ に は いか な い 
の で 退避 させ て お きま す 。 


ЕШ ҒАС に 関す る サ プ ル ー チ ン ・ エ ント リー 


7D6DH FAC か ら 2 バイ ト 整 数 デー タ を 取り 出す 
(85CAH) 入力 HL = FAC 先頭 アド レス 
eHh HL = デー タ , А = 下位 デー タ 


7031H FAC に 2 バイ ト 整 数 デー タ を セッ ト し , デー タ の 種類 を 02H に し て リタ ー ン 
(848EH) 入力 HL = FAC 先頭 アド レス , DE = デー タ 


7C3DH FAC に 1 バイ ト 整 数 デー タ を セッ ト し , デー タ の 種類 を 02H に し て リタ ー ン 
(849AH) 入力 HL = ҒАС 先頭 アド レス , A = デー タ 


次 に エラ ー 判 断 を 行い ます 。IPL ROM の 有効 な アド レス 
は 0000H ~0FFFH で すか ら そ れ 以 上 の 値 が きた ら , エラ ー 
処理 ルー チン へ ジャ ンプ させ ます 。 エ ラー 処理 ルー チン で は 
スタ ッ ク ・ ポ イン タ も 初期 化し て いる の で , スタ ッ ク を 気 に 
せ ず , レジ スタ の 値 も その まま で ジャ ンプ し て か まい ませ ん 。 

各種 エラ テー エ ント リー で は , A レジ スタ に エラ ー 番 号 を セ 
ッ ト し て , エラ ー メ ッ セ ー ジ 表示 へ 行く の で す が , ここ で ち 
ょ っ と し た プロ グラ ム ・ テ クニ ッ ク が 使用 きれ て いる の で 紹 
FLST, 

エラ ー エ ント リー の 所 を 2057H か ら 逆 アセ ン ブ ル す る と , 


アド レス デー タ ニモ ニッ ク | 
2057 3E 16 LD A, 16H 
2059 21 ЗЕ 22 LD HL, 223EH 
205C 21 3E 05 LD HL, 053EH 
205F 18 03 JR 2064H (エラ ー 処 理 へ ) 
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と な り , A レジ スタ に 16H が 入り ます 。 し か し , 205АН か ら 
逆 ア セン ブル する と, 


アド レス quc» ニモ ニッ ク 

205A 3E 22 LD А, 22H 

205C 21 3E 05 LD HL, 053EH 

205Е 18 03 JR 2064H (エラ ー 表 示 へ ) 


と な り , ジャ ンプ し て くる アド レス に より , A レジ スタ に 入 
る 値 (この 場合 エラ ー 番 号 ) を 選べ る よう に な っ て いま す 。 
プロ グラ ム を 小さ くす る テク ニッ ク の ひと つ で す 。 表 2-14 に 
各種 エラ テー エン トリ ー を まとめ て お きま し た 。 

さて , 本 題 に 戻り まし ょ う 。 エ ラー 判断 を すま せ た 後 は 
ІРІ, ROM か ら 値 を 読み , そ れ を FAC に 書き 込め ば よい わけ で す 。 

FAC に 整数 デー タ を 書き 込み , デー タ の 種類 (整数 02H) 
を 9CF8H に セ モット し て くれ る ルー チン も すでに HuBASIC 
内 に ある の で その ルー チン を 利用 し ます ( 表 2-13)。 ち な み に , 
その ルー チン で は 次 の よう な 処理 を 行っ て いま す 。 


FRA デー アダ ニモ ニッ ク 
7C3D  5F Ір E, A~ DE に 1 バイ ト 
7C3E 1600 LD D, “ を 入れ る 
7C40 18 EF ІК 7C31H 

£ | 

7C3l 79 LD (HL) E— FAC に デー 
7632 93 INC HL ü タ を セッ ト 
7C33。 72 LD (НІ), 
7C34 3E 02 LD A, d デー タ の 種 
7C36 32 F8 9С ГЮ (9CF8H), A— 類 を セッ ト 


|. 7C39 C9 RET 


リス ト 2-9 が IPEK 関数 拡張 プロ グラ ム で す 。 さ き ほ ど と 同 
様 , 必ず NEW ON &HA000 を ダイ レク ト に 実行 し て か ら 打 
ち 込ん で くだ さい 。 テ ー プ へ の セー プ の 方 法 も 前 と 同じ で す 。 


R2 1 T2—rI7HhkU—7ZFVvA 
2000 (201Ғ) 


2015 (2027) 
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( ) 内 は ディ スク ・ バ ー ジ ョ ン 


種 я 
Out of memory (カセ ッ ト ・ ス トッ プ , CLR 実行 ) 


Out of memory 


2018 (202A) 


201B (202D) 


NEXT without FOR 


Undefined label 


20IE (2030) 


Duplicate Definition 


2021 (2033) 


2024 (2036) 


2027 (2039) 


Subscript out of range 
RESUME without error 


WHILE without WEND 


202A (203C) 


WEND without WHILE 


202D (203F) 


2030 (2042) 


UNTIL. without REPEAT 


RETURN without GOSUB 


2033 (2045) 


2036 (2048) 


2039 (204B) 


Can't continue 


String too long 


Unprintable error 


203C (204E) 


Bad file mode 


203F (2051) 


No RESUME 


2042 (2054) 


2045 (2057) 


2048 (205A) 


Line buffer overflow 


Divison by zero 


Overflow 


204B (205D) 
204E (2060) 
2051 (2063) 


— 


2054 (2066) 


Too complex 


Type mismatch 


FOR without NEXT 


Syntax error 


2057 (2069) 


Missing operand 


205A (206C) 


Reserved feature 


205D (206F) 


Мера! function call 
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I8 * 

20 ' ІРЕК か スウ チョ ウ (TAPE) 

30 ' 

40 AD-&H9FEU 

50 FOR 1-0 TO 999 

60 READ D$:IF D$-"END" THEN 100 
70 POKE AD+I,VAL("8H"+D$) 


80 NEXT I 

90 : 

100 DATA E5 "PUSH HL 
110 DATA CD,6D,7D *'CALL 7D6D 
120 DATA 7C WED А,Н 
130 DATA FE,16 3 «CP 10H 
140 DATA 02,50,20 ӘР NC, 295DH 
150 DATA 96,1D 1р B,1DH 
169 DATA ED,79 に "OUT (С),А 
170 DATA 7E :'1р A, (HL) 
180 DATA 06,1E s "ED B, 1EH 
190 DATA ED,79 :'00Т (С),А 
200 DATA El "POP HL 
210 DATA C3,3D,7C "JP 7C3DH 
220 DATA END 

230 : 


240 '-- Word "IPEK" 

250 POKE 8H2C0A,8H49,8H50,8H45, &HCB 
260 '-- Jump Address 

270 POKE 8H76D2,8&HE0,&H9F 

280 END 


モニ タ の 拡張 


HuBASIC に は , スク リー ン ・ エ ディ F 可能 で , 便利 な F( フ 
ァ イ ン ド ) コマ ンド を も 備え て いる モニ タ が 付い て いま す 。 
し か し , マシ ン 語 だ け の プロ グラ ム を 打ち 込む と き は 
BASIC は 不要 で すし , まだ た もう少し 機能 が 欲し いと ころ で 
す 。 こ こ で は , モニ タ だ け の テー プ を つく る 方 法 と モニ タ の 
解析 ・ 拡 張 例 を 紹介 し ます 。 


2-9-1 モニ タ の 切り 放し 


Hu モニ タ は HuBASIC 中 の サブ ルー チン を 使用 する こと 
な く 独 立 し て いる た め に 切り 放し が 可能 と な り ま す 。 た だ し , 
IOCS に 多く 依存 し て いる た め , 当然 IOCS 部 分 も 含め て 切 
り 放 し ます 。 切り 放し の と き に 変更 し な けれ ば な ら な い 科 所 
が 2 つ あ り ま す 。 

第 1 に , 切 り 放 し た Hu モニ タ を テー プ か ら ロ ー ド し , 起動 
し た と き に モニ タ の コマ ンド 待ち に ジャ ンプ させ な けれ ば な 
り ま せん 。 変更 前 で は BASIC の コマ ンド 待ち に 飛ぶ よう に 
つく られ て いる た め , その まま で は 凌 走 し て し まい ます 。 

IOCS 部 分 で 画面 や キー 入力 の 初期 化 が 行わ れ た 後 
BASIC へ ジャ ンプ させ る ジャ ンプ ・ ア ドレ ス は , 012BH と 
012CH に お か れ て いま す 。 こ こ を モニ タ の スタ ー ト ・ ア ドレ ス 
で ある 1000H に 書き 換え ます 。 

第 2 に は BASIC へ 戻る た め の R コマ ンド を 使え な くし 
な けれ ば な り ま せん 。 そう し な いと , うっ か り R コマ ンド を 
使っ て し まっ て 又 走 , と いう こと に な りか ね な いか ら で す 。 
R コマ ンド を 封じ 込め る も っ と も 簡単 な 方 法 と し て は , コマ 
ンド ・ テ ー ブ ル の 中 の 『R』 を , R コマ ンド より 優先 順位 の 高い 
D コマ ンド な ど に 変え て し まえ ば よい の で す 。Hu モニ タ の 


б1 
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コマ ンド と ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル は 1034Н ~1060Н に あり , R 
コマ ンド は 1052H に あり ます 。 
以上 に Hu モニ タ 切 り 放 し の 手順 を 箇条 書き に し ます 。 た 
へ ん 簡単 で す の で , 1 度 た めし て みて くだ さい 。 
9 HuBASIC を ロー ド し , MON で モニ タ に 移る 。 
ӨМ コマ ンド で , 012BH の ООН を 00H, 012CH の MH を 
10H に 変え る 。 
8 同様 に 1052H の 52H € 44H СКЕ” を "D" に 変え る 。 
Ө New テー プ を セッ ト し て , * 50000 147F 0000: MON 
と し て テー プ に セー プ す る 。 
これ で モニ タ ・ オ ン リ ー の テー プ が で き あ が り ま す 。 こ れ 
を IPL か ら 起 動き せる と すぐ に モニ タ の コマ ンド 待ち に な 
り ま す 。 


2-9-2 コマ ンド の 拡張 

Hu モニ タ の 機能 が いか に 強力 だ ど と は いえ , まだ まだ 不備 
な 点 は ある も の で す 。 た と えば , 先 に 行っ た よう に モニ タ を 
切り 放し , マシ ン 語 入力 ツー ル と し て 使う 場合 、 チェ ッ ク サ 
ム の 表示 機能 が どう し て も 欲し いと ころ で す 。 そこで , 次 の 
よう な コマ ンド を 追加 し て み ま し ょ う 。 


C コ マン ド (CHECK SUM) 

機能 : ダン プ 表 示 (D コ マン ド ) の と き の チ ェ ッ クサ ム の 
方 式 を 変更 する 。 

C0 …1 行 8 バイ ト ・ ダ ンプ 表示 
チェ ッ ク サ ム は (8 バイ ト の 合計 値 ) の 下位 か ら 16 
進 で 2 文字 表示 

Cl …1 行 8 バイ ト ・ ダ ンプ 表示 
チェ ッ ク サ ム は (8 バイ ト 合 計 + キ アド レス ) の 下位 
2 桁 

C2 …1 行 8 バイ ト ・ ダ ンプ 表示 


チェ ッ ク サ ム は (8 バイ ト の 合計 値 ) の 下位 3 HT, 
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64 バ イト ご と に 全 合 計 値 を 4 桁 で 表示 
Сз …1 行 16 バ オト ・ ダ ンプ 家 
チェ ッ ク サ ム は 縦横 表示 で 下位 2 桁 
С …ASCII 表示 に 戻し し. チェ ッ ク サ ム は 表示 し な い 。 


さて , Hu モニ タ の コマ ンド 検出 部 (101D-1042) は 次 の よ 
うに な っ て いま す 。 | 


ЕХХ 
LD HL,1043H: HL 一 コマ ンド ・ テ ー ブ 
ル ・ ト ッ プ 
Ір Bro :B 一 コマ ンド 総数 
LOOP: CP (HL) 
INC HL 


JR Z EXEC; コマ ンド が 見 つか っ た の 
で EXEC (103DH) へ 

INC HL 

INC HL 

DJNZ L00P 

EXX 

RET : コマ ンド で な い の で リタ ー ン 


EXEC: LD  E.(HL) 


INC HL 

LD D, (HL) :DE 一 ジャ ンプ ・ ア ドレ ス 
PUSH DE ; RET で ジャ ンプ する た だ ため 
ЕХХ 

RET ; DE の 内 容 ヘ へ ジャ ンプ 


つま り , Hu モニ タ の コマ ンド は 全部 で 10 個 で コマ ンド ・ テ 
ー ブ ル は 1043Hー1060H に ある と いう こと で す 。 この テー ブ 
ル は 次 の よう な 構造 に まっ て いま す 。 
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ТЕРА デー グ cep 意味 
1043 44 DEFM 'D' 7% コマ ンド の 
1044 8B 11 DEFW 118BH 118BH 
1046 4D DEFM 'M' Ju コマ ンド の 


処理 先 は 
1047 1р 12 DEFW 121DH 121DH 


コマ ンド を 増やす に は コマ ンド 総数 を 増やし , アド レス の 
1061H 以降 に コマ ンド テー ブル を 追加 し て いけ ば 良い わけ 
で す 。 た だ し , 1061Н ~1069Н は P コマ ンド 処理 に 使わ れ て 
いま す の で , これ を 他 の エリ ア へ 移 き な けれ ば な り ま せん 。 
モニ タ を 切り 放す 場合 は 14COH 以降 が び フ リー エリ ア と し て 
使え ます 。 

コマ ンド ・ テ ー ブ ル の 拡張 を すま せ て ,C コマ ンド を 入力 し 
た と き に ある アド レス へ ジャ ンプ する よう に し た と し ます 。 
そし て , た と えば モニ タキ ー 入 力 待ち の と き に * СОМЕА 
力 し た 場合 , ジャ ンプ し た 時 点 で DE レジ スタ に は 入力 文字 列 中 
D “C の 次 の 文字 の アド レス が 格納 され て いま す 。 よ っ て , 
DE レジ スタ が 示す メモ リ が “0” ~"3” を 調べ て , どの チ 
ェ ッ クサ ム 方 式 を 指定 し た の か を 判断 で きま す 。 

P コマ ンド の 処理 部 分 を 他 の エリ ア に 移動 きせ た こと に よ 
0, 9 バイ ト 空 きま すか ら , コマ ンド を 3 つま で 増やす こと 
が で きま す 。 数 値 取 り 込 み サ ブル ー チ ン の 使い 方 に な れる た 
DIZ, も う 2 個 コ マン ド を 拡張 し まし ょ う 。 

ひと つ は 指定 され た メモ リ を 一 定 の デー タ で 埋め る W 
コマ ンド で , も う ひ と つ は テン キー を 16 進 キー に 変え る H コ 
マン ド で す 。 


2-9 モニ タ の 拡張 


W コマ ンド (Write full) 

・ 機 能 : スタ ー ト アド レス と エン ドア ドレ ス で 指定 され 
た 範囲 の メモ リ す べ て に デー タ を 書き 込む 

・ 形 式 : * ネ スタ ー ト アド レス エン ドア ドレ ス デー タ 

H コマ ンド (HEX KEY) 

・ 機 能 テン キー を 16 進 キー に 変え る ( 図 2-22) 

・ 形 式 : * H [Z] を 行う ご と に 切り 換わる 


16 進 キー 配列 
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W コマ ンド で は 『2 バイ ト 数 値 を 3 回 取り 出す 』」 と いう モ 
ニタ 内 の サブ ルー チン を 使っ て いま す 。 第 3 アド レス は HL 
レジ スタ に 2 バイ ト と し て 取り 出さ れ ま す が , 下位 で ある し L 
レジ スタ の 値 を デー タ と し て 使用 し ます 。 こ の サブ ルーチン 
に つい て は , 次 の 2-9-3 を 参照 し て くだ さい 。 

リス ト 2-10 が これ まで 述べ た モニ タ 拡 張 の た め の プ ログ ラ 
ム で す 。 モ ニタ 切り 放し も 行っ て いま す が , 変更 すれ ば 
BASIC と の 同居 も 可能 で し ょ う 。 新しい テ ー プ を セッ ト し 
С, RUN し て くだ さい 。 自 動 的 に IPL 起 動 の テー プ が で きま す 。 


100 ' Hut-» 7 チョ ウ (exMON) 
118 : 

120 CLEAR &HDFFF:AD-&HE000 
130 FOR I-0 TO 999 

140 READ D$:IF D$-"END" THEN 220 

150 Р-1 

160 FOR J=0 TO 15 

178 D=VAL("&H"+MID$(D$,P,2) ) :POKE AD*IX16*J,D 
180 P=P+3 

190 NEXT J 

200 NEXT I 

218 : 

220 POKE 8H1822,13 ток 7 ЛА“ 

230 POKE 8H1061,8H43,&HFB,&H15 'ССОМ 

240 POKE 8Н1064,8&Н57,8НС9,8НІ4  'WCOM 

250 POKE 8H1067,8H48,8HD7,8H14  'HCOM 


260 POKE &H104A,8HC0,&H14 * PCOM 

270 POKE &H118C,&HBA, &H16 *DCOM 

280 POKE &HlI1B8,8H67,8H16 *DCOM2 
290: 

300 CALL &HE210 

310 : 


320 DATA ЗА 72 14 EE 91 32 72 


14 C9 CD А6 12 38 08 1 
330 DATA 13 0B 78 ВІ 20 F8 C9 21 ED 14 ЗА ЕС 14 B7 9 
349 DATA 21 AA 02 22 9C 01 EE FF 32 ЕС 14 C9 00 ЕЗ 
350 DATA 02 D5 16 41 FE 2E 28 1C 14 FE 3D 28 17 14 
360 DATA 28 12 14 FE 2D 28 0D 14 FE 2A 28 08 14 FE 
370 DATA 03 р! FB C9 7A DI FB C9 ЗЕ ЗА CD 20 14 ЗЕ 
380 DATA 20 14 41 D5 11 5A 15 ED 53 58 15 1E 30 AF 


390 DATA 57 7E 82 30 01 1C 57 7E E5 2A 58 15 86 77 
400 DATA 58 15 El 23 10 EB D5 11 6B 15 DI 7A 
410 DATA 8E 15 DI ЕЗ El СЗ DE 11 5A 15 00 00 00 0 
420 DATA 00 00 00 00 00 00 00 00 во 00 
430 DATA 2E CD 20 14 C9 ЗА ҒА 15 3C 32 
440 DATA 14 ЗЕ 2D CD 20 14 10 FB ЗЕ 20 
450 DATA 15 CØ E5 C5 06 ЗА CD 7E 15 CD 
460 DATA CD 20 14 10 F9 41 ФЕ 00 21 5 
470 DATA 81 4F 36 00 3E 20 CD 20 14 2 
480 DATA 14 ЗЕ 20 CD 20 14 79 CD 07 1 
490 DATA 15 СІ El C9 CD 75 15 C0 E5 D 


に の に に に に ホモ = 


— тоомо оњ о 5 


9 
БЕЛЕЕ G Ə = S 
4995809: асотезд993 


= > о = = oO O № 


2-9 モニ タ の 拡張 


500 DATA 00 00 06 40 2B 7E Е5 GF 


510 
520 
530 
540 
550 
560 
570 
580 
590 
600 
610 
620 
630 
640 
650 
660 
670 
680 


DATA CD 02 12 AF 32 FA 
DATA 3E 11 32 47 15 32 
DATA 22 2E 15 21 18 15 
DATA D5 CD 98 09 DI 1A 
DATA 12 
DATA 2E 1 
DATA ЗЕ 1 
DATA 15 3 
DATA A2 11 
DATA 64 72 
DATA 34 20 20 2B 
DATA 2B 46 20 
DATA 5A 15 3E 
DATA 21 00 Ей 
DATA 21 00 10 
DATA 21 00 00 
DATA END 


2B 01 
CD 6E 10 


15 DI 
4F 15 
22 CA 
FE 30 
20 14 
47 15 
FF 99 
C9 CD 
11 7E 
2B 31 
36 20 
20 2B 
6D 0D 
23 3D 
81 10 


11 39 E 


C3 00 


26 00 19 EB El 10 F5 EB 
El C9 03 ЗЕ 08 32 A2 11 
21 7F 00 22 9D 11 2E 00 
11 ЗА 07 00 FE 50 20 05 
C8 FE 31 28 ØF FE 32 28 
22 CA 11 C9 21 85 84 22 


8C 09 
22 50 
cø ЗА 
41 64 
20 2B 
2B 39 
45 20 
Е5 21 
C9 00 
52 10 
00 00 
D 4F 4E 00 


21 D4 15 18 11 CD 
22 9D 11 21 8E 15 
4E 12 3A FA 15 B7 
16 CD 2F 14 DI C9 
20 2B 32 20 2B 33 
2B 37 28 2B 38 20 
43 20 2B 44 20 2B 
3A 00 AF 32 FA 15 
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2-9-3 モニ タ 内 ルー チン の 解析 

表 2-15, 2-16, 2-17 に モニ タ の サブ ルー チン , エン トリ ー, 
ワー ク ・ エ リア を 示し ます 。 モ ニタ 内 の 解析 お よび , 自分 で 
モニ タ を 拡張 する と き の 参 考 に し て くだ さい 。 


ЕШ :-5^v7»-7- 


画面 表示 サブ ルー チン (P コマ ンド に より CRT, プリ ンタ の 出力 切り 換え 可 ) 


1 行 メ モリ ・ ダ ンプ 
e 「 : アド レス ニ =XX XX ХХ XX XX XX XX XX/ ASCII ダン プ 」 形式 で 1 
行 表示 する 。 
入力 HL … ス ター ト ・ ア ドレ ス 
DE … エ ンド ・ ア ドレ スー 1 
@ 出 力 HL … ス ター ト ・ ア ドレ スキ + 8 
キャ リー フラ グ …0 の と き 正 常 
| の と き /SHIFT + BREAK を 押し た 
eniinn 
ゼロ フラ グ … 0 の と き 正 常 
1 の と き SHIFT + BREAK を 押し た 
@ レ ジス タ AA,HL, B 以外 保存 


16 進 4 桁 表示 

eHLU 722701816 4 桁 で 表示 。 
@ 入 力 HL… 表 示 デ ー タ 

@ 出 力 な し 

@ レ ジス タ AN 以外 保存 


16 2 桁 表 示 

eA レジ スタ の 値 を |I6 進 2 桁 で 表示 。 
入力 А … 表 示 デ ー タ 

@ 出 力 な し 

@ レジスタ A A 以外 保存 
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“=” を 表示 
eA) な し 
レジ スタ AA 以外 保存 


2-9 モニ タ の 拡張 


“17 を 表示 
@ 入 力 な し 
@ レ ジス タ AN 以外 保存 


| 文字 表示 

@A レジ スタ の 値 を ASCI コー ド と みな し て | 文字 表示 する 。 
入力 A- ASCII コー ド ・ デ ー タ 

@ 出 力 な し 

@ レ ジス タ 以外 保存 


文字 列表 示 

@DE が 示す アド レス か ら の 文字 列 デー タ を 表示 。 
文字 列 の 終わ り は 00H 

入力 DE … 文 字 列 スタ ー ト ・ ア ドレ ス 

@ 出 力 な し 

@ レ ジス タ АДА 以外 保存 


TAB 実行 
e 次 の ТАВ 位置 に カー ソル を 移動 する 。 
@ レ ジス タ А 以外 保存 


改行 実行 
@ 改 行 を 行う 。 
@ レ ジス タ А 以外 保存 


画面 表示 サブ ルー チン 2 (出力 切り 換え な し ) 


ファ イル 名 表示 

@「 フ ァイル 名 (13 文字 ) . 拡張 子 (3 文字 )」 で 表示 する 。 
@ 入 力 HL … フ ァイル 名 格納 アド レス ー| 

@ 出 力 な し 

@ レ ジス タ AD 以外 保存 


文字 列表 示 
@HL が 示す アド レス か ら の 文字 列 デ ー タ を 表示 。 
@ 入 力 HL … 文 字 列 スタ ー ト ・ ア ドレ ス 
D … 文 字数 
@ 出 力 な し 
@ レ ジス タ AD 以外 保存 
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アド レス 


デー タ 変 換 サ プルー チン 


1451 


英 小文字 一 英 大 文字 変換 

ФА レジ スタ の 値 を ASCII コー ド と みな し , も し も 英 小文字 な ら 英 大 文 
字 に 変換 する 。 

өл A… 変 換 し た い ASCII コー ド 

@ 出 力 A… 変 換 さ れ た ASCI コー ド 

@ レ ジス タ A 以外 保存 


1143 


II5E 


IIIF 


| 文字 数 値 変換 
@DE で 示さ れる メモ リ か ら 1 バイ ト ( た だ し 先頭 の スペ ー ス は 無視 する ) 
を 16 進 表記 の 文字 と みな し , 数 値 に 変換 する 。 
入力 DE … 文 字 列 先頭 アド レス 
@ 出 力 A… 変 換 数 値 デ ー タ 
DE … DE + | キス ペー ス 個 数 
キャ リー フラ グ … 0 の と き 正 常 
| の と き エ ラー (0—9, AーF 以 外 の 文字 
が あっ た ) 
@ レジスタ A, DE 以外 保存 


1 バイ ト 数 値 取 り 出 し 
@DE が 示す 1!6 進 表記 の 文字 列 か ら 1 バイ ト 取 り 出 す 。 

た だ し 先頭 に “;” が 付い て いた ら 次 の 文字 の ASCII コー ド を デー タ 

と する 。 
入力 DE … 文 字 列 先頭 アド レス 
@ 出 力 A … デ ー タ 

キャ リー フラ グ … 0 の と き 正 常 (DE は 次 の 文字 を さす ) 
1 の と き エ ラー (DE は 保存 ) 


2 バイ ト 数 値 取 り 出 し 
ODE が 示す 1|6 進 表記 文字 列 か ら 2 バイ ト 取 り 出 す 。 
өлу DE … 文 字 列 先頭 アド レス 
@ 出 力 HL … デ ー タ 
キャ リー フラ グ … 0 の と き 正 常 
I の と き エ ラー (ОЕ, HL 保存 ) 
@ レジスタ HL, DE, A 以外 保存 
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2-9 モニ タ の 拡張 


2 バイ ト 数 値 の 3 回 取り 出し 
eS.T. コマ ンド で の スタ ー ト アド レス , バイ ト 数 , XX アド レス を 取り 
出す 。 

eA DE … 文 字 列 先頭 アド レス 
@ 出 力 DE … 第 | アド レス (スタ ー ト アド レス ) 

HL … 第 3 アド レス 

BC … 第 2 アド レス 一 第 | アド レス + | (バイ ト 数 ) 

キャ リー フラ グ … 0 の と き 正 常 

1 の と き エ ラー 

@ レジスタ HL, BC, DE, A 以外 保存 


その 他 の サブルーチン 


プリ ンタ の 改行 実行 
ө プリ ンタ へ の 改行 を 行う 。 
プリ ンタ の エラ ー が あっ た と き エ ラー 処理 ルー チン へ ジャ ンプ し て し 
まう 。 
@ 入 力 な し 
@ 出 力 な し 
@ レジスタ A 以 外 保存 


プリ ンタ へ の | 文字 出力 

@ プリ ンタ へ | 文字 出力 する 。 

@ 入 力 A… 出 力 する ASCI 3— F 
@ レジ スタ 全 レ ジス タ 保 存 


プリ ンタ へ の TAB 実行 

@ プ リン タ ヘ ッ ド を 次 の ТАВ 位置 へ 移動 させ る 。 
@ 入 力 な し 

@ 出 力 な し 

@ レジスタ A 以 外 保存 


ファ イル 名 比較 
@ 1481H 以降 に ある ファ イル 名 ・ パ スワ ー ド と HL で 示さ れる ファ イル 
名 ・ パ スワ ー ド を 比較 し , 一 致し て いる か どう か 調べ る 。 
@ 入 力 HL … 比 較 フ ァイル 名 格納 アド レス ー| 
@ 出 力 ゼロ フラ グ … 0 の と き 不 一 致 
I の と き 一 致 
@ レ ジス タ А 以外 保存 
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ファ イル 名 セッ ト 
@ 1480H 以降 の イン フォ メー ショ ン ・ ワ ー ク ・ エ リア に ファ イル 名 , パ 
スワ ー ド , 日 付 を セッ ト す る 。 
入力 DE … フ ァイル 名 格納 アド レス 
" の 次 か ら が ファ イル 名 と な る 。 
"i" が みつ か る まで DE を イン クリ メン ト す る 。 


@ 出 力 な し 
@ レジスタ А, ВС, DE, HL 以外 保存 
ЖІ 17 の サー チ が 不用 な と き は DE レジ スタ に (ファ イル 名 格納 
アド レス ー 1) を セッ ト し 1349H を コー ル す る 。 


容 


BASIC の MON コマ ンド エン トリ ー, エラ ー ジ ャ ンプ 先 を モニ タ 内 に 変 
EL, BASIC で の | 行 入力 文字 数 , スタ ッ ク ・ ポ イン タ を 退避 , 出力 デ 
バイ ス を CRT に セッ ト し て モニ タ に ジャ ンプ する 。 


モニ タ ・ ス ター ト 


モニ タ ・ エ ラー 処理 
「 ERR ? 」 と 表示 し テー プ ・ ス トッ プ し て , 1000H に ジャ ンプ する 。 


P コマ ンド 
1472H (出力 デバ イス ・ フ ラグ ) を 反転 する 。 


S コマ ンド 


し ヨコ マシ ンド 


E コマ ンド 


R コマ ンド 
| 行 入 力 文字 数 , エラ ー ジ ャ ンプ 先 を 戻し , スタ ッ ク ・ ポ イン タ を FDF6H 
に セッ ト し て リタ ー ン 。 よ っ て リタ ー ン ・ ア ドレ ス は FDF6, FDF7H に ある 。 
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2-9 モニ タ の 拡張 


145A — 1461 メッ セー ジ "Writing " 


1462 — 1469 メッ セー ジ “Found a" 


146А— 1471 メッ セー ジ “Skip ” 


出力 ディ バイ ス フ ラ グ 
00H — CRT 
0IH— プリ ンタ 


1473—1477 


147E — 147Е 


1480 —149F イジ フォ メー ショ シ ジ シ * バ ッ ラ ファ 


FF00 一 キー 入力 バッ ファ 
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キー 入力 


X1 は , 先行 入力 や ON KEY GOSUB に よる キー 入力 割り 
込み な どの 機能 を 持っ て いま す 。 本章 の 最後 と し て , この キ 
ー 入 力 処 理 に つい て みて いき まし ょ う 。 


ノー ヽ = ER 

2-101 行 連続 フラ ク 

IOCS に は 1 行 入力 用 サブルーチン と し て BASIC 用 の BINPUT 
(015AH) と 通常 の INPUTF (0003H) が 用 意 さ きれ て いま す 。 
リス ト 2-11 は BINPUT の 逆 ア セ モン ブル ・ リ スト で す 。 これ を 
見 る と キー 入力 の 前 に 次 行 と の 連続 を 切り , CONSOLE 命令 
の 指定 座標 と の チェ ッ ク を 行っ て いる こと が わか り ま す 。 さ き 
ら に 入力 スタ ー ト 時 の X 座 標 以 降 し か 取り 組ん で いま せん 。 
(つま り , プロ ンプ ト は 取り 込ま れ な い )。 

この 解析 か ら , 現在 カー ソル の ある 行 が 次 行 と つなが っ て 
いる の か を 調べ る ワー ク ・ エ リア は 


ペー ジ 0 の と き 00A9H —00C2H 
ペー ジ 1 の と き 00C3H—00DCH 


に ある こと が わか り ま す 。 ХІ は 25 行 表示 で きる の で , 1 行 に 
1 バイ ト を 割り 当て , ここ に 00H が 入っ て いれ ば 次 行 と は つ 
な が っ て いな い , ОН が 入っ て いれ ば つなが っ て いる と いう 
こと を 表し て いま す 。 


2-10 キー 入力 処理 


| > | сеннен 


Addr Соде Mnemoni c 

815A E5 PUSH HL 

0158 2A9E99 LD HL,(008EH) :H 一 カー ソル Y ER, 1 < Х 
15E E5 PUSH HL 

015Е  D5 PUSH DE 

8160 CD2195 CALL 0521H ; HL に 行 連続 テー ブル が 入る 
8163 DI POP DE 

8164 3600 LD (HL) , 00H ; 次 の 行 と の 連続 を な くす 

8166 El POP HL 

0167 CD7C91 CALL 917CH : | 行 キ ー 入 力 

916A 380Е JR C,817AH : 中 断 し た と き 

816C ЗА1Е00 LD A,(991EH) ; А — CONSOLE の 開始 X 座標 
816F 95 SUB L 

9170 3008 JR NC,917AH 

8172 ED44 NEG ; | CONSOLE お よび プロ ンプ ト 
0174  6F LD L,A ; | 分 だ け DE の 値 を 増加 する 
8175 2600 LD H,00H ; 

0177 19 ADD HL, DE 

0178 ЕВ ЕХ DE,HL 

0179 B7 OR A 

817A El POP HL 

817B C9 RET 


" " 
2-10-2 割り 込み と キー 入力 バッ ファ 

HuBASIC で は 通常 割り 込み に よっ て キー 入力 を 処理 し て 
いま す 。 この た め 先 行 入 力 が で き , CPU が 他 の 処理 を 行っ て 
いる 間 で も キー の 読み 込み が 優先 し て 行わ れ て いま す 。 こ の 
キー デー タ は いっ た ん キー バッ ファ に 入り キー デー タ が 必要 
に な っ た と き は この バッ ファ か ら 取 り 出 し て いま す 。 

キー バッ ファ は 0EA8H か ら 64 文 字 分 あり ます 。 先行 キー 
入力 が 63 文 字 ま で 可能 な の は その た めで す (最後 の 1 バイト 
は エン ド ・ コ ー ド 00H)。 

キー デー タ の 書き 込み 取り 出し は 0EA8SH を ゼロ と する 
相対 アド レス で 示さ れ , それぞれ 0EA6H, OEA7H に 入っ て 
いま す ( 図 2-23)。 

0EA5H が . キー バッ ファ クリ ア ・ フ ラグ に な っ て いて , © 
この 値 が 0 以外 の と き は キー バッ ファ 用 ポイ ンタ (OEA6H 
と 0EA7H) を クリ ア し た 後に キー 入力 が 行わ れ ま す 。 こ れ は 
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BINPUT で も INPUTF で も 有効 で す 。 KBUF ON/OFF 命 
令 は この 値 を 操作 し て いま す (KBUF 命令 は BASIC マニ ュ 
アル に は 載っ て いま せん が , その 名 の 通り キー バッ ファ を 使 
うか 人 否 か の 選択 を 行う 命令 で す )。KBUF ON の と き は 00H 
に ОРЕ の と き は 01H に 設定 され ます 。 


EEJ +622 (リン グ ・ バ ッ フ ァ 構 造 ) 


5--:СБ:Б:БББ:ББ:ББ5477Һ-:-Б-5:5:->- 
0EA8H 


—— 
キー デー タ 取 り 出 し 相対 (0EA7H) キー デー タ 書 き 込み 相対 (0EA6H) 


` ` 
2-10-3 フアン クシ ョ ン ' キ ー 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー に 登録 され る デー タ は 0OF42H 
—0ЕЕ1Н に あり , 初期 は 図 2-24 の よう に な っ て いま す ( テ ー 


フ 
EER72222-.4-7-5 


62—28), 


:0Е42=05 
:0F4A-00 
:08Е52=07 
:9F5A=99 
:0Е62=03 
:9F6A=99 
:0Е72-06 
:0F7A-00 
:0Е82=06 
:0ҒВА-00 
:9F92=96 
:0Е9А=00 
:8FA2-06 
: gFAA-00 
: 9FB2=95 
: gFBA-00 
: 9FC2=96 
:ВЕСА=00 
:0Е02=05 4F 4E 54 
:0FDA-00 00 00 00 


2-10 キー 入力 処理 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー を 割り 込み 処理 と し て 使用 する 場合 
(ON KEY GOSUB 命令 ), F1—F10 の 飛び 先 番 号 は , 361EH 
(3650H) —3631H (3663H) に 登録 され ます 。 格納 デー タ は 
16 進 2 バイ ト の 行 番号 値 で す 。ON KEY GOSUB 命令 を 実行 
し た 時 点 で 設定 され , 行 番号 の 指定 が な い フ ァ ン クシ ョ ン ・ 
キー の と ころ に は 0000H が 格納 され ます 。 


2-10-4 TAB キー 


X1 で は TAB キー の 間隔 は 8 文字 に 設定 され て いま す 。 
TAB 位置 検 山 用 の デー タ ・ エ リア は 0ОЕЕ2Н-—0Е41Н に あり 
ます 。 この エリ ア は 画面 の X 軸 方 向 の 対応 し て いて , その 内 
容 の 01H の と ころ が TAB 位置 に な り ま す ( 図 2-25)。 その た 
b, ここ を 書き 換え る こと で 自由 に TAB 位置 を 設定 で きま 
す 。 


ЕЙ TAB 位置 設定 用 ワー ク ・ エ リア 


8 文字 


OEF2H:0I 00 00 00 00 00 00 00 O0! 00 


t t 
最初 の TAB 位置 次 の TAB 位置 
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イッ ン F: ІНІ 
画面 制御 
漢字 フォ ント の 読み 出し 


X 1 の 大 き な 特 徴 の ひひ と つと し て , 豊富 
な 画面 表示 機能 が あげ られ ます 。 本章 で 
は , この 機能 の 中 心 と な る CRT コ ント 
ロー ラ の 解説 を 始め . スー パイ ン ポ ボ ポーズ, 


プラ イオ リティ な ど X1 特 有 の 機能 に つい 
て 述べ て いき ます 。 ま ただ, PCG の 定義 , 
漢字 の 表示 な ど 有 用 な サブ ルー チン も 数 
多く 紹介 し ます 。 


CRT コン トロ ー ラ 


X 1 で は CRT コン トロ ー ラ と し て , も っ と も メジ ャ ー な HH 
D46505SP-2 を 採用 し て いま す 。 

この CRTC は , 本 来 68 系 の CPU 用 に つく られ た LSI で + 
が 80 系 で も 良く 使用 きれ て いま す 。 画面 に 対す る メモ リ の ア 
ドレ ス を 出力 する の が 主 な 機能 で す が , その 他 に も 図 3-1 の 
よう な 機能 を 持っ て いま す 。 


HD46505 SP-2 の 機能 


水平 走査 の 周期 を | 文字 単位 で 設定 可 

垂直 走査 の 周期 を | 行 時 間 単位 で 設定 可 
垂直 走査 の 周期 を ラス タ 単 位 で 後 調整 可 

| 行 の 表示 文字 数 設定 可 

| 画面 の 表示 行 数 設定 可 

| 行 の ラス タ 数 設定 可 

水平 方 向 表示 開始 位置 設定 可 

垂直 方 向 表示 開始 位置 設定 可 

水平 同期 信号 パル ス 幅 | 文字 単位 で 設定 可 
垂直 同期 信号 パル ス 幅 | ラス タ 単 位 て 設定 可 


カー ソル 表示 位置 設定 可 


カー ソル 表示 カー ソル の 形状 設定 可 
カー ソル の プリ ンク 周期 (16, 32 フ ィ ー ル ド ) 選 択 可 


プラ イシ ター レス ・ モ ー ド 
スキ ャ ン モ ー ド イ ウ グー レス ャ シン クッ モー ド 
イン ター レス ・ シ ンク & ビデオ * モー ド 


ライ トペ ン ・ レ ジス タ 内 蔵 


リフ レッ シュ ・ メ モリ ・ ア ドレ ス 出 力 


スタ ー ト アド レス ・ レ ジス タ 内 蔵 に より ペー 
ジン グ , スク ロー リン グ 可 能 
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3-| ERTS p = 


これ ら の 機能 の うち X 1 で は , 

@ 水 平 ・ 垂 直 同 期 信 号 , 表示 タイ ミン グ 

@ 表示 画面 の 大 き さ 設 定 

@ VRAM の リフ レッ シュ 
な ど に 使っ て いま す 。 

ラス タ ・ ス キャ ン 方 式 と し て は ノン ・ イ ンタ ー レ ー ス モー 
ド を 使っ て いま す ( 図 3-2)。 ち な み に , イン ター レー スモ ー 
ド と いう の は , 走査 線 を 偶数 フィ ー ル ド と 奇数 フィ ー ル ド の 
2 回 に 分 け て コマ 数 を 2 倍 に し , チラ ツキ を 少な くす る モー 
ド で す 。 


ノン ・ イ ンタ ー レ ー ス モー ド 


走査 線 (ラス タ ) 


垂直 走査 期間 


て | 垂直 帰 線 期 間 


水平 走査 期間 
水平 帰 線 期 間 


“垂直 走査 期間 垂直 帰 線 期 間 " が 垂直 同期 信号 幅 に 相当 
L, ХІ で は 約 188 /s, ま た 水平 同期 信号 幅 は 約 4.47 us で す 。 
CRTC は 内 部 に AR (アド レス ・ レ ジス タ ) を 除い て 計 18 
個 の レジ スタ を 持っ て お り , これ ら に 値 を 設定 する こと で 各 
種 機能 を 行わ せま す 。 AR は これ ら の レジ スタ を 指定 する た め 
に 使い ます 。 
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3-1-1 CRTC の レジ スタ 


CRTC の 18 個 の レジ スタ は 次 の と お り で す 。 
@R0 水平 総 文字 数 レジ スタ 

水平 走査 の 周期 を セッ ト し ます 。 設 定 値 は , “表示 され な い 
部 分 も 含め た , 水平 方 向 の 1 掃引 時 間 に 対 する 文字 数 ” から 
1 を 引い た 値 で す 。 

@R1 水平 表示 文字 数 レジ スタ 

画面 に 表示 され る 1 行 あ た り の 文字 数 を セッ ト し ます 。 キ 
ャ ラク タ ・ カ ウン タ が この 値 を 越え る と , 表示 が 禁止 され ます 。 
@R2 水平 同期 位置 レジ スタ 

水平 同期 信号 の 出力 位置 を セッ ト し ます 。 

設定 値 は , “水平 同期 位置 の 文字 数 "一 1 で す 。 

@R3 同期 バル ス 幅 レジ スタ 

下位 4 ビッ ト で 水平 同期 信号 の パル ス 幅 (水平 1 文字 時 間 ) 
ж, 上 位 4 ビッ ト で 垂直 同期 信号 の パル ス 幅 (水平 1 走査 時 
間 ) を セッ ト し ます 。 
өм 垂直 総 文字 数 レジ スタ 

垂直 走査 の 周期 を セッ ト し ます 。 設 定 値 は , “垂直 方 向 の 1 
掃引 時 間 に 対 する 文字 数 ” 一 1 で す 。 ラ イン ・ カ ウン タ の 値 
が この 値 と 一 致す る と , 次 の コマ へ 移り ます 。 
eR5 総 ラ スタ 調整 (トー タル ・ ラ スタ ・ ア ジャ スト ) 

l= EN o Cem 
スタ 数 を セット し ます 。 

1 フレ ー ム の 掃引 周期 は R 4 に よっ て 自動 的 に 決ま り ま す 
ж, 微 調整 の た め に さら に この レジ スタ の 本 数 分 だ け 加 えら 
れ ま す 。 
eR6 垂直 表示 文字 数 レジ スタ d 

画面 上 に 表示 する 行 数 を セッ ト し ます 。 ラ イン ・ カ ウン タ 
が この 値 と 一 致す る と 画面 へ の 表示 を 禁止 し ます 。 
eR7 垂直 同期 位置 レジ スタ 

垂直 同期 信号 の 出力 位置 を セッ ト し ます 。 ラ イン ・ カ ウン 
タ が この 値 と 一 致し た と き に 垂直 同期 パル ス を 出力 し ます 。 


3-| CRT コ ント ロー ラ 


@R8 イン ター レー ス & スキ ュー レジ スタ 

画面 の イン ター レー ス 設 定 と DISPTMG 信号 ・CUDISP 信 
号 の スキ ュー (遅延 ) の 設定 を 行い ます 。 

設定 値 に つい て は 図 3-3 を 参考 に し て くだ さい 。 


イン ター レー ス , スキ ュー レジ スタ 


イン ター レー ス ・ モ ー ド の 選択 


ТРА з рУ р 
イン ター レー ス ・ シ ンク & ビデ オ ・ モ ー ド 


ビッ トド 


7 6 5 4 3 2 | 0 
ЕЛЕЛЕЛЕЛЕЛЕЛЕКЕЕН 


DISPTMG 信 号 CUDISP 信 号 


スキ ュー な し スキ ュー な し 
| 文字 スキ ュー | 文字 スキ ュー 
2 文字 スキ ュー 2 文字 スキ ュー 


出力 され な い 出力 され な い 


eR9 最大 ラス タ ア ドレ ス ・ レ ジス タ | 

スペ ー ス を 含め た 1 行 の ラス タ 数 を セッ ト し ます 。 設 定 値 
は “1 行 の ラス タ 数 "一 1 C+, 

@R10 カー ソル ・ ス ター ト ・ ラ スタ レジ スタ 

上 位 2 ビッ ト で カー ソル の 表示 モー ド を , 下位 5 ビット で 
カー ソル 上 端 の ラス タ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 

X 1 で は この 機能 は 使用 し て いま せん 。 

カー ソル 表示 モー ド の 設定 値 は 図 3-4 を 参考 に し て くだ さい 。 
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カー ソル の 表示 モー ド 
[s 3] —  5-v&ER 1 


カー ソル は ブリ ンク し な い 


カー ソル は 表示 され な い 
I6 フ レー ム 間 隔 で ブ プリ ンク する 
32 フ レー ム 間 隔て で プリ ンク する 


@R11 カー ソル ・ エ ンド ・ ラ スタ レジ スタ 


カー ソル の 下端 の ラス タ ア ドレ ス を セッ ト し ます 。R 9,10 


と は 次 の よう な 関係 が あり ます 。 


R10 (カー ソル ・ ス ター ト ) こ R11 (カー ソル ・ エ ンド ) こ R9( 最 大 ラス タ ) 


eR12, R13 スタ ー ト ・ ア ドレ スレ ジス タ 


リフ レッ シュ ・ メ モリ の 読み 出し 先頭 アド レス を セッ ト し 


ます 。 こ の アド レス か ら 表 示 も 開始 され ます 。 
@ R14, R15 カー ソル ・ ア ドレ スレ ジス タ 


カー ソル の 表示 アド レス を セッ ト し ます 。 上位 2 ビッ ト は 


無 意 味 で す 。X 1 で は 使用 し て いま せん 。 
eR16, RI? ライ トペ ン ・ レ ジス タ 


ライ トペ ン の 検出 アド レス を 記憶 し ます 。LPSTB が アク 


ティ ブ に な っ た 時 点 の 画面 の アド レス が 入り ます 。 


以上 レジ スタ 内 容 と その 設定 値 を 図 3-5 に まとめ て お きま す 。 


図 3-6 の CRT 画面 構成 と 合わ せ て 見 て くだ さい 。 
——— トロ ー ラ の レジ スタ 


水平 総 文字 数 Nht R9 最大 ラス タ ・ ア ドレ ス 

水平 表示 文字 数 Nhd RI0 カー ソル ・ ス ター ト ・ ラ スタ 
R2 水平 同期 位置 Nhsp RII カー ソル ・ エ ンド ・ ラ スタ 
R3 水平 同期 パル ス 幅 Nhsw RI2 スタ ー ト ・ ア ドレ ス (H) 
R4 垂直 総 文字 数 Nvt RI3 スタ ー ト ・ ア ドレ ス (L) 
R5 トー タレ ・ ラ スタ ・ ア ジャ スト Nadj RIA カー ソル (H) 
R6 垂直 表示 文字 数 Nvd RIS カー ソル ( け ) 
R7 垂直 同期 位置 Nvsp RI6 ライ ト ・ ペ ン (H) 

イン ター レー ス ・ モ ー ド ライ ト ・ ペ ン (L) 


GÈ) Nhd く Nht Nvd<Nvt 
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Rep eaa papa кэлэ Ган 


S-| GBHISSZFEB-—2 


CRT の 画面 構成 


-— (€i) 
ーーーーー 平 表示 文字 数 (Nhd)ーーーーー、 


=. 


文字 数 (Nvd) 


示 


画像 表示 時 間 


最大 ラス タ ・ ア ドレ ス (Nr+!) 


Е 
pe 


5 
2 
Ж 
th 
К 
g 
b 
| 


トー タル ・ ラ スタ ・ ア ジャ スト (Nadj) 


3-1-2 画面 モー ド の 設定 
CRTC の アド レス ・ レ ジス タ AR は I/O アド レス の 1800H 


に , レジ スタ ・ デ ー タ は 1801H に 割り 当て られ て いま す 。 あ 
る レジ スタ に 値 を 書き 込む と き は , 次 の よう な 手順 が 必要 で す 。 


LD  BC,180H  : ア ドレ ス ・ レ ジス タ の I/O アド レス 
LD Al[ レ ジス タ 番 中: 書き 込む レジ スタ を 指定 する 。 
OUT (CLA 

LD BC, 1801H : デー タ 用 TI/O アド レス 

LD AD] ;Жіӛйпт-е? 

OUT (С), A 


X1 は 起動 後 , か な ら ず CRTC の 初期 設定 を 行わ な けれ ば 
な り ま せん 。18 個 の レジ スタ に 適切 な 値 を 書き 込め ば 良い わ 
画面 モー ド の 変換 (た と えば 40 文 字 モ ー ド を 80 文 字 モ ー ド 
に 変え る な ど ) で は , 変換 時 に 値 が 異な る レジ スタ だ け を 変 
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1: ; 
2: ; АЙ €" モー- ト ~ 
3: ; LIST 3-1 
4: 0003 = INPUTF EQU 0003H 
5: ; 
6:  C999 ORG 0CO00H 
7: А 
8: С000 1600 LD D.8 ;Register NO. Тор 
9: C002 IEI2 LD E,18 iCounter 
10: С004 2123С0 LD НІ, РАТА :Data top 
11: C007 010018 LOOP: LD BC.1899H :Register NO. 1/0 Address 
12: C99A ED51 OUT (C) 、D 
13: С00С 03 ІМС BC 
14: C00D ТЕ LD A. (HL) 
15:  C99E ED79 OUT ERA :Data Set 
16: | C010 23 INC HL 
17: | C011 14 INC D 
18: C012 ID DEC E 
19: C813 20Ғ2 JR NZ.LOOP 
20: C015 91931A LD BC. І АЗН 
21: C018 3E9D LD A. 0DH :Clock Change 
22: | C01A ED79 OUT (C),A 
23; ; 
24:  C01C 1100C2 LD DE, 0C200H iTime Wait 
25:  C91F CD0300 CALL INPUTF 
26: 5 
27: С022 C9 RET 
28: : 
29: C023 DATA: 
30: C023 37 DEFB 37H :RØ H Length Мах 
31: | C024 28 DEFB 28H SRI H Display Length 
32: | C925 2р DEFB 2DH ;R2 HSYNC Position 
33: | C026 34 DEFB 34H iR3 SYNC Pulse 
34: | C027 IF DEFB 1FH iR4 V Length Мах 
35: C028 02 DEFB 02H iR5 Luster Adjust 
36: | C029 19 DEFB 19H :R6 V Display Length 
37: | C02A IC DEFB 1CH iR7 VSYNC Position 
38: | C02B 00 DEFB 00H :R8 Interlace 
39: С02С 07 DEFB 07H iR9 Luster Мах 
40: C92D 00 DEFB 90H :R10 Cursor Start 
41: С02Е 00 DEFB Ион 5811 Cursor End 
42:  C02F 00 DEFB 99H :R12 Start Address Н 
43: C030 00 DEFB 00H iR13 Start Address し 
44: СӨЗІ 00 DEFB 00H :R14 Cursor H 
|45: C032 00 DEFB 00H :R15 Cursor І. 


えれ ば 良い で し ょ う 。 し か し , 通常 は 全 レ ジス タ ・ デ ー タ (18 
バイ ト ) を テー ブル に 持た せ て お き , テー ブル 上 の 値 を 変更 
させ て か ら , 全 レ ジス タ に 書き 込み 直す と いう 方 法 が 行わ れ 
ます 。 こ の ほう が 結局 は プロ グラ ム が 短 か く な り ま す 。 

リス ト 3-1 が 実際 に 40 字 モー ド を 設定 する た め の プ ログ ラム 
<+, I/O アド レス 1A02H は 8255② の ポー ト C に 割り 当て ら 
れ て お り , その 内 容 は 図 3-7 の よう に な っ て いま す 。 


3-1 


CRT コ ント ロー ラ 


C033 99 iR16 Light 
C034 00 :R17 Light 


C035 


IO アド レス 1A02H 


PC, | 80/40 字 モー ド 基 本 クロ ッ ク 切 り 換え 


сз 
"E 


ビッ ト 6 が 80 字 /40 字 の 基本 クロ ッ ク 切 り 換え に な っ て いる 
の で , FOH を 出力 し て 40 字 モー ド に 切り 換え ます 。 


РС» 
FOH =11110000 
40 字 モー ド ・ ク ロッ ク 設 定 


また , C ポー ト が 出力 の 場合 、 そ の ビッ ト の 位置 を 指定 し て 
セッ ト ま た は リセ ッ ト す る こと が 8255 で は 可能 な の で , その 
機能 を 使用 し て 40 字 モー ド ・ ク ロッ ク に 切り 換え て も か まい 
ませ ん 。 X 1 で 使わ れ て いる プロ グラ ム の は ほとんど が 後者 の 
方 法 を と っ て いる の で , ここ で も それ に し た が いま す 。 

ポー ト C を ビッ ト 単 位 で セッ ト , リセ モッ ト さ せる に は , Fl 
3-8 の よう な 内 容 の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド を コン トロ ー ル ・ レ 
ジス タ 設 定 ポ ー ト に 送る こと で 実現 で きま す 。 


Реп Н 
Реп L 
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|53: л-ксолукп-л.907—-Е 
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D; 


コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 
б, 0; 'Dz D. B, 


Ds 


Ds 


к==р 


ポー ト C ビッ ト 選 択 


ビッ ト セ ッ ト / リ セッ ト 
機能 制御 
モー ド 選 択 


ここ で は , 1A03H が コン トロ ー ル ・ ポ ー ト に あたり ます 。 
この 1/O アド レス に ОЮН を 送る こと で 40 字 モー ド ・ ク ロッ 
ク に 切り 換わり ます 。 


D; D, 
ODH =0000110 1 一 ビッ ト を セッ ト す る 


ビッ ト 選 択 (第 6 ビッ ト ) 
ビ ピッド ト * や セッ ドル / リ セッ み ト ドモ ー ド 


ビッ ト 制 御 の と き は D は つね に 0 で な けれ ば な り ま せん 。 
ちな み に , 80 字 モー ド ・ ク ロッ ク に する 場合 の コン トロ ー ル ・ 
ワー ド は 0CH で す 。 

80 字 /40 字 に お ける CRTC の レジ スタ 設定 値 は 図 3-9 の よう 
に な っ て いま す 。 

X1 の 回 路 図 を 見 る と わか る と 思い ます が , LPSTB 端子 
(ライ トペ ン 端 子 ) は GND に 接続 され , CUDSP 端子 (カー 
ソル 表示 端子 ) は 開放 され て いる た め , ライ トペ ン ・ レ ジス 
タ と カー ソル 関係 の レジ スタ は どん な 値 を 書き 込ん で も 無 意 
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味 で す 。 
他 の レジ スタ は 値 を いろ いろ と 変え て 試し て みる と お も し 
の いで し まう 。 


ЕСТЕН CRT oL Sry REA 


a n Тат та 


0 37 6F 水平 総 文字 数 
2 D 59 
34 38 


БЕН | » [Оэ [emma | 


同期 バル ス 幅 
垂直 総 文字 数 
トー タレ ・ ラ スタ ・ ア ジャ スト 


垂直 表示 文字 数 
垂直 同期 位置 


カー ソル ・ エ ンド ・ ラ スタ 


ШЕ ЇЕ 


スタ ー ト ・ ア ドレ ス (H) 


スタ ー ト ・ ア ドレ ス (L) 


カー ソル (H) 


カー ソル (L) 


ライ トペ ン (H) 


ライ トペ ン (L) 
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9-1-0 スム ー ズ メジ ロー ル 
CRTC 制御 の 一 例 と し て スム ー ズ ・ ス クロ ー ル を 行っ て み 
ELE. 

スム ー ズ ・ ス クロ ー ル と は HuBASIC の SCROLL 命令 と 
同様 で 、 スー パー イン ポ ボーズ を 行っ た と き に コン ピュ ー タ 画 
面 だ け を 上 下 に 間断 な く ス クロ ー ル させ る 機能 で す 。 

スク ロー ル を 実行 さき せる に は 8225② の ポー ト C, と CRTC 
の レジ スタ 5 ( 総 ラ スタ 調整 ) を 使っ て 次 の よう に 行い ます 。 
8255② の ポー ト C に つい て は 図 3-7 を 参考 に し て くだ さい 。 
@ CRTC の レジ スタ 5 に 値 を 書き 込み ます ( 図 3-10)。 こ れ 
で 上 下方 向 の スク ロー ル 速 度 が 決ま り ま す 。 


スク ロー ル 速 度 


レジ スタ 5 の 値 (10 進 ) | 0-2-4-6 | 8—10—12------30 


スク ロー ル 方 向 上 方向 i T 方向 
スク ロー ル 速 度 速い | 速い 


レジ スタ 5 で 指定 され た ラス タ 本 数 だ け 余 分 に 垂直 方 向 掃 
引 に 時 間 が か か る た め ス クロ ー ル し て いる よう に 表示 され ま 
す 。 な お , レジ スタ 5 の 設定 値 は 必ず 偶数 で な けれ ば な り ま 
せん 。 

回 8255② の の ポー ト C, È “L” に 落と し , スク ロー ル を ON に 
LET: 

ду п-к ЕА AIO k 2 IC: ФЕ СТИ 8 

EX" 

CRTC の レジ スタ 5 に 初期 値 02H を 書き 込み ます 。 

回 8255② ポ ー ト C; を “H" に し , ス クロ ー ル を OFF に し ます 。 
リス ト 3-2 が スク ロー ル 開 始 の プロ グラ ム で す 。 A レジ スタ 

に は 0 ~15 の 値 を 入れ ます 。 2 倍 す る こと に より 必ず 偶数 が 

入る よう に し て あり ます 。 
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スム ー ズ ・ ス クロ ー ル は テレ ビ 画 面 と コン ピュ ー タ 画面 を 
重ね 合わ せ た と きのみ 有効 で す 。 
リス ト 3-3 は スク ロー ル を 停止 させ る プロ グラ ム で す 。 
CRTC の レジ スタ 5 ( 総 ラ スタ 調整 ) の 値 を 順次 大 きく し て 
いく こと に よっ て , ほん の わずか で す が ス ー パ イン ポー ズ 状 
態 で な く と も スム ー ズ に スク ロー ル さ せる こと が 可能 で す 。 


C000 


С000 3E92 
C002 E60F 
C004 87 


Э Ф оо Уус олд ого 


C005 010018 
C008 1605 
C00A ED51 
C90C 03 
C99D ED79 


C90F 91931A 
C012 3E08 
C014 ED79 


C016 C9 


C017 


cooo 


C000 010018 
C003 110205 
C006 ED51 
C008 03 
C009 ED59 


C99B 01031A 
C99E 3E09 
C010 ED79 


C012 C9 


і: 
2 
d: 
4: 
5: 
6: 
7: 
8: 
9: 
10: 
11: 
12: 
18: 
14: 
15: 
16: 
17: 
18: 
19: 


C013 


Smooth Scro!! 


9C909H 


A、2 
9FH 
А.А 


BC.1800H 
D.05H 
(C).D 
BC 

(C).A 


BC. 1A03H 
A. 08H 
(OLA 


Scroll Stop 


9C999H 


BC,1899H 
DE, 0502H 
(C), D 

BC 

CE 


BC, 1AØ3H 
A, 09H 
(С),А 


:Scroll Speed 8-15 


iCRTC R5 Set 


:Scroll ON 


LIST 3-3 


9I 


リス ト 3-4 が その プロ グラ ム で , レジ スタ 5 の 値 は 20H が 限 
度 で す 。 さ ら に 連続 し て スク ロー ル さ せ た い と き は レジ スタ 
7 (垂直 同期 位置 ) を うま ぐ 変 化 さ せる と 良い で し ょ う 。 

また , スク ロー ル の スピ ー ド は 調節 で きま せん が , レジ ス 
29 (最大 ラス タ ア ドレ ス ) を (ЕН に する こと で 画面 が スク 
ロー ル し て いる よう に 見 せる こと が で きま す 。 


Smooth Scroll non Superimpose 
LIST 3-4 


C000 0CO00H 


C000 2Е05 L,95H 
C002 3E99 А,00Н 
C004 010018 LOOP1: BC, 1800H 
C007 ED69 

C009 03 

C99A ED79 

C99C 3C 


ご の の ココ の の ⑦ ょ の いら 一 


C00D 012000 BC,0020H 
C010 B 

C911 NZ.LP 
C013 С 

C014 NZ,LP 


C016 FE20 20H 
C018 20EA NZ,LOOP1 
C91A C9 


C91B 


92 


テキ 人 ト 画面 こ ア トリ ピュ ー ト 


テキ スト 画面 と は , 通常 の 文字 や プロ グラ マブ プル ・ キ ャ ラ 
クタ ・ ジ ェ ネ レー タ (PCG) に 定義 され た 文字 を 表示 する 画 
面 で す 。 グラフィック に 対し て 独立 し た VRAM を 使用 し て 
いる の で グラ フィ ッ ク 画 面 と の 混在 が 可能 で す 。 

テキ スト 画面 で は , 次 の 2 つの モー ド が 選択 で きま す 。 
0807x2547 | 画面 (ペー ジ 0) 

@40 字 X25 行 2 画面 (ペー ジ 0,|) 

また , テキ スト VRAM と 同じ 大 き さ の アト リピ ビュ ー ト ( 属 
TE) VRAM が あり , 色 の 指定 , キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ ROM 
か PCG RAM か の 切り 換え , 文字 サイ ズ , 文字 反転 , 文字 点 
減 を 1 文字 毎 に 指定 で きま す 。 

テキ スト 画面 の 表示 位置 は . テキ スト ・ ア トリ ビュ ー ト VRAM 
の アド レス と 1 対 1 に 対応 し て お り , 図 3-11 の よう に 割り 当 
て られ て いま す 。 カッ コ 内 の 数 値 が アプ トリビュー ト VRAM 
の アド レス で す 。 


ERN テキ スト 画面 の 表示 位置 と アト リピ ビュ ー ト (数 値 は 16 進 ,/O ァ アド レス) 


3000 | 300! 3026 | 3027 3400 | 3401 3426 | 3427 
EAE (2026) | (2027) | |(2400) | 一 一 | (2426) | (2427) 


3028 | 3029 304E | 304F 3428 | 3429 3ME | 344F 
TL Que aur | | ite EE 


33C0 | 33CI 33E6 | 33E7 37E6 | 37E7 
EE ——— | ES | En ES | CED | 


40 字 X25 行 モー ド , ペー ジ 0 


3000 | 3001 304E | 304F 
(2000) | (2001) — (204E) | (204F) 
3050 | 3051 309E | 309F 
(2050) Ф| —— | (209E) | (209F) 


37CF 
(2780) | (2781) (27CE)| (27CF) 


80 字 x25 行 モー ド 
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テキ スト ・ ア ドレ ス と アト リ ビ ュ ー ト ・ ア ドレ ス の 関係 は 次 
式 の よう に な っ て いま す 。 


テキ スト ・ ア ドレ ス = ニ アトリビュート ・ ア ドレ ス 二 1000H 


実際 の アド レス 変換 方 法 と し て は , BC ペア ・ レ ジス タ に テ 
キス ト ・ ア ドレ ス が 入っ て いる 場合 , 


LD BC,[ テ キネ ト ・ ア ドレ ンス] 
RES 4, В 


と な り ま す 。 こ の プロ グラ ム を 実行 する こと で , BC レジ スタ 
に は テキ スト ・ ア ドレ ス に 対応 し た アト リピ ュー ト ・ ア ドレ 
ス を 得る こと が で きま す 。 

アト リ ビ ュ ー ト か ら テ キス ト ・ ア ドレ ス に 変換 する 場合 も 


同様 に , 
LD BC, [| アトリビュート ・ ア ドレ ス | 
SET 4, B 
で 求め られ ます 。 
アト リ ビ ュ ー ト VRAM の 各 ビ ッ ト は 図 3-12 の よう に な っ 
て いま す 。 


ЕЙ 76. kot: AR 


езеж 


反転 ON/OFF 


Au ON/OFF 
CG ROM, РСС RAM 9] U 38 A. 
文字 の 大 き さ 指 定 
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3-2 テキ スト 画面 と アト リピ ビュ ー ト 


また , その 設定 値 は 図 3-13 の よう な 意味 を 持ち ます 。 

テキ スト 画面 の アク セス 例 を リス ト 3-5 に 示し ます 。 こ れ は , 
HH レジ スタ に XX 座標 値 . し レジ スタ に Y 座 標 値 .A レジ スタ 
に ASCII コー ド を 入れ , D レ ジス タ に アト リ ビ ュ ー ト ・ コ ー 
ド を 設定 し て コー ル し ます 。 

この 例 で は 画面 中 央 に , 文字 KX” を キ ァ ラク タ 色 赤 で 点 
減 き せな が ら 表 示さ せ て いま す 。 

ビッ ト 3 で 反転 を 指定 し た 場合 は キャ ラク タ 色 と バッ ク 色 
が いれ か わり ます 。 バック 色 の 初期 値 は 黒 (透明 ) C, パレ 
ッ ト 機 能 で 切り 換え を る こと が で きま す 。 


本 FE 席 儲 アトリビュート の ビッ ト 内 容 と 設定 値 


@ キャ ラク タ 色 9 表示 モー ド 


А 


標準 文字 モー ド 
(CG ROM) 
ユー ザー 定義 文字 モー ド 
(PCG RAM) 


v 4 
ERE 
Nr 


m»w5 


N 


ャ ラク タ の 大 き さ 


ノー マル 文字 
垂直 2 倍 文 字 


B。 一 BB, で 指定 し た キャ 水平 2 倍 文字 
ラク タカ ラー て 表示 um 
B。-B, で 指定 し た キャ ラク 7 垂直 水平 2 倍 文字 
カフ ラー の 補色 で 表示 し ます 。 


機 


点 減 せ ず に 表示 
キャ ラク タ が 0.5 秒 周期 で 点 減 
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C000 


о Oo —1 O) Qn p. CO ro ~ 


10: — C000 2619 
11: C002 2E0A 
12: — C004 1658 
13: C006 IEI2 
14: C008 CD9CC9 


15: С00В C9 
16: 

17:  C99C E5 
18: C99D D5 
19: СВЕ E5 


20: COOF 2600 


22: С011 29 
23: C012 29 
24: C013 29 
25: C814 29 
26: C815 44 
27: | C016 4D 
28: C017 29 
29: C018 29 
30: C819 09 
31: 

32: CIA 010030 
33: С01р 09 
34: COIE CI 
35:  CØIF 48 
36: — C020 0600 
37: | C022 09 
38: | C023 44 
39: | C024 4D 
40: 

41: C025 DI 


42: C026 ED51 
43: | C028 CBA9 
44: С@2А ED59 
45: С02С CBEO 


46: CB02E:El 
47: : C02F C9 


C030 
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PRINT: 


Text & Attribute for 807* -` 
LIST 3-5 


Out status 
Store 


9C999H 


H.25 
L.10 
D. 58H 
E. 12H 
PRINT 


BC = Text VRAM location 
HL, DE 


:X Location 
:Y Location 
:ASCII Code 'X* 
iAttribute Data 


‘Text Top Address 


;Print ASCII 
;Attribute Set 


3-2 テキ スト 画面 と アト リピ ビ ュー ト 


3-2-1 PCG VRAM 


ユー ザー 定義 可能 な キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ 用 の RAM 
は 6K バイ ト 用 意 さ きれ て お り , これ を PCG VRAM と いい ま 
+, PCG VRAM は Blue, Red, Green 各色 に 2K バイ トブ づつ 
割り 当て られ て いて , ドッ ト 単 位 に 8 色 指 定 で きま す 。 1 キ 
ャ ラク タ 分 の ドッ トペ パタ ー ン は 8xX 8 ドッ ト で あり , これ が 
合計 で 256 キ ャ ラク タ 記 憶 で きま す 。 で すか ら , た と えば 
CG ROM の 全 キ ャ ラク タ を PCG で お きか える こと が で きま 
%% 

РСС VRAM は メイ ン ・ メ モリ 空間 に も I/O 空間 に も 直接 
割り 当て られ て は お ら ず , アド レス 空間 を 占有 し な い 分 , 特 
殊 な アク セス 方 法 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

РСС УКАМ の アク セス 方 法 を 説明 する 前 に . テキ スト 
VRAM の 空 エ リア に つい て 説明 し ます 。 

画面 に 表示 で きる 文字 数 は 40 字 モー ド で は , 40 x25 行 =1000 
文字 で す 。 と ころ が , 40 字 モー ド の 1 画面 に 当て られ て いる 
VRAM は 1K バイ ト =1024 バ イト な の で す 。 つま り , 最後 の 
24 バ イト は 表示 され る こと な く , あま っ て いる の で す 。 

また , 80 字 モー ド で も 80 字 x25 行 =2000 文 字 の と ころ に 2K 
バイ ト =2048 バ イト が 当て られ て お り , 48 バ イト は 未 使用 で 
95 

し か し , CRTC の リフ レッ シュ ・ ア ドレ ス ・ メ モリ は 11 ビ 
ッ ト 構成 で ある た め , 2048 個 の 表示 アド レス を 出力 し て きま 
す 。 よ っ て , 画面 に は 2000 文 字 し か 表示 し ませ ん が , 残り の 
48 バ イト も 垂直 帰 線 期間 中 に アク セス され て いて , その デー 
タ が バス 上 に 出力 され て いる の で す 。 

PCG の 定義 や 読み 出し は , この リフ レッ シュ ・ メ モリ ・ ア 
ドレ ス の 特性 と 余分 な VRAM を 利用 し て 行っ て いま す 。 

具体 的 な PCG VRAM の アド レス は 次 の よう に 決定 され て 
いま す 。 余 分 な VRAM に 入っ て いる 8 ビッ ト ・ デ ー タ ( ASCII 
コー ド ) が PCG VRAM の 上 位 ア ドレ ス と な り , CRTC の 
ラス タ ・ ア ドレ ス の 下位 8 ビッ ト が PCG VRAM の 下位 アド 
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レス と な り ま すず 。 

つま り , PCG デー タ を 送っ て いる 間 に ア クセ ス さ れる すべ 
て の テキ スト VRAM に は , あら か じ め ASCI コー ド を セッ 
ト し て お か な けれ ば な ら な い の で す 。 

表示 され な い VRAM アド レス は 40 字 モー ド , 80 字 モー ド 
お よび ペー ジ 数 に よっ て 異な り ま す 。 図 3-14 に 表示 され な い 
テキ スト VRAM アド レス と その バイ ト 数 を 示し て お きま す 。 
また , 図 3-15 に は 40 字 モー ド , ペー ジ 0 に お ける 画面 の 使用 
状態 を 示し ます 。 

PCG VRAM は Blue, Red, Green の 3 種類 ある わけ で , 
それ ら の 切り か え を 行う 必要 が あり ます 。 

各 PCG VRAM は 図 3-16 の よう な 1I/O ポー ト に マッ ピン 
グ さ れ て いて , その ポー ト を アク セス する こと に よっ て 各 VRAM 
に 切り 換わり ます 。 

PCG の デー タ 自 体 は Z80 の デー タ ・ ヾ バス か ら タ イミ ング を 
は か っ て 取り 込み ます 。 そ の タイ ミン グ を 図 3-17 に 示し ます 。 


"Н ка, ト 数 


3000H — 33E7H 


3400H —37E7H 


3000H —37CFH 


画面 の 使用 状態 


40 字 モー ド , 0 ペー ジ 


«33E7H 


5 33E8H 1 33FFH 
表示 され な い エ リア 
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垂直 走査 帰 線 期間 の 開始 が デー タ 取 り 込 み の 開始 で す 。 キ ャ 
ラク タ は 8X 8 フォ ント (8 バイト) ©, Blue, Red, Green 
の 3 色 分 定義 し て , は じ め て 1 キャ ラク タグ の 定義 が 終了 LE 
す 。 よ っ て 1 キャ ラク タ の РСС を 定義 むす る の に 24 バ イト の デ 
ー タ が 必要 で す 。 

うま く タ イミ ング を 取れ ば , 1 垂直 走査 期間 で 24 バ イト の 
デー タ を すべ て 定義 むす る こと も 可能 で す 。 

PCG VRAM か ら キ ャ ラク タ ・ フ ォ ン ト ・ デ ー タ を 読み 出 
す と きも , 書き 込み と 同様 に テキ スト VRAM の 未 使用 の エリ 
ア を 使っ て 行わ れ ま す 。 書き 込み と まっ た < く 同じ タイ ミン グ 
で す 。 

8255② の の ボート B の ビッ ト 7 が 垂直 帰 線 期間 信号 (V-DISP) 
の 入力 端子 で す 。 この V-DISP 信号 が H か ら L に 落ち た 時 
点 か ら が 垂直 帰 線 期間 の 始ま り で す 。 
| саз 16 РСС VRAM の 1/O アド レス 


PCG VRAM Blue 


PCG VRAM Red 
PCG VRAM Green 


**※ は 無効 デジ ッ ト 
газ тт РСС へ の アク セス ・ タ イミ ング 図 (40 字 モー ド ) 


=== ERER RE) — n 
DISPTMG % (3.58ms) 


RAO 
V-DISP 


DISPTMG 
RAO 
V-DISP 


bd キス ト VRAM 24 バ イト 
е Fr st k— — _ 
表示 され な い i!000 (24zs) 10231 水平 走査 期間 


デキ スト (62.5 из) 
VRAM エ リア М 24 バ イト 全て 同一 ASCII コ ー ド 設定 ーー 


9162.5 us ユー —= =ー 書 き 込み 、 読 み 出 し 許容 時 間 (24 us) 
De ーー 2 
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3-22 PCG 定義 

РСС VRAM を アク セス する 前 に , テ キス ト VRAM ОЖ 
使用 エリ ア に 値 を 書き 込ん で お か な けれ ば な ら な いこ と は 先 
に 説明 し た 通り で す 。 PCG デー タ は 8 ラス タメ X 3 色 =24 個 な 
の で , 同じ ASCII コー ド を 24 個 書き 込み ます 。 


LD BC, 33E8H ; 40 字 モー ド , ペ ー ジ 0 
LD  A,41H:A=ASCII コー ド 
LD D,24 :D=24 バ イト 分 
LOOP :OUT (С), А 
INC ВС 
DEC D 
JR NZ, LOOP 


_| 

実際 に PCG 定義 を 行う 場合 は , デ ィ レ イ 時 間 管 理 を 厳密 に 
行わ な けれ ば 正しく 定義 さき され ませ ん 。 ま た , 読み 出し の と き 
も 正確 に タイ ミン グ を 取ら な けれ ば いけ ませ ん 。V-DISP 信 
号 1 回 で 1 キャ ラク タ ・ フ ォ ン ト 24 バ イト すべ て を 定義 する 
プロ グラ ム を リス ト 3-6 に 示し ます 。 ま た だ , 読み 出し の プロ グ 
ラム は リス ト 3-7 で す 。 

書き 込み , 読み出し の プロ グラ ム は , IN 命令 と OUT 命令 
が 異な る だ け で ほとん ど 同 じ で ある こと が わか る と 思い ます 。 

両 リ スト と も に , A レジ スタ に ASCII コー ド を , HL レジ 
スタ に フォ ント ・ デ ー タ が 格納 され て いる (また は 格納 され 
る ) 先頭 アド レス を 入れ て 実行 し ます 。 


PCG フォ ント ・ デ ー タ は ワー ク ・ エ リア の 先頭 か ら , ラス 
タ 0 に あたる Blue デー タ , Red デー タ , Green デー タ , 次 に 
ラス タ 1 に あたる Blue 7—7, Red デー タ , Green デー タ … 
の 順に 格納 し て お きま す 。 

各 デ ー タ は 図 3-18 の よう な 横 方 向 の ラス タ ・ デ ー タ で , 3 
つの 色 の 合成 で 8 色 を 指定 で きま す 。 


PCG の デー タ 形 式 


3-2 テキ スト 画面 と アト リピ ビュート 


г 


ve SOL I の NRO 


D со 


15: 


C000 


C000 
C003 
C006 
C008 
C00A 
C00C 
C00D 
CO0E 
C018 
C012 
C014 
C017 
C019 
СОТА 
C91B 
C91D 
C020 


C022 
C023 
C026 
C028 
C02B 
C02D 
C030 


01E833 
2153C9 
3E41 
1618 
ED79 
93 

15 
29FA 
3E20 
1618 
91E823 
ED79 
93 

15 
20FA 
010015 
1Е08 


С5 
01011A 
ED78 
Е226С@ 
ED78 
FA2BCO 
F3 

C1 


LOOP1: 


LOOP2: 


МІ: 


М2: 


ORG 0C000H 
LD BC. 33E8H 
LD HL,PCGDAT 
LD A、41H 

LD D.24 

OUT (C).A 
INC BC 

DEC D 

JR NZ,LOOP1 
LD A. 20H 

LD 0,24 

LD BC. 23E8H 
OUT (C).A 
INC BC 

DEC D 

JR NZ、LOOP2 
LD BC. 1590H 
LD Е.08Н 
PUSH BC 

LD BC. 1A01H 
IN А. (С) 

ЈР P.W] 

IN A.(C) 

JP 4, V2 

DI 


PCG Write For 407 ` pagel 


LIST 3-6 


iText VRAM End 


:ASCIU Code 


:V-DISP 


IOI 


102 


000000 
898801 
888803 
515001 
212801 
515001 
898801 
898801 


PCGDAT: 


ОЙН. 00H, 00H 
89H, 88H, 01H 
8BH. 88H, 03H 
51H. 50H. 01H 
21H. 20H. 01H 
51H, 50H. 01H 
89H. 88H, 1H 
89H,88H, 01H 


:Blue Set 


:Red Set 


;Green Set 


3-2 テキ スト 画面 と アト リピ ビュ ー ト 


1: ; 

2: ; PCG Read 

3: ; LIST 3-7 
4: ; 

5: C000 ОЕС 9C999H 

6: ; 

7: | C000 91E833 LD BC, 33E8H iText VRAM End 
8: C003 2153С0 LD HL, PCGDAT 

9: C806 3E41 LD А,41Н iASCII Code 
10: C008 1618 LD D,24 

11: C00A ED79 LOOP1: OUT (C) ,A 

12: С00С 03 INC BC 

13:  C00D 15 DEC D 

14: Cg9E 20FA JR NZ,LOOP1 

15: C010 3E20 LD А, 20H 

16: C912 1618 LD D,24 

17: С014 91E823 LD BC, 23E8H 

18: C017 ED79 LOOP2: OUT (C),A 

19: C019 03 INC BC 

20: С@1А 15 DEC D 

21:  C91B 20FA JR NZ,LOOP2 

22:  C91D 010015 LD ВС,1500Н 

23: | C020 1Е08 LD E, 08H 

24: C922 C5 PUSH BC 

25: C923 91911A LD BC,1A91H 

26:  C926 ED78 №1: IN А,(С) 

27: | C028 Е226С0 УР P,W1 
28:  C92B ED78 W2: IN А, (С) 

29: С02р FA2BC9 ЈР M,W2 
30:  C939 ЕЗ DI 

31: C031 CI POP BC 
32: | C032 ED78 LOOP: IN А, (С) iBlue Read 
33: | C034 77 LD (HL),A 
34: C035 23 INC HL 

35: C036 04 INC B 
36: С037 ED78 IN A,(C) iRed Read 
37: | C839 77 LD (HL).A 
38:  C93A 23 INC HL 

39:  C03B 04 INC B 

40: СӨЗС ED78 IN A.(C) :Green Read 
41: COSE 77 LD (HL),A 
42: СӨЗЕ 23 INC HL 

43: | C040 0615 LD B,15H 
44: | C042 DD2B DEC IX 

45:  C944 DD2B DEC IX 
46: C046 00 NOP 

47: | C047 3E98 LD A,98H 
48: С049 Зр №3: DEC A 

49: CB4A С249С0 JP NZ,W3 
50: С04р ID DEC E 

51: C94E C232C0 ӘР NZ, LOOP 

52: C951 FB EI 


c9 
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グラ フィ ッ ク 画 面 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 次 の 2 つの モー ド 4 種類 か らい づれ か 
1 つ を 選択 する こと が で きま す 。 
Q640x200F F (ドッ ト 毎 に 8 色 ) | 画面 
@320X200 ド ッ ト ( / ) 2 画面 
640X200 ド ッ ト ( 面 単 位 で 8 色 ) 3 画面 
⑳320X200 ド ッ ト ( / ) 5 画面 

グラ フィ ッ ク VRAM は , Blue, Red, Green の 3 つ に 分 け 
られ て お り , それ ぞ れ 16K バイ ト づ つ あ り ま す 。 グ ラフ ィ ッ 
Z VRAM の 1 バイ ト は 画面 上 で 横 方 向 の 8 ドッ ト に 対応 し 
て いま す 。 そし て , グラ フィ ッ ク VRAM は , 各 モ ー ド に よっ 
て 数 画面 に 分 割 き れ て 使用 きれ ます 。 例 と し て 320xX200 ド ッ 
ト ・ モ ー ド で の I/O アド レス と 画面 表示 位置 と の 対応 を 図 3 
-19 に 示し ます 。 


FERMEN I/O7 アド レス と 表示 位置 (320X200 ド ッ ト ) 


7801 
4028 | 4029 
4828 ! 4829 


взсо | B3ci] — | B3Ee| B3E7 
BBCO| BBC!|| — 


LO アド レス 
4000H 


ЕБ“ 
1 


Шад; 


C826 | C827 


Qs 
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3-3 グラ フィ ッ ク 画 面 


Blue 画面 アド レス に 4000H を 加え た 値 が Red 画面 の アド 
レス で あり , さら に 4000H を 加え た 値 が Green 画面 の アド レ 
ス と な り ま す 。 

この 3 画面 を 合成 する こと に よっ て ドッ ト 毎 に 8 色 が 指定 
で きる わけ で す 。 


3-3-l 画面 モー ド の 切り 換え 


2 つの グラ フィ ッ ク ・ モ ー ド (640X200 モ ー ド と 320X200 
モー ド ) は テキ スト 画面 の モー ド (40 字 モー ド と 80 字 モー ド ) 
に 対応 し て お り , テキ スト 画面 を 切り 換え る こと に よっ て , 
同時 に グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド も 切り 換わり ます 。 で すか 
ら , リ スト 3 - 1 は グラ フィ ッ ク 画 面 を 320X200 ド ッ ト モ ー ド 
に 切り 換え る プロ グラ ム で ある , と も いえ る わけ で す 。 

320X200 ド ッ ト ・ モ ー ド の 場合 VRAM が 2 画面 分 存在 す 
る た め , ペー ジ 0 , 1 の 2 つ に 分 割 し て 使用 し て いま す 。 ペ 
ー ジ の 切り 換え は , CRTC の レジ スタ (スタ ー ト ・ ア ドレ ス 
・ レ ジス タ の HH の み ) を 00H ま た は 04H に 書き 変え る こと で 
実行 で きま す ( 図 3-20)。 


ERN 320 ベ 200 ド ッ ト ・ モ ー ド で の ペー ジ 切 換え 


スタ ー ト アド レス (レジ スタ の 内 (RI の 


ペー ジ 0 か ら ペ ー ジ 1 に 切り 換え る に は 次 の よう な プロ グ 
ラム を 使い ます 。 


LD ВС, 1800H 


LD DE, 0CO4H :D=12 (CTRC の レジ スタ 番号 ) 
;E=04H (VRAM スタ ー ト ・ 
アド レス 0400Н) 


OUT (C,D 
INC B 
OUT (O), E 


IO5 
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また , 2 つの ペー ジ は それ ぞ れ Blue, Red, Green の 3 画 
面 の 合成 で 8 色 を 出し て いま す 。 よっ て , ペー ジ 単 位 で な く , 

画面 単位 で 使用 し た 場合 , 合計 6 画面 と な り , パパ レッ ト ・ コ 
ー ド を 繰 作 し て 画面 単位 に 8 色 を 指定 で きま す 。 

た と えば , 初期 状態 か ら , Blue 画面 の み 表示 する 状態 に 変 
える プロ グラ ム は 次 の よう に な り ま す 。 


LD ВС, 1100H 

XOR A 

OUT (С), А ; Red 表示 せ ず 
INC B 

OUT (CLA  ;Green 表示 せ ず 


くわ し く は 図 3 -21 を 参考 に し て くだ さい 。 
640X200 ド ッ ト モ ー ド の 場合 , 表示 ペー ジ は 1 つ で あり , 
画面 単位 で は 3 画面 まで 使え ます 。 


EU 表示 画面 と | /O アド レス お よび 設定 デー タ の 関係 
表示 画面 Ç : 538 o Vo アド レス お よび 設定 デー タ 


Cy @ жж оо X X 
° w (Q x UO X O X 


x 
x 
х 
х 
О 
O 
Ө, 
О 


3-3 7274 v Z Bir 


3-3-2 グラ フイ ッ ク に よる 漢字 表示 
ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ を 使う こと が 盛ん に な っ て きた 現在 , 
漢字 を 画面 に 表示 させ る プロ グラ ム が な に か と 有用 に な り ま 

す 。 

X 1 で は 漢字 ROM が オプ ショ ン (標準 装備 の 機種 も あり 
ます ) で 用 意 さ れ て いま す 。 こ の 漢字 ROM と 同一 の フォ ン 
ト ・ デ ー タ を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 させ る プロ グラ ム を 考 
えて み ま し ょ う 。 漢字 ROM か ら デ ー タ を 読み 出す 方 法 に つ 
いて は 3 - 5 で 述べ ます 。 

漢字 フォ ント ・ デ ー タ は 16X16 ド ッ ト 構 成 で 図 3 -22 に 示す 
よう に ラス タ 順 に 並ん で いる た め 比 較 的 簡単 に 表示 する こと 
が で きま す 。 

漢字 表示 プロ グラ ム 例 が リス ト 3-8 で す 。 こ こ で は , С, 
UE" と いう 漢字 を 表示 し て いま す 。 


|m 2 " 受 ' の フォ ント ・ デ ー タ 
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1: ; 
2: ; KANJI 
3: ; LIST 3-8 
4: 0007 = WIDTH9 EQU 9997H 
5: ; 
Е cogo ORG 9C999H 
8: C088 213DC9 LD HL,KDATA 
9: C003 010040 LD BC, 4000H 
18: ; 
11: C806 ES *PUSH HL 
12: C007 111000 LD DE,9919H 
13: C99A 19 ADD HL, DE 
14: C99B ЕВ EX DE, HL 
15: С00С 2600 р H.8 
16:  C00E 3A0700 LD A,(WIDTH9 ) 
17: C811 6F LD L,A 
18: Сй12 09 ADD HL, BC 
19: C013 2236С0 LD (TD+1),HL 
20: C816 EI POP HL 
21: 
22: C817 3E02 LD А,2 
23: C819 F5 LOOP1: PUSH AF 
24:  C81A 3E98 LD A,8 
25:  C81C F5 LOOP2: PUSH AF 
26:  C81D 7E LD A, (HL) 
27: СИЕ ED79 OUT (O,A 
28: C820 03 INC BC 
29: C821 1А LD А, (DE) 
30: С022 Ер79 OUT (С),А 
31: C924 0B DEC BC 
32: C825 23 INC HL 
33: C026 13 INC DE 
34: C827 ES PUSH HL 
35: C928 210008 LD HL, 0800H 
36: C82B 09 ADD HL, BC 
37: С92С 44 LD В.Н 
38:  C92D 4D LD CL 
39: CB2E El - POP HL 
40:  C82F Fl POP AF 
41 сөзе зр DEC 
42 C831 C21CC9 JP NZ,LOOP2 
43 C834 Fl POP AF 
44 C035 010000 Тр: LD BC, 0000H 
45: C038 3D DEC A 
46: C039 C219C9 JP NZ,LOOP1 


48: C83C C9 RET 

49: - ҚМЖ ae 

50:  C93D 983F1198 KDATA: DEFB | 80H,3FH,llH,B8H, 7FH, 40H, 54H, 14H 
51: С045 2722070A DEFB 27Н,22Н,07Н, ВАН, 31H, 00H, 07H, 78H 
52:  C84D 3EC00488 DEFB 3EH, ØCØH, 04H, 88H, ØFFH, 01H, CSH, 14H 


C955 F209FC98 9F2H, 00H, OFCH, 08H, 10H, OEOH, 18H, 07H 


С@50 
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特殊 画面 制御 


X 1 で は ビデ オ 信 号 を 制御 する こと に よっ て パレ ッ ト 機 
能 や プラ イオ リティ 機能 を 実現 ュ させ て いま す 。 ま た , X15 
その さき が け と な っ た スー パー イン ポー ズ 機 能 も ビデ オ 制 御 
の 1 ユ つ です 。 

また , 1/O アド レス の 割り 当て を 切り 換え る こと に よっ て 
同時 アク セス ・ モ ー ド と いう 3 特殊 な モー ド を も うけ , 高速 画 
面 ク リア な ど を 可能 に し て いま す 。 


o 
3-4-1 パレ ッ ト 機 能 

パレ ッ ト 機 能 と は , アト リ ビ ュ ー ト や グラ フィ ッ ク 
VRAM の 値 を 変更 する こと な し に 瞬間 に 表示 色 を 変え る こ 
と が で きる 機能 で す 。 

X 1 で は カラ ー コ ー ド を 直接 CRT に 出力 し て お ら ず , Xš 
中 に パレ ッ ト 選 択 回 路 と 呼ば れる デー タ ・ セ レク タ IC を 通 
し て いま す 。 通常 は , 入力 され る カラ ー コ ー ド と 出力 され る 
レット ・ コ ー ド が 一 致し て いま す 。 

パレ ッ ト 回 路 は 図 3 -23 の よう に な っ て いて (51, 5;, S3) 
が セレ クト 入力 端子 , (Y i, Yo Үз) が 出力 端子 で , Y = Blue, 
Y,-Red, Y,-Green に 割 り 当て られ て いま す 。 

デー タ ・ セ レク ト 端 子 (D-Dj; に は 各色 の デー タ ・ セ レ 
クタ 値 が 初期 設定 の と き に ラッ チ さ れ ま す 。 こ の 値 を 変化 き 
せる こと で 入力 され た カラ ー コ ー ド は 実際 の 値 か ら 変換 され 
て СЕТ に 送り 出さ れ ま す 。 

各色 の デー タ ・ セ レク タ 値 は 図 3 -24 の よう に な っ て いま す 。 

この 設定 値 は , 各色 の カラ ー コ ー ド が 入っ た 場合 に D。 
<D, の うち 選択 され る ビッ ト を "1" に し た 値 で あり , 内 部 
の 結線 に よっ て 決め られ て いま す 。 

3 個 の デー タ ・ セ レク タ 1IC の デー タ ・ イ ンプ ッ ト 端 子 (D, 
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ーD,) は 図 3 -25 の I/O ポー ト を アク セス する こと で Z80 と 
接続 され ます 。 


プラ イオ リティ 回 路 と パレ ッ ト 回 路 の ブロ ッ ク 図 


B$]B] ә, Чи A ANN 


システム 1/0 


| シス テム 1/0 ポー ト 
j 1000H 


ポー ト 1300H ディ スプ レイ 制御 部 か ら 


оз 25 tcv25tvo7zrvza 


デー タ 


・ セ レク タ 10 


* ネ ※ は 無効 デジ ッ ト 


Blue 


Red 


Green 


3-4 特殊 画面 制御 


パレ ッ ト に カラ ー コ ー ド を 設定 する プロ グラ ム 例 を リス ト 
3- 9 に 示し ます 。 

デー タ ・ イ ンプ ッ ト 端 子 を 選択 する 場合 に は か な ら ず 
OUT 命令 で 行っ て くだ さい 。 IN 命令 で 読み 出 そ も うと する と 
画面 全体 が 白く な っ て し まい ます 。 つ まり , パレ ッ ト 回 路 の 
設定 値 は 読み 出す こと が で き な い と いう こと で す 。 よって, 
あら か じ め パ レッ ト 用 の ワー ク ・ エ リア を メモ リ 上 に 3 バイ 
ト 用 意 し て お き , 書き 込む と き は 双方 に 書き 込み , 読み 出す 
と き は ワー ク ・ エ リア か ら 読 み 出 す よ うに し ます 。 


No. I 


1: ; 

2% ; Pallet Set 

3: E LIST 3-9 
4: ; 

5: C000 ORG 0C000H 

6: ; 

7: C000 1601 LD D.1 iColor Code 
8: C002 1E99 LD E.0 ;Pallet NO. 
9: ; 

10: | C004 212EC9 LD HL, PALO 

11: | C007 7A LD A.D 

12: | C008 1600 LD р,0 

13: CDA 19 ADD HL, DE 

14: С00В 77 LD (HL),A 

15: С00С 2135C9 LD HL.PAL7 

16: COOF 0608 LD B,8 

17: С011 110000 LD DE. 0000 

18: C014 0Е00 LD C,00 

19: C016 7E LOOP:  LD A, (HL) 
20: C017 IF RRA 

21: C818 CBI3 RL E :Blue 
22 C91A IF RRA 

23 C91B CB12 RL D Red 
24: С01р IF RRA 

25: CgIE CB11 RL C ібгееп 
26: С020 2B DEC HL 

27: | C021 1бЕЗ DJNZ LOOP 

28: C023 0610 LD В, 10H 

29: Cg25 ED59 OUT (C),E 
30: C027 04 INC B 

31: C028 ED51 OUT (С). 
32: С@2А 04 INC 

33: С02В ED49 OUT (C) C 

34: С02р C9 RET 

35: ; 

36: С02Е 00 PALO: DEFB 9 

37: | C02F 00 PALI: ПЕЕВ 8 

38: C030 00 PAL2: DEFB 8 

39: СӨЗІ 00 PAL3: ПЕЕВ 8 

40: C032 00 PAL4: DEFB 9 


C033 00 
C034 00 


C035 00 
C036 


3-4-2 プラ イオ リティ 機能 

プラ イオ リティ 機能 と は , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 
面 の 重なり に お いて , 各色 の 間 に 優先 順位 を 持た せる こと に 
よっ て 奥行 き を 表現 する こと が で きる 機能 で す 。 通常 。 グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 の 方 が テキ スト 画面 の 後方 に 位置 し ます が 
プラ イオ リティ 機能 を 使う こと に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 を 
前 方 に 引き 出す こと が で きる わけ で す ( 図 3 -26)。 


EEJ 754 +! > #86 


NO ジグ ラ ウジ ド 
グラ フィ ッ ク 画 面 


テキ スト 画面 
テキ スト 画面 高 優先 順位 色 画面 


(а) 通常 (b) プ ライ オリ ティ 実行 時 ( 1 例 ) 


また , プラ イオ リティ は 人 色 単 位 に 設定 で きる の で , テキ ス 
ト 画 面 を 基準 に 前 後に 興行 き を も た せる こと が で きま す 。 さ 
ら に パレ ッ ト 機 能 と の 組み 合わ せ に よっ て より 立体 的 な 画面 
表示 が 可能 で す 。 

プラ イオ リティ 回 路 は 図 3 -23 に ある よう に パレ ッ ト 回 路 
と CRT 入力 端子 の 中 間 に あ り , マル チ プ レク サ IC で 構成 さき 
れ て いま す 。 

マル チ プ レク サ 1IC に は テキ スト VRAM 出力 の B・R・G 
信号 と , グラ フィ ッ ク VRAM 出力 か ら パ レッ ト 回 路 を 通し 


II2 
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た B・R・G 信号 が 入力 され て お り , セレ クト 信号 に よっ て ど 
の 色 の ビッ ト 内 容 を 出力 する か 決定 し て いま す 。 

セレ クト 信号 は グラ フィ ッ ク VRAM の カラ ー 制 御 ビ ッ ト 
の 組み 合わ せ で 設定 され , セレ クト が し の と き テ キス ト 
VRAM 出力 B・R・G 信号 を 出力 し , モレ クト が 耳 の と き グ 
ラフ ィ ッ ク VRAM 出力 B・R・G 信 号 を 出力 し ます 。 

テキ スト VRAM か ら の 出力 デー タ が な い 場 合 は 当然 グラ 
フィ ッ ク VRAM 出力 B・R・G 信 号 が 優先 され ます 。 

プラ イオ リティ を 設定 する に は , プラ イオ リティ 回 路 の デ 
ー タ ・ セ レク タ IC に 値 を 書き 込む こと で 実現 で きま す 。 

初期 設定 値 と し て 00H が ラッ チ さ れ て いる の で 図 3 -26(a) 
の よう に テキ スト 画面 が .、 グラ フィ ッ ク 画 面 。 バ ッ ク グ ラウ 
ンド 画面 の いずれ の 色 よ り も 優先 され , も っ と も 手前 に 見 えま す 。 

優先 順位 の 組み 合わ せ は 図 3 -27 の よう に な っ て いま す 。 

プラ イオ リティ 回 路 の デー タ ・ セ レク タ IC の チッ プ ・ セ レ 
クト は 1/O ポー ト の 13** 有 H に 割り あて られ て お り , 優先 順位 
を 設定 する 場合 は 1/O ポー ト の 13**H に 値 を 書き 込む こ 
と で 実行 で きま す 。** は 無効 デジ ッ ト で あり , どん な 値 で 
も か まい ませ ん 。 


優先 順位 


プラ イオ リティ の コー ド 内 容 


ビッ ト 内 Ж 例 
Do 黒 (バッ ク 色 ) の 優先 D D D D D, D D, D, 


ПП ШЫ: 


赤 と 縁 の グラ フィ ッ ク 色 が テキ スト より 優先 され る 。 


各 ビ ピッ ト が 1 の と き そ の 色 が テキ スト より 優先 され る 。 
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例 と し て , 赤 と 緑 を TEXT より 優先 させ る プロ グラ ム を 
次 に 示し ます 。 


LD B, 13H 
LD A, 14H 
ОСТ (С), А 


а 内 
3-4-3 スー パー イン ポー ズ 機 能 

スー パー イン ポー ズ 機 能 と は , 一 般 の テレ ビ 放 送 画面 や 
VTR 等 の ビデ オ 画 面 と パソ コン の 画面 を 重ね 合わ せる 機能 
dE 

X 1 の 画面 の 水平 ・ 垂 直 同 期 信 号 は CRTC に より 制御 され 
て お り , この 信号 に 同期 を 取り な が ら う まく パソ コン 画像 信 
号 を 出力 すれ ば スー パー イン ポー ズ が 実現 で きる わけ で す 。 

日 本 の テレ ビ 放 送 の 方 式 は NTSC 方 式 と 呼ば れ て いま す 
ж, X 1 で は その NTSC 方式 より も 短 か め に 周期 を 設定 し 
て いま す 。 そ の 周期 の 不足 時 間 は CRTC の 入力 カウ ント を 
停止 きせ て 同期 を と り , 同期 信号 の 補正 は 1 周期 ご と に 行 な 
われ まず 

スー パー イン ポー ズ 開 始 の 命令 は Z80 か ら サ ブ CPU80 
C49 に コー ド を 送る こと に よっ て 行わ れ ま す 。 

モニ タ 画 面 に は 次 の 4 通り の モー ド が あり ます 。 
(1 TV 画面 
回 コン ピュ ー タ 画面 
回 スー パー イン ポー ズ 画 面 | (コン ピュ ー タ の コン トラ スト 
を ダウ ン さ せる ) 
較 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画面 2 (テレ ビ の コン トラ スト を ダウ 
ン さ せる ) 

これ ら の 4 つの モー ド を 切り 換え る に は , まず 画面 切り 換 
え の 指 示 コ ー ド で ある 。"E7H" を 送り ます 。 す る と , 80C49 
は 次 に 画面 切り 換え コー ド が くる も の と 判断 し ます 。"E7H" 
に つづ け て 特定 の コー ド を 送る こと に よっ て 各 モ ー ド に 切り 
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換わり ます 。 

各 モ ー ド に 対す る コー ド 列 を 図 3-28 に 示し ます 。 リ スト 3 
-10 は 画面 モー ド 切 り 換 え の プ ログ ラム 例 で す 。DATA の 部 
分 に それ ぞ れ の 送信 コー ド 列 を セッ ト し て この プロ グラ ム を 
実行 する と モー ド を 換え る こと が で きま す 。 こ の プロ グラ ム 
で は コー ド の 終わ り の し る し と し て 最後 に 00H を 入れ て い 
- A 

この 例 で は スー パー イン ポー ズ 画 面 2 に 設定 され ます 。 


コン ピュ ー タ 画面 


スー パー イン ポー ズ 1 
(コン トラ スト ・ ダ ウン ) 


スー バー イン ポー ズ 2 
(コン トラ スト ・ ン ノー マル ) 


1: à 

2: ; Superimpose Mode 2 

3: ; LIST 3-10 
4:  8B54 = TRNS49 EQU 9B54H 

5: ; 

6: C000 ORG 9C999H 

7: ; 

8: C000 210DCO LD HL,DATA 

9: C003 7E LOOP: LD A, (HL) 
10: C004 A7 AND А 

11: C005 C8 RET Z 
12: C006 CD540B CALL TRNS49 

13: С009 23 INC HL 
14: С00А C393C9 JP LOOP 

15: ; 

16: CØØD E705E70F DATA: DEFB 9E7H,95H,9E7H,9FH 

D ден аға End 


17: С011 00 


C912 
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3-4-4 同時 アク セス モー ド 

X 1 の 表示 画面 に は , テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 , 
バッ ク グ ラウ ンド の 3 種類 あり ます 。 

テキ スト VRAM, グラ フィ ッ ク VRAM と も に 1/0 7 F 
レス に 割り あて られ て お り , 電源 投入 時 は 図 3-29(a) の よう 
に な っ て いま す 。 

グラ フィ ッ ク VRAM は , 同時 アク セス ・ モ ー ド に 切り 換え 
る こと が で き , その と き の 1/O マッ プ は 図 3-29(b) で す 。 


з» 77 


(а) シン グル アク セス ・ モ ー ド (b) 同時 アク セス ・ モ ー ド 


ユー ザー 1/0 ポー ト 


シス テム 1/0 ポー ト グラ フィ ッ ク 


RAM(B-R-G) 


> оо озгого — — оо 
очо чо То То 
о То По По То 
о По Tio По По 


グラ ウフ ウィッグ 


RAM(R-G) 


797450 グラ ライ ッ ク 


RAM 2 (R) RAM(B・G) 


グラ フイ タク グラ フィ ッ ク 


RAM 3 (G) RAM(B-R) 
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同時 アク セス ・ モ ー ド で は 1/O アド レス が すべ て グラ フィ 
ッ ク VRAM に あて られ て いて , 1 バイト の アク セス で 実際 
は 複数 の グラ フィ ッ ク VRAM を アク セス し た こと に な り ま 
す 。 よ っ て , 画面 の クリ ア や 塗り つぶ し な ど で 高 速 処理 が 実 
行 で きま す 。 

同時 アク セス ・ モ ー ド に 切り 換え る に は , まず ダミ ー で IN 
命令 を 行い ます 。 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , ダミ ー の 1/O ポー ト 
の 読み 込み の と き に BC レジ スタ の 値 が パレ ッ ト の 1/O ア 
ドレ ス に な っ て いて は いけ な い 点 で す 。 ノ パレット 機能 の と こ 
ろ で も 説明 し まし た が , こう する と 画面 が 真白 に な っ て し ま 
いま す 。 

よっ て , あら か じ め B レジ スタ に 10H, ПН, ОН 以外 の 
値 を 入れ て お く こ と と 良い で し ょ う 。 

な ぜ , ダミ ー の IN 命令 を 入れ る の か と いう k 現在 す で 
に 同時 アク セス ・ モ ー ド に な っ て いる 状態 で さら に 同時 アク 
セス ・ モ ー ド に 変換 し よう と し た 場合 、 ダ ミー が な いと 正 し 
く 変換 され な いた めで す 。 

8255 の の ポー ト C の ビッ ト 5 が アク セス ・ モ ー ド の 切り 換 
える 端子 (切り 換え 用 フリ ッ プ フロ ッ プ の CK 端子 ) に つなが 
отв), ここ に 1 クロ ッ ク ・ パ ルス を 送る こと で 切り 換 わ 
り ま す 。 | 

また , 切り 換え 用 の フリ ッ プ フロ ッ プ の クリ ア 端 子 に 
IORD 信 号 が 入っ て いま す 。 つ まり 1/O 空間 を 1 度 で も 読み 
出す こと に よっ て シン グル アク セス ・ モ ー ド に 戻る わけ で す 。 

同時 アク セス ・ モ ー ド に か える プロ グラ ム を リス ト 3-11 に 
示し ます 。 
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Simultaneous Access & Graphic Clear 
LIST 3-11 


особен 


B、17H $---M'5z* Access Mode 
A, (C) $ Dummy 

ВС, 1AØ3H 

A. ØBH 

(C),A 

A 

(С),А 


о Oo —J O5 Q RON 


BC,4000H :---Clear 
D. 


NZ, LOOP 


B.17H :---Single Access Mode 
A.(C) 
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漢字 フォ ント の 読み 出し 


X 1 は , 漢字 ROM (CZ-8KR) を 取り 付け る こと に より , 
容易 に 漢字 表示 を 行え ます 。 

この 漢字 フォ ント の 読み 出し , 表示 を BASIC で は 
KANTJIS( ), POSITION, PATTERN で 行い ます 。 

た と えば , 左上 すみ に “ 漢 "を 表示 する 場合 


А$ = KANJIS(&H3441) 
POSITION 0,0 
PATTERN —16, А5 


と し ます 。 こ こ で は , この KANJI$ と いう 漢字 ROM の フォ 
ント ・ デ ー タ を 読む マシ ン 語 サブ ルー チン を 紹介 し ます 。 


3-0-1 漢字 ROM の 構成 


漢字 ROM は , 4 個 の マス ク ROM と 4 個 の ソケット で 構 
成 さ れ て いま す 。 

マス ク ROM は , 256K ビッ ト て で 構成 され て いま す 。4 個 の 
ソケット は , カナ 漢字 変換 ROM を 入れ た り , С-МО5 RAM 
を 入れ て 自分 で 作っ た フォ ント を 登録 する と き の た め に 設け 
て あり ます 。 

Ж КОМ を Z80 か ら み た アド レス 構成 は , 図 3-30 の よう 
に な り ま す 。 


漢字 ROM の 構成 


左 フ ォ ン ト 右 フ ォ ン ト 


漢字 ROM 


8000 


FFFF 
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漢字 ROM は , ワー ド 構 成 に な っ て いて , 左 フ ォ ン ト , Ж 
フォ ント が 別々 に 登録 され て いま す 。 

片側 256K ビッ ト 2 個 で 構成 され る の で , その アド レス は , 
0000H—FFFFH と な り ま す 。 こ れ が , ワー ド 構 成 な の で , 128 
K バイ ト に な り ま す 。 

漢字 ROM の I/O ア ドレ ス は , 図 3-31 に 示す よう に 
0ЕЗОН —0E82H TF. 


EE Z= ком 21/0 アド レス 
1/0 ポー ト 操作 内 容 
|. 収納 アド レス 下位 デー タ 設 定 
2 . 左側 デー タ 読 み 込 み ポ ー ト 
. 収納 アド レス 上 位 デ ー タ 設定 


2. 右側 デー タ 読 み 込 み ポ ー ト 


0E82 チッ プ ・ セ レク ト ON [0E82H <01] 
2. チッ プ ・ セ レク ト OFF [0E82H —00] 


3-5-2 アド レス 算出 

JIS コー ド は , その まま 順番 に な っ て いる の で は な く , LU 
と びに な っ て いま す 。 こ の た め , 漢字 フォ ント の アド レス を 
求め る た め に は , 簡単 な 計算 が 必要 で す 。 

その 計算 は , 次 の よう に な り ま す 。 
⑩ 区 点 コ ー ド ーJIS コ ー ド 変換 
区 点 コ ー ド か ら JIS コー ド に 変換 し ます 。 こ れ に は , 


JIS コー ド 上 位 バ イト = (IX) Н+20Н 
” 下位 » = Q3 Н+20Н 


を し ます 。 

@JIS コ ー ド 一 収納 アド レス 

で 求 ま っ た JIS コー ド か ら 収 納 ア ドレ ス を 計算 し ます 。 
これ に は , 次 の 方 法 で 計算 し ます 。 


3-5 漢字 フォ ント の 読み 出し 


@ JIS コー ド の 上 位 バ イト >28H の 場合 


((JIS コー ド 上 位 バ イト ー30H) x 6) х100Н +4000Н 


e JIS コー ド の 上 位 バ イト 人 ミ 28H の 場合 


(UIS コー ド 上 位 バ イト ー21H) X 6) х100Н +100Н 


最後 に , 


| 上 式 で 求 ま っ た 値 + (JIS コー ド 下 位 バ イト ー20H) X10H 


で 収納 アド レス が 求 ま り ます 。 
例 と し て “ 漢 " の アド レス を 求め て み ま し ょ う 。" 漢 " の 区 
点 は 2033 な の で , 


区 =20 (14H) | 


点 三 33 (21H) 


сў. «іс, 


JIS2— EF Efr- (IX) H+20H=14H+20H=34H 
" = (x) Н+20Н=21Н+20Н=41Н 


と な り , JIS コー ド の 上 位 バ イト は 28H より 大 きい の で , 


((34H —30H) X 6) х100Н +4000Н =5800H 


と な り ま す 。 し た が っ て 収納 アド レス は , 


5800Н + (41H —20H) X 10H = 5A10H | 


と 求 ま り ます 。 5A10H か ら 32 バ イト が “ 漢 " の フォ ント ・ 
デー ク で す :。 

漢字 フォ ント の 構成 は , 図 3 -32 に 示す よう に な っ て いま 
%% 
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" 漢 " の フォ ント 


46 03 
(ж) (Ж) 


3-9-3 フ オ ント を 読み 出す ブロ グラ ム 
JIS コー ド あ る い は 区 点 コ ー ド より , 格納 アド レス が 求 ま 


っ た ら , 次 は I/O ポー ト を アク セス し て フォ ント ・ デ ー タ を 
読み 出し ます 。 この アル ゴリ ズム は 図 3 -33 の よう に な り , 7 


оз зз СРР ТЕЕ ОЕА 


JIS コー ド ま た は 区 点 コ ー ド 
か ら 格 納 ア ドレ ス を 求め る 


チッ プ ・ セ レク ト ON 0E82H へ 0IH を 出力 
m T 3zs 以上 の ウェ イト か 必要 
左側 を 読み 込む (| バイト ) 
0E80H より 入力 


右側 を 読み 込む CI F) 0E8IH より 入力 
チッ プ ・ セ レク ト OFF 0E82H へ 00H を 出力 


le 回 リー ド 
終了 
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3-5 漢字 フォ ント の 読み 出し 


ログ ラム は リスト 3-12 の よう に な り ま す 。 こ の プロ グラ ム 
は , KCODE' に JIS コー ド , KDATA' に フォ ント ・ デ ー タ を 
格納 する 先頭 アド レス を 入れ て コー ル し ます 。 サ ンプ ル を リ 
スト 3-13 に が し ます 。 


No. 1 


1: ; ] 
2: š KANJI IN 

3: ; LIST 3-12 

4: ; 

5: Е000 ORG 9F999H 

6: ; 

7: Е000 C307FÜ0 KANJI: JP KANJE 

8: ; 

9:  F003 00 KCODE: DEFB 00 ; 115 code low 
10: F994 00 DEFB 00 H high 
11: F995 0000 KDATA: DEFW 0000 ;read adr. 

12: H 

13: Е007 F5 KANJE: PUSH AF :save reg. 

14: Е008 C5 PUSH BC 

15: F999 D5 PUSH DE 

16:  F99A E5 PUSH HL 

17: ; 

18:  F99B ED4B93F9 LD BC, (KCODE ) :read code 

19:  F99F 211930 LD HL, 3019Н ihigh code>28h 
20: Е012 B7 OR A ;CF=0 
21: F013 ED42 SBC HL, BC ; 

22: Ей15 3805 JR C, KCHR iif high code<=28h 
23:  F917 110121 LD DE,92191H iD=21h offsetl 
24: :E=91h offset2 
25:  F91A 1803 JR KJAD 

26:  F91C 114030 KCHR: LD DE, 3040H iD=39h offset! 
27: jiE=49h offset2 
28:  F0IF 78 KJAD: LD А,В :high code 
29: Е020 92 SUB D :sub offset] 
30:  F021 87 ADD А,А ;ж2 
31: Е022 47 LD B,A 

32:  F923 87 ADD А,А ET! 
33: Е024 80 ADD А,В :x6 

34: Е025 83 ADD А,Е iadd offset2 
35: F026 57 LD D,A ; 

36: Ей27 1E99 LD Е,00 
37: Н 

38: Е029 79 LD A,C ilow code 
39: Е02А D620 SUB 20H sjis --> TEN 
40: Е02С 2600 LD H,00 ; 
41: FB2E 6F LD L,A а 1,е 

42:  F92F 29 ADD HL.HL ;*2 
43:  F030 29 ADD HL,HL 5X4 

44:  F931 29 ADD HL,HL ;*6 
45:  F032 29 ADD HL.HL :x16 

46:  F933 19 ADD HL.DE istart adr. of font 
47: ; 

48: Е034 ED5B95F9 KREAD: LD DE, (KDATA) ;read adr. 
49:  F038 EB EX DE.HL ichange DE and HL 
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51: FB8039 01800Е LD BC, 0E80H ;rom adr. 


52: ЕӨЗС ED59 OUT (О.Е ;font low adr. set 
53: ЕӨЗЕ 59 LD E,C icopy rom low adr. E-80h 
54:  F03F 0C INC С ;rom adr. 9E81h 
55: Е040 ED51 OUT (С). ifont high adr. set 
56: Е042 0С ІМС С ;rom adr. 0Е82һ 
57: Е043 1610 LD D,16 ; loop count 

58: ; 

59: Е045 ЗЕЙ! KNJRD: LD A,01H ісһір sel. on 

60: Ей47 ED79 OUT (C),A E 9E82h 
61: F949 00 NOP iwait 

62: í 

63: ЕЙ4А 4B LD C.E ;C=80h BE80h 
64:  F94B ED78 IN A,(C) :read left font 
65: Е4р 77 LD (HL),A ijStore memory 

66: F94E 23 INC HL 

67: | F04F ЯС INC C iC=81h 9E81h 
68:  F959 ED78 IN A,(C) ;read right font 
69: Е052 77 LD (HL),A ;store memory 

70: F953 23 INC HL 

71: ; 

72: | F854 0С INC С :C-82h 9E82h 
73: F055 AF XOR A ісһір sel. off 

74:  F956 ED79 OUT (C) ,A $ 9E82h 
75:  F958 15 DEC D ;count down 

76: Е059 29EA JR NZ .KNJRD sif 0=00 

775 H 

78:  F95B El POP HL load гед. 


;return to main 


1000 FONT-8H3441 :' KANJI KODE (KCODE) 

1010 ADR -&HF080 ・′ FONT DATA SET ADR (KDATA) 
1020 POKE &HF80803,FONT MOD 256 : POKE &HF994.FONT Y 256 
1030 POKE &HF995,ADR MOD 256 : POKE &HF996.ADR Ұ 256 
1040 CALL &HF999 27 CALL KANJI 

1050 END 
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KI I£, テレ ビ , キー 入力 , タイ マー コ 
ント ロー ルル , カセ モッ ト ・ コ ント ロー ル な 
と 複雑 な 処理 を 80C49 に 行わ せ て いま す 。 
これ ら の 処理 は 80C49 に 定め られ だ コマ 
ンド を 送っ て 行う の で す が , 780 か ら 直 接 
送る の で は な く 8255 を 介し て 送っ て いま 
す 。 2082552 を X1 を 操作 する 上 で 非 
常に 重要 な チッ プ と 言え ます 。 本章 で は 
8255 の 使い 方 と 80C49 の コマ ンド に つい 
て 述べ て いき ます 。 
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8255 


8255 は プロ グラ マブ ル 周 辺 イン ター フェ イス (Programmable 
Peripheral Interface. PPI と 略称 され る ) と 呼ば れる 1 チッ 
“о LSI €+, この 名 前 が 示す と お り , CPU と 周辺 機器 を 仲 
介する チッ プ と し て 80 系 の CPU に 非常 に よく 使わ れ て いま 
Уе 

8255 は 3 組 の 8 ビッ ト 普 列 ポ ー ト を 持ち それ ぞ れ の ポー ト 
を , ポー ト A, ポー ト В, ポー ト C と 呼ん で いま す 。 さらに , 
これ ら の ポー ト の 動作 モー ド (入力 か 出力 ある い は 入出 力 ) 
や ポー ト C の ビッ ト ・ セ ッ ト , リセ ッ ト を 行う 8 ビッ ト の コ 
ント ロー ル ・ レ ジス タ が あり ます 。 動 作 モ ー ド は モー ド 01, 
2 の 3 種類 で す 。 


4-1-1 ブロ ッ ク 図 

ХІ で は 2 個 の 8255 を 使っ て いま す 。 図 4-1 は ХІ に お ける 
780, 8255, 80C49 の プロ ッ ク 図 で す 。 この 図 の コン トロ ー ル 
信号 (コン トロ ー ル ・ レ ジス タ ) に 注目 し て くだ さい 。 一 方 
は 780 か ら , 他方 は 80C49 か ら 出 て いま す 。 こ の こと は 2Z80 
か ら 8255 わ の モー ド を 決め る こと は で き な い と いう こと を 表 
し て いま す 。 以後 , 混乱 し な いよ うに , この 2 個 の 8255 を 


80C49 18/8255 ————8255(D 
280 1018255 —— ——8255 


と 区 別 す る こと に し ます 。 


ШЕН ブロック 


コン トロ ー ル 信号 


8255① 


82550) 


カセ ッ ト 
コン トロ ー ル コン トロ ー ル 信号 
カセ 部 
出力 デー タ 


4-1-2 s ボート と 
ント ロー ル ・ レ ジス タ 


82554, コン トロ ー ル ・ レ ジス タ に 書き 込む 値 に よっ て 次 
の よう な 3 つの モー ド を 選択 で きま す 。 


MODE0 基本 的 な 入出 力 
MODEL 制御 信号 を 用 いて 行う 入出 力 
MODE2 双方 向 デ ー タ を 扱う 入出 力 


8255 の ② は , HuBASIC で は モー ド 0 で ポー ト A を 出力 , ポ 
ー ト B を 入力 , ポー ト C を 出力 に 設定 し て いま す 。 この モー 
ド の 設定 , 入出 力 の 方 向 は , ハー ドウ ェ ア と 密接 な 関係 が あ 
), ユー ザー が 勝手 に 変え る こと は 避け た 方 が よい で し ょ う 。 
ここ で は 8255 に つい て の 詳し い 解 説 は し な い の で , 興味 の あ 
る 方 は 他 の 文献 を 参考 に し て くだ さい 。 ま た, 8255① は 80C49 


4-| 8255 
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に よっ て 設定 され て いる の で , ユー ザー が 変更 する こと は で 
きま せん 。 

8255 に 関す る 1/O0 ポー ト を 表 4-1 に 示し ます 。 ポ ー ト の 
1A03H に は 8255② の コン トロ ー ル ・ レ ジス タ が あり ます が , 
これ は モー ド 選 択 の 他 に ポー ト C の 任意 の ビッ ト を セッ 
ト あ る い は リセ ッ ト す る こと が で きま す 。 図 4-2 に コン トロ ー 
ル ・ レ ジス タ の ビッ ト 構 成 を 示し ます 。 た と えば , K— F C の 
ビッ ト 6 (40 字 /80 字 モー ド 切 り 換 え ) を 1 (40 字 モー ド ) に す 
る 場合 


LD  BC,1A00H  :8255② ポ ー ト C 
IN А, (С) 

SET 6A 

(O, A 


と 書け ます が , コン トロ ー ル ・ レ ジス タ を 使う É, 


LD  BC,1A03H  :8255② コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 
LD А, 0DH ; 00001101B 
OUT (О, A 


と も 書け ます 。 な お , 実際 に 画面 モー ド を 切り 換え る に は , 
CRTC の 設定 デー タ も 変え な けれ ば な り ま せん 。 ま た , ポー 
F C (1/O ア ドレ ス 1А02Н) は 出力 の み と な っ て いま す が , 
IN 命令 で 読み 込ん で も まっ た く 問 題 は あり ませ ん 。 


4-1 8255 


| ж 255:4 3 1/0 #— t 


1/0 アド レス 内 容 
8255① ポ ー ト A (80C49 と の 入出 力 ) 


8255② ポ ー ト A (プリ ンタ 出力 ) 
7 / B (各種 制御 信号 ) 
7 Ж G / ) 


ゴジ トロ ー ル ャ レジ スタ 


@1A01 (ボー ト B) 詳細 


垂直 帰 線 信号 

80C49 へ の デー タ 転 送 禁 止 信号 (ВЕ) 
80C49 か ら の デー タ 受 け 取 り 可 能 信号 (OBF) 
— — (XID で は ディ スク か ら の 生 デ ー タ ) 
プリ ンタ か ら の 入力 可能 信号 (BUSY) 

垂直 同期 信号 ` 

カセ ッ ト 読 み 出 し デー タ 

SHIFT + BREAK (キー ボー ド ) 信号 


ー ト C) 詳細 


立ち 上 が り で プリ ンタ は 入力 デー タ を サン プル 

40 字 /80 字 モー ド (40%: 1, 80 字 : 0) クロ ッ ク 切 り 換 え 
/O アク セス ・ モ ー ド 切り 換え (シン グル ノ 同 時 ) 
スム ー ズ ・ ス クロ ー ル 


カセ ッ ト へ の 書き 込み デー タ 


129 


a: PEAS: Б ЖАУ 


コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 
D; D, D, D, D, D; D, D, 


жены тесі 


ポ ボート G ピット 選択 


ピッ ト ・ セ ッ ト / リ セッ ト 
機能 制御 
モー ド 選 択 
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80C49, 80C48 は シン グル チッ プ ・ マ イク ロコ ンピュータ 
T, Z80 の 負担 を 軽く する た め に 用 いら れ て いま す 。80C49 は 
キー ボー ド (80C48) か ら の デー タ 入 力 , クロ ッ ク 1C の コン 
トロ ー ル , カセ ッ ト テ ー プ デッキ の コン トロ ー ル , テレ ビ の 
コン トロ ー ル を 直接 また は 8255① を 介し て 制御 し て いま す 。 


4-2-1 Z80 < 80C49 の 
コ ニ ピュー ニケ ーション 


80C49 の 機能 を 使う た め に , Z80 は 80C49 に 対し て 一 定 の 
コマ ンド を 送ら な けれ ば な り ま せん 。 しかし, 図 4-1 で 見 た よ 
う に , Z80 と 80C49 は 直接 つなが っ て いる わけ で は な く , 途 
中 に 8255 わ が あり , コマ ンド を 送る た め に は 8255D の ポー ト 
A (I/O アド レス 1900H) を 仲介 し ます 。 た だ し , コマ ンド は 
単純 に 送れ る わけ で は な く , 図 4-1 に 示し た IBF (Input 
Buffer Full) と OBF (Output Bufer Full) を 監視 し て 行わ 
な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら は , それ ぞ れ I/O ア ドレ ス 
1A01H の 6 ビッ ト 目 と 5 ビッ ト 目 に 現れ ます 。 

ө 780-80С49 

780 か ら 80C49 へ デー タ を 送る 場合 , Z80 は 8255② の の ポー 
ト B の IBF (ビッ ト 6) が -0 に な る の を 待っ て , I/O アド レ 
ス 19** HH に デー タ を 出力 し ます 。 で すか ら , 1 バイ ト の デ 
ー タ を 送る 場合 , 次 の よう に な り ま す 。 


LD ВС, 1A01H :8255 の ポー ト B 
LOOP:IN A, (O) j- 
BIT 6, A ; IBF が 0 に な る まで ルー プ 
JR NZ LOOP; — 
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LD BC 19 ** 有 H:;:** は どん な 値 で も よい 
LD А データ 
OUT (GA 


€ 80CA9Z280 

780 が 80C49 より デー タ を 取り 込む 場合 も 同様 に 今度 は 
8255 の の ポー ト B の OBE (ビッ ト 5) が 0 に な る の を 待っ 
<, VO アド レス 19** HH か ら デ ー タ を 取り 込み ます 。 プロ 
グラ ム は 次 の よう に な り ま す 。 


LOOP : 


LD BC, 1A01H ; 8255② ポ ー ト B 

ІЧ А, © 

ВІТ 5,А , | OBF が 0 に な る まで ルー プ 
JR NZ LOOP: > 


LD ВС,19жжН 
IN А, © 


送信 要求 コー ド 


80C49 に 対す る コマ ンド は , 全部 で 27 個 あり ます ( 表 4-2)。 
コマ ンド は 4-2 で 述べ た よう な 方 法 で 送り ます が , IOCS に は 
この た め の サ プ ブルー チン が 有川 意 さ きれ て お り , この 使い 方 は 次 
の よう に な っ て いま す 。 


・TRANS49 (0B54H) 

機能 …A レ ジス タ の 内 容 を 80C49 に 送る 
・RECV49 (0B49H) 

機能 …80C49 か ら A レジ スタ に デー タ を 受け 取る 


以下 の 説明 で は , この サ プ ブルー チン を 使っ て いき ます 。 


ШЕШЕН ха RES 


жн 後 ñ vi ied 
ュー ド バイ 数 | 8 


Z80 の キー の ベク ター アド レス の 下位 バイ ト 
キー ベク タ 値 を セッ ト を 返す 。 た だ し , 0 の 場合 に は キー 割り 込み 
禁止 モー ド と な る 。 

80C49 の キー バッ ファ の 内 容 を Z80 へ 送る 。 
キー バッ ファ 読み 出し キー バッ ファ に は 最新 の デー タ が 格納 され て 
いる 。 


テレ ビ ・ コ ント ロー ル 各種 テレ ビ の コン トロ ー ル 
| テレ ビ 送 信 コ ー ド 読み 出し テレ ビ に 最後 に 送り られ た コー ド を Z80 へ 返す 。 
Ay КЕ カセ ッ ト メ カ の 動作 を する 。 
カセ ッ ト 状 態 読み 出し カセ ッ ト メ カ の 動作 状態 を 読み 出し Z80 へ 返す 。 
カセ ッ ト セ ン サ ー 読 み 出し カセ ッ ト セ ン サ ー を 読み , その 状態 を Z80 へ 返す 。 
. タイ マー 用 IC に "月", "B", "曜日 "の デー 
日 付け セッ ト ыза 
š タイ マー 用 IC から" 月", “B”, “ЕН OF 
аана ý ー タ を 読み 出し 280 へ 返す 。 
И タイ マー 用 IG ER, “分 ЖУ 07—39 
ku を 書き 込む 。 
š タイ マー 用 IO か ら " 時 ", Ж, W OF 
時 刻 読み 出し En 


テレ ビ ・ タ イマ ー0, 1, 2, 3, タイ マー0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 の 領域 に デー タ を 設 
4.5,6,7 を セッ ト ( 計 8 個 ) 定 す る 。 

テレ ビ ・ タ イマ ー0,1,2,3, タイ マー0, 1,2, 3, 4, 5, 6, 7 の 領域 か ら デ ー タ を 
4,5,6, 7 を 読み 出す 。 読み 出す 。 
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% 
4-3-1 キー 入力 と 割り 込み 

X1 の キー 入力 は 80C49, 80C48 に よっ て コン トロ ー ル され 
ます 。 こ の 手順 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
⑯ キ ー 入 力 を する と , キー ボー ド の 中 に ある 80C48 に よっ て 
スキ ャ ン さ きれ, ファ ンク グ クション ・ コ ー ド と АЅСП コー ド の 2 
バイ ト に 変換 し ます 。 
めこ の デー タ を 80C48 が シリ アル に 変換 し 80C49 に 送り ま 
EX 
Ө 80C49 が , バイ ト に 変換 し て Z80 に 送り ます 。 

この キー デー タ の 取り 込み に は 割り 込み に よる も の と よら 
な いも の の 2 種類 が あり ます 。 

Z80 に は , 大 きく 分 け て 2 つの 割り 込み が あり ます 。 ひ と つ 
は ソフ トウ ェ ア で 禁止 (DI 命令 ) や 解除 (EI 命令 ) が で きる 
も の で , キー 入力 割り 込み も これ に 含ま れ ま す 。 

も う ひ と つ は , ソ フト ウェ ア で は 禁止 で き な い 割り 込み で , 
NMI (Non Maskable Interrupt) と 呼ば れる も の で す 。X1 
Cli, リセ ッ ト ・ ス イッ チ の 検出 に NMI を 使っ て お り , この 
リセ ッ ト を 押す と どん な 場合 で も 0066H 番地 を サブ ルー チ 
ン ・ コ ー ル し ます 。 そのため, ユー ザー 作成 の マシ ン 語 プロ 
グラ ム が 禁 走 し て も , リセ ッ ト を 押せ ば 戻る こと が で きま す 
(も っ と も , 0066H 番地 あたり の プロ グ ム まで 壊れ て いれ ば 
不可 能 で す )。 

禁止 ・ 解 除 が 可能 な 割り 込み に は 3 種類 あり ます が , X1 は 
この な か で も っ と も 機能 の 高い モー ド 2 割り 込み を 使っ て い 
ます 。 モ ー ド 2 の 割り 込み は 7180 の エレ ジス タ (イン タラ プア 
ト ・ レ ジス タ ) に 割り 込み が 起こ っ た と き の コ ー ル 先 が 入 っ 
た テー ブル の 先頭 アド レス の 上 位 バ イト を セッ ト し ます 。 下 
位 ア ドレ ス は , 周辺 LSI か ら の ベク ター 値 で す が , X1 で は 
80C49 に EAH の コー ド の 次 に 送る 1 バイ ト で 決ま り ま す 。 
で は 実際 に , キー 入力 割り 込み の 設定 処理 ルー チン を つく っ 
Cod d: 


4-3 送信 要求 コー ド 


DI ; 割り 込み 禁止 
IM 2 ・ モ ー ド 2 設定 


LD HL, KEYIN 


LO  (KEYVCT), HL 


LD AH 

LD LA 
LI А, 0E4H 
CALL TRANS49 
LD AL 

CALL TRANS49 ; 
EI ; 
RET 


KEYVCT:DEEW KEYIN 


KEYIN : PUSH AF 


PUSH HL ; 


CALL RECV49 ; 
Ы» BA ; 
CALL RECV49 ; 
Ы» LA 


番地 の 上 位 を 設定 


・ キ ー ベ クタ ーー 設定 コマ ンド 


番地 の 下位 を 設定 
割り 込み 解除 


: キー ベク ター テー ブル 


割り 込み 処理 ルー チン 


で は , すべ て の レジ ス 
タ を 保存 する 


2 バイ ト の キー デー タ 
を 取り 込む 


割り 込み 処理 本 体 


; 割り 込み 解除 
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この よう な プロ グラ ム を 実行 し た 後 で は , キー 入力 が ある 
た びに KEYIN が サブ ルー チン ・ コ ー ル され ます 。 割り 込み 
は いつ か か る か わか ら な い の で , KEYIN の 最初 で は 全 レ 
ジス タ を 保存 する 必要 が あり ます (も っ と も , 自分 で つく っ 
た プロ グラ ム の な か で は 絶対 に IX, IY は 使わ な いと いう の 
で あれ ば これ ら は 保存 する 必要 は な い )。 

Z80 は 割り 込み が か か る と 次 の 割り 込み が 入ら な いよ うに 
割り 込み 禁止 に し ます (内 部 で 自動 的 に DI 命令 を 実行 す 
る )。 そ の た め , KEYIN の 最後 に EI 命令 を 実行 し な けれ ば な 
り ま せん 。 また , RETI は サブ ルー チン か ら 戻 る だ け で な く , 
外部 に 割り 込み 処理 が 終わ っ た こと を 知ら せる も の で す 。 

IOCS で は 割り 込み の テー ブル が 0052H, 0053H 番地 に あ 
る の で , ここ を 書き 換え て も 同様 で す 。 こ の 場合 , 次 の よう 
に な り ま す 。 


DI 
LD НІ, KEYIN 
LD  (0052H) HL 
EI 


80C49 か ら の キー デー タ は 2 バイ ト で , この 構成 は 図 4-3 の 
よう に な っ て いま す 。 2 バイ ト 目 は ASCII コー ド で す 。 

注意 し な けれ ば な ら な い 点 は 80C49 に 送る 割り 込み テー 
ブル の 下位 は 00 で あっ て は な ら ず , 最 下 位 ビ ッ ト は 0 (偶数 ) 
で な く て は な ら な いと いう こと で す 。 もし, 00 だ と , それ 以 
降 割り 込み が か か ら な く な り , キー 入力 を 調べ た いと き は , 
送信 要求 コー ド の E6H を 送っ て キー バッ ファ を 読み 込ま な 
けれ ば な り ま せん 。 


4-3 送信 要求 コー ド 


キー デー タ (1 バ イト 目 ) の ビッ ト 構 成 


к) 
あ 
ド 
が 
^ 


で 
h: 
て 


ФОНАРН + | eCAPS キー 
f nman 
いる 


4-3-2 タイ マー, テ レビ の コン トロ ー ル 
@ テ レビ ・ コ ント ロー ル 

テレ ビ の コン トロ ー ル は 次 の よう に 大 きく 2 つ に 分 けら れ 
ます 。 
画面 モー ド 

テレ ビ 画 面 , コン ピュ ー タ 画面 , スー パー イン ポー ズ で の 
コン トラ スト な ど を 設定 し ます 。 送信 要求 コー ド は ETH C, 
後 読 バ イト 数 は 1 一 5 で す ( 表 4-3)。 
@ 人 各種 テレ ビ ・ コ ント ロー ル 

テレ ビ の ボリ ュー ム , チャ ン ネ ル な ど を 設定 し ます 。 送信 
要求 コー ド は ЕТН C, 後続 バイ ト 数 は 1 で す ( 表 4-4)。 


ЕЗЕШ amt- кна к 


送信 コー ド ( バ イト 数 ) 


テレ レヒ 画面 
コン ピュ ー タ 画面 


スー パー イン ポー ズ | 


(コン トラ スト ・ ダ ウン ) 


スー パー イン ポー ズ 2 
(コン トラ スト ・ ノ ー マ ル ) 
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ЕЗИ 76.20 0n-»823-7v* 
送信 コー ド ( バ イト 数 ) 


ボリ ュー ム ・ ア ッ プ 


ポリ ュー ム ・ ダ ウン 


ポリ ュー ム ・ ノ ー マ ル ( ЩЫ) 


音声 ミュ ー ト 


チャ ン ネ ル ・ ア ッ プ 


チャ ン ネ ル ・ ダ ウン 


40-47 


パワ ー オ ンプ オフ (トグル 動作 ) 


チャ ン ネ ル | 


j 
チャ ン ネ ル 1I2 


プー オジン 


@ タイ マー 

X1 で は タイ マー 用 IC と し て , PD1990 を 使っ て いま る す 。 El 
4-1 で 示し た よう に この 1IC は 80C49 に 管理 され て いる の で , 
タイ マー の 設定 も 80C49 に コマ ンド を 送っ て 行い ます 。 日 
付 , 時 刻 は 独立 に 設定 ・ 読 み 出し が 可能 で す ( 表 4-2)。 後続 
バイ ト 数 は 3 で , 設定 と 読み 出し デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト は 同 
CTY ( 図 4-4)。 例 と し て ?85 年 2 月 28 日 金曜 日 12 時 25 分 45 秒 
に 設定 し て み ま し ょ う 。 


LD B8 : 送信 バイ ト 数 

LD HL,DATA ; 送信 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
LOOP: LD А, (HL) 

CALL TRANS49 

INC HL 

DJNZ LOOP 

RET 


4-3 送信 要求 コー ド 


DATA: DEFB OECH  : 日 付設 定 送信 コー ド 
DEFB 85H ; 785 年 
DEFB 25H : 2 月 , 金曜 日 
DEFB 23H ; 23H 
DEFB (ЕЕН  : 時 刻 設 定 送信 コー ド 
DEFB 12H ; 12 時 
DEFB 25H ; 25 分 
DEFB 45H : 45 秒 


ЕСЕН タ ィ マー の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


344 F 
dnd Е | 


2% 
я |» | 
デー タ の 形式 は 以下 の と お り 


0 


0 の 場合 , 月 の 項 を 無効 と する 。 
РУР 7 E 2 


в) | [ГЇЇ 


Н 1—31 (0I —IEH) 
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@ テ レビ ・ タ イマ ー 

X1 は テレ ビ ・ タ イマ ー の 機能 を 持っ て お り , スイ ッ チ の 
ON/OFF や チャ ン ネ ル な ど が 設定 で きま す 。HuBASIC の 
ASK 命令 で は , 1-7 まで の 7 個 と な っ て いま す が , 実際 は 
0 を 加え て 計 8 個 の テレ ビ ・ タ イマ ー を 設定 で きま す ( 表 4-5)。 

テレ ビ ・ タ イマ ー を コン トロ ー ル する た め の 後 続 バ イト 数 
は 6 で , デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト は 図 4-5 に 示す と お り で す 。 
жы, 2, 時 , Н, 曜日 、 日 は タイ マー の デー タ ・ フ ォ ー マ 
ッ ト と 同じ な の で 省略 し て いま す 。 

な お , 80C49 は 上 記 の 他 に カセ ッ ト の コン トロ ー ル も 行っ て 
いま す が , これ に つい て は 4 章 で 述べ ます 。 


EB-66.54-8B2v* 


ЕКІ ТТЕР; 


0 
І 
2 
3 
4 
5 
6 
7 


4-3 送信 要求 コー ド 


酸 旗 会 テレ ビ ・ タ イマ ー の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


@ テ レビ ・ タ イマ ー の デー タ 構 成 
6 バイ ト 


зере ә | = [nmd a| 


@ イ ンタ ー バ ル 


ビット 7 6 5 4 3 21 0 


タイ マー 有無 イン ター バル (1 一 59 分 ) 


@ ビ ピッ ト 7 が 0, ビ ピット 6 が | の と きのみ , タイ マー 有効 。 


@ ある タイ マー が 動作 し て か ら , 指定 時 間 (| 一 59 分 ) 経過 後 , 再び 同じ 動作 を 
行う タイ マー を イン ター バル ・ タ イマ ー と いう 。 


@ コ ント ロー ル 内 容 
ビ ピット 7 6 


シス テム ビッ ト テレ ビ ・ コ ント ロー ル 内 容 コ ー ド 


1: 0 一 4 ピット の コー ド を 送る 。 
・ テ レビ が パワ ー オ ン し た の ち , 0 一 4 ビット の コー ド を 送る 。 


タイ マー 動作 OFF 

ポリ ュー ム アッ プ 

ボリ ュー ム ダウ ン 

ボリューム ノー マル 

音声 ミュ ー ト 

チャ ン ネ ル アッ プ 

チャ ン ネ ル ダウ ン 

パウ サー Я? 

パワ ー オ ン / オ フ (トグル 動作 ) 

チャ ン ネ ル | | 
) 

チャ ン ネ ル |I2 


パワ ー オ ン 

パワ ー オ ンー つ ボ リュ ー ム アッ プ 
パワ ー オ ンー ボリ ュー ムダ ウン 
パワ ー オ ンー ボリ ュー ム ノ ー マ ル 
パワ ー オ ン つ 音声 ミュ ー ト 
パワ ー オ ンー チャ ン ネ ル ア ッ プ 
パワ ー オ ンー チャ ン ネ ル ダ ウ ン 


パワ ー オ ンー チャ ン ネ ル 1 
f 
パワ ー オ ン 一 チャ ン ネ ル |2 
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X1 で は , 音 を 発生 きせ る 回 路 に PSG 
(AY-3-8910) を 使っ て おり, この LSI 
に 内 蔵 き れ て いる 16 個 の レジ スタ に 値 を 
設定 する こと に より , さま ざま な 音 を 発 
生 す る こと が で きま す 。 ま ただ, この PSG 
は 2 つの 汎用 入出 力 ポ ー ト を 持ち , 外部 
機器 と デー タ の 受け 渡し が 可能 で す 。 

KETI, この PSG の 基本 的 な 解説 を 
中 心 に 音楽 演奏 . ジョ イス ティ ッ ク の 入 
出力 に つい て 述べ て いき ます 。 


PSG の ハー ドウ ェ ア 


AY-3-8910 (以下 PSG と 略 ) は , 米国 General Instrument 
(С) 社 に よっ て 開発 され た 40 ピ ン の LSI € +, 

PSG は , 同じ GI 社 の CPU (CPI 600 な ど ) と の 接続 を も 
と に 設計 され て いま す が , X1 の よう に 80 系 の CPU と の 接続 
も 可能 で す 。 

た だ し , PSG の 反応 速度 は あま り 速 く な く , その まま つ な 
い だ の で は , 連続 し て デー タ を 書き 込ん だ と き に 取り こぼし 
で し まう こと が あり ます 。 

この た め , X1 の 回 路 で は , PSG の アド レス ・ レ ジス タ を ア 
クセ ス す る と き に , CPU に 対し て 自動 的 に 1 つ 分 の 待ち サイ 
クル を 入れ る こと に よっ て , これ を 解決 し て いま す 。 

PSG の ピン 配置 を 図 5-1 に , 280 と の イン ター フェ イス を 
図 5-2 に 示し ます 。PSG に 関す る I/O ポー ト は 2 つ で , 1⁄0 ア 
ドレ ス は それ ぞ れ 1B** ネ 日 と 1 と ** 是 (下位 8 ビッ ト は 
жс, どん な 値 で も よい ) C+, 


PSG の ピン 配置 図 


Vss(GND)L] 
NC. ロ 

ANALOG СНВ 
ANALOG CHAD] 
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40 D Vec( 十 5V) GND 

5V 

未 使用 
CHA チャ ン ネ ルム 音声 出力 
CHB チャ ン ネ ル 日 音声 出力 
CHC チャ ン ネ ル び 音声 出力 
IOA0 一 IOA7 ポー ト A 入 出力 
IOB0 一 IOB7 ポー ト B 入 出力 
DA0 一 DA7 デー タ ・ バ パス 
BC1.BC2 バス ・ コ ント ロー ル 
BDIR バス の 方 向 
CLOCK クロ ッ ク 入 力 (X1 の 場合 2MHz) 
А8, A9 チッ プ ・ セ レク ト 
TEST1.TEST2 メー カー の テス ト 端 子 接続 し な い 
RESET リセ ッ ト 


о оо Јо льо мо — 


0168-E-AV 


5-1 PSG の ハー ドウ ェ ア 


この 1B жж H, 1C ** H と 読み 出し か , 書き 込み か を 示 
す WR, RD に より , PSG の BDIR, BC1 を デコ ー ド し て い 
ます 。 BDIR, BC1 は PSG の 2 つの ポー ト を セレ クト する の 
に 使い ます ( 表 5-1)。 

た と えば ,1B* ネ * ネ HH と WR が アク ティ ブ の と き 。, 780 は , 
PSG の デー タ ・ ポ ー ト に 書き 込ん で いる こと に な り ま す 。 

PSG は , 外部 より 与 を られ た クロ ッ ク を 分 周 し て 音 を 発生 
し ます 。 こ の 入力 する クロ ッ ク に よっ て , その 回 路 で の 発生 
する 音域 が 決め られ ます 。 

ХІ で は , この クロ ッ ク に 2 MHz, ち ょ うど CPU の クロ ッ 
ク を 半分 に し た も の を 使っ て いま す 。 

5-2 で 述べ る 音 の 高 さ を 決め る 式 か ら , ХІ で 発生 きせ る こ 
と の で きる 音域 は , 125 KHz か ら 30.5 Hz で す 。 


ЕЕ PSG と 280 と の イン ター フェ イス 
ジョ イス ティ ッ ク | 


| езе 


外部 サウ ンド 出力 
TV サウ ンド 出力 


ツン アグ ディ デア 
PSG か ら 読 み 出し 


PSG へ の 書き 込み OUT 
UT 


アド レス を や ラッチ す る 


*BC2 は 常に | 
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PSG の レジ スタ 


PSG は 内 部 に 16 個 (この うち 音 の 発生 用 に は 14 個 ) 8 ビ 
ッ ト ・ レ ジス タ を 持ち も , これ ら に デー タ を 書き 込む こと で 音 
を 発生 する こと が で きま す 。PSG の プロ ッ ク ・ ダ イア グラ ム 
を 図 5-3 に , レジ スタ を 表 5-2 に 志 し ます 。 

Ө R。~R。 (周波 数 を 決め る ) 

R。~R。 は トー ン ・ レ ジス タ と 呼ば れ , 音 の 高 さ を 決め る も の 
С СОИБ, それ ぞ れ R。 と Re R; と Rs, R, と Rs Z ta 
う よ う に 2 つ 1 組 で 12 ビ ッ ト ・ レ ジス タ と し て 扱い ます (F 
5-4), R, Вз, R, の 上 上位 4 ビッ ト は 無効 で す 。 

12 ビ ッ ト で すか ら 設 定 で きる 値 は 0 一 4095 で 図 5-4 の 計算 
式 か ら , 設定 する 値 が 1 の と き 125 KHz, 4095 の と き 30.5 Hz 
と な り ま す 。 


ШЕШЕНР5сО07п/2-7477>А 


n 
— 


Бии 


И алии ста = = 
LESER. X ban 


* + >+ VB 


チャ ン ネ ル G 


入力 クロ ッ ク 


ШЕСІ eram 
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ЕЛ Р5с の レジ スタ 


チャ ン ネ ル A の 周波 数 ЕЕ 


チャ ン ネ ル B の 周波 数 = 


チャ ン ネ ル С の 周波 数 kg 


ノイ ズ の 平均 周波 数 


ミキ シン グ , ポー ト 制 御 


チャ ン ネ ル A の 音量 


チャ ン ネ ル B の 音量 


チャ ン ネ ル C の 音量 


エン ベロ ー プ 波形 


ポー ト A 


下位 8 ビッ ト 


5-2 PSG の レジ スタ 


上 位 4 ビット ・ デ ー 
Ф デー 


デー タ 
» 
タ 


上 位 4 ビ ピット ・ デ ー タ 


PEES F + S= 


対応 する ビッ ト が 1 の 


と き オ フ ,0 の と き オ ン 


M =0 の と き 下 位 4 ビ 


R: の 入出 力 選 択 が 1 の 


ポ ボート B 


と き 出 力 , 0 の と き 入 力 


: 出力 され る 周波 数 
f clock : PSG の 基本 クロ ッ ク (2MHz) 
D : 書き 込む 12 ピ ビ ピット の デー タ 
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OR, (712) 

R。 は ノイ ズ の 平均 周波 数 を 決め る も の で す 。 ノ イズ は 発生 
回 路 を 1 つ し か 持っ て いま せん 。 図 5-5 に 示す よう に ト 位 5 ビ 
ッ ト が 人 有効 で , 設定 で きる 値 は 0 一 31 と な り ま す 。 図 5-5 の 計 
算式 か ら ノ イズ の 平均 周波 数 は , 設定 する 値 が 1 の と き 125 
KHz, 31 の と き 4 KHz C3, 


| 255 КЕСЕР: 


4A 3 2 上 0 


ИА — N. 


fn : 出力 され る ノイ ズ の 平均 周波 数 
f clock : 基本 クロ ッ ク (2MHz) 
D ・ 書 き 込む 5 ビッ ト の デー タ 


1 f clock 
n = 一 一 一 
16х D 


OR, (ミキ シン グ , 入出 力 制御 ) 

К, 13, トー ン と ノイ ズ の 出力 チャ ン ネ ル を 決め る 他 に , 
Кы, Ru 02 つの 入出 力 ポ ー ト の 入出 力 の 方 向 を 決め ます 。 
R, の ビッ ト 構 成 を 図 5-6 に 示し ます 。 

OR.-R, (音量 ) 

R。 一 Rij。 は , それ ぞ れ の チャ ン ネ ル に 対し て ボリ ュー ム の 
働き を し ます 。 

下位 4 ビッ ト で 表 さ れる 0 一 15 の 値 で 、 0 の と き 無 音 , 15 
の と き 最 大 と な り ま す 。 た だ し , この 音量 の 値 が 意味 を 持つ 
の は , ビッ ト 4 が 0 (エン ベロ ー プ OFF) O k š €+ ( 図 5- 
Tis 
ӨЕ, R,, (エンベロープ 周期 ) 

К と R: を 組み 合わ せ て 16 ビ ッ ト と し て 使い エン ベロ 
ー プ の 周期 ( 図 5-9 の t.) を 決め ます ( 図 5-8)。 
 R,。( エ ン ベ ロ ー プ 波形 ) 

エン ベロ ー プ の 形状 を 決め ます 。 下位 4 ビッ ト が 有効 で , 
形状 は 図 5-9 に 示す も の が あり ます 。 


5-2 PSG の レジ スタ 


о oto rai 


г 0 :ON, I : OFF 


ノイ ス 出 力 0 ТӨМ, 1 : OFF 
ポート 入 出力 0: 入力, 1 : 出 力 


[js 2155 1| 
PaT y2 (JS) 
ЕЕЕ АЛ 
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ӨК,,, Ri。( 入 出力 ポー ト ) 

Ra と Ris は それ ぞ れ 8 ビッ ト の 入出 力 ポ ー ト で す 。 入出 
力 の 決定 は , R , の ビッ ト 6 と 7 で 行い ます 。 

入力 ポー ト と し て 用 いた 場合 , Z80 に は この レジ スタ が ア 
クセ ス さ れ た 時 点 の 内 容 を 返し ます 。 

出力 ポー ト と し て 用 いた 場合 , PSG は 設定 され た 値 を その 
まま 出力 し ます 。 


音量 設定 


“АЙЫ 


チャ ン ネ ル B M 


М=0 音量 有効 (エン ベロ ー プ 無視 ) 
M=I エン ベロ ー プ 有効 (音量 無視 ) 


EEJ ту -<п->уйу® 


tE ・ エンベロープ 周期 
f clock : 基本 クロ ッ ク (2MHz) 
D ・ 書 き 込 むす 16 ビ ッ ト の デー タ 


pa f clock 
7 I6xD 


5-2 PSG の レジ スタ 


EHB エン ベロ ー プ 波形 


151 


152 


音階 デー タ 


PSG で 音楽 演奏 を する 場合 , BASIC で は PLAY 文 を 使っ 
て 音階 や 長き を 指定 し て 行い ます が , マシ ン 語 で は 5-2 で 示し 
た 式 か ら PSG に 与 を る デー タ を まず 求め な けれ ば な り ま せ 
ん 。 表 5-3 は , 音階 と じ そ れ に 対応 する 周波 数 お よび トー ン ・ ジ 
ェ ネ レー タ 用 に 計算 し た デー タ で す 。 こ の 表 が あれ ば , 後 は 
音 の 長 さ を 測り な が ら ト ー ン ・ ジ ェ ネ レー タ に デー タ を 書き 
込む こと で 演奏 が で きま す 。 

いま , ひと つの 例 と し て チャ ン ネ ル A か ら 時 報 や 楽器 の チ 
ュー ニン グ に 使わ れる 4 オク ター プ 目 の A (5) の 音 を 出す 
こと を 考え て み ま し ょ う 。 表 5-3 か ら ト ー ン ・ ジ ェ ネ レー タ に 
設定 する デー タ は 011E で ある こと が わか る の で , この 音 を 
出す 順 座 は 次 の よう に な り ま す 。 
① チ ャ ン ネ ル A の トー ン 出 力 を ON に する 。 

R, に 3E (トー ン 出 力 A の み ON) を 書き 込む 。 
② 音 量 を セ モット する 。 

R, に 0 15 の デー タ を 書き 込む 。 
トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ に デー タ を 書き 込む 。 

デー タ は 011E な の で , R。 に 1E, R, に 01 を 書き 込む 。 

以上 の こと は , BASIC の SOUND 文 で 簡単 に 試す こと が 
で きま す 。 

マシ ン 語 で PSG に デー タ を 設定 する に は , 

I/O ポー ト の 1C ж *НЖ Н, 書き 込み た い PSG の レジ ス 
タ 番 号 を 出力 する 。 

②1/O ポー ト の 1B ** 昌 番地 に , デー タ を 出力 する 。 

と いう 手順 で 行い ます 。 し た が っ て SOUND 文 に 相当 する サ 
プ ブルー チン は , A レジ スタ に レジ スタ 番号 , セレ ジス タ に デ 
ー タ が 入っ て いる も の と し て 次 の よう に 書け ます 。 


| LD B, 1CH 


5-3 音階 デー タ 


OUT (O, A ・ レ ジス タ 番 号 を 出力 
DEC B 


OUT (O), E , デー グ vB 
RET 


оз 音階 と トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ 用 の デー タ 


Tone(Hz) Dec. Hex. 


32.703 3824 9EF9 
34.648 3610 9E1A 
36.708 3407 9D4F 
38.891 3216 C90 
41.203 3036 9BDC 
43.654 2865 9B31 
46.249 2705 9A91 
48.999 2553 99F9 
51.913 2410 896A 
55.000 2275 98E3 
58.270 2147 0863 
61.735 2027 97EB 
65.406 1913 0779 
69.296 1806 070E 
73.416 1705 06A9 
77.782 1609 0649 
82.406 1519 95EF 
87.308 1434 059A 
92.498 1353 0549 
97.998 1278 94FE 
103.826 1206 04B6 
110.000 1138 0472 
116.540 1075 0433 
123.470 1014 93F6 
130.812 958 93BE 


K. Tone(Hz) Dec. Hex. 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
3 
3 138.592 904 0388 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 


523.248 241 99F1 

554.368 227 99E3 

587.328 0007 

622.256 99CB 

659.248 99C9 

698.464 99B5 
739.984 99AB 
783.984 99A1 

830.608 0098 
880.000 0890 

932.320 0088 
987.760 0081 
1046.496 21 0079 
1108.736 0073 
1174.656 006C 
1244.512 0066 
1318.496 0061 
1396.928 005B 
1479.968 0056 
1567.968 0052 
1661.216 994D 
1760,000 0049 
1864.640 0045 
1975.520 0041 
2092.992 003E 
2217.472 003A 
2349.312 0037 
2489.024 0034 
2636.992 0031 
2793.856 002Е 
2959.936 002С 
3135.936 002A 
3322.432 0028 
3520.000 0026 
3729.280 0024 
3951.040 0022 
4185.984 0020 
4434.944 001E 
4698.624 991D 
4978.048 991B 
5273.984 991A 
5587.712 0018 
5919.872 0817 
6271.872 0016 
6644.864 0015 
7040.000 0014 
7458.560 0013 
7902.080 0012 


146.832 853 0355 
155.564 806 0326 
164.812 760 02F8 
174.616 718 02СЕ 
184.996 678 0246 
195.996 640 0280 
207.652 604 025С 
220.000 570 023А 
233.080 538 021А 
246.940 508 91FC 
261.624 480 01Е0 
277.184 453 01С5 
293.664 428 @1АС 
311.128 494 0194 
329.624 381 017D 
349.232 360 0168 
369.992 340 0154 
391.992 321 0141 
415.304 303 912F 
440.000 286 911E 
466.160 270 010Е 
493.880 255 99FF 


Оо со Оо Oo Оо Oo Оо Оо Оо оо Оо со NN — 2 — — — — УУ — O 000000000000 G G О) O on ОЛ n ANNAN ANNANN x 
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ジョ ヨイ ティ イッ ク 


X1 に は ジョ イス ティ ッ ク 端 子 が 2 つ 出 て いま す 。 こ の 端 
子 は アタ リ 社 仕様 に 準拠 し て いる の で , アタ リ 社 仕様 の ジョ 
イス ティ ッ ク で あれ ば 使用 で きま す 。 日 本 で 売ら れ て いる パパ 
ソコ ン で は , PC-6001, MSX な ども アタ リ 仕 様 な の で , それ 
ら の ジョ イス ティ ッ ク を 流用 で きま す 。 

ジョ イス ティ ッ ク 端 子 は 図 5-10 の よう な 信号 が で て いま す 。 


EJI -12371720E NMEN 


XIM ジョ イス ティ ッ ク 1,2 XI 信号 名 


アタ リ 社 信号 名 


00020260 (A3) 
© Ф © (入力 ) 
(入力 ) 


АМР 9 ピン 相当 


HuBASIC で は トリ ガー ボタ ン は 1 つ だ けし か サポ ー ト し 
て いま せん が , ハー ド 的 に は トリ ガー ボタ ン 2 つま で 判別 す 
る 能力 を 持っ て いま す 。 

また , 本 来 この 端子 は 汎用 の 入出 力 I/O ポー ト で あり , ХІ 
で は 1 一 7 番 ピ ン と 9 番 ピ ン (IOA0~7, IOB0~7) すべ て が 
入力 ・ 出 力 ど ちら に も 使用 で きま す 。 で すか ら , ジョ イス テ 
ィ ッ ク 以 外 に も 広く 使用 で きそう で す 。 
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5-4 ジョ イス ティ ッ ク 


図 5-11 に ジョ イス ティ ッ ク の 接続 方 法 を 示し ます 。 自作 す 
る と き に 使っ て くだ さい 。 

ジョ イス ティ ッ ク を 使う に は , PSG の R, に 2 つの ポー ト 
の 入出 力 の 方 向 を 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 ビット 7, 6 
が それ ぞ れ ポー ト B, A に 対応 し て いま す 。 0 の と きか が 入力 
で 1 の と き が 出力 と な り ま す 。 

通常 ジョ イス ティ ッ ク は 入力 モー ド と し て 使う の で , ビッ 
ト 7, 6 は 0 に し ます 。 下位 6 ビッ ト は サウ ンド の 方 で 使っ 
て いる の で まち が っ て 変え て し まわ な いよ う 気 を つけ て くだ 
さい 。 

ポー ト の 入出 力 方 向 を 決め た ら , 後 は Ru Ris に 対し て 入 
出力 を 行い ます 。 出力 は , 5-3 で 解説 し た サブ ルー チン で で き 
ます 。 АЛИН, た と えば R」, か ら AK レジ スタ に 入力 する サブ 
ルー チン は 次 の よう に な り ま す 。 


LD A. 14 R; 

LD B, 1CH 

OUT (O, A ; レジ スタ 番号 を 出力 
DEC B 

IN А, (С) i| デー タ 入 力 

RET 


ジョ イス ティ ッ ク の 接続 方 法 


(a) ス イッ チ 方 式 (b) ボ リュ ー ム 方 式 (VR —200k Q 程度) 


| 番 ピ ン 
FWD E 1-2 


zh + EN 
cp gm ビン 
LEFT RIGHT 
БА ланч, 4 番 ビン 2 番 ビ ピン 
9%, 


3 番 ピ ビン 
(ЕРІ A a — — — o4 RET 


5 番 ピ ン j RIGHT 
+ 


+ o—n On 5 番 ビン 
トリ ガー ボタ ジン! 


„С NER 


ВАСК 


トリ ガー ボタ ン | 
2% 番 ピ ン 
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ジョ イス ティ ッ ク よ り 入 力 し た 値 は , 図 5-12 で 示さ れる よ 
うに , ビッ ト ご と に 対応 し て いま す 。 

それ ぞ れ 0 の と き が , その 方 向 ま た は , スイ ッ チ が 押さ れ 
て いる 場合 で す 。 

だ と える えば, 


DBH (1101 1011) 


と き , ジョ イス ティ ッ ク は , 左 に か た むけ られ , トリ ガー1 
が 押さ れ て いる こと に な り ま す 。 


ジョ イス ティ ッ ク か ら の 入力 デー タ 


ホー レー ト , フ ォ ー マ ッ ト の 変換 
8-5 バッ クア ッ プ ・ ツ ー ル 


X1 の カモ ッ ト テ ー プ デッキ は , ЫА 
カ 仕 様 で す 。 ふ だ を 閉め る こと は で きま 
せん が , その ほか の 操作 は すべ て ソフ ト 
ウエ ア で 可能 で す 。 

この 章 で は , カセ モ セット テー プ デ ッ キ の 


ユン トロ ー ル ん 方法 か ら , その 記録 方 式 で 
ある シャ ー プ PWM に つい て 解説 し て い 
きま す 。 ま だ , ツ ー ル と し て MZ-2000/80 
B/1200/700/80K/C と テー プ の 読み 込み , 
書き 込み が で きる コン バー タ と バッ クア 
ッ プ ・ プ ログ ラム を 紹介 し ます 。 
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カセ ッ ト の コン トロ ー ル 


ХІ, カセ ッ Кейдин hi 80C49 が 行っ て 
いま す 。 こ れ は , MZ や X1 特有 の 豊富 な カセ ッ ト ・ コ ント ロ 
ー ル 機能 を サポ ー ト する た め に 設け られ て お り ,CPU の 負担 
を 軽く し て いま す 。 た だ し , X1D は カセ モット を 駆動 する 回 路 
を 持っ て お ら ず , APSS や 早送り な どの 機能 は あり ませ ん 。 


61-1 コン hsE テ ルコ マン ドド 


プロ グラ ム で カセ ッ ト を コン トロ ー ル する 場合 は , 80C49 
に 対し て コマ ンド を 送り ます 。 これ は 4 章 で 説明 し た よう に 
直接 送る の で は な く , 8255 を 介し て 行い ます 。 

カセ ッ ト ・ コ ント ロー ル 用 コマ ンド は , 表 6-1 に 示す よう に 
2 バイ ト で あり , 1 バイ ト 目 は E9H で 続く 1 バイ ト が 動作 
を 示し ます 。 た と える ば, 巻 戻 し を する 場合 , E9H 十 04H を 送 
れ ば よい の で , プロ グラ ム は 次 の よう に な り ま す 。 


TRANS49 EQU 0B54H ; PUT CODE TO 80C49 
LD A, 0E9H 
CALL  TRANS49 
LD A,04H | ;REW COMMAND 
CALL  TRANS49 


EJE カセ ッ ト ・ コ ント ロー ル 用 コマ ンド 


APSS REW 
REC 


6-! カセ ッ ト の コン トロ ー ル 


6-1-2 カセ ッ ト の セン ス 

カセ ッ ト が 現在 どの よう な 動作 を し て いる か , その 状態 を 
調べ る の が , カセ モッ ト の 状態 信号 読み だ し コマ ンド で す 。 こ 
の コマ ンド は 1 バイト で , BH СТ, 

80C49 は , この コマ ンド を うけ る と , そ の と き の 状 態 信号 を 
1 バイ ト に し て , Z80 に 返し て きま す 。 た だ し , 使わ れ て いる 
の は 下位 3 ビッ ト の み で ビッ ト 0 か ら 順 に , テー プ ・ エ ンド 
検出 、 テ ー プ 有無 検出 。 ツメ 検出 に あて られ て いま す ( 図 6- 
D. 。 こ の 状態 信号 を 使え ば 巻 戻し た 後 ふ た を あけ た り , 頭 出 
し を し た 後 再生 状態 に する と いっ た こと が で きま す 。 


EEE >to ort- к 


2197—07 96576 
А =) есу 


・ カ セッ ト な し 
・ カ セッ ト あ り 


・ 消去 防止 ツメ な し 
・ 消去 防止 ツメ あり 


% 

6-1-3 カセ ッ ト の 動作 状態 

80С49 (X, 現在 の カセ ッ ト メ カ の 動作 状態 を Z80 に 送り 返 
すこ と が で きま す 。 返さ れる デー タ は , 表 6-1 の コン トロ ー ル 
用 コマ ンド の 2 バイ ト 目 と 同じ で す 。 こ の デー タ を 780 が 読 
み 込 むこ と で 現在 カセ ッ ト メ カ が どの よう な 動作 を し て いる 
の か を 推測 する こと が で きま す 。 読み 込む コマ ンド は EAH 
で , これ を 80C49 に 送る と 80C49 は , 1 バイ ト の コー ド を 返 
し て きま す 。 

た と えば , 早送り の コマ ンド (E9H, 03H) を 実行 し た 後 , 
この コマ ンド を 送る と 最後 の コー ド で ある 03H が 返っ て き 
ます 。 こ の プロ グラ ム は 決 の よう に な り ま す 。 
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TRANS49 EQU  0B54H 
RECV49 EQU 0B49H ;СЕТПАТА FROM 80C49 
; БАТА- >A reg. 


LD A,0EAH ;GET COMMAND 
'TRANS49 
RECV49 
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シャープ PWM 方式 


シャ ー プ PWM 方 式 ほ は, MZ シリ ー ズ 用 に 使わ れ た テー プ 
へ の 記録 方 式 で す が , 信頼 性 が 高い た め X1 で も これ が 採用 
され て いま す 。 

記録 スピ ー ド は , 2700 ビ ッ ト / 秒 (ボー) で , MZ シリ ー ズ の 
1200 ボ ー, 2000 ボ ー に 比べ て も 早く な っ て いま す 。 

2700 ボ ー と いう E, 1 秒間 に 約 377 バ イト 分 記録 する こと に 
な りり ます 。 

PWM 方 式 と は , Pulses Width Modulation (パル ス 幅 変調 ) 
DRET, ビッ ト の 1 と 0 を 是 か らし L ま で の 時 間 の 違い を 利 
用 し て 記録 する も の で す ( 図 6-2)。 0 の と き は 250zS C19 
イク ル , 1 の と き は 500zS で 書き 込み ます 。 た と えば , 1001 
を 書き 込む と 図 6-3 の よう に な り ま す 。 こ の 図 か ら デ ー タ 0 が 
多けれ ば , 1 が 多い 場合 より 高速 に セー プ で きる こと が わか 
り ま す 。 で すか ら 2700 ボ ー と いう の は 正確 な 値 で は な く , 1 
と 0 が 同じ 個数 の と き の 値 で す (より 正確 に 言う と きっ か り 
2700 ボ ー で は な く , も うす こし 低く な り ま す 。 興味 の ある 方 
は 計算 し て みて くだ さい )。 


| x62 Рим += 


LONG(1) _| " | | | 
1 
1 
ЕНГЕНШЕ 
1 
SHORT(0) 


1 
サン プリ ング 10-185 05 ә) 


1б1ї 


1001 の 波形 


---І---м- 0->5-0-%---1---- 


逆 に 読み 込む と き は , 波形 が H に な っ て か ら 185zS 後 を 
サン プリ ング し て も , も し この と き 了 HH な ら ば 1, 上 な ら ば 0 
と いう よう に 判断 し て いま す 。 

通常 デー タ の や り 取 り は , 1 バイ ト 単 位 で 行う の で , 書き 
込ん だり, 読み 込ん だ りす る に は , 上 述 し た よう な こと を 8 
回 繰り 返せ ば よい わけ で す が , 実際 に は 1 ビッ ト 余 計 に 書き 
込ま れ ま す 。 これ が スタ ー ト ・ ビ ッ ト で , 必ず 1 で す ( 図 6-4)。 


1 バイト の 構成 
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J Жу, шыг ы 


カセ ッ ト テ ー プ に , プロ グラ ム を 記録 する と き の 形 式 は , 
図 6-5 に 示す と お り で す 。 テー プ へ の 記録 は , 大 きく 2 つ に 分 
けら れ , 1 つ は イン フォ メー ショ ン ・ ブ ロッ ク , も う 1 つ は 
デー タ ・ ブ ロッ ク で す 。 イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク は 32 
バイ ト で 構成 され , ここ に ファ イル 名 や プロ グラ ム の 長 さ , 
日 付 な ど が 入り ます 。 


ЕШЕНШ>-7-74-т:. 


無 録音 部 8 秒 | ファ イル ・ モ ー ド (1 バイ ト ) 
> "E 01: マシ ン 語 (BIN) 
sessi а) 02 : BASIC (BAS) 
"IL" # 1000 E y F 04 : ASCII (ASC) 
ファ イル 名 (17 バ イト ) 
ファ イル 名 (13 バ イト ) 
拡張 子 (3 バイト ) 
パス ワー ド (1 バイ ト , 無 指定 な ら 20H) 
デー タ 長 (2 バイト) 
下位 , 上 位 の 順 
(32 バ イト ) デー タ 先 頭 ア ドレ ス (2 バイ ト ) 
下位 , 上 位 の 順 
実行 アド レス (2 バイト) 
下位 , 上 位 の 順 
Hinr M 作成 年 月 日 (5 バイ ト ) 


Еч 


イン フォ メー ショ ン ・ プ ロッ ク 


"1" を 3000 ビ ピッ ト 年 (1 バイ ト ) 
В, 曜日 (| バ イト) 
日 (1 バイ ト ) 
時 (| バイ ト ) 


指定 バイ ト 数 


チェ ッ ク サ ム (2 バイト) 


スト ッ プ ・ ビ ピット "|" を 1 ピッ ト 
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チェ ッ ク サ ム は , 読み 込み の と き に その デー タ が 間違っ て 
いな いか どう か を 検出 する た め に 設け られ て いま す 。 書 き 込 
み の と き ビ ッ ト 1 の 個数 を 数 を て いき , その 数 を チェ ッ ク サ 
ム と し て 書き 込み ます 。 そ し て , 読み 込み の と きも 同様 に ビ 
ッ ト 1 の 個数 を 数 を て いき チェ ッ ク サ ム と 比較 し ます 。 も し 
この 値 が 一 致し な いと チェ ッ ク サ ム ・ エ ラー に な り ま す 。 

デー タ ・ ブ ロック は , ファ イル ・ モ ー ド に よっ て 異な り ま 
す 。 フ ァイル ・ モ ー ド は 4 種類 (マシ ン 語 フ ァイル , BASIC 
テキ スト ・ フ ァイル , ASCII セー ブ プ され た BASIC テキ スト ・ 
ファ イル , デー タ ・ フ ァイル ) あり ます が , セー ブ さ れる 形 
式 は 2 種類 で す 。 

マシ ン 語 プロ グラ ム と BASIC テ キス ト の と き が 最も 単純 
で , イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク で 示さ れる デー タ の 長 
さだ け 書 き 込 ん だ あと , 2 バイ ト の チェ ッ ク サ ム を 書き 込む 
だ け で す 。 

ASCII セー プ や デー タ ・ フ ァイル で は , プロ ッ キ ング され 
て セー プ し ます 。 この 場合 ,、 ア ー タ は 256 バ イト ご と に 分 割 し 
て 記録 され ます 。 プ ロッ キン グ ・ セ ー プ の 場合 は , 


ギャ ッ プ 2 一 > ヘッ ダ 2-ー ニ > デー タ 
を 繰り 返す こと で 65536 ブ ロッ ク ま で の デー タ を 記録 する こ 
と が で きま す 。 


ホー レー ト , オー マッ 小 の 変換 


6-3 で 述べ た の は , HuBASIC で の こと で あっ て , マシ ン 語 
を 使え ば ある 程度 自由 に ボー レー ト や フォ ー マ ッ ト が 独自 に 
設定 で きま す 。 こ こ で は , これ を 利用 し て MZ-2000/80B/ 
1200/80K/C と テー プ を 使っ て ファ イル の コン バー ト す る 方 
法 と を の プロ グラ ム を 紹介 し ます 。 

これ ら の MZ 系 の マシ ン に も HuBASIC が 市 販 さ れ て お 
), な か で も バー ジョ ン 2.0 が 最も 普及 し て いる と 思い ます 。 
また , MZ-700 に は X1 と 同様 , SHARP HuBASIC と 称し て 
本 体 に 標準 で 添付 され て いま す 。 

これ ら の HuBASIC は , コマ ンド 体系 が 統一 され て お り , 
中 間 言 語 も 大 部 分 が 共通 で ある た め , 異な る マシ ン の 
BASIC プロ グラ ム を 転用 する こと が 比較 的 容易 で す 。 マ シ 
ン 語 の プロ グラ ム も BASIC 同様 に 読み 込み , 書き 込み が 可 
能 で す 。 マ シン 語 の 場合 で も IOCS の エン トリ ー ア ドレ ス が 
大 部 分 共通 な の で ハー ド に 依存 し た プロ グラ ム で な い 場 合 は 
その まま 走ら せる こと が で きる で し ょ う 。 

各 HuBASIC の ボー レー ト と フォ ー マ ッ ト の 違い を 図 6-6 
に 示し ます 。 ボー レー ト は ディ レイ ・ カ ウン タ D, 51, 52, 11, 
L2 の 値 に よっ て 決定 され ます ( 図 6-7) 。 時 間 ま ちの サブ ルー 
チン は IOCS の 0DBFH-0DC6H に あり , この プロ グラ ム 
は , 


A,2EH : ディレイ ・ カ ウン タ D 


NZ, LOOP 


と な っ て お り , A レジ スタ の 回 数 分 空 ル ー プ し て いま す 。 
イン フォ ー メ ーション 部 は X1 で は 32 バ イト (20H) で , MZ 
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シリ ー ズ の HuBASIC で は S-BASIC と 合わ せる た めか 128 バ 
イト (80H) あり ます 。 しかし, 通常 使用 され る の は 先頭 か ら 
32 バ イト まで で あり , その 構造 は X1 と まっ た く 同 じ で す 。 

トッ プ マ ー ク は (ギャ ッ プ や ヘッ ダ ) は その 名 称 の と お り イ 
ン フ ォ メ ーション 部 や デー タ 部 が 始ま る 目印 で , こ の 構造 
が X1 と MZ シリ ー ズ で は まっ た く 反 対 で あり , トッ プ マ ー 
ク の 長 さ も 各 HuBASIC に よっ て まち まち に な っ て いま す 
( 図 6-8)。 

以上 の 違い を 変更 する と 他 の HuBASIC の テー プ フ ァ イ 
ル の 読み 込み , 書き 込み が 可能 に な り ま す 。 

コン バー ト ・ プ ログ ラム を リス ト 6-1 に 示し ます 。 実行 する 
と ロー ド ・ フ ォ ー マ ッ ト , セー ブ ・ フ ォ ー マ ッ ト の 順に 聞い 
て くる の で , 1 - 3 の 数 字 で 機種 を 答え て くだ さい 。 

イン フォ メー ショ ン 部 が 128 バイ ト あ る と き に , X1 で そ 
の まま 読み 込ま せ て は , ワー ク ・ エ リア が 足り ず に 半 走 する 
心配 が あり ます 。 こ の プロ グラ ム で は FE60H 番地 か ら に ワ 
ー ク ・ エ リア を 設け 、 そこ か ら 32 バ イト だ け 1480H 番地 へ 転 
送 さ せ て 使用 し て いま す 。1480H 番地 が 本 来 イ ン フ ォ メ ー シ 
ョ ン 部 分 が 入る エリ ア で す 。 


各 HuBASIC の 違い 


Xi シリ ー ズ 


ディ レイ ・ カ ウン タ イン フォ メー ショ ン | デー タ 
SHORT Low SHORT Hi LONG Low LONG Hi | トップ マー 月 
52 LI L2 (サイ クル ) 


18H 44H зон 03E8H 


М2-2000 
М2-80В 


М2-700/1200 
MZ-80K. C 
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6-4 ボー レー ト , フ ォ ー マ ッ ト の 変換 


|7 70.1.2525 


LONG 波形 
ビット “I” 


SHORT 波形 
ビ ピット “o” 


トッ プ マ ー ク の 違い 


イン フォ メー ショ ン 
トッ プ マ ー ク デー タ ・ ト ッ プ マー ク 


ドー 一 03E8H 一 = k 20H >| —0BB8H—> 


а әх IN EAA 
L. ° L. 


イン フォ メー ショ ン 
ドッ プ マ ー ク デー タッ ドッツ プ マー ク 


トー 80H——94— —4 


ve IUe 
S LS 
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138 
148 
150 
168 
178 
180 
198 
280 


218 
228 
230 
240 
250 
260 
278 
288 
298 


300 : 


318 
320 
330 
340 
350 
360 
378 
388 
398 
400 
410 
420 
430 
440 
450 
460 


470 : 


480 
490 
588 
518 
528 
530 
540 
550 
560 
570 
580 
590 
600 
610 
620 
630 
648 
650 
668 
679 
688 


` ТАРЕ FORMAT CHANGE 
; FOR ХІ HuBASIC ( ТАРЕ VERSION ) 
CLEAR &HFES3F: AD-&HFE40 
FOR I=0 TO 9999 
READ D$:IF D$-"END" THEN 190 
POKE AD*I,VAL(C"8H"4*D$) 
NEXT I $ 
DATA Е5,П5,С5,Е5,21,60,ҒЕ,01 
DATA 80.00,CD,41,00,D1,C1,F5 
DATA ED,B@,F1.D1 ,E1.C9,END 


CLS:PRINT,"TAPE FORMAT CHANGE":PRINT 

PRINT "1)..MZ-799/89K/C 2)..MZ-2000/80B 3)..Х1" 
INPUT "LOAD FORMAT = ";LF$ 

ON VAL(LF$) GOSUB 318,340,410 

INPUT "SAVE FORMAT = ";SF$ 

ON VAL(SF$) GOSUB 480,540,640 

END 


*MZ-788 LOAD 
D-&H78:GOTO 368 


'MZ-2008 LOAD 

Ds&H41 

GOSUB 800 
J1=&H49:J2=&HFE:GOSUB 750 
F128H28:F2-8H28:GOSUB 830 
RETURN 


"ХІ LOAD 

D-&H2E:GOSUB 800 

J1 =&H41:J2=&H9 :GOSUB 750 
F128H20:F2-8H28:GOSUB 830 


'MZ-780 SAVE 
S1=&H3F:S2=&H3A 
L1=&H81:L2=&H7C 
N3=&HFS :N4=&HS55 
GOTO 589 
"М2-2000 SAVE 
51=8Н24:52=8Н25 
L1=&H5A:L2=&H55 
N3=&H16 :N4=&H27 
N1=&HF8:N2=&H2A 
GOSUB 866 

J1 =&H8A:J2=&HA5 
GOSUB 939 
N-8H880:GOTO 978 


"ХІ SAVE 
S1=&H29:S2=&H18 
L128H44:L2-&H3C 
NI 2&HB8:N2-&HB 
N3=&HE8 :N4=&H3 
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69@ GOSUB 86@ 

700 J1=&HA5:J2=&H8A 

710 GOSUB 938 

720 N-8H20:GOTO 978 

730 : 

748 '-- Information Load Entry 
758 POKE &HI8C4, J1 : POKE&HIOCS, J2 
768 POKE &H69B9 Ј1 :POKE&H69B1 , J2 
778 POKE &H613C, J1:POKE&H613D, J2 
788 RETURN 

798 '-- Delay Counter (Load) 

800 POKE &HDC9.D 

818 RETURN 

820 '-- Top Make Logic (Load) 

838 POKE &HD3B,F1:POKE &HD4E,F2 
840 RETURN 

850 '-- Delay Counter (Save) 

860 POKE %Н094,51:РОКЕ &HD9D,S2 'Short 
878 POKE &HDAF,LI:POKE &HDB8,L2 'Long 
880 '-- Тор Make Lenght (Save) 

890 POKE &HCE2,NI1:POKE &HCE3,N2 
900 POKE &HCEC,N3:POKE &HCED,N4 
910 RETURN 

920 '-- Тор Make Logic (Save) 

930 POKE &HCF0,J1:POKE &HD04,J1 
940 POKE &HCFB,J2 

950 RETURN 

960 '-- Information Byte (Save) 
970 POKE &H108B,N ‘Monitor S Command 
980 POKE &H608D,N "SAVE Command 
998 RETURN 


6-4 ボー レー ト , フ ォ ー マ ッ ト の 変換 


169 


yo の 2 アパ ツー ル 


IOCS を 利用 し て マシ ン 語 お よび BASIC テ キス ト の バッ ク 
アッ プ ・ ツ ー ル を つく っ て み ま し た (リス ト 6-2)。 こ の プロ 
グラ ム で は テー プ が 入っ て いな いと か , テー プ の つめ が 折れ 
て いる か な どの 細か い チ ェ ッ ク は , すべ て IOCS の ルー チン 
に 任せ て いま す 。IOCS の サブ ルー チン に つい て は , 巻末 付録 
を 参照 し て くだ さい 。 

この プロ グラ ム は , 1000H か ら 始 まっ て いま す が , 入力 す 
る と き に は E000H か ら 行 いま す 。 誤り の な いこ と を 確認 
7:6 E003H に 実行 を 移し て くだ さい 。 モ ニタ の G コマ ンド 
で も HuBASIC の CALL 命令 の どちら で も か まい ませ ん 。 
この プロ グラ ム に は , 自分 自身 を IPL か ら 起 動 で きる よう に 
セー ブ す る ルー チン を 含ん で いま す 。 で き あ が っ た テー プ は 
IPL か ら ロ ー ド し て 実行 し て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ を 表示 す 
る の で 使い 方 は わか る と 思い ます 。 


SOY 19 *5959995595*55**55559*2*555*59*9 


IOCS ENTRY 


WRINF EQU 
WRDAT EQU 


RDINF EQU 
RDDAT EQU 


MSG EQU 
PRNT EQU 
ACCDIS EQU 
INKEY EQU 
INPUTF EQU 
BINPUT EQU 
NL EQU 


6-5 バッ クア ッ プ ・ ツ ー ル 


24: 04А7 = LETNL EQU 94A7H 
25: ФАВА = PRNTS EQU 94BAH 
26: 9DEA = MSTOP EQU 9DEAH 
27: Н 
28: 0026 = COLORF EQU 0026H 
29: 9EA5 = KBUFSW EQU 9EA5H 
30: 9EA6 = POINT] EQU 9EA6H 
31: 9EA7 = POINT2 EQU ÜEA7H 
32: ; 
33: 1000 ORG 01000H 
34: ; 
35: 1000 C32310 — START: JP STI 
36: ; 
37: 1003 = IBUFF EQU $ 
38: 1003 = MODE EQU $ ifile mode 
39: 1003 C3 DEFB 9C3H iJP BLDIR 
40: 1004 = FNAME EQU $ 
41: 1004 A3E2 DEFW BLDIR+0D000H 
42: ; 
43: 1006 DEFS 16-2 ifile name 
44: H 
45: 1014 00 PROT: DEFB 99 ;protect mark 
46: 1015 0000 LONG: ПЕРУ 0000 ilength 
47: 1017 0000 ADR: DEFW 9000 ;address 
48: 1019 0000 EXEC: ПЕРУ 0000 ;exec adr. 
49:  181B DATE: DEFS 8 idate 
50: ; 
51: 1023 3100FF STI: LD SP, ØFFØØH ijSet stack pointer 
52: 1026 210010 LD HL,START ;reset ENT. 
53: 1029 222B01 LD (912BH) , HL 
54: 102С 1100ЕЕ LD DE, 0FE00H ;memory max 
55: 102Е EB EX DE, HL 
56: 1030 B7 OR A 
57: 1031 ED52 SBC HL,DE 
58: 1833 224112 LD (MAX) ,HL 
59: ; 
60: 1036 3E97 LD А,7 white 
61: 1038 322600 LD (COLORF),A 
62: ; 
63:  183B 3E0C LD A,9CH ;cls 
64: 103) CD1300 CALL PRNT 
65: ; 
66: 1040 CD5412  ST2: CALL MSGP 
67: 1043 9D9D š DEFB ØDH, ØDH 
68: 1045 43405420 ПЕРМ "СМТ BACKUP TOOL Уегі.йА” 
69: 195C 00 DEFB g 
70: ; 
71: 105) CDA304 ST3: CALL NL 
72: 1060 CD5412 CALL MSGP 
73: 1063 0D DEFB gDH 
74: 1064 53455420 DEFM 'SET CASETTE ТАРЕ IN DECK' 
75: 187C ØD DEFB ØDH 
76: | 187D 50555348 DEFM 'PUSH [SPACE] KEY ' 
8 


77: 108Е 00 DEFB 


1090 CD4012 SPINP 
1893 38AB C,ST2 


1095 210310 HL, IBUFF ;inf. block adr. 
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1098 
109В 
109Е 
19A1 


19A3 


19A6 
19A9 
19AD 
19AE 
1080 


19B2 
1085 
1086 
19C2 
18C4 


19C7 
19CA 
19CD 
19D9 
19D3 
19D6 
19D9 
19DA 
19E2 


19E4 
19E7 
19E8 
1193 
1104 
111A 
111B 
112A 
112B 
1142 


1143 
1146 
1148 
114A 
114C 
114E 
1150 
1153 
1155 


1157 
115А 


115С 
115Е 
1162 
1165 
1168 


012000 
CD4108 
CD1612 
38BA 


CDA311 


2AA112 
ED4B1519 
B7 

ED42 
3915 


CD5412 
00 
4D454D4F 
9D99 
C35D10 


214312 
CD4400 
CD1612 
DA5D16 


52454144 
0000 


С05412 
9D 
59555348 
0D 
5B495D29 
0р 
5B53595D 
9р 
58455020 
00 


CD4C12 
FE20 
2812 
FE03 
2896 
FE45 
CA5D16 
FE49 
29EC 


CDA311 
1888 


210310 
012000 
CD3B99 
CD1612 
DAE419 


BC,0020H 
RDINF 
ERR 
C,ST3 


IPRNT 


HL, (MAX) 
BC, (LONG) 
A 


HL,BC 
NC, ST4 


MSGP 

gDH 

"MEMORY ERROR' 
9DH,9 

ST3 


HL, PROGE 
RDDAT 

ERR 

C,ST3 
MSTOP 
MSGP 

9DH 

"READ ОК." 
9DH,9 


MSGP 
9DH 


jlength 
;read inf. 
serr. check 


sprint inf. 


iCheck length 


;memory err. 


;prog. load adr. 
;read data block 
;err. check 

Е err. 


"PUSH [I] or [SP] or [E] KEY* 


9DH 


'{11 =INFORMATION PRINT* 


9DH 


' [SP]=WRITE TAPE' 


9DH 


"СЕЈ =NEW SOFT WARE SET ' 


HL, IBUFF 
BC. 0020H 
WRINF 
ERR 
C,ST5 


ikey input 
sif [SP] 


iif [BRK] 
sif [END] 


;print inf. 


sprint inf. 


sinf. block adr. 
sinf. length 
iwrite inf. 
;err. check 

sif err. 


143: 
144: 
145: 
146: 
147: 
148: 
149: 
158: 
151: 
152: 
153: 
154: 
155: 
156: 
157: 
158: 
159: 
160: 
161: 
162: 
163: 
164: 
165: 
166: 
167: 
168: 
169: 
170: 
171: 
172: 
173: 
174: 
175: 
176: 
177: 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183: 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
190: 
191: 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 


199: 


198: 


6-5 バッ クア ッ プ ・ ツ ー ル 


116B 21A312 
116E ED4B1519 
1172 CD3E99 
1175 CD1612 
1178 CDEA9D 
117B СЗЕ410 


117E 7C 
117F CD8311 
1182 7D 


1183 F5 
1184 1F 
1185 IF 
1186 IF 
1187 IF 
1188 CD8C11 
118B FI 


118C E69F 
118E C630 
1190 FE3A 
1192 3802 
1194 C607 
1196 CD1300 
1199 C9 


119A F5 
119B 3AA60E 
119E 32A70E 
11А1 FI 
11A2 C9 


11A3 CD5412 
11A6 0D 

11A7 4D4F4445 
ПАС 00 


11AD 110310 
11B9 1А 
11B1 13 
11B2 CD8311 


11B5 CD5412 
11B8 ØD 

11B9 46494C45 
11BE 99 


11BF 0610 


LD HL, PROGE ;Prog. load adr. 
LD BC, (LONG) ;prog. length 
CALL WRDAT write data 
CALL ERR ;err. check 
CALL MSTOP 
JP ST5 ; loop 
; PRTHL 
; print HL reg. width ASC 
in: HL=data 
; out: none 
; dest.: АЕ 
PRTHL: LD А.Н iprint high 
CALL PRTHX :print A 
LD AIL sprint low 
PRTHX: PUSH AF :save AF 
RRA :Shift 4 bit 
RRA 
RRA 
RRA 
CALL ASC sprint ASC 
POP AF 
ASC: AND ØFH 10000 1111b 
ADD A, 30H 
ЄР ЗАН 
JR C,ASCI 
ADD А,7 sif A-F 
ASC1: САЦ. PRNT 
RET 
BUFKIL: PUSH AF 
LD А, (POINTI) 
LD (POINT2),A 
POP AF 
RET 
IPRNT: CALL MSGP іргіті inf. 
DEFB 9DH 
DEFM 'MODE ' 
DEFB 9 
LD DE, IBUFF ;inf. block adr. 
LD A, (DE) ;mode 
INC DE 
CALL PRTHX 
CALL MSGP 
DEFB 8DH 
DEFM "FILE=" 
DEFB 8 
LD B.16 sprint name 
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CDOE12 


CD5412 
gD 
50415353 
00 


1А 
С08311 


С05412 
gD 
53544152 
00 


2A1710 
CD7E11 


CD5412 
0D 
4C454E47 


2A1510 
CD7E11 


CD5412 
0D 
45584543 
00 


241910 
CD7E11 


CDA794 
C9 


1A 

13 
CDC804 
18F9 
C9 


B7 

C8 
116312 
3D 
2815 
116C12 
3D 
280F 
117B12 
3D 
2809 
118812 
3D 
2803 
119712 
CDA704 


PRNTLP 


MSGP 
9DH 
*PASS=・ 
9 


А, (DE) 
РЕТНХ 


MSGP 

9DH 

"START ADR.=' 
9 


HL, (ADR) 
PRTHL 


MSGP 

9DH 
"LENGTH= ' 
9 


HL, (LONG) 
PRTHL 


MSGP 
9DH 
"EXEC= ' 
9 


HL, (EXEC) 
PRTHL 


ERRE: 


6 5 バッ クア ッ プ ・ ツ ー ル 


1236 CD9B99 MSG 

1239 3E97 А,7 :BELL 
123B CD1399 PRNT 

123E 37 iCF=1 
123F C9 


1249 CD4C12 : GETKY ;cur. inp. 
1243 FE20 20H ;if [SP] 
1245 C8 Z 

1246 FE03 3 :if [BRK] 
1248 20F6 NZ, SPINP 

124A 37 iCF=1 

124B C9 


124C CD9A11 E BUFKIL 
124F 3E01 ;:cur. inp. 
1251 C31B00 


1254 ЕЗ : sprint from return adr. 
1255 F5 

1256 7E 

1257 23 

1258 B7 

1259 2805 5990 <-- end 
125B CD1399 

125E 18F6 

1268 F1 

1261 ЕЗ (SP).HL 

1262 C9 


1263 42524541 ERI: "BREAK !!' 
126B 00 @ 


126C 43484543 ER2: ! 'CHECK SUM ERR ' 
127A 00 9 


127B 53455429 ER3: "SET ТАРЕ !! = 
1287 99 9 


1288 57524954 ER4: "WRITE PROTECT ' 
1296 99 


1297 54415945 ER5: "ТАРЕ END ' 
12A9 00 9 


12A1 0000 : 0000 


12A3 = $ 


12A3 3100Ей : SP.0EDODH 

12А6 2100Е0 HL,9E999H 

12A9 110010 DE,START 

12AC 91A302 BC,PROGE-START 
12AF EDB9 

12B1 210010 HL,START 

12B4 222B91 (912BH) ,HL 


12B7 3E9C A,9CH 
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319: 
320: 
321: 
322: 
323: 
324: 
325: 
326: 
327: 
328: 
329: 
330: 
331: 
332: 
333: 
334: 
335: 
336: 
337: 
338: 
339: 
340: 
341: 
342: 
343: 
344: 
345: 
346: 
347: 
348: 
349: 
350: 
351: 
352: 
353: 
354: 
355: 
356: 
357: 
358: 
359: 
360: 
361: 
362: 
363: 


12B9 CD1300 CALL 
12BC CDA304 BLDIR1: CALL 
12BF CD5412 CALL 
12C2 53455429 DEFM 
12CA ØD DEFB 
12CB 59555348 DEFM 
12E4 0D DEFB 
12E5 20202020 DEFM 
1304 0р DEFB 
1305 09 DEFB 
1306 CD4C12 CALL 
1309 FE21 CP 

130B CA0000 JP 

139E FE20 CP 

1310 29AA ЧЕ 

1312 213913 1р 

1315 012000 LD 

1318 CD3B99 CALL 
131B CD1612 CALL 
1З1Е 389C JR 

1320 210000 LD 

1323 014312 LD 

1326 CD3E99 CALL 
1329 CD1612 CALL 
132C 388E JR 

132E CD5412 CALL 
1331 00 DEFB 
1332 4F4B2E DEFM 
1335 0000 ПЕЕВ 
1337 1883 JR 

1339 01 PROGI: DEFB 
133A 4241434B DEFM 
1347 537973 DEFM 
134A 20 DEFM 
134B A312 DEFW 
134D 0000 DEFW 
134F 0000 DEFW 
1351 00000000 DEFB 
1356 000000 DEFB 
1359 - BLDIRE EQU 
1359 END 


PRNT 
NL 


MSGP 

'SET TAPE' 

9DH 

'PUSH [SP] --> SAVE START ' 

9DH 

z [! 1 --> BACKUP TOOL START' 


NZ,BLDIRI 
HL, PROGI 

BC, 9929H 
WRINF 


C,BLDIR1 
MSGP 


8DH 
“ок.” 
9DH, 0 
BLDIR1 


91 
*BACKUP TOOL ' 
'Sys' 


PROGE-0000 
0000 

0000 
00,00,00,00,00 
00,00,00 


$ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 高速 の ロー ド , 
セー ブ が で きる 他 に , カセ モ セット テー プ で 
は で き な い ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァ イ 
ル を 扱う こと が で き , ビジ ネス 用 途 に 威 
力 を 発揮 し ます 。 

本 章 で は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ コ ン 
トロ ー ラ な ど あ まり ハー ド 的 な こと に は 
ふれ ず に , HuBASIC の 管理 を 中 心 に 解 
説 し ます 。 


フロ ッ ピ ー テ イス ク 概 要 


X1 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 仕様 を 表 7-1 に 示し ます 。 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の コン トロ ー ル に は MB8877 (富士 通 製 ) と 
いう LSI が 使わ れ て いま す 。 こ の LSI は ポピュラー な も の で 
既に 解説 書 も 何 冊 か 出 て いま す 。 こ こ で は МВ8877 (以下 
FDC と 略す ) に つい て の 詳し い 解 説 は し な い の で 他 の 文献 
を 参考 に し て くだ さい 。 表 7-2 は FDC に 関す る I/O0 アド レス 
表 で す 。 な お , この うち 0FFDH—0FFFHIZXI Turbo 以外 
で は リザーブ 領 域 と な っ て お り ユ ー ザ ー が 勝手 に 使う こと は 
許さ れ ま せん 。 


ЕЖЕ (>20. 


記憶 密度 (K パイ ト / デ ィ ス ク ) 
アン フォ ー マ ッ ト 時 
フォ ー マ ッ ト 時 
(セク タ / ト ラッ ク ) 


記録 密度 (トラ ッ ク / イ ンチ ) 5876 


トラ ッ ク 密 度 (トラ ッ ク / イ ンチ ) 


モー タ 起動 時 間 ( 秒 ) 


7-1 Zx y C —7 + х 7 


EIBrFocovo7trvza 


コマ ンド ・ レ ジス タ 
ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 


トラ ッ ク ・ レ ジス タ 


セク タ ・ レ ジス タ 


デー タ ゃ レジ メタ 


ドラ イブ ・ セ レク ト , モー タ ON/OFF 


単 密度 記録 (Turbo の み ) 


倍 密 度 記録 (Turbo の み ) 


高密 度 デ ィ ス ク 指 定 (Turbo の み ) 


FDC クロ ッ ク 周 波数 切り 換え (500K/IM) 
(Turbo の み ) 
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HuBASICO74AZBR 


HuBASIC で は , 1 トラ ッ ク を 1 クラ スタ と し ユー ザー 作成 
ファ イル の 最小 の 管理 単位 と し て いま す 。 1 トラッ ク つ まり 
1 クラ スタ は , 256 バ イト の セク タ 16 個 か ら 成 っ て いま す 。 し 
だ が っ て , 1 クラ スタ は 4K バイ ト で あり , た と え 1 バイト の 
プロ グラ ム を セー ブ し て も 4K バイ ト の エリ ア が 使わ れる こ 
と に な り ま す 。 

ディ スク に は こう いっ た ユー ザー 用 の エリ ア の 他 に ディ レ 
クト リ や FAT (File Allocation Table) と いっ た シス テム が 
ファ イル を 管理 する た め の 特 別 な 領域 が 設け られ て いま す 。 

ディ レク トリ に は ファ イル 名 や ファ イル が 入っ て いる クラ 
スタ 番号 な ど が 記録 され て いま す 。 デ ィ レ クト リ の 1 個 分 の 
ファ イル の 構造 は 32 バ イト の 長 さ で 図 7-1 の よう に な っ て い 
ます 。 こ れ は カセ ッ ト の ファ イル * イ ン フ ブフ ォ メ ーション ・ プ 
ロッ ク と ほぼ 同じ よう な 構造 で す 。 デ ィ レ クト を ダン プ し た 
例 を 図 7-2 に 示し ます 。 


| ш 5.2 уона 


00 01 02 03 04 05 06 07 08 090A0BOCODOEOF 1011 121314151617 18I9IAIBICIDIEIF 


` : ファ イル の 種類 を 表わす 
・ KILL され た ファ イル 
: 使用 ディ レク トリ ・ テ ー ブ ル の 終わ り 
・ Bin ファ イル (機械 語 で 書か れ た ファ イル ) 


: Ваз (BASIC テキ スト で 書か れ た ファ イル ) 
・ Asc (ASCII セー ブ さ れ た ファ イル ) 

: FILES で 表示 し な い 0 : 表示 する 

: リー ドア フタ ライ ト ON 0 : OFF 

: 書き 込み 禁止 ファ イル 0 : 書き込み OK 
予備 


Oo シス テム 格納 アド レス (3 バイ ト ) 
ファ イル 本 体 が 格納 され て いる クラ スタ 番号 
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7-2 HuBASIC の ディ スク 管理 


|572 ディ レク トリ の ダン プ 例 


ЖПеуісезі: Record по.= 16 

#Adr. = АТА 'Charactor code 
401000211 43 5A 

301010273 00 82 X 
%01020-02 75 70 ' Start up Ва 
%01030-73 00 82 AS $ 
%01040-42 79 20 'BUtility 
%01050-20 Р 00 82 4”. b 
#01060=41 "'AUtility "Ob 
%01070-6А 8 52 4 
%01080-02 * PSG TRAINER 
#0109й>- £ жу 


` CIRCLE! 
* 19 


' Graphi 


38011A0-02 
4011B0-20 : 
%011С0-02 
#01100=20 
#011Е0=00 
#011Е0=20 2 


SDevicezl: Record no.= 18 
"Adr. = DATA 

#01200=FF FF FF FF FF FF 
#01210=FF FF FF ЕЕ РЕ РЕ 
#01220=ЕЕ ЕР FF ЕЕ FF РЕ EE 
#01230=ЕЕ FE EF EF PP РЕ 
#01240=FF Е ЕР РЕ РЕ РЕ РЕ 
#01250=ЕЕ Р FF FF FF FF FF 
%01260-ЕҒ EF ЕР FF БЕ ВЕ РЕ 


一 方 の FAT は ファ イル ご と の ディ スク の 使用 状態 を 示す 
も の で す 。1 クラ スタ は , 4K バイ ト の 容量 で す が , これ を 越 
える ファ イル も 存在 し , この 場合 2 つ 以 上 の クラ スタ を 使用 
し て 記録 し た な けれ ば な り ま せん 。 と ころ が , ディ レク トリ 領 
域 に は , クラ スタ を 指定 する 領域 が 1 つ し か 用 意 さ れ て いま 
ЖА, そこで, FAT は ディ スク の 使用 状態 と と も に , 2 つ 以 
上 の ファ イル を アク セル し た 場合 の 次 の クラ スタ 番号 を 格納 
し て いま す 。 FAT の ダン プ 例 を 図 7-3 に 示し ます 。 ま た , R 
7-3 は FAT デー タ の 意味 で す 。 

表 7-4 は FAT, ディ レク トリ , IPL の 位置 を 示し た も の で 
す 。 こ の 表 の レコ ー ド 番号 と いう の は ディ スク の トラ ッ ク と 
セク タ 番 号 を 0 か ら の 通し 番号 に し た も の で す 。 た と える ぱ , 
0 トラ ッ ク 1 セ クタ は レコ ー ド 番号 0, 1 トラ ッ ク 3 セ クタ 
は レコ ー ド 番号 18 に あたり ます 。 
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ЕШЕЙ FAT の ダン プ 例 


Start up 


シス テム 領域 
末 使 用 領域 


a Devicezl: Record по.- š 

#Adr. = 'Charactor code 
800Е00-01 96 š 
#00Е10=89 83 8: Я 
800Е20-00 А 
400E30-00 

800Ғ40-00 

99E59=8F 

NO0F69=8F 

# り 0F79=8F 

HU9E89=99 

#00E90=00 

ВИЙҒАЙ-0 0 

«00EB0-00 

НИЙЕСИ= 0 

НИЙЕРИ=И0 

# り 0 ドド り = り り 

# り FEF9=00 


FAT デー タ の 意味 


未 使用 領域 

シス テム 

次 の クラ スタ 

クラ スタ の 終わ り (この デー タ か ら 7F を 引い た 値 が 最終 クラ スタ 
の 使用 セク タ 数) 

未 使用 


182 


7-2 HuBASIC の ディ スク 管理 


ЕЗЕШ ディ スク の 使用 状態 


224~ 239 
240~ 255 
256— 27! 


1232—1247 
1248— 1263 
1264— 1279 


-5 漢字 の プリ ント ・ ア ウト 


現在 , 市 場 に 出回っ て いる X1 用 プリ 
ンタ は , シャ ー プ 純 製 品 ど だ け で も 数 種類 
あり ます 。 こ こ で は , これ ら を 全て に 対 
応 す る こと は で きま せん の で , 最初 に 発 
売 き され だ CZ-800P お な よび これ と 、 ユ ンス パ 
チビ リティ を 持つ EPSON の RP-80II 


(F/T) を 想定 し て 行い ます 。 

他 の プリ ンタ を お 持ち の 方 で も , ЖЖ 
的 な ユン トロ ー ル ・ コ ー ド 体系 や イン タ 
ー フ ェ イ ス 規 格 は 同じ な の で 参考 に な る 
と 思い ます 。 
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セン トロ ニク ス に つい て 


『 セ ント ロニ クス 』 と は 米国 の セン トロ ニク ス 社 が 考案 し 
た プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 規 格 で , 日 本 で も も っ と も 普 
及 し て お り , 独占 的 な 地位 を し め て いま す 。 X1 で も セン ト 
ロニ クス に 準拠 し た 規格 を 採用 し て いま す 。 

この 方 式 は 基本 的 に は 8 ビッ ト ・ パ ラ レ ル ・ デ ー タ を ハン 
ド ・ シ ェ イ ク 方 式 で 転送 する も の で す 。 し か し , タイミング 
の 微妙 な 違い か ら , 同じ ヒ セ ント ロニ クス 準拠 の プリ ンタ と い 
っ て も すべ て X1 に つなげ られ る と は 言い きれ な いよ う で す 。 

図 8-1 が モント ロニ クス ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス の 端子 配列 で , 
8-22: ХІ の プリ ンタ 端子 配列 で す 。 

以下 に セン トロ ニク ス の 各 信 号 の 意味 お よび CZ-800P で 
の 違い を 説明 し ます 。 


EINB-»rn-22z- 


DATA STROBE 
DATA | 
DATA 2 
DATA 3 
DATA 4 


INPUT PRIME 
FAULT 
LIGHT DETECTION 


CHASSIS GND 
+5V 


8-1 セン ドロ ミク ズ に つい そ て 


ИЛЕ 202587 


プリ ンタ 側 


信号 名 
STROBE 
РА 
РА 
РА 


«oO со -4 CO» ы го 


ODATASTROBE (セン ター マシ ン (СОМ) 一 プリ ンタ ) 

プリ ンタ が デー タ を 読み 込む た め の ス トロ ー ブ ・ パ ルス で 
d. 定常 状態 で は H で あり 、L に 落ち た 後に デー タ が 読み 込 
уе 

最少 で も 0.5us の パル ス 幅 が 必要 で す 。 
@—@ DATA 1~8 (СМ. >77 х) 

パラ レル ・ デ ー タ で , H で あれ ば “1", 上 で あれ ば “0" 
を 示し ます 。DATASTROBE が L に な る 前 か ら ACKNLG 
が し に な る まで は ホー ルド され な けれ ば な り ま せん 。CZ-800 
P で の 信号 名 は DATABIT 1—8 
O ACKNLG (CM. 一 プリ ンタ ) 

プリ ンタ が 文字 の 入力 を 完了 し た と き に 出力 する パル ス で , 
404-106 で す 。 次 の デー タ の 転送 要求 パレ ルス と も いえ ます 。 
CZ-800P で の 信号 名 は ACKNOWLEDGE 。 
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@ BUSY (CM 一 プリ ンタ ) 

プリ ンタ が 次 の デー タ を 取り 込め る か 否 か の 状態 を 示し ま 
す 。L の と き デ ー タ の 取り 込み が 可能 で す 。 H の と き は 次 の 
場合 が 考え られ ます 。 

@ デー タ を 取り 込み 中 

e 印字 また は 改行 復帰 中 

e ペー パー フィ ー ド 中 

@ エ ラー が 生じ た 場合 
BPE (CM 一 プリ ンタ ) 

用 紙 が 無く な っ た 場合 に H に な り ま す 。CZ-800P で の 信号 
名 は PAPER END 。 
®5 СТ (CM. 一 プリ ンタ ) 

プリ ンタ の 電源 が 入れ られ て お り , デー タ 受 信 可 能 の と き 
H を 示し ます 。 CZ-800P で の 信号 名 は SELECT 。 
OREA 

CZ-800P で は 0 V に つなが れ て いま す 。 
ФО5СХТ 

CZ-800P で は 未 使用 。 
Фоу 

ロジ ッ ク の GND レベ ル で す 。 
@ CHASSIS GND 

プリ ンタ ・ シ ャ ー シ の GND レベ ル で す 。 
Ф +5У (CM. 一 プリ ンタ ) 

プリ ンタ か ら の + 5V 供 給 。CZ-800P で は 50mA МАХ. 
Ф--Ф TWISTED PAIR GND 

向かい 合っ た 信号 線 と の ツイ スト ペア ・ リ ター ン 用 GND 
レベ ル で , ノイ ズ 対 策 と し て 用 いま す 。 
Ф INPUT PRIME (CM. 一 プリ ンタ ) 

定常 状態 は H で ,L に する と プリ ンタ ・ コ ント ロー ラ の イ 
ニシ ャ ライ ズ を 行い ます 。 プ リン ト ・ バ ッ フ ァ に デー タ が あ 
っ た 場合 は クリ ア さ れ ま す 。 

最小 で 50zs 以 上 の パル ス 幅 が 必要 で す 。 


8-1 セン トロ ニク ス に つい て 


Ф FAULT (CM 一 プリ ンタ ) 


エラ ー 発 生 時 また は 用 紙 が 無く な っ た と き に し に な り ま す 。 
Ф LIGHT DETECTION 


CZ-800P で は 0 V V に つなが れ て いま す 。 
ФФ 
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ノリ ンタ の ル ンド ウエ イン 


ハン ド シ ェ イク と は 相方 が 相手 の 動作 終了 を 確認 し な が ら 
行う デー タ 転 送 の 方 式 で , 非同期 確認 方 式 と も 呼ば れ て いま 
す 。 

プリ ンタ の 場合 , デ ー タ 入力 ・ 改 行 ・ ホ ー ム フィ ー ド な ど 
スピ ー ド の 違う 動作 が 混在 し て いる た め 1 ステ ッ プ の 動作 時 
間 が 一 定 で は あり ませ ん 。 で すか ら 同 期 に た よら な い ハ ンド 
シェ イク 方 式 が 適し て いる と いえ ます 。 

セン トロ ニク ス の 規格 で は , 最低 で 1.54s デー タ を バス に 
出力 し , DATA STROBE の パル ス 幅 は 最低 で 0.5s C+, 

プリ ンタ は DATA STROBE が し に な る と デー タ を 取り 込 
A, それ を 処理 し て いる 間 は BUSY に は H が 出力 され ます 。 

処理 が 終了 後 , ACKNLG に 約 4 一 10xs 間 L が 出力 され て 
次 の デー タ 要 求 を 行い ます 。 

図 8-3 が CZ-800P の タイ ミン グ 図 で す 。 か な り 余 裕 を も っ 
て セン トロ ニク ス 規 格 を 満た し て いま す 。 


ШЫ? 7. 5+— (CZ-800P) 


АТА ВІТ 1-8 


H 1 


L 3 ' 
1.0gsil.0zs! 
MIN.! MIN. 


8-2 プリ ンタ と の ハン ド シ ェ イク 


BUSY を H に し て いる 時 間 TB は 最小 で 150zs , 最大 で 
(印字 + 復帰 + 改行 ) 時 間 と 示さ れ て いま す 。 長く と も 1 
回 の フォ ー ム ・ フ ィ ー ド の 時 間 ( 約 13 秒 ) 以上 BUSY が HO 
と き は エラ ー が 発生 し た と みな し , エラ テー 処理 へ 飛ば す の が 
適切 と 思わ れ ま す 。 

ちな み に , セン トロ ニク ス の ハン ド シ ェ イク 方 式 で デー タ 
を 送る タイ ミン グ は , ①BUSY 2: L に 落ち た 時 点 ,②ACKNLG 
2: L に 落ち た 時 点 の 2 通り の 方 法 で 知る こと が で きま す が , 
その 両方 を 検知 する 必要 は あり ませ ん 。 

X 1 で は BUSY に よっ て タイ ミン グ を 取っ て いま す 。 


8-2-1 ハン ド シ ェ イク の 実際 
X 1 で は プリ ンタ 用 に 次 の I/O ポー ト を 使用 し て いま す 。 


1/O アド レス 


1A00H ビッ ト 0~ ビ ッ ト 7 出 カ データ 


1A01H ビッ ト 3 BUSY 
1A02H ビッ ト 7 STROBE 


よっ て , 実際 の プロ グラ ム で は リス ト 8-1 の よう に 行い ます 。 
これ は PRNOUT と いう 名 前 の サブ ルー チン 形式 に し て あり ま 
す 。 

先 に 説明 し た よう に , 約 13 秒 以上 BUSY 信号 が 返っ て こ な 
いと き は エラ ー と みな し , キャ リー を 1 に し て 復帰 し ます 。 
正常 復帰 は CY= 0 で す 。 

さて , プリ ンタ の 電源 が 入っ て いな いと き に アク セス を 行 
っ て し まい , 途中 で あわ て て プリ ンタ の 電源 を 入れ た 場合 は 
どう な る で し ょ うか 2? 電源 が OFF な ら ば BUSY 信号 も し L 
で あり , X 1 は 出力 デー タ を 1 バイ ト 送 っ て し まい ます 。 そ 
の た め , 途中 で 電源 を 入れ て も 最初 の 1 文字 は 失 な われ て し 
£v, 印字 され ませ ん 。 そ れ に 気づか ず に 長い プロ グラ ム を 
最後 まで 印字 し た が , 最初 の 1 文字 が 出 な か っ た た め に 打ち 
直し , と いう こと が 起き て し まい ます 。 
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この よう な 失敗 を ふせ ぐために は , 1 行 の 先頭 に 00H と い 
う コ ー ド を 挿入 し て お きま す 。 た っ た これ だ け で も か な り 使 
い 勝手 が 良く な り ま す 。 


リス ト 8 1 


PRINTER ACCESS 
LIST 8-1 
9A999H 
060B B,11 ‘String Length 
2111A9 HL,STRING- 1 ‘String Top Adrs 
: BC 


;1Byte Print Out 
; A = DATA 
iCY = 1 THEN Error 


9 
48656C6C STRING: 'Hello ХІ" 
9A ЙАН 


00 ERROR: ;Error Problem 


A91E F5 PRNOUT: AF 
AOIF 010000 BC, 0 jiLoop Counter 
A022 D,11 iLoop Counter 
A024 : BC 
A025 Li BC, 1A01H 28255 Port В 
A028 A, (C) 
A02A BC 
З,А ;Bit 3 = Busy 
Z,PRN 
B 
NZ.BUSY 


C 
NZ,BUSY 
D 


NZ,BUSY 
ERR 


91991A РЕМ: BC, LAQ0H :8255 Port A 
Fl 
> ED79 iData Out 


@1021А ВС, 1A02H :8255 Port 
ED78 А, (С) 
СВВЕ 7,A ; STROBE/ 
ED79 (С),А 
СВЕЕ 7,А : STROBE/ 
A94B ED79 (О.А 
A04D B7 iCY =й 


A94E C9 


A94F FI 
A050 37 
А051 C9 


A052 


82 プリ ンタ と の ハン ド シ ェ イク 


iCY = 1 


, 


'Device Off Line' 
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コン トロ ー ル コー ド 体 系 


プリ ンタ に 送る 印字 デー タ は 通常 は ASCII コー ド で す 。 し 
か し , 印字 デー タ だ け で は プリ ンタ の 持っ て いる 各種 の 機能 
を 使い きる こと が で きま せん 。 そ こ で , 印字 デー タ の 他 に 動 
作 を 行わ せる コー ド が 決め られ て お り , そ れ を コン トロ ー ル ・ 
コー ド と 呼び ます 。 

また , 印字 ・ 改 行 と いっ た 基本 動作 より 高度 な こと を 行わ 
せる に は , ESC (1 BH また は 27) に つづ く 数 バイ ト を コン 
トロ ー ル ・ コ ー ド と し て 使用 する の が 一 般 的 で す 。 

基本 的 な 動作 (印字 ・ 改 行 等 ) は どの プリ ンタ も ほとん ど 
統一 され て いま す が , グラ フィ ッ ク の 印字 な ど 高 度 な 機能 に 
関し て は 各社 まち まち で ある の が 現状 で す 。 エプソン より コ 
ント ロー ル ・ コ ー ド 体系 の 世界 統一 規格 (ESC/P) が 提案 さ 
れ て いる の で , 今後 の 動 行 に 注目 し た いと ころ で す 。 

以下 で は , CZ-800P の コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 説明 し ます 。 


6-0-1 1 バイ トコ ー ド 


eCR (ODH) キャ リッ ジ ・ リ ター ン 


CR の み 受 信 ……………… 何 も 動 作 し な い 。 

デー タ CR 受信 ………… デー タ を 印字 (改行 は し な い )。 
eLF (AH) ライ ン ・ フ ィ ー ド 

LE の み 受 信 ……………… 1 行 改 行 。 

デー タオ LF 受信 ………… デー タ を 印字 後 。 改行 。 


eFF (0CH) ホー ム ・ フ ィ ー ド 

プリ ント ・ バ ッ フ ァ 内 の デー タ を 印字 後 , 次 の フォ ー マ ッ 
ト の 先頭 まで 用 紙 を 送る 。 
@CAN (18H) キャ ン セ ル 

プリ ント ・ バ ッ フ ァ 内 の デー タ を クリ ア す る 。 た だ し , 7 
ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ド は 実行 され る が , 拡大 文字 状態 は 解除 


8-3 コン トロ ー ル ・ コ ー ド 体系 


され る 。 
@DC1 (11H) 

プリ ンタ を SELECT (受信 可能 状態 ) に する (初期 状態)。 
@DC3 (13H) 

プリ ンタ を ロー カル (受信 不可 能 状 態 ) に する 。 以 後 は DC1 
以外 は 受け つけ な い 。 


8-3-2 フィ イード, スキ ッ プ 関係 
eESC +6 (1ВН+36Н) 

1/6 イ ンチ の 改行 ピッ チ を 指定 する (初期 状態 )。 
@ESC 十 8 (ІВН --38Н) 

1/8 イ ンチ の 改行 ピッ チ を 指定 する 。 
€ ESC +%+9+n (1 BH +25H +39H + n) 

n/144 イ ンチ の 改行 ピッ チ を 指定 する 。n が 0 の と き は 無視 
され る 。 
e ESC + VT + ni + n2 (1BH 十 0BH +n + n) 

n, n; に より 定め られ た 行 数 だ け 紙 送り を 行う 。 行 数 は mx 
10+ n。 行 と な る 。 
@ESC + F +n1 + n2 (1 BH +46Н + ni + n) 

ペー ジ 長 を 設定 する 。ni , n, は 10 進 数 で , (n, X10+ п) 
2 インチ に 設定 され る 。 
eESC +5 (1BH + 35H) 

現在 の ヘッ ド の 位置 が ペー ジ の 先頭 に な る よう モッ ト す る 。 
e DC4 十 0 まだ は mn…| +?(14H+ 30H ま た は n…| + ЗЕН) 

垂直 タプ 位置 を 設定 する 。 タフ 位置 で な い 行 に は 0 を 置き , 
タプ 位置 に 設定 し た い 行 に n を 置く 。n は 1 一 14 ま で で , + 
ャ ン ネ ル No. を 表す 。 

チャ ン ネ ル No. は 下記 の 値 で 指定 する 。 


195 


196 


チャ ン ネ ル 1 


eVT+n(0BH +n) 
垂直 タブ を 実行 する 。n は チャ ン ネ ル No. 。 


8-3-3 印字 サイ スズ, 印字 数 
eESC+R (ІВН--52Н) 

10CPI 文字 (普通 文字 ) を 指定 する (初期 状態 )。 
@ESC 十 E (1BH + 45H) 

12 CPI 文字 (縮小 文字 ) を 指定 する 。 

ФЕЅС +U (1BH + 55H) 

横 方 向 の 2 倍 拡 大 文字 を 指定 する 。 

10 CPI ベー ス の 場合 は 5 CPI 文字 に な り , 12 CPI ベー ス 
の 場合 は 6 CPI 文字 に な る 。 行 の 印字 途中 で も 文字 単位 で 切 
換 可 能 。 

ФЕ5С-- А (1BH + 41H) 
1 行 の 印字 数 を ロン グ ・ ラ イン に 切り 換え る (初期 状態 )。 
1 行 の 印字 数 は 次 の よう に 文字 サイ ズ に よっ て 異な る 。 


ur 
e ESC + B (1BH + 42H) 
1 行 の 印字 数 を ショ ー ト ・ ラ イン に 切換 える 。 


8-3 コン トロ ー ル ・ コ ー ド 体系 


8-3-4 グラ フィ ッ ク の 印字 
@ESC+%+ 2 +nı+n2 (ІВН--25Н +32H + п, + п) 
グラ フィ ッ ク 印 字 の デー タ 数 を 指定 し , 印字 を 開始 する 。 
n, nz は 16 進 で , デー タ 数 を 示す 。 ni の 上 位 4 ビッ ト は 常に 0 
と みな され る の で 1 行 に 印字 で きる デー タ の 数 は 1024 個 。 


印字 ヘッ ド と デー タ の 対応 
ヘッ ド ピ ン 1@MSB デー タ 


ヘッ ド ピ ン 8@LSB デー タ 

指定 され た デー タ 数 だ け グ ラフ ィ ッ ク 印 字 を 行っ た 後 は 通 
常 の 印字 に 戻る 。 1 行 中 に キャ ラク タ と グラ フィ ッ ク の 混在 
が 可能 。 
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ドコ ピー 


HuBASIC に は HCOPY と いう 強力 な ハー ド ・ コ ピー 命 
令 が 含ま れ て いま す が , これ で ハー ド ・ コ ピー を 行う と 画面 
の 1 ドッ ト が プリ ンタ で は 4 ドッ ト に 相当 し て いる た め 大 き 
な 文字 に な っ て し まい , スピ ー ド も 遅く な り ま す 。 

ここ で は , 2 種類 の ハー ド ・ コ ピー プロ グラ ム を 紹介 し ます 。 


8-4-1 キャ ヤラ クタ こと PCG 


リス ト 8-2 が PCG を 含め た 文字 の ハー ド ・ コ ピー プロ グラ 
ム で す 。 プ ログ ラム を 短く する た め に IOCS を 利用 し て いま す 。 
また , PCG RAM か ら PCG フォ ント ・ デ ー タ を 読み 取っ 
て , ワ ー ク ・ エ リア で R・G・B の 各 デ ー タ の OR を と っ て いる 
点 に も 注目 し て くだ さい 。 さ ら に グラ フィ ッ ク も 合成 し た い 
場合 は キャ ラク タ も フォ ント ・ デ ー タ と し て 読み 出し て お く 
こと か 必要 と な り ま す 。 こ の プロ グラ ム で は ハー ド ・ コ ピー 
の スピ ー ド を 速く する た め に キャ ラク タ を グラ フィ ッ ク 印 字 
する こと は 行っ て いま せん 。 

文字 は その まま ASCI コー ド て 送り , 印字 する こと が で き 
ます が , PCG の 文字 は デー タ を 1 度 変更 し て か ら グ ラフ ィ ッ 
ク 印 字 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 


PCG デ ー タ 変換 例 
印字 デー タ 


18H 7AH ЕЕН ЕРЕН ТАН 18H 00H 00H 


| | ]ee | | | | -MSB 
| eee e | | | 


jejejejejeje] | | 
[| |өө |||] 


О осо Qn дь CO rO ~ 


0033 
004A 
1205 
120С 


0007 
99E9 


C999 


C000 
C003 
C004 
C006 
C007 
C00A 
C90B 
C00C 
C99D 
C99F 
C910 
C013 
C015 
C018 
C019 
C91A 
C91B 
C91C 
C91E 
С@2@ 
C022 
C023 
C024 
C026 
C027 
C028 
C029 
C92C 
C92F 
C932 
C034 
C037 
C038 
C0 3B 


C93C 
C93D 
CO3E 
С@ЗЕ 
C040 
C042 
C045 
C047 


ЗАЕ900 
67 
2E99 
E5 
010030 
09 

ЕВ 

ЕІ 
0620 
09 
CDD512 
8EI9 
3A0700 
47 

C5 

44 

4D 
ED78 
CB6F 
291A 
42 

4B 
ED78 
C1 

13 

23 
CDDC12 
CD4A00 
CAD512 


21В6С0 
08608 
3600 


8-4 ハー ドコ ピー 


HCOPY Character & PCG 


LIST 8-2 
£ == ЕШТУ -- 
CGREAD EQU 9933H iRead CG ROM/RAM 
BRKCHK EQU 004АН :Break Check 
CRILPL EQU 12D5H 
ACCLPL EQU 12DCH iPrinter Out 
? -- Work -- 
WIDTH9 EQU 0007H 
INIADR EQU 99E9H VRAM Offset 
ORG 9C999H 
LD A、(INIADR) jiOffset Read 
LD H,A 
LD L,9 
PUSH HL 
LD BC, 3000H 
ADD HL, BC 
EX DE, HL ;DE = Text Тор Adrs 
POP HL 
LD B,20H | 
ADD HL,BC ІН, = Attribute Тор Adrs 
CALL CRILPL 
LD C25 iLine Count Set 
LOOPY: LD А, (WIDTH0O) iColumn Count Set 
LD В.А 
LOOPX: PUSH BC 
LD B,H 
LD С, 
IN A,(C) 
BIT 5,A ;Bit 5 = 1 Then PCG RAM 
JR NZ,PCG 
LD B,D 
LD С,Е 
IN A、(C) ;A = ASCII 
PCGRET: POP BC 
INC DE 
INC HL 
CALL ACCLPL iPrinter Out 
CALL BRKCHK 
JP Z,CRILPL ;Break Key In 
DJNZ LOOPX 
CALL CRILPL 
DEC С 
JP NZ,LOOPY 
RET 
PCG: PUSH DE :PCG Print Out 
PUSH HL 
LD B,D 
LD С.Е 
ІМ A、(C) iA = ASCII 
LD HL, WORK 
LD B,8 


LP: ;Work Clear 
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: | C049 23 
61: — C044 19FB 
62:  C94C 1E15 
63: С04Е CD8BC9 
64: | C051 CD8BC9 
: | C054 CD8BCO 


: C057 1608 
68: C059 21AEC9 
69: С05С 01B6CO 
70: | C85F 1E98 
71: C061 3600 


72: | C863 BA 
73: | C864 F5 
74: | C865 E680 
75: | C067 B6 
76: | C068 07 
77: | C069 77 
78: | C86A FI 
79: | C06B 07 
80:  C96C 82 
81: С06) 03 
82:  C86E ID 


83:  C96F C263C9 

84: С072 23 

85: C873 15 
: | C974 C25CCO 


HL 
LP 
Е, 15H 
CGRD 
CGRD 
CGRD 


D,98H 
HL. PCGDAT 
BC, WORK 
E, 08H 
(HL),9 

A, (BC) 

AF 

80H 

(HL) 


(HL),A 
AF 


(BC),A 
BC 

E 
NZ,LOOP2 
HL 

D 
NZ,LOOP1 


: C077 21A9C9 
89: С@7А 060C 


90: С07С 7E 

91:  C07D CDDC12 
92: C980 23 

93: C081 05 

94: C082 С27СС0 
95: C085 7E 

96: C086 EI 

97: | C887 DI 

98: 


99: C888 C326C0 


101: С08В F5 
102: С08С D5 
103: С08р 21AEC9 
104: С090 57 
105: C891 CD3300 
106: — C094 DI 


187: С095 IC 
108: | C096 21В6С0 
109: | C099 91AEC9 
110: — C99C 1608 


lll: C09E ВА 
112: СӨ9Е B6 
113: COAG 77 
114: СВА! 23 
115: С0А2 03 
116: С0АЗ 15 
117: С@А4 C29EC9 


C9A7 Fl 


LOOP3: 


CGRD: 


DATAOR: 


LOOP4: 


HL,PCGDAT-5 
B,12 

A, (HL) 
ACCLPL 

HL 

B 

NZ, LOOP3 

A, (HL) 

HL 

DE 


HL , WORK 
BC, PCGDAT 
D, 8 

A, (BC) 
(HL) 
(HL).A 

HL 

BC 


D 
NZ,LOOP4 
AF 


iPCG Blue 1/0 Adrs 
Blue 
Кей 

;Green 


;Convert 8Byte Data 


;1Byte Convert 


;Set Print Data Top 
;Data Length - 1 


;Printer Out 


iLast Data 


;Return 


{РСС Data Read 


iCG Data Read 


:OR WORK , PCGDAT 


8-4 ハー ドコ ピー 


C9A8 C9 RET 


C9A9 1В253200 DEFB 1BH, 25H, 32H, BOH. 08H 
8 


C9AE PCGDAT: DEFS 
C9B6 WORK: DEFS 8 


COBE END 


8-4-2 722492 

リス ト 8-3 が GRAM 1 (Blue) の ハー ド ・ コ ピー を 行う プ 
ログ ラム で す 。 GRAM の 先頭 より ラス タ 順 に 8 バイ トブ づつ ワ 
ー ク ・ エ リア に 取り 出し て , 変換 し た 後に グラ フィ ッ ク 印 字 
を 行っ て いま す 。 


HCOPY Graphic 
; LIST 8-3 


$ == Entry == 
994A BRKCHK EQU 994AH ;Break Check 
12D5 CRILPL EQU 12D5H 
12DC ACCLPL EQU 12DCH ;Printer Out 
+ += Work == 
0007 WIDTH9 EQU 0007H 
99E9 INIADR EQU 99E9H 


cO Oo У) Ф Qn >» WN 


C000 0C000H 

C000 ЗАЕ900 А, CINIADR) iOffset Read 
C003 67 

C004 2Е00 

C006 010040 

C009 09 

C99A 44 ;BC = Graphic Тор Adrs 
C99B 4D 

C00C CDD512 

C99F 1619 ;Line Count Set 
C011 3A0700 : A, CUIDTHO) :Column Count Set 
C014 5F E,A 

C015 6F L,A 

C016 2600 Н,0 

C018 29 HL, HL 

C019 29 HL, HL 

C91A 29 HL,HL 

C91B 7С А.Н 


201 


202 


C91C 
C91F 
C020 
C023 
C024 
C027 
C029 
C02A 
C92D 
C92E 
C030 


C031 
C032 
C033 
C035 


C038 
C03A 
C93B 
C93C 
C93D 
C93F 
C040 
C941 


C044 
C046 
C049 
C94C 
C94E 
C94F 
C050 
C051 

C052 
C053 
C054 
C055 
C056 
C057 
C058 
C95A 
C95B 
C95E 
C95F 


C062 
C063 
C064 
C067 
C069 
C06A 
C96B 


C86E 
C971 
C072 
C075 


32A2C0 
7D 
32A3C9 
c5 
219ВС@ 
0609 
7E 
CDDC12 
23 
10F9 
C1 


С5 

D5 
1E98 
2193С0 


ED78 
77 

23 

78 
C698 
47 

1D 
C238C9 


9E98 
110080 
2193С0 


C246C0 


DI 

C1 
CD4A99 
289D 
93 

1D 
C231C0 


CDD512 
15 
С211С0 
C9 


(LENGTH) ,A 
А. 
(LENGTH*1),A 
BC 


C 
NZ,LOOP3 


DE 

BC 
BRKCHK 
Z,BRK 
BC 


E 
NZ,LOOPX 
CRILPL 


D 
NZ,LOOPY 


iBit Length Set 


iPrinter Code Out 


;GRAM Data Set 


iConvert 8Byte Data 


i1Byte Convert 


iPrinter Out Bit Data 


;Break Check 


30п Other Line 


Return 


C076 
C077 
C078 
C07B 


C082 
C083 
C084 
C086 
C089 
C98B 
C98E 
C090 


C093 
C99B 
C99F 
C0A2 


C0A4 


AF 


WORK: 


1B25399E CODE: 


1B2532 
0000 


LENGTH: 


А, (WIDTH9 ) 
E,A 
D 


NZ, BRK 
CRILPL 
A. 1BH 
ACCLPL 
A, 36H 
ACCLPL 


8 

1BH, 25H. 39H, ЕН 
1BH, 25H, 32H 
00,00 


8-4 ハー ドコ ピー 


Break Plobrem 


Lest Bit 


Қопа! Feed 1/6Inch 


;Break Return 


:Feed Inch = 14/144 
:Printer Bit Image Code 
;Bit length 


320X200 ド ッ ト 表 示 モ ー ド で は 縦横 比 が 画面 と プリ ンタ と 
で ほぼ 同じ に な り ま す (サー クル を 描く と 良く わか り ま す )。 
GRAM 2,3 と 重ね て コピ ー を 取り た い 場 合 は , ワ ー ク ・ エ 
リア 上 で 各 デ ー タ の OR を と る と 良い で し ょ う 。 
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漢字 の プリ ント アウ ト 


漢字 ROM より 読み 出さ れ た フォ ント ・ デ ー タ は 16x16 ド ッ 
F (32 ペ イト ) で す 。 よ っ て 。 ブリ ンタ で は グ プ ル ・ Ара 


ー ク で は じ め て 1 行 印字 きれ ます 。 


| сав 5 Ее フォ ント ・ デ ー タ 格納 順序 


また , 漢字 デー タ の 格納 順 は 図 8-5 に 示す と お り で , これ を 
プリ ンタ 用 の デー タ に 変換 し な けれ ば な り ま せん 。 リ スト 8-4 
が 漢字 印字 プロ グラ ム で す 。 


リス ト 8 4 


994A 
12D5 
12DC 


co Oo —1 O5 Qn AUN — 


с000 


C000 2160С0 
C003 ES 
C004 110800 
C007 19 
C008 EB 
C009 E1 
C99A 9E92 
C96C 3E92 
C99E 87 


KANJI Print Out 


> -- Entry 
BRKCHK EQU 
CRILPL EQU 
ACCLPL EQU 


B 


994AH 
12D5H 
12DCH 


0C000H 


HL,KDATA 
HL 
DE,9998H 
HL,DE 
DE, HL 

HL 

C,2 

А,2 

А,А 


LIST 8-4 


;Break Check 


;Printer Out 


String Top 


String Top * 8 


String Length 


8-5 漢字 の プリ ント ・ ア ウト 


LD А.Н 
: 326BC9 LD (LENGTH) ,A Bit Length Set 
31: С01С 7D LD AL 
32:  C91D 326CC0 LD (LENGTH*1),A 
33: C020 2164C0 LD HL, CODE 
34: C023 0609 LD B,9 
35: C025 7E LOOP2: LD A,(HL) 
36:  C926 CDDC12 CALL ACCLPL 
37: | C029 23 INC HL 
38:  C92A 10F9 DJNZ LOOP2 
39: С02С El POP HL 
40:  C02D СІ POP BC 
41:  C92E C5 LOOP3: PUSH BC 
42:  C82F D5 PUSH DE 
43: C030 E5 PUSH HL 
44: C031 9E98 LD C,8 
45: C033 110080 LOOP4: LD DE, 8000Н iConvert 8Byte Data 
46: C036 0608 LD В,8 
47: | C038 El POP HL 
48: C839 E5 PUSH HL 
49: СОЗА 7E LOOP5: LD A, (HL) :1Вуёе Convert 
50: CB3B F5 PUSH AF 
51 СӨЗС А2 AND D 
52 C93D B3 OR E 
53 С@ЗЕ 07 RLCA 
54 С@ЗЕ 5F LD E,A 
55: C040 Fl POP AF 
56 C041 07 RLCA 
57 C042 77 LD (HL),A 
58 C943 23 INC HL 
59 C044 10Е4 DJNZ LOOP5 
60 C046 7B LD ҺЕ 


;Printer Out Bit Data 
NZ,LOOP4 


64:  C94E El POP HL 

65:  C94F 111000 LD DE,0010H 

66: C052 19 ADD HL,DE ІН, = HL + 16 

67: | C853 DI POP DE 

68: C054 СІ POP BC 

69: C055 1007 DJNZ LOOP3 

70: | C057 CDD512 CALL CRILPL 

71: С05А CD4A99 CALL BRKCHK ;Break Check 

72:  C95D C8 RET 2 

73: | C85E ЕВ EX DE, HL 

74: | C05F 0р DEC C 

75: | C860 C20CCO JP NZ,LOOP1 

76: | C063 C9 RET ‘Return 

77: ; 

78:  C964 1В253910 CODE: DEFB ІВН, 25H, 39H, 1ØH ;Feed Inch = 16/144 
79: | C068 1B2532 DEFB ІВН, 25H, 32H ‘Printer Bit Image Code 
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206 


C96B 


C96D 
C071 

C075 
C078 
C97D 
C981 

C985 
C989 


C98D 
C991 
C995 
C999 
C99D 
C9A1 
C9A5 
C9A9 


C9AD 


0000 LENGTH: DEFB 00,00 ;Bit length 


007D4444 KDATA: 88H, 7DH, 44H, 44H ;KANJI 'SHYO' Data 
44447C45 44H, 44H, 7CH, 45H 

44444444 44H, 44H, 44H, 44H 

7C404000 7CH, 40H, 40H , 00H 

BYFE2222 OOH, ØFEH, 22H, 22H 

4242829C I 42H, 42H, 82H, ØCH 

99FE8282 99H,9FEH,82H,82H 

8282FE82 82Н,82Н,0ҒЕН,82Н 


937C9898 93H, 7CH, 98H, 08H ;KANJI 'WA' Data 
987F9818 88H, 7FH, 08H, 18H 
1C2A2A48 1CH, 2AH, 2AH, 48H 
08080808 08H,08H, 08H, 08H 
0000007E OOH, 00H, 00H. 7EH 
42424242 42H, 42H, 42H, 42H 
42424242 42H, 42H, 42H. 42H 
427E4200 42H, 7EH, 42H, 00H 


漢字 ROM か ら の 読み 出し は 省略 し て いま す 。 す で に ワー 
ク ・ エ リア に 漢字 デー タ が 1 行 分 セット され て いる も の と し 
ます 。 こ こ で は 例 と し て 『 昭 和 』 の 2 文字 分 の デー タ を 使用 
し て いま す 。 

この プロ グラ ム で は ワー ク ・ エ リア に セッ ト され た 漢字 ROM 
と 同じ フォ ー マ ッ ト の デー タ を 破壊 せ ず に 1 行 分 印字 し て い 
ます 。 

た だ し , リス ト 8-4 で の 印字 は 図 8-6 の 通り , か な り 大 き な 
字体 に な っ て し まい ます 。 

プリ ンタ の フィ ー ド 量 調節 と 縮小 文字 機能 を 使っ て 通常 
の 印字 と 同じ ぐら い の 大 き さ で 漢字 を 打 た せる こと が で きま 
す 。 そ の た め の プ ログ ラム が , リス ト 8-5 で す 。 


| zo РОТ Ens m (原寸) 


8-5 漢字 の プリ ント ・ ア ウト 


1: 
2: KANJI Print Out 2 
3: LIST 8-5 
4: $ 
5: ; == Entry == 
6: 004A = BRKCHK EQU 994AH Break Check 
7: 12D5 = CRILPL EQU 12D5H 
8: 12DC = ACCLPL EQU 12DCH ;Printer Out 
9: H 
: C000 9C999H 
11: ; 
12: С000 219ВС@ LD HL,KDATA ;HL = String Top 
13: C003 3E92 LD A.2 iA = String Length 
14: C805 CDOECO CALL KANJI 
15: С008 2803 JR Z.BRK :ZF 71 Then Break 
16: C0O0A CDOECO CALL KANJI 
17: Cg9D C9 BRK: RET 
18: ; 
19: СВЕ F5 KANJI: PUSH AF 
20:  CØØF E5 PUSH HL 
21: C010 87 ADD A,A 
22: C911 CA84C9 JP Z,EXT 
23: ; 
24: C014 E5 PUSH HL 
25: C915 3243C0 LD (COUNT*1),A 
26: C818 2600 LD Н,0 
27: С@1А 6F LD L,A 
28: С01В 29 ADD HL, HL 
29: С01С 29 ADD HL, HL 
30: С01р 29 ADD HL, HL 
31: СИЕ 7C LD А.Н 
32: С@1Е 3299C0 LD (LENGTH) , A :Bit Length Set 
33: C022 7р LD A,L 
34: | C023 329AC9 LD (LENGTH*1),A 
35: | C026 El POP HL 
36: ; 
37: | C027 1190C0 LD DE, ESCF :2/144 Feed & Elite Size 
38: ; 
39: | C02A 0606 LD B,6 
40:  C92C 1A LOOP1: LD А, (DE) 
41:  C02D CDDCI2 CALL ACCLPL 
42: C930 13 INC DE 
43: СӨЗІ 19F9 DJNZ LOOP1 
44: ; ーー 
45: C033 0602 LD В,2 
46: C035 C5 LOOP2: PUSH BC 
47: ; 
48: C036 1196С0 LD DE, ESCG ;Bit Image Mode 
49: C939 0605 LD B,5 
50: СӨЗВ 1А LOOP: LD A, (DE) 
51:  C83C CDDC12 CALL ACCLPL 
52: СӨЗЕ 13 INC DE 
53: C940 19F9 DJNZ LOOP 
54: ; 
55: C042 0600 COUNT: LD В,0 
56: С044 C5 LOOP3: PUSH BC $--—-- 
57: | C845 E5 PUSH HL 
58: C046 9E98 LD C,8 
59: C848 110080 100Р4: LD DE, 8000H ‘Convert 8byte Data 
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C04B 0608 
С04р El 
С@4Е ES 
C94F ТЕ 


C050 
C051 
C052 
C053 
C054 
C055 
C056 
C057 
C058 
C059 
C05A 
C95C 


C9A7 


1B361B52 ESCN: 
1В253902 ESCF: 
1B45 
1B2532 
0000 


ESCG: 
LENGTH: 


997D4444 KDATA: 
44447C45 
44444444 
7C404000 


C9AB 00ҒЕ2222 


СВАЕ 


4242820C 


;1Ву+е Convert 


;Printer Out Bit Data 


DE,9919H 
HL,DE 
BC 
LOOP3 


CRILPL 


1BH, 36H, 1BH, 52H 
1BH, 25H, 39H, 02H 
1BH, 45H 

1BH, 25H, 32H 

0,0 


80H, 7DH, 44H, 44H 
44H, 44H, 7CH, 45H 
44H, 44H, 44H, 44H 
7CH, 40H, 40H, 00H 
00H, ҒЕН, 22H, 22H 
42H, 42H, 82H, 0CH 


SHL = HL +16 


;Normal Feed & Size 


: Normal 

;Feed Inch = 2/144 
;Elite Size 

;Printer Bit Image Code| 
;Bit Length 


iKANJI 'SHYO' Data 


8-5 漢字 の プリ ント ・ ア ウト 


C9B3 99FE8282 99H,9FEH,82H,82H 
C9B7 8282FE82 82H,82H,9FEH,82H 


C9BB 037С0808 93H,7CH,98H,98H ;KANJI “ША” Data 
COBF 987F9818 08H, 7FH, 08H, 18H 
C9C3 1C2A2A48 1CH,2AH,2AH,48H 
Сост 08080808 98H, 08H, 08H. 08H 
COCB 9099997E OOH, OAH, 00H, 7EH 
С@СЕ 42424242 42H, 42H, 42H, 42H 
CgD3 42424242 42H, 42H, 42H, 42H 
C9D7 427E4299 42H, 7EH, 42H, 00H 


CDB 


こち ら は 完全 な サブ ルー チン 形式 に な っ て お り , HL レジ 
スタ に 漢字 デー タ の 先頭 アド レス を , A レジ スタ に 1 行 の 字 
数 を 入れ て コー ル し ます 。 こ の 例 で は 『 昭 和 』 と いう 漢字 を 
2 行 出力 し て み ま し た ( 図 8-7)。 


ЕТЕШ хован (t) 


昭和 
昭和 


9 ピ シ の デリ シタ で も ソフ トウ ェ ア の 工夫 し だ いで 。 これ 
だ け の 印字 品質 で 漢字 印字 が 可能 と な り ま す 。 
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IPL (Initial Program Loader) は , 
通常 電源 投入 時 に 1 度 だ け 実 行き れ て , 
外部 ファ イル (テー プ や ディ スク な ど ) 
か ら シ ステ ム ・ ブ ログ ラム (BASIC が そ 
の 代表 ) を 読み 込み , 制御 も それ に 移し 
ます 。 ХІ の IPL に は この 他 に テレ ビタ 
イマ ー 用 の プロ グラ ム も 入っ て いま す が , 
中 に は 汎用 的 に 使え る サ プ ズル ルー チン も みあ 
る の で 、 こ こ で は その 解析 と 活用 例 に つ 
いて 述べ て いき ます 。 
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IPL ROM 概要 


IPL は 電源 投入 時 に 実行 され , 外部 ファ イル か ら シ ステ 
ム ・ プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 で すか ら , シス テム ・ プ ロ 
グラ ム を 自作 し よう と 思っ た 場合 , IPL ROM の 管理 も 重要 
に な っ て きま す 。 

また , X1 の IPL ROM に は ロー ダー プロ グラ ム の 他 に 簡 
単 な テ レビ タイ マー も 含ま れ て お り , X1 得意 の テレ ビ 制 御 
関係 の プロ グラ ム を つく る と き に は 十分 に 利用 価値 の ある も 
の と 思わ れ ま す 。 その他 , テー プ や ディ スク の アク セス , 1 
文字 キー 入力 , 画面 1 文字 出力 , 16 進 表示 な ど 有 益 な サブ ル 
ー チ ン も 含ま れ て いま す 。 


9-1-1 IPL ROM の 起動 


ІРІ, ROM は アド レス の 0000H —0FFFH に 割り 当て られ 
て いて , 電源 を 入れ た 時 点 に アク セス され , IPL プロ グラ ム 
が 実行 さき れ ま す 。 そ し て , 外部 記憶 装置 か ら シ ステ ム ・ プ ロ 
グラ ム の 読み 込み が 終了 し た 時 点 で 切り 離さ れ , シス テム ・ 
プロ グラ ム に 実行 が 移さ れ ま す 。 よっ て , BASIC な どの シス 
テム が 読み 込ま れ た 後 , IPL ROM は アド レス の どこ に も 存 
在 し ませ ん 。 

と ころ で , シス テム ・ プ ログ ラム の ほとん ど は アド レス の 
0000H か ら 始 っ て いま す 。 IPL ROM も 同じ アド レス を 有 し 
て いた の で は 読み 込ん を だ プロ グラ ム を メモ リ に 格納 する こと 
が で き な い は ず で す 。 

Xl で は これ を 次 の よう な 方 法 で 同一 の アド レス へ の シス 


9-1 IPL ROM 概要 


ЕСЕЙ РІ の アク セス 


780 

CPU 
| | アド レス ・ バ パス 
| 


WRITE — = | 


IPL ROM сЕ 
ОҒҒЕН 
RAM 7n y2 1 
IPL ROM : 読み 出し の み 可 能 
RAM ブロ ッ ク 2 ВАМ!  : 書 き 込み の み 可 能 
RAM2  : 読 み 書 き 可能 


メイ ン メ モリ 


テム ・ プ ログ ラム の 格納 を 可能 に し て いま す 。 

図 9-1 に 示す よう に , メモ リ の READ 時 に は IPL ROM が 
アク セス され , WRITE 時 に は RAM が アク セス され る わけ 
+, IPL ROM は 読み 出す こと さえ で きれ ば , その プロ グ 
ラム を 実行 で きま すし , ROM で すか ら 当 然 書き 込む 必要 な 
ど な い の で す 。 う まい 方 法 を 考え た も の で す 。 

ІРІ, が 起動 する と 8255, CRTC な どの 初期 設定 ,. ス タッ ク ・ 
ポイ ンタ , 文字 の 色 な どの 初期 設定 を 行い , 次 に キー が 押さ 
れ て いる か どう か を 調べ ます 。 

この と き 押 され て いる キー に よっ て 外部 デバ イス が 決ま り 
ます ( 図 9-2)。 意 味 の な い キ ー の 場合 は 無視 され ます 。 


ШП 5385750542035 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら シ ステ ム を ロー ド 
外部 ROM / 
カセ ッ ト テ ー ブ / 


タイ マー セッ ト へ ジャ ンプ する 。 
SHIFT + BREAK IPL メニ ュー へ 戻る 。 
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キー が 押さ れ て いな か っ た 場合 は , 各 外 部 デバ イス か ら 自 
動 的 に 読み 込み を 開始 し ます 。 こ の と き の 優 先 順位 は , ① フ 
ロッ ピー ディ スク , ② 外 部 ROM, ③ カ セッ ト テ ー プ で , この 
順に 接続 きれ て いる か どう か を チェ ッ ク し て いき , つなが っ 
て いた 場合 の み イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク を 読み 込み ま 
す 。 そ し て , マシ ン 語 の ファ イル の と き , いよ いよ プロ グラ 
ム 本 体 を 読み 込み ます 。 

イン フォ メー ショ ン ・ ブ ロッ ク の フォ ー マ ッ ト は どの デバ 
イス で も 共通 で あり , XI で あつ か う フ ァイル ・ イ ン フ ォ メ ー 
ショ ン は BASIC ファ イル も 含め て , すべ て 統一 され て いま 
す 。 図 9-3 に その 詳し い 構 成 を 示し ます 。 
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9-1 IPL ROM 概要 


оо: РЕСЕ ЕРЕСТА 


つる @ フ ァイル の 種類 を 表わす 
1. フ ロッ ピー ディ スク の 場合 
00 は KILL され た ファ イル 
FF は 使用 ディ レク トリ ・ テ ー ブ ル の 終わ り 。 
ビ ピット 0 が | … Bn ファ イル (マシ ン 語 で 書か れ た ファ イル ) 
ビ ピット | が | … Bas ファ イル (BASIC テキ スト で 書か れ た 
ファ イル ) 
ビ ピット 2 が | Asc ファ イル (ASCII セー プ さ れ た ファ イル ) 
ビ ピット 4 が | … FILES で 表示 し な い : 0… 表 示す る 。 
ビ ピット 5 が |… リ ー ド ・ ア フタ ー ラ イト ON: 0… ОРЕ 
ビ ピット 6 が | … 書 き 込 み 禁止 ファ イル : 0… 書 き 込み OK 
ビ ピット 3 と ピッ ト 7 は 予備 
( 注 ) カ セッ ト , RAMO 場合 ビッ ト 0 一 2 まで フロ ッ ピ ー 
ディ スク と 同じ だ が , ピット 3 ~ 7 は 未 使用 。 


ファ イル 名 


@ フ ァイル 名 (13 文 字 ) 


る @ ユ エー ザー 指定 拡張 子 エ リア ( 3 文字 ) 


Ф パス ワー ド 無 指定 の 場合 20H を 入れ る 。 


@ プ ログ ラム の 長 さ を バイ ト 数 で 示す 。 
た だ し , マシ ン 語 ファ イル の み 有 効 と な る 。 


ロー ド 時 の メイ ン ・ メ モリ 先頭 アド レス が 入る 。 た だ し , 
マシ ン 語 ファ イル の み 有 効 。 


⑱ ロ ー ド され た プロ グラ ム の 実行 開始 番地 を メイ ン ・ メ モ 
リ 上 の アド レス て で 指定 。 


@ フ ァイル が 作成 され た 年 , A, A, Aft, 時 刻 (ве, 
分 ) が 入る 。 


念 外 部 デバ イス 上 の どこ の アド レス か ら , フ ァイル 本 体 が 
格納 され て いる か を 示す 。 カ セッ ト テ ー プ の 場合 常に 00 
が 格納 され る 。 
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9-1-2 ІРІ ROM へ の アク セス 


シス テム が 起動 し た 直後 , IPL ROM は 切り 離さ れ て し ま 
いま す の で , IPL 内 の プロ グラ ム を 活用 し よう と し た 場合 
再度 IPL ROM を つなが な けれ ば な り ま せん 。 

その た め の ス イッ チ は , 1/O アド レス の 1D жж Ні) 
当て られ て いま す (下位 アド レス は 何で も 良い )。 

この 1/O アド レス に 何 か を 書き 込む 動作 を 行う と , IPL 
ROM が メイ ン ・ メ モリ 上 の 0000Hー0FFFH に つなが れ ま す 。 

iki IPL ROM を 切り 離す に は I/O アド レス の 1E ж ж 
H に 値 を 書き 込む 動作 を 行い ます 。 こ の プロ グラ ム は 次 の よ 
うに な り ま す 。 

@ IPL ROM 接続 


LD  B,IDHsee—— 下位 アド レス は 何で も よい 

OUT (С), А:-А レジ スタ の 値 も 何で も か まわ な い 
@ IPL ROM 切り 離し 

LD BL1EH 

OUT (O, А 


また , B レジ スタ を 壊し た く な い 場 合 は 次 の 方 法 が 使え ま 
x 
@ IPL ROM 接続 


LD A IDH 
OUT (00H),A…00H の 値 は 何で も よい 


@ IPL ROM 切り 離し 


LD АЛЕН 
OUT (00H), А 


IPL が 接続 され た 後に , 任意 の エン トリ ー ア ドレ ス ヘ ジャ 
ンプ また は コー ル す る こと で 1IPL の プロ グラ ム を 活用 で き 
ます 。 


IPL ROM の 解析 


IOCS の 解析 は 各 書 籍 で 取り 上 げ ら れ て いま す が , IPL に 
つい て の 解析 は あま り 見 か け ま せん 。 こ こ で は 有益 と 思わ れ 
る サブ ルー チン と その 内 容 を 説明 し ます 。 こ れ を 機会 に X1 
唯一 (ターボ を の ぞ く ) の プロ グラ ム ROM で ある IPL に も 
目 を 向け て みて くだ さい 。 


ЕЛЫ Р. ROM エン トリ 表 


0000H IPL コー ルド ・ ス ター ト (JP 0006H) 
0003H TV タイ マー スタ ー ト (JP 0700H) 
0006H IPL コー ルド ・ ス ター ト | 

@ 時 間 待 ち ル ー プ 
0015H IPL コー ルド ・ ス ター ト 2 


@ ス タッ ク ・ ポ イン タ 初 期 設 定 (LD SP,0) 
@8255② モ ー ド ・ セ ッ ト 出力 値 82H 

モー ド 0, ポ ー ト A = 出力 , ポ ー ト 日 = 入力 , ボ ー ト O = 出力 
@8255② ポ ー ト C 初期 設定 出力 値 72H 

40 字 モー ド , スム ー ズ ・ ス クロ ー ル OFF 
@CRTC 初期 設定 (CALL 0451H) 


0020H IPL リス ター ト 
@ 画 面 ク リア 
@ キ ー セ ンス 
@ ディスク ・ セ ンス & ロード (CALL 0IOEH) 
eROM セン ス & ロー ド (CALL 0IAIH) 
0052Н-- 0082Н テー プ ・ セ ンス & ロー ド 


@ テ ー ブ プ の イン フォ メー ショ ン 部 を 読ん で , も し マシ ン 語 
ファ イル で あれ ば ロー ド し 実行 する 。 そ の 他 の ファ イル 
な ら エ ラー ルー チン へ ジャ ンプ 。 


0066H リセ ッ ト ・ ボ タン が 押さ れ た と き , この アド レス より 実行 さ 
れる 。 
0083H ІРІ ROM か ら の 飛び 出し 


@IPL ROM を 切り 離し , FFI6, 17H に 格納 され て いる ア 
ドレ ス に ジャ ンプ する 。 
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B ж 


0094H — 00BFH ROM セン ス & ロー ド 

00C5H —00EAH テー プ か ら の ロー ド が 決定 し た と き の 処 理 

@ テ ー プ ・ セ ンス 。 もし, テー プ が セッ ト さ れ て いな い 
と き は メッ セー ジ を 表示 し て 待機 。 


ファ イル モー ド ・ エ ラー 表示 | (カセ ッ ト 停 止 ) 


ファ イル モー ド ・ エ ラー 表示 2 
NOT READY エラ ー 表 示 
LOAD エラ ー 表 示 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 表示 
@DE レジ スタ に 文字 列 先頭 アド レス を 入れ て , ここ へ ジ 
ャ ンプ する 。 表 示 後 キー セン ス へ 移る 。 


010ЕН--01ЗҒН キー セン ス 

また は | キー 入力 (ЈР 017AH) 
/ / (JP 0094H) 
4» [vy v (JP 0052H) 
y / (JP 00С0Н) 

SHIFT |-Н BREAK (JP 00Е5Н) 


IPL ROM 切り 離し と HL レジ スタ の アド レス へ ジャ ンプ 


キー 指定 で の ディ スク ・ ロ ー ド 
@ ドラ イブ 番号 入力 処理 
ディ スク ・ セ ンス & ロー ド 
@ ディ レク トリ の ロー ド と チェ ッ ク 
@ マシ ン 語 ファ イル で あれ ば ロー ド し 実行 
033BH —0346H ディ スク ・ エ ラー 処理 


ЕЛ8 Р. ROM サブ ルー チン 表 


ROM か ら の ロー ド ・ サ ブル ー チ ル 
@ROM ボー ド か ら メ イン ・ メ モリ に プロ グラ ム を ロー ド す る 。 
HL に ロー ド 先 アド レス , BC に 転送 バイ ト 数 を 入れ て コー 
ル す る 。 
ROM セン ス ・ サ ブル ー チ ン 
@ROM ボー ド が つなが っ て いな けれ ば , ゼロ フラ グ が リセ 
ッ ト さ れ て 返る 。 


“ IPL is looking for a " 表示 サブ ルー チン 
@DE に ファ イル ・ ネ ー ム 格納 先頭 アド レス 
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9-2 IPL ROM の 解析 


ディ レク トリ ・ ロ ー ド ・ サ ブル ー チ ン 
@ 出 力 : キャ リー フラ グ が 0 で OK , | の と き エ ラー 


ディ レク トリ ・ チ ェ ッ ク ・ サ ブル ー チ ン 
@ フ ァイル が 機械 語 で か つ SYS ファ イル で ある か の チェ ッ ク 
入力 : HL に イン フォ メー ショ ン 先 頭 ア ドレ ス 
出力 : ゼロ フラ グ ・ セ ッ ト の と き ОК, リセ ッ ト の と き エ ラー 


ディ スク か ら の デー タ ・ ロ ー ド ・ サ プ ブルー チン 
@ 入 力 HL に ロー ド 先 アド レス 
DE に レコ ー ド 番号 
A に セク ター 番号 


ディ スク ・ モ ー タ 停止 サブ ルー チン 
ディ スク ・ モ ー タ 起動 サブ ルー チン 


ディ スク ・ シ ジー ク = サブ プル ー チ シシ 


時 間 待 ち サ ブル ー チ ン 
© 27. 25/ 秒 十 (A レジ スタ ー | )X4.5/ 秒 の 遅延 。 た だ し 
A レジ スタ が 0 の と き は 256 と みな す 。 
レジ スタ : 全 レ ジス タ 保 存 
入力 : A レジ スタ に ルー プ ・ カ ウン タ 


| 文字 キー 入力 (カー ソル 点 減 ま ち ) サブ ルー チン 
@ レジスタ: A レジ スタ 以外 保存 
出力 : A レジ スタ に 入力 キー の ASCII コ ー ド 


| 文字 キー 入力 (リア ル タ イ ム ) サブ ルー チン 
@ レジスタ : A レジ スタ 以外 保存 
出力 : L レジ スタ お よび FF85H に 入力 キー の ASCII à 
ー ド 


女 字 列表 示 サ ブル ー チ ン 
@DE レジ スタ が 示す アド レス か ら の デー タ を 画面 に 表示 
する 。 デ ー タ エン ド は 00, 
レジ スタ : A , DE レジ スタ 以外 は 保存 
入力 : DE レジ スタ に 文字 列 先頭 アド レス 


“Хх” と 表示 
@ レジスタ : A レジ スタ 以外 保存 


| 文字 画面 出 カ サブ ルー チン 

ФД レジ スタ の 値 を ASCII コー ド と みな し て 画面 に 出力 。 
た だ し 19H 以下 は コン トロ ー ル ・ コ ー ド と みな し て その 
処理 を 実行 する 。 
レジ スタ : 全て の レジ スタ を 保存 
入力 : A レジ スタ に 出力 する ASCI コー ド 
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カー ソル 値 ・ 実 アド レス 変換 (40 字 モー ド ) サブ ルー チン 
@ メ モリ の FF80H・FF8IH の 内 容 を X $h- Y 軸 の カー ソ 
ル ・ デ ー タ と みな し て 実際 の |/0 アド レス を 計算 する 。 
レジ スタ : HL , BC , DE レジ スタ 以外 保存 
出力 : BC レジ スタ に 実 ア ドレ ス 


コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 実行 
@ レ ジス タ : HL , ВС, DE, A レジ スタ 以外 保存 
入力 :A レジ スタ に コン トロ ー ル ・ コ ー ド 


画面 消去 。 カー ソル Home セッ ト 
@ レジスタ : HL , ВС, DE, A レジ スタ 以外 保存 


カー ソル 位置 セッ ト 
@ レジスタ : 全 レ ジス タ 保 存 
入力 :H に Y 座標 
L に X 座標 


CRTC デー タ 設 定 サ プルー チン 
e0B3FH より 14 バ イト 分 の CRTC デー タ を セッ ト , 音楽 を 
停止 させ る 。 


サブ CPU 80C49 ヘ へ キー ベク タ 値 を 送る 
サブ CPU 80C49 か ら デ ー タ 受信 

@ レ ジス タ : A レジ スタ 以外 保存 

出力 : A レジ スタ に 受信 デー タ 
サブ CPU 80049 ヘ へ デー タ を 送信 

@ レジ スタ : 全 レ ジス タ 保 存 

入力 : A レジ スタ に 送信 デー タ 


" IPL is loading " を 表示 し て 以下 を 実行 する 。 


ファ イル ネー ム を 表示 
@FF0OIH か ら 13 文 字 分 の ファ イル ・ ネ ー ム を 画面 に 表示 
レジ スタ : DE , A レジ スタ 以外 保存 


テー プ よ り デ ー タ 部 を ロー ド 
@ エ ラー の と き ,. エ ラー メッ セー ジ 表 示 ル ー チ ン へ ジャ ンプ 
( JP 00F5H ) 
レジ スタ :D, A 以外 保存 
入力 : HL レジ スタ に ロー ド 先 アド レス 
BC レジ スタ に 転送 バイ ト 数 
テー プ よ り イ ン フ ォ メ ーション 部 を ロー ド 
@ エ ラー の と き , エ ラー メッ セー ジ 表 示 ル ー チ ン へ ジャ ンプ 
( JP 00F5H ) 
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テー プ の トッ プ マ ー ク を さがす 
@ レ ジス タ : A レジ スタ 以外 保存 
出力 : キャ リー フラ グ が 0 NEE ОК, | の と き エ ラー 


ボー レー ト 設 定 用 時 間 待 ち 


カセ ッ ト 動 作 制御 

@ レジスタ : 全 レ ジス タ 保 存 

入力 :A レジ スタ に カセ ッ ト ・ コ マン ド 値 
00H : EJECT 
0IH : STOP 
02H : PLAY 
03H : FF 
04H : REW 
05H : APSS + 
06H : APSS — I 
0AH : REC 


カセ ッ ト 状 態 セ ンス 
@ レ ジス タ : A レジ スタ 以外 保存 
出力 :A レジ スタ の ビッ ト て 返す ( 図 9-4 参 照 )。 
バッ クア ッ プ ・ タ イマ ー か ら 日 , 曜日 を 読む 
eFFI8H か ら 3 バイ ト に 日 , 曜日 を 格納 する 


B, 曜日 , 時 間 を 読み 込ん で 画面 に 表示 
@ レ ジス タ : A レジ スタ 以外 保存 


"ZU を 画面 に 表示 
@ レジスタ: A レジ スタ 以外 保存 


HL レジ スタ が 示す メモ リ の 内 容 を 16 進 2 桁 で 表示 
өні レジ スタ の 示す メモ リ の 内 容 を 16 進 2 桁 で 表示 し て 
HL レジ スタ の 値 を | 増加 させ る 。 
レジ スタ A, HL 以外 保存 
入力 : HL に 表示 させ る メモ リ の アド レス 


06A8H の サブ ルー チン を 実行 後 ,": "を 表示 
日 , 曜 を 表示 


А レジ スタ の 値 を |I6 進 2 桁 で 画面 に 表示 
@ レジスタ : A レジ スタ 以外 保存 
入力 : A レジ スタ に 表示 させ る デー タ 
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|594 カセ ッ ト の 状態 セン ス 


T am т 
デー プ ・ エ ジン ド で な い 


・ カ セッ ト 無 し 
・ カ セッ ト 有 り 
・ 消去 防止 ツメ 無し 
・ 消去 防止 ツメ 有り 


0700H-0B3DH まで は テレ ビタ イマ ー セ ッ ト 用 の プロ グ 
ラム が 入っ て いま す 。 こ の 中 に は , 他 の プロ グラ ム で 利用 価 
値 の ある 江川 サ プ ザル ー チ ン は あま りみ つか り ま せん で し た 。 よ 
っ て , 0700H—0B3DH 全体 を 一 つの サブ ルー チン と し て 利 
川 す る の が 適切 だ と 思わ れ ま す 。 


テレ ビタ イマ ー セ ッ ト 用 サ プ ブル ー チ ン 


タイ マー セッ ト ・ ブ ログ ラム ・ ス ター ト 
@ 画 面 消 去 : タイ マー セッ ト 画 面 表示 等 
@ESC キー を 押す と リタ ー ン する 。 


089BH 文字 色 を 黄色 に 設定 , 以下 を 実行 


089DH — 08B6H A レジ スタ の 値 を 文字 色 と し て メッ セー ジ を |6 行 目 に 表示 。 
後に 文字 色 を 白 に 戻す 。 
@ レ ジス タ :A, HL, DE 以外 保存 


カー ソル を 次 の TAB 位置 へ 移動 させ る 
@ レ ジス タ :A, HL 以外 保存 
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9-2 IPL ROM の 解析 


EEE PL Rom デー タ ・ エ リア 
* 各 メッ セー ジ ・ デ ー タ の 終わ り は 00H に な っ て いる 。 


0B3EH — 0B4AH CRT 設定 デー タ 

0B4BH — 0B5CH タイ マー セッ ト 画 面 で の X 軸 方 向 の TAB 位置 
0B5DH — 0B64H タイ マー セッ ト 画 面 で の Y 軸 方 向 の TAB 位置 
0B65H —0B7FH メッ セー ジ "Push (F, В, C or T) Key —” 
0BAOH ~ 0BB6H ッ セ ー ジ “ Drive No. ? (0—3) " 

0BB7H —0BC7H ッ セ ー ジ "IPL is loading " 

0BC8H ~ 0BEBH ッ セ ー ジ "IPL is looking for a Program from " 
0BECH 一 0BEFH y€t—7"0MT" 

0BFOH — 0BF 2H gem "ED? 

OBF3H ~ 0C07H ッ セ ー ジ " Program load error " 
0C08H ~ 0CIFH 
0C20H — 0C34H 


0C35H — 0C4CH 
0C4BH — 0C93H メッ セー ジ “ Please turn on the Power SW. " 


0C94H ~ 0CB4H 2 倍角 文字 " TV Timer control " 

0CB5H — 0CDBH メッ セー ジ “ DATA Error ! " 
0CDCH-—0CF7H TV タイ マー セッ ト 時 メッ セー ジ 表 示 位 置 テ ー ブ ル 
0DOIH —0D27H ッ セ ー ジ " Year 00-99 " 

0D28H ~ 0D4EH ッ セ ー ジ " Month 01-120гХХ " 
004ҒН--0075Н ッ セ ー ジ “ Day 01-31 or ХХ” 
0076Н--009СН ッ セ ー ジ "SUN MON TUE WED THU FRI SAT or ХХ” 
0D9DH — 0DC3H ッ セ ー ジ "Hour 00-23 or ХХ” 

0DC4H — 0DEAH ッ セ ー ジ " Minute 00-59 " 
ООЕВН — 0E I IH ッ セ ー ジ " Second 00-59 " 
0Е|2Н--0ЕЗ8Н ッ セ ー ジ “ТУ Power ОМ? ( Y or М)” 
0E39H — 0Е5ЕН ッ セ ー ジ " TV Channele 1-12” 
0E60H ~ 0E86H スペ ー ス 38 個 

0E87H — 0E8AH " SUN " 

0E8BH ~ 0E8EH " MON " 

0ЕВЕН--0Е92Н " TUE " 

0E93H — 0E96H " WED " 

0E97H — 0E9AH “THU” 

0E9BH~0E9EH "Ея" 

OE9FH — 0EA2H " SAT " 

0EA3H 一 0EA6H “ XXX" 

0EA7H — 0EACH “ом он” 

ОЕАОН ~ 0ЕВ2Н " TIMER " 

0EB3H- 0ЕС5Н "XX / ХХ ХХХ XX: XX OFF” 
0EC6H 一 0ECEH "OFF" キス ペー ス 5 個 
ОЕСЕН--0ЕҒОН “ГЕ5С | - Exit, СІН | 


ッ セ ー ジ “ Маке ready any device ” 
ッ セ ー ジ "File mode error " 


ж k * k %*⁄ W X % W 


ッ セ ー ジ “ IPL is under preparing " 


ж» ъъ Veo Sw Sk щщ 3 S % 
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Em -7.117 


FE00 ディ スク ・ ロ ー ド 用 バッ ファ 

FF00—FFIF イン フォ メー ショ ン ・ バ ッ フ ァ ( 図 9-3 参 照 ) 
FF20—FF25 クイ マー 用 パタ ラ アア 

FF80 カー ソル X 座標 

FF8I カー ソル Y 座標 


FF85 入力 キー デー タ 

FF86 文字 色 デ ー タ 

FF87 ログ イン ・ ド ライ ブ No. 

FF88, FF89 スタ ッ ク ・ ボ イン タ 退 避 用 ワー ク 
FF8A, FF8B ディ スク ・ エ ラー ジャ ンプ ・ ア ドレ ス 
FF8C 一 スタ ッ ク 用 ワー ク 
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9-2 IPL ROM の 解析 


9-2-1 IPL ROM の 活用 例 


IPL ROM の 活用 例 と し て は , 小 規模 な ユー ティ リティ な 
ど を 上 自作 する と き に 1 文字 キー 人 入力 や メッ セー ジ 表 示 な どの 
汎用 サブ ルー チン を 利用 する こと が あげ られ ます 。 そ うす る 
こと に よっ て メイ ン ・ プ ログ ラム は 極力 小さ く で きま す 。 

まだ, 64 K バイ ト の メイ ン ・ メ モリ を で きる だ け 多 く 使 用 
し た い プ ログ ラム で の 活用 は 特に 有効 で す 。 具体 的 に は , F 
ー プ の バッ クア ッ プ を と る た め の プ ログ ラム が 良い 例 で す 。 
60 K バイ ト 近 い 大 き な プ ログ ラム の バッ クア ッ プ を と り た 
いと き は グラ フィ ッ ク RAM を 利用 する 方 法 も あり ます が , 
IPL КОМ を 活用 すれ ば より 簡単 に で きま す 。 な ぜ な ら , ІРІ, 
ROM 内 に テー プ の 読み 込み サブ ルー チン が 存在 する か ら で 
す 。 あ と は テー プ へ の 書き 込み 部 分 と メイ ン ・ プ ログ ラム を 
作成 すれ ば 良い わけ な の で 残り の 膨大 な 容量 を バッ ファ と し 
て 使え ます 。 | 

バッ クア ッ プ ・ プ ログ ラム は カセ ッ ト の 章 に ゆず る と し て , 
ここ で は IPL КОМ を 活用 し た 小さ な ユー ティ リティ を 紹 
介し ます 。 

テー プ に セー プ き れ た マシ シ 語 プロ グラ ム を 解析 する を と 
き , まず 知っ て お きた い デ ー タ が あり ます 。 プ ログ ラム の 先 
名 アド レス や 実行 アド レス で す 。 リ スト 9-1 は テー プ を 読ん 
で , これ ら の イン フォ メー ショ ン ・ デ ー タ を 画面 に 表示 する 
プロ グラ ム で す 。 

何 を セー ブ プ し た の か わか ら な く な っ て テー プ を 調べ た り , 
プロ グラ ム の 整理 を する の に も 役立つ で し ょ う 。 

この プロ グラ ム は IOCS も モニ タ も 不用 で , これ だ け 単 独 
で 動き ます 。 
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17: 


ーー 
№ — ©) cO Oo —J O5 Qn > ого — 


C000 


042B 
93CB 
9355 
9567 
9555 
93D9 
9648 
96E9 


cago 
C002 
C004 
C007 
C99A 
C00D 
C018 
C012 
C014 
C017 
C01A 
C91D 
C020 
C022 
C024 


C027 
C024 
C92D 
C030 
C032 


C035 
C038 
C93B 


C93E 
C041 
C042 
C045 
C946 
C047 
C04A 


C94D 
C050 
C053 


C056 
C059 
C95C 


961D 
ED79 
CD2B94 
119EC9 
CDCB93 
CD5503 
FE9D 
29F9 
CDD993 
2100FF 
012000 
CD6705 
29E5 
SE9 1 
CD4896 


11С@С@ 
CDCB93 
CD5595 
3E0D 

CDD993 


11D4C9 
2A14FF 
CD8EC9 


2A14FF 
EB 
2A12FF 
19 
2B 
11Е7С0 
CD8EC9 


11Е9С0 
2A16FF 
CD8ECO 


110BCI 
CDCB03 
ЗАЙЙ ЕЕ 


LOOP1 : 


File Information Display 


ORG 0C000H 

IPL ROM ENTRY -- 
EQU 042BH 
EQU 93CBH 
EQU 0355Н 
EQU 9567H 
EQU 9555H 
EQU 93D9H 
EQU 9648H 
EQU 96E9H 
LD B、1DH 
OUT (C),A 
CALL CLS 
LD DE,MSG9 
CALL MSG 
CALL INPUT 
CP 9DH 
JR NZ,LOOP1 
CALL ACCPRT 
LD HL,9FF69H 
LD BC.32 
CALL INFRED 
JR NZ.P1 
LD A,01H 
CALL CMT 
LD DE,MSGI 
CALL MSG 
CALL FNAME 
LD A, ØDH 
CALL ACCPRT 
LD DE, MSG2 
LD HL, (ØFF14H) 
CALL ADPRT 
LD HL, (ЙЕЕ14Н) 
EX DE, HL 
LD HL. (ØFF12H) 
ADD HL, DE 
DEC HL 
LD DE,MSG3 
CALL ADPRT 
LD DE,MSG4 
LD HL.(9FF16H) 
CALL ADPRT 
LD DE, MSG5 
CALL MSG 
LD A,(9FF99H) 


LIST 9-1 


:IPL ROM Connect 


:CLS 


iCMT Stop 


:File Name 


:Start Address 


:End Address 


;Exec Address 


iFile Kinds 


9-2 IPL ROM の 解析 


No. 2 
60: CO5F 1130СІ LD DE,MSG51 
61: C862 FE91 CP 01H 
62: C064 2811 JR Z,P2 
63: C066 1141C1 LD DE,MSG52 
64: C069 FE02 CP 02H 
65: С06В 280A JR Z,P2 
66:  C96D 114FCI LD DE,MSG53 
67: | C070 FE94 CP 04H 
68: C072 2803 JR Z,P2 
69: С074 115ACI LD DE, MSG54 
70: | C077 CDCB93 P2: CALL MSG 
71: : 
72: СИТА 111EC1 LD DE,MSG6 ;Раѕ5 Word 
73: | C07D CDCB93 CALL MSG 
74: | C080 3AIIFF LD A. (ØFF11H) 
75: | C083 CDE906 CALL APRT 
76: | C886 3E48 LD А,'Н' 
77: | C088 CDD903 CALL ACCPRT 
78: СӨ8В C397C9 JP P1 
79: 
80:  C98E CDCBO3 АРРЕТ: CALL MSG 
81: C091 7C LD A,H 
82: | C092 CDE986 CALL APRT 
83: C095 7D LD A.L 
84: C896 CDE906 CALL APRT 
85: C099 3E48 LD А, 'Н' 
86: СӨ9В C3D903 JP ACCPRT 
87: H 
88: | COSE 9D9D9D9D MSG8: DEFB ØDH, ADH, ØDH, ØDH , ØDH 
89:  CØA3 54617065 DEFM "Таре Set and Hit RETURN Key ' 
90: СВЕ 00 DEFB 0 
91: (С0С0 000000 М5С1: РЕЕВ 9DH,9DH, 9DH 
92:  C9C3 46696С65 DEFM 'File Name $t 
93:  C9D3 00 DEFB 9 
94: С004 9D9D MSG2: DEFB 8DH, 0DH 
95: С0р6 53746172 DEFM 'Start Address = ' 
96: COE6 00 DEFB 0 
97: С0Е7 0D MSG3: ПЕЕВ 0DH 
98: COE8 456E6420 DEFM "Епа Address = ' 
99: COF8 00 DEFB 9 
100: СӨЕ9 0D MSG4: DEFB gDH 
101: СЙҒА 15786563 DEFM 'Exec Address = ' 
102:  C19A 00 DEFB @ 
103: СІӨВ 0DOD MSG5: DEFB gDH, ØDH 
104:  CIO0D 46696С65 DEFM 'File Kinds z 
105:  CIID 00 DEFB @ 
106: | CIIE 0D MSG6: РЕЕВ 9DH 
107: С11Е 50617373 DEFM 'Pass Word = ' 
108: СІ2Е 00 DEFB @ 
199: ; 
110: CI39 40414348 MSG51: DEFM "MACHINE LANGUAGE ' 
111: C140 00 DEFB 0 
112: СІ4І 42415349 М5652: ПЕРМ 'BASIC PROGRAM' 
113:  C14E 00 DEFB. Ø 
114: СІ4Е 41534349 MSG53: DEFM "ASCII ЕПЕ" 
115: C159 00 DEFB 9 
116:  C15A 3F3F3F MSG54: ПЕРМ “ФЕР 
117: СІ5І) 00 DEFB 0 
118: ; 
119: СІБЕ END 


227 


228 


IPL ROM の テー プ 読 み 込 み サ ブル ー チ ン を 利用 する に 
あたっ て , 1 つ だ け 難 点 が あり ます 。 それは, ある 種 の エラ 
ー が 生ずる と , エ ラー メッ セー ジ 表 示 ル ー チ ン へ ジャ ンプ し , 
スタ ッ ク ・ ポ イン ト も クリ ア し て し まい , メイ ン ・ ル ー チ ン 
へ 戻れ な く な る 点 で す 。 

この サン プル ・ プ ログ ラム で も エラ ー 対 策 を 行っ て いな い の 
T, 少々 使い づら く な っ て いま す 。 

対処 の し か た と し て は , IPL ROM の 内 容 を メイ ン ・ メ モ 
リ に 転送 し , エラ ー 処 理 ル ー チ ン を 書き か えて メイ ン ・ メ モ 
リ 上 の プロ グラ ム を 使用 する 方 法 が 考え られ ます 。 IPL 
ROM が 接続 きれ て いて も デー タ の 書き 込み は メイ ン ・ メ ズ モ 
リ の 方 へ 行なわ れる の で 簡単 に 転送 で きま す 。 

テー プ の エラ ー 処 理 ル ー チ ン は 00EBH 一 010DH に あり ま 
す 。00FDH あたり に JP 命令 を 入れ る と 良い で し ょ う 。 

IPL ROM を メイ ン ・ メ モリ に 転送 し て 使用 する と き は も 
う 数 ヵ所 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 それは, ROM の 場合 
1 命令 実行 する た びに 1 サイ クル 余分 に 時 間 が か か り ま す 
が , RAM 上 で 実行 する と き は それ が な い の で , テー プ 読 み 込 
みな どの タイ ミン グ が 合わ な く な っ て し まい ます 。 で すか ら , 
各 タ イミ ング に 使わ れ て いる デー タ 値 を 変え た な けれ ば な り ま 
せん 。0642 H に テー プ 用 ディ レイ ・ カ ウン タ の 値 が 入っ て い 
る の で 適切 な 値 に 変 た て くだ さい 。 


APPENDIX 


1. IOCS 

8, IOCS 内 ワー ケ エ リア 

3. 1/0 ポー ト 

4. サブ CPU (80C49) コマ ンド 表 


INPUTF @ 機 能 | 行 入 力 
@ 入 力 DE デー タ 入 力 ア ドレ ス 
@ 出 力 DE 入力 デー タ 先頭 ア ドレ ス 
キャ リー クラ ブ … 0 の と き , リタ ー ン ・ お よび , 
CTRL+J に よる 正常 入力 。 
| の と き , BREAK・ キ ー お よび, 
CTRL+D に よる キャ ン セ ル 。 こ の 場合 , 
A レジ スタ の 値 を 見 て , BREAK か CTRL 
+0 か を 判断 する 。 
キャ リー フラ グ が | の と きのみ 意味 を 持 
b, BREAK な ら 03H, CTRL+D な ら 04H 
が セッ ト さ れる 。 
@ レジスタ AF 以外 
@ 説 明 | 行 分 スク リー ン ・ エ ディ ッ ト を 行ない DE レジ 
スタ て で 指定 され た アド レス か ら | 行 分 の デー タ を 
取り 込む 。 こ の サブ ルー チン か ら 戻 る に は 次 の 4 
種類 の キー 入力 に よる 。 
① リ ター ン ・ キ ー お よび CTRL+M 


現在 の カー ソル より 前 の デー タ の 正常 入 


(3) SHIET+BREAK お よび CTRL+C 
入力 キャ ン セ ル 
@ CTRL +D 
… 入 力 キ ャ ン セ ル 
Ф, ④ の 入力 キャ ン セ ル で リタ ー ン し た 場合 は , DE レジ ス 
タ の 内 容 は 変化 し な い 。 
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BINPUT 


INKEY$ 


APPENDIX 1 


@ 機 能 | 行 入力 
入力 DE… デ ー タ 入力 アド レス 
@ 出力 入力 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
キャ リー フラ グ … 0 の と き , リタ ー ン ・ 
U, CTRL-J に よる 正常 入力 。 
1 の と き , BREAK・ キ ー お よび , CTRL+D 
に よる 入力 キャ ン セ ル 。 
キャ リー フラ グ が 1 の と きのみ 意味 を 持 
ち , BREAK な ら 03H, CTRL+D な ら 04H 
が セッ ト さ れる 。 
@ レジ スタ AF, DE 以外 保存 
@ 説明 INPUTF の サ プ ル ー チ ン と 同様 | 行 入力 の サブ ル 
ー チ ン だ が , BASIC の INPUT 文 用 に 用 意 さ れ た も 
の で ある 。 入力 開 始 杵 よ り も 前 に ある メッ セー ジ 
(プロ ンプ ト ) は 入力 し な い (入力 開始 桁 ま で DE 
レジ スタ の 値 を 進め る )。 


@ 機 能 | 文字 入力 
INKEY$ の モー ド 値 
I 文字 入力 し た キー の ASCI コー ド 
@ レ ジス タ AF 以外 
@ 説 明 サブ ルー チン を 呼ぶ 前 に A レ ジス タ に モー ド を 
セッ ト す る 。 そ の 値 に より 返っ て きた と き の A レ 
ジス タ の 意味 や 途中 の 動作 が 違う 。 
モー ド 値 
€ FFH の と き … リ アル タイ ム ・ キ ー 入 力 。 
新しい キー が 押さ れ た と き や 、 リ ピー ト ・ モ ー ド 
で リピ ー ト が ON に な る ご と に 押さ れ て いる キー 
の .ASCII コー ド を 返す 。 キー が 押さ れ て いな いと 
き は 0 を 返す 。 
@ 0IH Q £ ë カー ソル 待ち で | 文字 入力 。 
キー が 押さ れる まで ルー プ 。 押 され た キー の ASC 
リコ ー ド を 返す 。 り ビー ド ・ モ ー ド で は リ ビ ピート 
し た キー の コー ド を 返す 。 
@ 00H の と き サブ CPU か ら の ASCO コー ド 部 8 
ビッ ト ・ デ ー タ を その まま 返す 。 
@ 02H の と き #7 CPU か ら の ファ ンク ショ ン ・ コ 
ー ド 部 8 ビ ピット を その まま 返す 。 図 A- | 参照 。 
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BRKCHK 


0 0 4 A 


画面 。 プ リン タ へ の 出力 


PRINT 


0008 


@ 機 能 SHIFT--BREAK が 押さ れ た か の 判断 
@ 出 力 ゼロ フラ グ … | の と き , SHIFT 二 BREAK が 押さ れ 


た 。 
@ レ ジス タ た F 以 外 保存 


0 の と き , 押さ れ て いな い 。 


өзе 文字 列 の プリ ント 

@ 入 力 DE…… 文 字 列 の 先頭 アド レス 

@ レジスタ AF AIMEE 

@ 説明 DE で 示す アド レス か ら 始 まる 文字 列 を 画面 に 出 
力 する 。 文字 列 デ ー タ は ASCI コー ド で あり , = 
ンド ・ コ ー ド は 00H で ある 。 
0IHCIFH の コン トロ ー ル ・ コ ー ド は その 処理 が 

実行 され る 。 


ACCPRT | 85153 


I 文字 出力 

出力 する А5СІ コー ド 

@ レ ジス タ すべ て 保存 

@ 説 明 A レジ スタ に ある ASI コー ド の 文字 (20H 
— FFH) を 画面 に 表示 する 。 コ ント ロー ル ・ コ ー 

ド (00H て IFH) は その 処理 が 実行 され る 。 


ө 機能 


ACCDIS 


CTRLJB 


0 4 C 8 


@ 機 能 | 文字 出力 

@AJ Az 出力 する asci コー ド 

@ レ ジス タ すべ て 保存 

@ 説 明 ACCPRT と 同様 の | 文字 出力 の サ プ ル ー チ ン だ 
が , コン トロ ー ル ・ コ ー ド (00H て IFH) も 画面 に 
表示 し て , コン トロ ー ル ・ コ ー ド と と し て の 処理 

は し な い 。 
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@ 機 能 コン トロ ー ル ・ コ ー ド 処理 

コン トロ ー ル ・ コ ー ド (00H 一 IFH) 

@ レジスタ AF, BC, DE, HL 以外 は 保存 

@ 説 明 A レ ジス タ て で 指定 され た コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 
処理 を 行う 。ACCPRT で 00H て IFH を 出力 し た の 

と 同じ 。 


APPENDIX 1 


SPPRT 0 4 В А | @ 機 能 スペ ー ス を | 個 出力 


@ レジ スタ АЕ 以外 保存 
@ 説明 スペ ー ス (ASCII コー ド 20H) を 画面 に 出力 。 


TABPRT @ 機 能 10 文 字 間隔 の TAB 処理 
š @ レジスタ АЕ 以外 保存 


ФІЯН X 座 標 が 10 の 倍数 に な る まで スペ ー ス を 出力 


@ 機 能 改行 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 次 の 行 の 先頭 へ カー ソル を 移動 する 。 


өне 行 の 先頭 で な けれ ば 改行 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 

@ 説 明 現在 の カー ソル 位置 が 行 の 先頭 で な いな ら ば 改行 
し , 行 の 先頭 な ら 改行 し な い 。 


ACCLPL I 2 DC|e 機 能 プリ ンタ へ の | 文字 出力 

入力 A…… 出 力 す る ASCII コー ド 

e レ ジス タ 以外 保存 

@ 説 明 A レジ スタ に ある ASCII コー ド を プリ ンタ に 出 
2145. 


12065 | emt プリ ンタ へ の 改行 コー ド 出 力 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 改行 (IF=O0AH) を プリ ンタ に 出力 する 。 


CRILPL 


TABLPL @ 機 能 プリ ンタ へ の HTAB 出力 
@ レ ジス タ AF 以外 保存 


@ 説 明 水平 タプ (HTAB) を プリ ンタ に 出力 する 。 


ACCPRP @ 機 能 画面 また は プリ ンタ へ の | 文字 出力 

入力 Aves HZ 6ASCI コー ド 

@ レジ スタ БАР ДУНЕ 

© 説明 FILOUT (1472H) が 0 の と き 画 面 に 出力 , | の と き 
プリ ンタ に 出力 。FILOUT の 内 容 は モニ タ の P コ 


マン ト て 切り 換え る こと が で きる 。 
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PRINTP @ 機 能 画面 また は プリ ンタ に 文字 列 出力 
入力 DE…… 文 字 列 の 先頭 アド レス 
@ レジ スタ АҒ, AF' 以 外 保存 
@ 説 明 FILOUT(I472H) が 0 の と き 画 面 に 出力 , | の と き 
プリ ンタ に 出力 。 


TABPRP @ 機 能 画面 ま を た は プリ ンタ に HTAB 出 力 

@ レジ スタ АЕ 以外 保存 

@ 説 明 水平 タプ を , FILOUT(1472H) が 0 の と き 画 面 に , 
1 の と き プ リン タ に 出力 する 。 


CRIPRP @ 機 能 画面 また は プリ ンタ に 改行 コー ド 出 力 

@ レジスタ AF 以外 保存 

@ 説 明 改行 コー ド を , FILOUT (1472H) が 0 の と き 画面 
с, 1| の と き プ リン タ に 出力 する 。 


表示 の コン トロ ー ル 


WIDTH80 @ 機 能 WIDTH 80 
@ レジスタ AF, BC, DE, HL 以外 は 保存 
@ 説明 80 字 の モー ド 指 定 を する と と も に IOCS の ワー ク 
(WIDTHO : 0007H) に 50H が セッ ト さ れる 。 IOR, 
画面 は テキ スト , グラ フィ ッ ク 共 に クリ ア さ れ , コ 
ン ソ ー ル は 解除 され , 最大 値 と な る 。 
た だ し , SCRMOD (0A8BH) が 02H な ら ば グラ フィ 
ッ ク 画 面 は クリ ア さ れ な い 。 


WIDTH40 @ 機 能 WIDTH 40 

@ レジスタ АҒ, BC, DE, HL 以外 は 保存 

@ 説 明 40 字 の モー ド 指 定 を する と と も に IOCS の ワー ク 
(WIDTH0 : 0007H) に 28H が セッ ト さ れる 。 こ の 
EL 画面 は テキ スト , グラ フィ ッ ク 共 に クリ ア さ 
п, コン ソー ル は 解除 され , 最大 値 と か り , スク 
リー ン も 0 ペー ジ 入 出力 の モー ド と な る 。 
た だ し , SCRMOD (0A8B) が 02H な ら ば グラ フィ ッ 
ク 画 面 は トク リア され な い 。 
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ラベ ル 名 


アド レス 


APPENDIX 1 


内 容 


SCRNOT 


SCRNIN 


CTRLD? 


STPRIO 


CLST 


0 9 Ç 0 


@ 機 能 表示 ペー ジ 指 定 
ӨЛУ Ace 0 の と き , ペー ジ 0 指定 
1 の と き , ペー ジ | 指定 
@ レ ジス タ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 A レ ジス タ で 示す ペー ジ を 出力 と する 。 この ルー 
チン は , WIDTH40 の モー ド の と き 動 作 し , WIDTH 
80 の モー ド の と き は 何 も し な い 。 


Ü SF 5 


Ü A 3 F 


0 A 5 A 


e 機 能 書き 込み 画面 の ペー ジ 指 定 
入力 An 0 の と き , ペー ジ 0 指定 
1 の と き , ペー ジ | 指定 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 A レ ジス タ で 示す ペー ジ を 書き 込み 対象 の 画面 ペ 
Е, 
この ルー チン は WIDTH40 の モー ド の み 有 効 。 


@ 機能 コン ソー ル と 入出 力 ペ ー ジ の 初期 化 

@ レジスタ АЕ 以外 保存 

@ 説 明 コン ソー ル (テキ スト 画面 の 座標 範囲 ) を 最大 値 
に 戻し , 入出 力 ペ ー ジ を 0 ペー ジ に 指定 する 。 


@ 機 能 パレ ッ ト , プラ イオ リティ の セッ ト 

@ レジスタ АҒ, BC, D, HL 以外 保存 

@ 説明 RPRIOF (00F6H) の 青 の パ レッ ト , GPRIOF (00F7H) 
赤 の パレ ッ ト , BPRIOF (00F8H) 縁 の パレ ッ ト , 
TPRIOF (00F9H) プラ イオ リティ の 各 ワ ー ク の 値 を 
10 ア ドレ ス の パレ ッ ト 青 (I000H), パレ ッ ト 赤 
(1100H), パレ ッ ト 緑 (120000, プラ イオ リティ 
(1300H) に セッ ト す る 。 


0 A6B 


Ө ӨЕ テキ スト ・ ク リア 

@ レジ スタ АҒ, BC, D, HL 以外 保存 

@ 説 明 テキ スト 画面 を クリ ア す る 。 こ の と き 画 面 に 埋め 
られ る 文字 は CLSCHR (0027H) に , アト リピ ュー 
ト は COLORF (0026H) に スト ア さ れ て いる 。 
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CLSG 0 А 8 F | 機能 グラ フィ ッ ク ・ ク リア 
@ レジスタ АҒ BC 以外 保存 
@ 説明 グラ フィ ッ ク 画 面 を 同時 アク セス ・ モ ー ド で クリ 
715. 
ADRCAL 0 5 4A | 機能 カー ソル 位置 の アド レス 取り 出し 


@ 出 力 HL…… テ キス ト VRAM アド レス 

@ レジスタ AF, BC, HL 以外 は 保存 

@ 説 明 現在 の カー ソル 位置 の テキ スト VRAM アド レス を HL 
レジ スタ に 返す 。 ア トリ ビュ ー ト ・ ア ドレ ス は , 
HL 一 |000H の 位置 で ある 、 


ADRCA2 | 0 5 4 D 


eUB8E テキ スト VRAM の アド レス 計算 

@ 入 力 L……… テ キス ト X 座 標 の 値 
He テキ スト Y 座 標 の 値 

@ 出 力 Heese テキ スト VRAM アド レス 

@ レジスタ АҒ, BC, HL 以外 保存 

@ 説 明 HH レジ スタ て 指定 し た テキ スト 座標 に 対応 する 
テキ スト VRAM アド レス を 計算 し , HL レジ スタ に 
返す 。 アト リピ ビュ ー ト ・ ア ドレ ス は , HL 一 1000H 
の 値 で ある 。 


SAVEI 


0 0 3 B 


@ 機 能 ファ イル ・ コ ント ロー ルプ ロッ ク (FCB) を カセ ッ 
ト テ ー プ に セー プ 
@ 入 力 HL……FCB の 先頭 アド バイ ス 
BC……FCB の バイ ト 数 (XI で は 0020H を 指定 する ) 
өш Ace 0 の と き , %-7ОК 
1 の と き , 途中 で BREAK 
3 の と き , テ ー プ が セッ ト さ れ て いな い 、 
4 の と き , WRITE PROTECT 状態 で ある 、 
5 の と き , その 他 (テー プ ・ エ ンド お よ 
び カ セッ ト 操 作 キ ー が 押さ れ た )、 
キャ リー フラ グ …… 0 の と き , OK 
1 の と き , ERROR 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 ファ イル ・ コ ント ロー ルプ ブロ ッ ク (FCB) を カセ ッ 
ト に セー プ ブ す る 。 図 A- 2 参照 。 
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SAVE2 


APPENDIX 1 


ӨЕ デー タ を カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ プ 
@ 入力 HL…… セ ー ブ す る デー タ の 先頭 アド レス 
BC…… セ ー ブ す る デー タ の バイ ト 数 
@ 出 力 Ace 0 の と き , セー ブ OK 
1 の と き , 途中 で BREAK 
3 の と き , テー プ が セッ ト さ れ て いな い 
4 の と き , WRITE PROTECT 状態 で ある 
5 の と き , その 他 。 
キャ リー フラ グ … 0 の と き , OK 
| の と き , ERROR 
@ レジスタ AF 以外 保存 
@ 説明 HL で 示さ れる メイ ン ・ メ モリ の アド レス か ら BC 
バイ ト 分 を カセ ッ ト に し セー プ す る 。BC=0 の と き は 
65536 バ イト セー ブ さ れる 


@ 機 能 ファ イル ・ コ ント ロー ルプ ブロ ッ ク (FCB) を カセ ッ 
ト テ ー プ か ら ロード する 。 
@ 入 力 HL……FCB を ロー ド す る 先頭 アド レス 
BC……FCB の バイ ト 数 ( XI で は 0020H) 
@ 出力 Ace 0 の と き , ロー ド OK 
1 の と き , 途中 で BREAK 
2 の と き , CHECK SUM ERROR 
3 の と き , テー プ が セッ ト さ れ て いな い 。 


5 の と き , その 他 
キャ リー フラ グ … 0 の と き , ОК 
| の と き , ERROR 


@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 HL で 示さ れる メイ ン ・ メ モリ の アド レス に カセ ッ 
ト テ ー プ か ら フ ァイル ・ コ ント ロー ル ブ ロ ッ ク 
(FCB) を ロー ド す る 。 
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LOAD2 0 0 4 4 |e 機 能 デー タ を カセ ッ ト テ ー プ か ら ロ ー ド する 。 
@ 入 力 HL…… ロ ー ド する 先頭 アド レス 
BC…… ロ ー ド する バイ ト 数 
@ 出 力 А---- 0 の と き , ロー ド OK 
1 の と き , 途中 で BREAK 
2 の と き , CHECK SUM ERROR 
3 の と き , テー プ が セッ ト さ れ て いな い 
5 の と き , その 他 
キャ リー フラ グ … 0 の と き , ロー ド OK 
| の と き , ERROR 
@ レジ スタ AF 以外 保存 
@ 説明 HL で 示さ れる メイ ン ・ メ モリ の アド レス か ら BC 
バイ ト 分 の デー タ を , カセ ッ ト テ ー プ より ロー ド 
する 。 BC= 0 な ら ば 65536 バ イト 分 ロー ド さ れる 。 
VERFY2 0 0 4 7 | 機能 カセ ッ ト テ ー プ の デー タ と メイ ン ・ メ モリ の デー 


タ を 比較 。 
өл HL--- 比較 する メイ ン ・ メ モリ 先頭 アレ ス 。 
BC…… 比較 する バイ ト 数 
@ 出 力 Ace 0 の と き , 比較 OK (同じ デー タ で ある 。) 
1 の と き , 途中 で BREAK 
2 の と き , CHECK SUM ERROR お よび 
VERIFY ERROR (デー タ が 異な 
っ て いる 、) 
3 の と き , テ ー プ が セッ ト さ れ て いな い 。 
5 の と き , その 他 
キャ リー フラ グ … 0 の と き , OK 
1 の と き , ERROR 
@ レ ジス タ AF 以外 保存 
@ 説 明 HL で 示さ れる メイ ン ・ メ モリ の アド レス か ら BC 
バイ ト 分 の デー タ を , カセ ッ ト テ ー プ の デー タ と 比 
較 チ ェ ッ ク す る 。 もし, 内容 が 違っ て いれ ば A レ 


ジス タ に 02H を 返す 。 
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APPENDIX 1 


CMTCOM 0DEC | 機能 カセ ッ ト に 対し て コマ ンド を 実行 する 。 

@ 入 力 Ass カセ ッ ト ・ コ マン ド 値 

@ レ ジス タ AF 以外 保存 

@ 説 明 A レ ジス タ の コマ ンド 値 に よっ て , 以下 の よう な 
動作 を 行う 。 

00H ...... 

OIH ..... 

02H 4..... 

03Н 

05H……APSS FF (APSS+ 1) 
06H……ASPP REW (АР55- 1) 


CMTSNS 0 DF 6 | 機能 カセ ッ ト の 状態 を 示す 。 
@ 出 力 A…… カ セッ ト の 状態 
@ レジスタ AF 以外 保存 

@ 説 明 カセ ッ ト の 状態 を A レ ジス タ の 各 ビ ピット て 返す 。 
各 ビ ピッ ト の 意味 は 下図 の 通り 。 


カセ ッ ト の 状態 


: テー ブ ・ エ ンド 
: テー プ ・ エ ンド で な い 
・ カ セッ ト な し 
・ カ セット あり 
: 消去 防止 ウメ な し 
: 消去 防止 ツメ あり 


@ 機 能 FCB の ファ イル ・ ネ ー ム を プリ ント する 。 
@ 入力 DE…… メ ッ セ ー ジ 出力 先頭 
HL……FCB 先頭 アド レス 
@ レ ジス タ АЕ, D 以 外 保存 
@ 説 明 DE か ら 始 まる メッ セー ジ を プリ ント し た 後に HL 
で 示す FCB 中 の ファ イル ・ ネ ー ム を プリ ント す 
る 。 


FMPRHL 
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FNMTCH @ 機 能 ファ イル ・ ネ ー ム お よび パス ワー ド の 比較 
@ 入 力 HL……FCB の 先頭 アド レス 
@ 出 力 セロ ・ フ ラグ …| の と き , 一 致 
0 の と き , 不一致 
@ レジスタ АЕ 以外 保存 
@ 説 明 HL で 示す FCB と DIRIMG (1480H) で 示す FCB の フ 
ァイル ・ ネ ー ム お よび パス ワー ド を 比較 する 。 


SETDI? @ 機 能 FCB に ファ イル ・ ネ ー ム を セッ ト 
@ 入 力 DE ファ イル ・ ネ ー ム が 格納 され て いる バッ フ 
ァ の 先頭 アド レス 
@ レ ジス タ АҒ, BC, DE, HL 以外 保存 
@ 説 明 DE で 示さ れる バッ ファ に ある ファ イル ・ ネ ー ム と 
パス ワー ド を DIRIMG (1480H) の FCB に セッ ト す る 。 
また , 同時 に 日 付け も FCB に セッ ト す る 。 


PSGINT @ 機 能 PSG の 出力 を 止め る 
@ レジスタ АЕ, ВС, DE 以外 保存 
@ 説 明 PSG の 出力 を 止め 、 PSG の レジ スタ R, 一 Ri。 に 次 
の 値 を セッ ト す る 。 
R, 3FH 
00H 
00H 
00H 


@ 機 能 ベル 音 を 鳴ら す 。 
@ レ ジス タ АЕ, BC, D 以外 は 保存 
@ 説 明 PSG を 使っ て ベル 音 を 鳴ら す 。 
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APPENDIX 1 


CGSET @ 機能 PCG に デー タ ・ セ ッ ト 
ASCII コー ド 
セッ ト /0 アド レス 上 位 
15H…PCG 青 
I6H…PCG Ж 
17H…PCG 緑 
セッ ト す る デー タ の 先頭 アド レス 
@ 出 力 HL 先頭 アド レス +8 バイ ト 
@ レジスタ АҒ, E, HL 以外 保存 
@ 説 明 PCG に パタ ー ン を 定義 する 。 


CGREAD @ 機 能 PCG や CG か ら デ ー タ を 読み 込む 


ASCII コー ド 
リー ド I/0 アド レス 上 位 
14H…CG ROM 
15H…PCG EF 
16H…PCG Ж 
17H…PCG 緑 
デー タ 用 バッ ファ 先頭 アド レス 
@ 出 力 HL 先頭 アド レス + 8 バイト 
@ レジスタ АҒ, E, HL 以外 保存 
説明 キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (CG КОМ お よび PCG 
RAM) の 内 容 を 読み 込み , バッ ファ に 格納 する 。 
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ラベ ル 名 
TRANS49 @ 機 能 サブ CPU80C49 に 送信 要求 コー ド を 送る 。 
@ 入 力 А 80C49 に 送る 要求 コー ド 
@ レ ジス タ АЕ 以外 保存 
Ф 説明 Z80 か ら 80C49 に 次 の よう な コン トロ ー ル を 行わ 
せる 。 
1. キー コー ド 処 理 
モニ タ 画 面 モ ー ド の 処理 
TV の 各種 コン トロ ー ル 
カセ ッ ト の コン トロ ー ル 
時 刻 の 設定 , 読み 出し 
. タイ マー の 設定 , 読み 出し 
送信 要求 コー ド は 付録 3 を 参照 。 


RECV49 @ 機 能 サブ CPU80C49 か ら デ ー タ を 受信 。 
80C49 か ら 受 信 し た デー タ 
@ レジスタ AF 以外 保存 
@ 説 明 80C49 か ら デ ー タ を 受信 する 。 こ の サブ ルー チン 
は TRANS49 と 共に , 80C49 と の 通信 に 用 いる 。 
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WIDTHO 


0007 


IOCS 内 ワー ク : エ リア 


内 容 
@ 意 味 | 行 の 入力 文字 数 の 最大 

eë | 7-255 

© 説明 INPUTF ,BINPUT な どの サブ ルー チン で | 
行 に 入力 で きる 文字 数 の 最大 値 。 こ の 値 
以上 は バッ ファ に 格納 され な い 。 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 WIDTH の 設定 値 

ФІЕ 1027-1280 

@ 説 明 現在 の スク リー ン が WIDTH 407» 
WIDTH80 か を 記憶 し て いる 。 

40 (28H) か 80 (50H) の 値 を 持つ 。 


@ 意 味 カー ソル の X 座標 
@ 値 0 へ 39 (WIDTH40) 
0—79 (WIDTH80) 
@ 説 明 現在 の カー ソル 位置 の X 座標 を 示す 。 書 
きか える こと で カー ソル 位置 を 変更 で 
る 。 


@ 意味 カー ソル の Y 座標 
eë 0 --24 

@ 説 明 現在 の カー ソル 位置 の Y 座標 を 示す 。 書 
きか える こと で カー ソル 位置 を 変更 で き 
る 。 
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CURYST を 意味 テキ スト 表示 エリ ア の Y 座標 の 先頭 
eë 0 て 24 
@ 説 明 CONSOLE 命令 で の Y 方 向 の スタ ー ト 座 
標 値 。 下 図 参照 。 


CURYST(YS), CURYED(YE), CURXST(XS), 
CURXED(XE) の 関係 


(XS, YS ) 
テキ スト 表示 エリ ア 
( ХЕ, YE ) 


注 ) WIDTH40 の 場合 


CURYED ў テキ スト 表示 エリ ア の Y 座標 の 終わ り 
(CURYST) て 24 

CONSOLE 命令 で の Y 方 向 の エン ド 座 標 

を 示す 。 


CURXST テキ スト 表示 エリ ア の X 座標 の 先頭 

0 て 39 また は 0^ ぐ 79 

CONSOLE 命令 の X 方 向 の スタ ー ト 座標 
を 示す 。 


CURXED @ 意 味 テキ スト 表示 の X 座標 の 終わ り 。 
@ 値 (CURXST) —39 また は 
(CURXST) --79 
@ 説明 CONSOLE 命令 の X 方 向 の エン ド 座 標 を 
示す 。 
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АТЕШ, 


COLORF 


APPENDIX 2 


文字 の アト リピ ビュ ー ト 

0 て 255 

ACCPRT な どの サブ ルー チン で 表示 され 
る 文字 アトリビュート の 値 を 示す 。 各 
ビ ピット の 意味 は 下図 の 通り 。 


COLORF ( 0026H ) の ビッ ト 構 成 


青 
Е COLOR (0-7) 色 指 定 
4 


CREV (01) 反転 文字 


CFLASH (0/1) 点 減 文字 


CGEN (0/1) CG ROM/RAM 


CSIZE (0-3) キャ ラク タ ・ サ イズ 


CLSCHR 


KEYDAT 


BRKBUF 


画面 消去 用 キャ ラク タ 
通常 20H (スペ ー ス ) 

文字 画面 を 消す と き に 埋め つく され る キ 
ャ ラク タ の ASCII コー ド を 示す 。 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 割り 込み キー 入力 で の キー コー ド 

@ 説 明 割り 込み に よる キー 入力 で 最後 に 入っ て き 
た キー の 値 
002EH ASCII コ ー ド 
002FH ファ クシ ョ ン ・ コ ー ド 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 割り 込み キー 入力 で の BREAK キ ー バ ッ フ ァ 

@ 説 明 割り 込み に よる キー 入力 て, SHIFT+ 
BREAK お よび BREAK が 押さ れ た 場合 , 
03H お よび 13H が 格納 され て る 。 BREA 
K, 一 時 スト ッ プ 処理 が 終る まで クリ ア 
され な い 。 
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sue ра o ^x | 
KEYFLG 0037 | (リー ド の み ) 
@ 意 味 有効 キー ノン 無効 キ 一 判断 
@ 説 明 割り 込み キー 入力 に お いて 有効 な キー が 
入力 され た と き は 0 以外 , 無効 な キー が 
入力 され た と き と , 入力 が な いと き は 0 
と な る 。 
ONKYBF 005! І (リー ド の み ) 
@ 意 味 ファ ンク ショ ン ・ キ ー 割 り 込 み フ ラグ 
@ 説 明 00H の と き フ ァ ク ショ ン ・ キ ー は 押さ れ 
て いな い 。90H の と き 押 され た 。 
INTTAB 0052 20 |(U— KO) 
@ 意 味 割り 込み キー 処理 の シャ ンプ 先 ア ドレ 
ス ・ テ ー プ ル 
e; 。 先頭 2 バイ ト 0346H 
その 他 03D3H 
@ 説 明 使用 され て いる の は 先頭 の 2 バイ ト の 
み 。I| レ ジス タ と キー ベク トル 値 の 合計 が 
この INTTAB を 示し て いる 。 
NMIAD 0 0 6 7 2 @ 意 味 リセ ッ ト ・ キ ー を 押し た と き の コ ー ル 
・ ア ドレ ス 
@ 値 ООҒАН 
CONTTB 0 0 6 9 64 |e 意味 コン トロ ー ル ・ コ ー ド 処理 の ジャ ンプ 先 
アド レス ・ テ ー ブ ル 
@ 説 明 СТК + @, CTRL+A…… の 処理 先 の アド 
レス が 2 バイ ト づ っ つ 32 組 格納 され て い 
る 。 
SCRNTO 0 20 | を 意味 テキ スト 画面 の 行 連続 フラ グ 
SCRNTI 0 26 
@ 説 明 テキ スト 画面 の ペー ジ 0, | の ある 行 が 


炊 行 と つなが っ て いる か どう か の 判断 , 
OOH の と き , その 行 は 次 行 と つなが っ て 
いな い 。 0IH の と きつ な が っ て いる 。 
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ラベ ル 名 
INICRT 


APPENDIX 2 


@ 意 味 CRT コン トロ ー ラ 設定 デー タ 
@ 説 明 CRT コン トロ ー ラ の レジ スタ 012 に 書 
き 込 む デ ー タ 。 


INIADR 


(リー ド の み ) 
@ 意 味 表示 し て いる 画面 の ペー ジ ・ オ フ セ ッ ト 値 
eí&  (00E9H) 00H ま た は 04H 
(00EAH) 
@ 説 明 表示 し て いる 画面 の ペー ジ に 応じ た 1/0 
アド レス の オフ セッ ト 値 を 示す 。 


表示 画面 の オフ セッ ト 値 


INIADW 


(リー ド の み ) 
@ 意 味 書き 込み 画面 の ペー ジ ・ オ フ セ ッ ト 値 
@ 値 (OOEB) 00H 
(00EC) 00H また は 04H 
@ 説 明 書き 込み 画面 の ペー ジ に 応じ た 1/0 ア ド 
レス の オフ セッ ト 値 を 示す 。 


アク セス 画面 の オフ セッ ト 値 


ATREND 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 アト リピ ビュー ト VRAM エン ド ・ ア ドレ 
スキ | 

eB アト リピ ビ ュー ト て で 使用 され て いる 最後 の 
VRAM の ИО 7 アド レス に 1 を 加え た 値 。 
PCG の R/W の と き に 使わ れる 。 
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АТВГЕТ 


CHREND 


BPRIOF 


RPRIOF 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 VRAM 未 使用 バイ ト 数 

@ 説 有明 アト リピ ュー ト お よび テキ スト の VRAM 
T, 画面 表示 に 使用 され て いな い VRAM の 
バイ ト 数 を 示す 。 


(リー ド の み ) 

@ 意味 テキ スト VRAM エン ド ・ ア ドレ スキ + | 

@ 説 明 テキ スト て 使用 され て いる 最後 の VRAM 
の 1/0 アド レス に 1 を 加え た 値 。 


(リー ド の み ) 

@ 意味 青 の パ レッ ト 状 態 

@ 説 明 |/0 ア ドレ ス 1000H の 値 を も つ ワ ー ク 
で , 青 の パ レッ ト の 状態 を 示す 。 


GPRIOF 


TPRIOF 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 赤 の パレ ッ ト 状 態 

@ 説明 |/0 ア ドレ ス |IOOH の 値 を も つ ワ ー ク 
で , 赤 の パレ ッ ト の 状態 を 示す 。 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 緑 の パ レッ ト 状 態 

Ф 説明 |/O ア ドレ ス 1I200H の 値 を も つ ワ ー ク 
C, 縁 の パレ ッ ト の 状態 を 示す 。 


(リー ド の み ) 

@ 意 味 テキ スト の 優先 順位 

eë 初期 値 0 

@ 説明 1/07 アド レス 1300H の 値 を も つ ワ ー ク で 
優先 順位 を 示す 。 


REPTF I 


リピ ー ト ON/OFF フラ グ 

0 また は | 

0 の と き , キー リピ ー ト ОЕР 
1 の と き , キー リピ ー ト ON 
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APPENDIX 2 


К 


SCRMOD 


CLICKF 


KBUFSW 


0 A 8 B 


@ 意味 
e 値 
e 説明 


グラ フィ ッ ク ・ ク リア 判断 

02H, その 他 

WIDTH40, WIDTH80 で グラ フィ ッ ク を ク 
リア する か し な いか の 判断 用 。02H の と 
き は グラ フィ ッ ク を クリ ア し な い 。 


ü E S n 


e 意味 
e (à 
ө 説明 


クリ ッ ク 音 の 制御 フラ グ 。 

00H, その 他 

割り 込み キー 入力 の と き に 入力 確認 用 の 
音 を 出す か 出さ な いか の フラ グ 。 0 な ら 
クリ ッ ク 音 が 出る 。 そ の 他 の と き は 出 な 
い 。 


0EA 5 


e 意味 


e (ë 
ө 説明 


| 行 入力 の と き , 先行 入力 を 捨て る か ど 
うか の フラ グ 

00H, その 他 

値 が 0 の と き 先 行 入 力 を 捨て な い 。 


POINTI 


ОЕА 6 


@ 意味 
e (ë 
@ 説明 


INBUF 内 の 書き 込み ポイ ンタ 

0 —3FH 

先行 入力 お よび ファ ンク ショ ン ・ キ ー 入 
720012 5 O) INBUF 内 の 書き 込み ポイ ン 
タ を 示す 。 


POINT2 


СЕ А7 


e 意味 
e (& 
e 説明 


INBUF 内 の 読み 出し ポイ ンタ 

0 —3FH 

先行 入力 お よび ファ ンク ショ ン ・ キ ー 入 
ОЇ ОФ МВО 内 の 読み 出し ポイ ン 
タ を 示す 。 
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@ 意 味 入力 キー デー タ ・ バ ッ フ ァ 

@ 説 明 先行 入力 お よび ファ ンク ショ ン ・ キ ー 入 
カカ の た め の デ ー タ ・ バ パ バッファ, PONTI Б 
よび POINT? が , 書き 込み , 読み 出し の ポ 
イン タ を 表わし て いる 。 
先行 入力 ルー チン に より , キー デー タ が 
バッ ファ に 書き 込ま れ , それ に し た が っ 
て POINTI が 進ん で いく 、。 こ の バッ ファ 
は リン グ ・ バ パッ ファ と な っ て いる の で 
OEE7H の 次 は OEA8H に 書き 込ま れる 。 
POINTI と POINT2 が 同じ 値 に な っ た ら 
バッ ファ が 空 で ある こと を 意味 する 。 


FUNBUF 意 ファ ンク ショ ン ・ キ ー 定 義 用 ワー ク 

ファ ンク ショ ン ・ キ ー の 定義 内 容 が 書か 

れ で ゆる ワー クエ リア 

1 キー に 対し て 16 バ イト 。 よ っ て IOx1I6 
=160 バ イト 。 ワ ー ク ・ エ リア の 構造 は , 

最初 の | バイ ト が 定義 バイ ト 数 (0 て 15), 

残り の I5 バ イト が 定義 文字 。 


生理 間 プン ァ ンク ショ ン ・ コ ー ド の ビッ ト 構 成 


(MSB) 0038) 
1 


SHIFT CTRL 


る カナ キー カ |e SHIFT キー 
押さ れ て い が 押さ れ て 
る いる 


(LOCK г 
れ て いる ) 


k © 
れ て きた と き 
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APPENDIX 2 


пл РЕР РЕР РРА 


ファ イル 名 


一 ファ イル の 種類 を 表わす 
1. フ ロッ ピー ディ スク の 場合 
00 は KILL され た ファ イル 
FF は 使用 ディ レク トリ ・ テ ー ブ ル の 終わ り 。 
ビッ ト 0 が | … Bn ファ イル (マシ ン 語 で 書か れ た ファ イル ) 
ビ ピット 1 が | … Bas ファ イル (BASIC テキ スト て で て 書か れ た 
ファ イル ) 
ビ ピット 2 が | … Asc ファ イル (ASCII セー プ さ れ た ファ イル ) 
ビ ピット 4 が | … FILES で 表示 し な い , 0… 表 示す る 。 
ビッ ト 5 が 1 … リ ー ド ・ ア フタ ー ラ イト ON, 0… OFF 
ピット 6 が |… 書 き 込み 禁止 ファ イル , 0 … 書 き 込み ОК 
ビ ピット 3 と ビッ ト 7 は 予備 
( 注 ) カ セッ ト , ROM の 場合 ビッ ト 0 一 2 まで フロ ッ ピ ー 
ディ スク と 同じ だ が , ビッ ト 3 - 7 は 未 使用 。 


ファ イル 名 (13 文 字 ) 


@ ユ ー ザ ー 指 定 拡張 子 エ リア ( 3 文字 ) 


Ф パス ワー ド 無 指定 の 場合 20H を 入れ る 。 


プロ グラ ム の 長 さ を バイ ト 数 で 示す 。 
た だ し , マシ ン 語 ファ イル の み 有 効 と な る 。 


@ ロ ー ド 時 の 先頭 アド レス が 入る 。 た だ し , マシ ン 語 ファ 
イル の み 有 効 。 


ロー ド さ れ た プロ グラ ム の 実行 開始 番地 。 


⑯ フ ァイル が 作成 され た 年 , В, MER, Aft, 時刻 (時 , 
分 ) が 入る 。 


信人 外部 デバ イス 上 の どこ の アド レス か ら , フ ァイル 本 体 が 
格納 され て いる か を 示す 。 カ セッ ト テ ー プ の 場合 常に 00 
が 格納 され る 。 


251 


1/0 ボ ポート 


1/0 アド レス 内 ж 

0B00 | 増設 RAM パ ンク 切り 換え . 
1/0 アド レス 外部 НАМ アク セス | 1/0 
外部 ROM アク セス 1/0 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク | 1/0 


0000 


ユー ザー 1/0 ポー ト 
OFFF 
1000 内 = 
シス テム 1/0 ポー ト パレ ッ ト blue 
IFFF NPD тей 
2000 アト リピ ュー ト VRAM パレ ッ ト green 
ШЕЕ プラ イオ リティ 
3000 CG ROM | (漢字 ROM) 
PCG RAM blue 
nid PCG RAM red 
STERN PCG RAM green 
CRTC レジ スタ 
デー タ 
グラ フィ ッ ク VRAMI 8049 (82557) 


4000 


(blue) 8255② ポ ー ト A 
ボ ポート B 
ポー ト C 
コン トロ ー ル レジ スタ 


PSG アド レス 
IPL ROM アク ティ ブ 
(red) IPL ROM ノン アク ティ ブ 


SIO チャ ン ネ ル A デー タ 
チャ ン ネ ル A 制御 語 Vo 

チャ ン ネ ル B デー タ 

グラ ブ ィ ッ ク VRAM3 チャ ン ネ ル B 制御 語 
/0 


CTO チャ ン ネ ル 0 

(green) チャ ン ネ ル | | 
チャ ン ネ ル 2 
チャ ン ネ ル 3 


[SmRTPORT — | N] 


グラ フィ ッ ク VRAM2 


注 ) アミ の か か っ て いる 部 分 は XITurbo の 拡張 部 分 , * は 無効 。 
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ド 表 


サブ CPU (80C49) コマ ン 


37 CPU コマ ンド (送信 要求 コー ド ) 


| 送信 要求 コー ド | 後続 コー ド | 


80C49 2-80A 


Гыл ы ош у Ж о рт 
сая ゲー ム 用 キー デー タ 読み 出し 


ベク タ 値 | バイ ト 


キー ベク タ 値 を セッ ト 


キー デー タ 2 バイ ト 


キー バッ ファ 読み 出し 


01 

02 
03 
05 
06 
08 
0A 
0B 
0C 
00 
0Е 
oF 


E7 


(TV 制御 ) 


ボリ ュー ム ・ ア ッ プ 

ボリ ュー ム ・ Pu» 

ボリ ュー ム ・ ノ ー マ ル 

TV 画面 

音声 ミュ ー ト 

TV = コン ピュ ー タ 切り 換え 
コン トラ スト ・ ノ ー マ ル 
チャ ン ネ ル ・ ア ッ プ 

チャ ン ネ ル ・ ダ ウン 

ノ パ ワー オフ 

パワ ー オ ン ・ オ フ 切 りか え 
コン トラ スト ・ ダ ウン 


10 
$ 
IB 


チャ ン ネ ル | 
j 
チャ ン ネ ル 12 


IC 
ID 
[E 


IF 
80 


TV 画面 

コン ピュ ー タ 画面 

スー パー イン ポ ボーズ (コン トラ スト ダウ ン ) 
スー パー イン ポー ズ (コン トラ スト ノー マル ) 
パワ ー オ シ 


デー タ | バイト 


TV 送信 コー ド 読 み 出し 


ES 


(カセ ッ ト 制 御 ) 


EJECT 
STOP 
PLAY 

FF 

REW 
APSS FF 
APSS REW 
REC 


デー タダ | パイ トド 
デー タ | パイ ト 


カセ ッ ト 状 態 読み 出し 


日 付け デー タ 3 パ バイ 人 
Bfjtyz-53/* 


日 付け 読み 出し 


カセ ッ ト セ ン サ ー 読 み 出 し =? 
日 付け セッ ト - 


時 刻 デ ー タ 3 バ 條 


時 刻 セ ッ ト 


ЗШУ—Ў3/М} 
タイ マー 
デー タ 6 バイ ト 


タイ マー 
デー タ 6 バイ ト 


時 刻 読み 出し 


クイ マー 
) に デー タ セ ッ ト 
タイ マー 


タイ マー0 
; か ら デ ー タ 読み 出し 
タイ マー7 


Ж) アミ の か か っ て いる 部 分 は ХІ Turbo В. 
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X] уула #207 ラミ ング 入門 


A5 判 ・240 ペ ー ジ 定価 2,200 円 (送料 250 円 ) 


渡辺 英 行 ・ 沼倉 均 共 


マシ ン 語 で プロ グラ ム を つく る た め に 
は , 命令 その も の を 理解 する の と 同時 
に , ひと つ ひ と つの 命令 を どう 組み 合 
わせ る か が 重要 に な っ て くる 。 本書 は 
これ を ポイ ント に し た ニュ ー タ イプ の 
実践 的 入門 書 で ある 。 見 や すい よう に 
配慮 し た マシ ン 語 命令 , I0CS, I/O ポー 


ト な どの 解説 は , 中 級 者 レベ ル に と っ 
て も 貴重 な 資料 と な る だ ろう 。 キメ 細 
か な 記述 に 加え て , 本 格 的 な マシ ン 語 
プロ グラ ム の 開発 シス テム と し て , 高 
い 機能 を 持つ 『 エ ディ タ ・ ア セン プラ 』 
の リス ト も 掲載 され て いる 


Z80 CPU 対応 


XB 


新 言語 (オリ ジ ナ ルコ ン バ イ ラ ) 作成 の 技法 


A5 判 ・448 ペ ー ジ 定価 3,000 円 (送料 300 円 ) 


コン パイ ラ は , 一 体 , どの よう な 構成 
C, どう 作ら れる の か q パ ツ コ シ 
(Z80CPU) を ター ゲッ ト に 作成 技法 を 
わか りや すく 解説 。 サ ンプ ル と し て 作 
っ た コン パイ ラ (CP/M 版 ) の 全 ソ ー ス 
・ リ スト を 掲載 し た 。 コ ン パ イラ を と 
り ま く 環 境 か ら 構 文 図 の 書き 方 , コン 
パイ ラ の 構成 を 紹介 する ほか , 逆 ポ ボー 
ラン ド 記 法 と 再帰 的 手法 に よる 式 の コ 
ン パ イル と 最適 化 , 制御 文 や 宣言 文 の 


処理 方 , 変数 の 扱い な ど を 詳し く 説 明 
し て いる 。 ま た , ソー ス ・ リ スト の 人 解 
説 は コン パイ ラ 作 成 の 大 き な ヒ ント と 
な ろう 。 言 語 処理 系 に 興味 を 持っ て い 
る ユー ザー 必読 の 書 。 

@ 内容 一 コン パイ ラ の 処理 過程 と 構造 
プロ グラ ム 言 語 の 表し 方 プ コ ン パ イ 
ラ の 設計 と 手法 式 の コン パイ ルン ノ 記 
号 表 制御 文 の コン パイ ルン ノ 変 数 の 扱 
い グ プロ グラ ム 言 語 Stellar プ etc. 
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